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名
児
耶
明
監
修
『
決
定
版
日
本
書
道
史
』
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
。

中
野
三
敏
編
『
日
本
の
近
世
』
第
一
二
巻
（
文
学
と
美
術
の
成
熟
）、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
。

西
川
寧
編
『
日
本
書
論
集
成
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
。

西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

福
田
博
美
「
鳥
居
清
長
の
浮
世
絵
に
見
る
服
飾
描
写
の
独
自
性
：
姿
態
美
と
染
織
表
現
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
　
服
装
学
・
造
形
学
研
究
』
第
四
六

号
、
二
〇
一
五
年
、
三
三
―
四
五
頁
。

水
田
紀
久
訓
読
校
注
「
日
本
印
人
伝
」『
日
本
の
篆
刻
』（
中
田
勇
次
郎
編
）、
二
玄
社
、
一
九
六
六
年
。

三
村
淸
三
郎
『
近
世
能
書
伝
』
二
見
書
房
、
一
九
四
四
年
。

武
藤
禎
夫
校
訂
『
噺
本
大
系
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
。

森
銑
三
「
三
井
親
和
」『
森
銑
三
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
、
一
一
〇
―
一
二
〇
頁
。

山
岡
泰
造
監
修
、
並
木
誠
士
・
森
理
恵
編
『
日
本
美
術
史
』
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
。

山
下
祐
二
・
高
岸
輝
監
修
『
日
本
美
術
史
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

游
国
慶
「
古
漢
字
与
雑
体
篆
─
以
三
十
二
体
篆
書
盛
京
賦
為
例
」『
書
画
芸
術
学
刊
』
第
一
輯
、国
立
台
湾
芸
術
大
学
美
術
学
院
書
画
芸
術
学
系
、二

〇
〇
六
年
、
一
―
二
四
頁
。

米
田
彌
太
郎
『
近
世
書
人
の
表
現
と
精
神
─
続
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
─
』
柳
原
書
店
、
一
九
九
九
年
。
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は
じ
め
に

　
明
治
期
の
洋
画
家
・
青
木
繁
（
一
八
八
二
―
一
九
一
一
）
の
芸
術
の
中
心
を
な
す
の
は
、
油
彩
画
や
水
彩
画
な
ど
の
絵
画
作

品
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
詩
や
俳
句
、
短
歌
、
文
章
な
ど
文
学
的
方
面
に
も
豊
か
な
才
能
を
示
す
作
品
や
断
片
を
残
し
、

さ
ら
に
は
余
技
的
に
制
作
し
た
扇
面
の
書
画
や
絵
入
り
の
羽
子
板
、
か
る
た
や
し
お
り
な
ど
の
作
品
群
に
も
、
近
代
日
本
の

芸
術
家
中
傑
出
し
た
装
飾
家
、
能
筆
家
と
し
て
の
優
れ
た
才
能
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
と
石
橋
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
生
誕

90
年
記
念
　
青
木
繁
展（

（
（

」
に
お
い
て
お
そ
ら
く
初
め
て
公
開
展
示
さ
れ
、
同
展
図
録
お
よ
び
、
河
北
倫
明
の
編
集
に
よ
り
同

展
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
同
年
に
刊
行
さ
れ
カ
タ
ロ
グ
レ
ゾ
ネ
的
な
画
集
『
青
木
繁（

（
（

』
に
、わ
ず
か
に
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る

た
》
の
読
札
と
取
札
の
各
一
枚
、
計
四
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
が
掲
載
さ
れ
た
の
み
で
、
そ
れ
以
降
、
長
ら
く
そ
の
存
在
が
忘

れ
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
に
再
発
見
さ
れ
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
で
あ
る
。《
か
る
た
》《
漢

詩
か
る
た
》
は
、
読
札
と
取
札
が
そ
れ
ぞ
れ
各
一
〇
〇
枚
、
総
計
で
四
〇
〇
枚
が
揃
っ
て
現
存
す
る
貴
重
な
作
品
で
、
現
在

の
青
木
繁
研
究
に
お
い
て
は
、
新
出
作
品
と
同
様
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
は
、《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
全
作
品
の
画
像
を
掲
載
し
、
ま
ず
は
、
作
品
の
再
発
見
の
経
緯
、
来
歴
、
展

覧
会
展
示
歴
、
現
状
、
作
品
に
付
随
す
る
関
連
資
料
、
な
ど
作
品
の
概
要
を
紹
介
し
、
つ
ぎ
に
、
青
木
繁
の
他
の
《
絵
か
る

　
　青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
に
つ
い
て

植
野
健
造



178

た
》
現
存
作
品
、
資
料
を
紹
介
、
本
作
品
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。
さ
ら
に
、
か
る
た
の
歴
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
に
も
言

及
し
、
青
木
の
か
る
た
制
作
の
実
状
や
意
義
に
つ
い
て
も
み
て
み
た
い
。
む
す
び
と
し
て
、
装
飾
芸
術
へ
の
志
向
と
そ
の
才

能
の
豊
か
さ
が
青
木
繁
芸
術
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
。

　
　
　
1
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
と
関
連
資
料
の
概
要

　
　
　
　
　
―
再
発
見
の
経
緯
、
来
歴
、
展
覧
会
歴
、
現
状
な
ど
―

　
本
作
品
の
再
発
見
の
経
緯
と
そ
の
後
の
経
過
を
述
べ
て
お
く
。
本
作
品
は
、
二
〇
一
四
年
頃
に
東
京
都
内
の
個
人
宅
に
お

い
て
そ
の
存
在
が
再
確
認
さ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
に
も
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
本
作
品
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
稿
者
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
に
お
い
て
、
本
作
品
を
紹

介
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
、
所
蔵
者
宅
で
再
調
査
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
精
細

画
像
の
撮
影
を
行
っ
た（

（
（

。

　
ま
ず
は
、
本
作
品
を
現
在
所
蔵
し
て
い
る
個
人
宅
に
遺
さ
れ
た
本
作
品
と
関
連
作
品
、
資
料
な
ど
調
査
し
た
内
容
と
デ
ー

タ
を
す
べ
て
記
述
し
て
お
き
た
い
。

【
青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
と
関
連
作
品
、
資
料
の
概
要
　
東
京
・
個
人
蔵
】

①
　
青
木
繁
《
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）》　
図
版C00（

〜C（00

、D
00（

〜D
（00

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
墨
、
紙
、
読
札
　
四
・
七
×
三
・
六
㎝  

一
〇
〇
枚
　
取
札
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝  

一
〇

〇
枚

来
歴
：
一
九
〇
四
―
一
九
〇
七
年
頃
　
安
藤
東
一
郎
、
一
九
六
三
年
　
加
藤
博
・
東
京
、
二
〇
〇
二
年
　
個
人
・
東
京

展
覧
会
展
示
歴
：
一
九
七
二
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
／
石
橋
美
術
館
「
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
」no.（99

「
絵
か

る
た
　
一
九
〇
四
　
水
彩
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
」

文
献
：
一
九
七
二
　
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
図
版（48

「
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
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紙
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」

②
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）》　
図
版A00（

〜A（00

、B00（

〜B（00

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
墨
、
紙
、
読
札
　
六
・
六
×
四
・
六
㎝  

一
〇
〇
枚
　
取
札
　
八
・
〇
×
五
・
八
㎝  

一
〇

〇
枚

来
歴
：
安
藤
東
一
郎
、 

一
九
六
三
年
　
加
藤
博
・
東
京
、
二
〇
〇
二
年
　
個
人
・
東
京

展
覧
会
展
示
歴
：
一
九
七
二
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
／
石
橋
美
術
館
「
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
」no.（98

「
漢
詩

か
る
た
　
一
九
〇
四
　
墨
　
八
×
五
・
八cm

」

文
献
：
一
九
七
二
　
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
図
版（49

「
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　

墨
　
紙
　
八
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」

備
考
：《
か
る
た
》
と
《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
四
方
開
き
の
収
納
帙
に
収
ま
る
（
図
（
、
図
（
）。

　
一
七
・
六
×
一
七
・
六
×
高
さ
五
・
二
㎝
　
帙
内
側
に
書
き
込
み
：
六
十
年
前
青
木
繁
／
と
あ
そ
ん
だ
か
る
た
の
字

／
今
日
目
の
前
に
／
見
る
事
に
な
り
ま
し
た
／
昭
和
三
十
八
年
　
熊
谷
守
一
　「
守
一
」（
朱
字
長
方
印
）

③
　《
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
（
封
書
）》（
図
（
、
図
4
、
図
5
）

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
一
二
月
、
封
筒
　
縦
二
〇
・
三
×
横
八
・
五
㎝
　
昭
和
三
八
年
一
二
月
付
　
書
簡
　
縦
一
九
・

五
×
横
三
五
・
七
㎝
　
昭
和
三
八
年
九
月
付

発
：
杉
並
区
高
円
寺
二
ノ
九
二
／
安
藤
東
一
郎
／
昭
和
三
十
八
年
十
二
月

宛
：
加
藤
博
　
様

文
面
：
思
い
出
ず
る
ま
ゝ
に
／
こ
の
小
倉
百
人
一
首
及
び
漢
詩
カ
ル
タ
は
／
儕
等
六
名
（
青
木
繁
、
坂
本
繁
二
郎
、
／
熊
谷

守
一
、
正
宗
得
三
郎
、
森
田
恒
友
、
安
藤
東
一
郎
、）
青
春
多
感
な
る
折
／
（
明
治
三
十
四
五
年
頃
）
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ゝ
に

／
そ
の
方
面
に
造
詣
深
か
り
し
青
木
氏
筆
を
／
と
り
、
残
る
五
名
紙
を
切
り
糊
を
つ
け
て
作
り
／
あ
げ
遊
び
た
る
も
の

（
こ
の
内
小
倉
百
人
一
首
の
う
ち
紛
失
／
せ
る
壱
枚
は
（
△
）
坂
本
繁
二
郎
氏
筆
を
と
る
）
／
永
く
記
念
に
小
生
の
手
許
に

あ
り
し
が
世
に
埋
／
も
れ
る
を
恐
れ
そ
の
由
来
を
書
き
て
後
／
世
に
残
す
、
／
明
治
　
昭
和
三
十
八
年
九
月
／
安
藤
東

一
郎
　「
安
藤
」（
朱
字
方
印
）　
八
十
壱
才
／
現
在
生
存
せ
る
も
の
は
熊
谷
守
一
、
坂
本
／
繁
二
郎
、
両
氏
と
小
生
と
の

図
1
　
青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
収

納
帙
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た
》
現
存
作
品
、
資
料
を
紹
介
、
本
作
品
と
の
比
較
検
討
を
行
う
。
さ
ら
に
、
か
る
た
の
歴
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
に
も
言

及
し
、
青
木
の
か
る
た
制
作
の
実
状
や
意
義
に
つ
い
て
も
み
て
み
た
い
。
む
す
び
と
し
て
、
装
飾
芸
術
へ
の
志
向
と
そ
の
才

能
の
豊
か
さ
が
青
木
繁
芸
術
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
。

　
　
　
1
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
と
関
連
資
料
の
概
要

　
　
　
　
　
―
再
発
見
の
経
緯
、
来
歴
、
展
覧
会
歴
、
現
状
な
ど
―

　
本
作
品
の
再
発
見
の
経
緯
と
そ
の
後
の
経
過
を
述
べ
て
お
く
。
本
作
品
は
、
二
〇
一
四
年
頃
に
東
京
都
内
の
個
人
宅
に
お

い
て
そ
の
存
在
が
再
確
認
さ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
に
も
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
本
作
品
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
稿
者
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
に
お
い
て
、
本
作
品
を
紹

介
す
る
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
二
九
日
、
所
蔵
者
宅
で
再
調
査
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
精
細

画
像
の
撮
影
を
行
っ
た（

（
（

。

　
ま
ず
は
、
本
作
品
を
現
在
所
蔵
し
て
い
る
個
人
宅
に
遺
さ
れ
た
本
作
品
と
関
連
作
品
、
資
料
な
ど
調
査
し
た
内
容
と
デ
ー

タ
を
す
べ
て
記
述
し
て
お
き
た
い
。

【
青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
と
関
連
作
品
、
資
料
の
概
要
　
東
京
・
個
人
蔵
】

①
　
青
木
繁
《
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）》　
図
版C00（

〜C（00

、D
00（

〜D
（00

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
墨
、
紙
、
読
札
　
四
・
七
×
三
・
六
㎝  

一
〇
〇
枚
　
取
札
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝  

一
〇

〇
枚

来
歴
：
一
九
〇
四
―
一
九
〇
七
年
頃
　
安
藤
東
一
郎
、
一
九
六
三
年
　
加
藤
博
・
東
京
、
二
〇
〇
二
年
　
個
人
・
東
京

展
覧
会
展
示
歴
：
一
九
七
二
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
／
石
橋
美
術
館
「
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
」no.（99

「
絵
か

る
た
　
一
九
〇
四
　
水
彩
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
」

文
献
：
一
九
七
二
　
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
図
版（48

「
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
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紙
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」

②
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）》　
図
版A00（

〜A（00

、B00（

〜B（00

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
墨
、
紙
、
読
札
　
六
・
六
×
四
・
六
㎝  

一
〇
〇
枚
　
取
札
　
八
・
〇
×
五
・
八
㎝  

一
〇

〇
枚

来
歴
：
安
藤
東
一
郎
、 

一
九
六
三
年
　
加
藤
博
・
東
京
、
二
〇
〇
二
年
　
個
人
・
東
京

展
覧
会
展
示
歴
：
一
九
七
二
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
／
石
橋
美
術
館
「
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
」no.（98

「
漢
詩

か
る
た
　
一
九
〇
四
　
墨
　
八
×
五
・
八cm

」

文
献
：
一
九
七
二
　
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
図
版（49

「
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　

墨
　
紙
　
八
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」

備
考
：《
か
る
た
》
と
《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
四
方
開
き
の
収
納
帙
に
収
ま
る
（
図
（
、
図
（
）。

　
一
七
・
六
×
一
七
・
六
×
高
さ
五
・
二
㎝
　
帙
内
側
に
書
き
込
み
：
六
十
年
前
青
木
繁
／
と
あ
そ
ん
だ
か
る
た
の
字

／
今
日
目
の
前
に
／
見
る
事
に
な
り
ま
し
た
／
昭
和
三
十
八
年
　
熊
谷
守
一
　「
守
一
」（
朱
字
長
方
印
）

③
　《
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
（
封
書
）》（
図
（
、
図
4
、
図
5
）

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
一
二
月
、
封
筒
　
縦
二
〇
・
三
×
横
八
・
五
㎝
　
昭
和
三
八
年
一
二
月
付
　
書
簡
　
縦
一
九
・

五
×
横
三
五
・
七
㎝
　
昭
和
三
八
年
九
月
付

発
：
杉
並
区
高
円
寺
二
ノ
九
二
／
安
藤
東
一
郎
／
昭
和
三
十
八
年
十
二
月

宛
：
加
藤
博
　
様

文
面
：
思
い
出
ず
る
ま
ゝ
に
／
こ
の
小
倉
百
人
一
首
及
び
漢
詩
カ
ル
タ
は
／
儕
等
六
名
（
青
木
繁
、
坂
本
繁
二
郎
、
／
熊
谷

守
一
、
正
宗
得
三
郎
、
森
田
恒
友
、
安
藤
東
一
郎
、）
青
春
多
感
な
る
折
／
（
明
治
三
十
四
五
年
頃
）
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ゝ
に

／
そ
の
方
面
に
造
詣
深
か
り
し
青
木
氏
筆
を
／
と
り
、
残
る
五
名
紙
を
切
り
糊
を
つ
け
て
作
り
／
あ
げ
遊
び
た
る
も
の

（
こ
の
内
小
倉
百
人
一
首
の
う
ち
紛
失
／
せ
る
壱
枚
は
（
△
）
坂
本
繁
二
郎
氏
筆
を
と
る
）
／
永
く
記
念
に
小
生
の
手
許
に

あ
り
し
が
世
に
埋
／
も
れ
る
を
恐
れ
そ
の
由
来
を
書
き
て
後
／
世
に
残
す
、
／
明
治
　
昭
和
三
十
八
年
九
月
／
安
藤
東

一
郎
　「
安
藤
」（
朱
字
方
印
）　
八
十
壱
才
／
現
在
生
存
せ
る
も
の
は
熊
谷
守
一
、
坂
本
／
繁
二
郎
、
両
氏
と
小
生
と
の

図
1
　
青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
収

納
帙
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参
名
の
み
な
り
、
／
△
「
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
香
具
山
」

④
　
青
木
繁
《
安
藤
氏
の
顔
》（
図
6
）

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
頃
、
鉛
筆
・
紙
、
額
装
、
二
五
・
一
×
一
八
・
五
㎝

左
下
：
青
木
、
坂
本
両
氏
と
本
郷
曙
町
同
居
時
代
／
明
治
三
十
六
年
頃
、
青
木
繁

氏
／
の
予
を
写
生
せ
る
も
の
な
り
　
安
藤
東
一
郎
　「
安
東
」（
朱
字
方
印
）

額
縁
裏
板
貼
紙
：
故
青
木
繁
氏
筆
　
顔
　
出
品
者
　
安
藤
東
一
郎

額
縁
裏
板
に
出
品
票
：
青
木
繁
展
　（97（.4.（（

―7.（6

（
東
京
・
久
留
米
）
／
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
　
共
催
・
石
橋
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社

来
歴
：
安
藤
東
一
郎
、
一
九
六
三
年
　
加
藤
博
・
東
京
、
二
〇
〇
二
年
　
個
人
・

東
京

展
覧
会
展
示
歴
：
一
九
七
二
　
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
／
石
橋
美
術
館
「
生
誕
90

年
記
念
　
青
木
繁
展
」no.（（0

「
安
藤
氏
の
顔
　c.（90（

　
鉛
筆
　
二
四
・
二

×
一
八
・
二
㎝
」

文
献
：
一
九
七
二
　
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
図
版（（7

「
安

藤
氏
の
顔
　c.（90（

　
素
描
　
鉛
筆
　
二
四
・
二
×
一
八
・
二
㎝
」

⑤
　「
遺
さ
れ
た
素
描
展
」
案
内
葉
書

年
不
明
一
月
二
〇
日
（
月
）
―
二
月
二
〇
日
（
木
）、
二
三
・
五
×
一
二
・
一
㎝

　
※
青
木
繁
《
安
藤
氏
の
顔
》
は
、
こ
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
※
加
藤
博
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
七
月
六
日
生
ま
れ
、
二
〇
〇
二
（
平

成
一
四
）
年
四
月
二
六
日
没
。

　
以
上
の
う
ち
、
③
《
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
（
封
書
）》
は
、
本
作
品
の
元
々

の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
安
藤
東
一
郎
が
現
所
蔵
者
の
父
で
あ
る
医
師
・
加
藤
博
に
本
作

品
と
④
青
木
繁
《
安
藤
氏
の
顔
》
を
譲
り
渡
し
た
際
の
書
簡
で
あ
る
。
安
藤
は
、
青

図
2
　
同
前
収
納
帙
内
側
の
書
き
込
み

（
熊
谷
守
一
）

図
3
　
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
　
封
筒
表

図
4
　
同
前
書
簡
　
封
筒
裏

図
5
　
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
　
書
面

図
6
　
青
木
繁
　
安
藤
氏
の
顔
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木
繁
の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
後
輩
で
、
晩
年
の
安
藤
と
加
藤
と
は
、
患
者
と
医
師
と
の
関
係
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
芸
術
を

愛
す
る
者
同
士
の
親
交
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
作
品
と
青
木
が
描
い
た
自
分
の
肖
像
画
を
お
そ
ら
く
は
明
治
期

の
青
木
在
世
中
か
ら
大
事
に
保
管
し
て
き
た
安
藤
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
い
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作

品
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
憂
い
、
芸
術
を
理
解
す
る
加
藤
に
作
品
を
譲
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
青
木
没
後

一
年
の
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
に
東
京
・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
青
木
繁
遺
作
展（

4
（

や
、
さ
ら
に
そ
の
翌
一
九
一
三

年
に
蒲
原
隼
雄
（
有
明
）、
坂
本
繁
二
郎
ら
友
人
、
知
人
た
ち
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
青
木
繁
画
集（

5
（

』
に
は
、
安
藤

は
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
青
木
在
世
中
か
ら
の
青
木
と
の
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
や
本
作
品

の
所
有
権
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
が
あ
っ
て
、
安
藤
は
坂
本
ら
遺
作
展
開
催
グ
ル
ー
プ
と
一
定
の
距
離
を
と
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
こ
の
書
簡
か
ら
本
作
品
制
作
の
状
況
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
《
か
る
た
》
お
よ
び
《
漢
詩
か
る
た
》
が
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
、
一
九
〇
二
年
頃
に
、
当
時
の
青
木
繁
が

親
し
く
し
て
い
た
友
人
グ
ル
ー
プ
六
人
、
青
木
、
坂
本
繁
二
郎
、
熊
谷
守
一
、
正
宗
得
三
郎
、
森
田
恒
友
、
安
藤
東
一
郎
の

制
作
に
な
り
、
百
人
一
首
か
る
た
や
漢
詩
に
造
詣
の
深
か
っ
た
青
木
が
筆
を
と
り
、
残
る
五
名
は
紙
札
切
り
、
糊
づ
け
作
業

な
ど
を
担
当
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
小
倉
百
人
一
首
の
う
ち
紛
失
し
た
「
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
香
具

山
」
一
枚
は
坂
本
繁
二
郎
が
筆
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
制
作
年
に
つ
い

て
は
青
木
の
年
譜
で
、
一
九
〇
三
年
秋
に
本
郷
区
駒
込
曙
町
に
転
宿
し
、
以
後
、
安
藤
東
一
郎
、
森
田
恒
友
、
坂
本
繁
二
郎
、

野
口
峯
吉
な
ど
が
交
代
で
同
宿
し
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
、
曙
町
よ
り
本
郷
区
駒
込
神
明
町
一
四
番
地
に
転
居
、

坂
本
繁
二
郎
と
同
宿
す
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
曙
町
時
代
の
制
作
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
こ
と
や（

6
（

、
他
の
現
存
す

る
絵
か
る
た
が
す
べ
て
一
九
〇
四
年
制
作
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
本
作
品
の
制
作
年
も
同
じ
一
九
〇
四
年
と
し

て
お
き
た
い
。

　《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
現
状
を
報
告
す
る
。《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
と
も
に
読
札
は
本
紙
一
枚
紙
で
別

の
紙
に
貼
ら
れ
て
は
い
な
い
。
紙
は
い
わ
ゆ
る
画
用
紙
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
紙
質
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
。
取
札
の
方
は
、
赤
茶
色
の
紙
を
本
紙
に
裏
貼
り
し
て
四
周
の
み
数
ミ
リ
程
度
表
面
に
折
り
返
し
て
貼
り
付
け
て
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参
名
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／
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す
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香
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④
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繁
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安
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〇
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明
治
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六
）
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頃
、
鉛
筆
・
紙
、
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、
二
五
・
一
×
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下
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青
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、
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氏
と
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郷
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同
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時
代
／
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三
十
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年
頃
、
青
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氏
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の
予
を
写
生
せ
る
も
の
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り
　
安
藤
東
一
郎
　「
安
東
」（
朱
字
方
印
）

額
縁
裏
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貼
紙
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故
青
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筆
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者
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郎
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縁
裏
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に
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）
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ブ
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・
日
本
経
済
新
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社

来
歴
：
安
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郎
、
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六
三
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加
藤
博
・
東
京
、
二
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〇
二
年
　
個
人
・

東
京

展
覧
会
展
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：
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／
石
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術
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生
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年
記
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青
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繁
展
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「
安
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氏
の
顔
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鉛
筆
　
二
四
・
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×
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八
・
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㎝
」

文
献
：
一
九
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二
　
河
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明
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青
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繁
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日
本
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社
、
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安
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氏
の
顔
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筆
　
二
四
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二
×
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二
㎝
」

⑤
　「
遺
さ
れ
た
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描
展
」
案
内
葉
書

年
不
明
一
月
二
〇
日
（
月
）
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二
月
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〇
日
（
木
）、
二
三
・
五
×
一
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・
一
㎝

　
※
青
木
繁
《
安
藤
氏
の
顔
》
は
、
こ
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
※
加
藤
博
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
七
月
六
日
生
ま
れ
、
二
〇
〇
二
（
平

成
一
四
）
年
四
月
二
六
日
没
。

　
以
上
の
う
ち
、
③
《
加
藤
博
宛
安
藤
東
一
郎
書
簡
（
封
書
）》
は
、
本
作
品
の
元
々

の
所
蔵
者
で
あ
っ
た
安
藤
東
一
郎
が
現
所
蔵
者
の
父
で
あ
る
医
師
・
加
藤
博
に
本
作

品
と
④
青
木
繁
《
安
藤
氏
の
顔
》
を
譲
り
渡
し
た
際
の
書
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で
あ
る
。
安
藤
は
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納
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内
側
の
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守
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木
繁
の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
後
輩
で
、
晩
年
の
安
藤
と
加
藤
と
は
、
患
者
と
医
師
と
の
関
係
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
芸
術
を

愛
す
る
者
同
士
の
親
交
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
作
品
と
青
木
が
描
い
た
自
分
の
肖
像
画
を
お
そ
ら
く
は
明
治
期

の
青
木
在
世
中
か
ら
大
事
に
保
管
し
て
き
た
安
藤
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
い
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作

品
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
憂
い
、
芸
術
を
理
解
す
る
加
藤
に
作
品
を
譲
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
青
木
没
後

一
年
の
一
九
一
二
（
明
治
四
五
・
大
正
元
）
年
に
東
京
・
上
野
で
開
催
さ
れ
た
青
木
繁
遺
作
展（

4
（

や
、
さ
ら
に
そ
の
翌
一
九
一
三

年
に
蒲
原
隼
雄
（
有
明
）、
坂
本
繁
二
郎
ら
友
人
、
知
人
た
ち
の
尽
力
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
青
木
繁
画
集（

5
（

』
に
は
、
安
藤

は
関
与
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
青
木
在
世
中
か
ら
の
青
木
と
の
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
や
本
作
品

の
所
有
権
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
が
あ
っ
て
、
安
藤
は
坂
本
ら
遺
作
展
開
催
グ
ル
ー
プ
と
一
定
の
距
離
を
と
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
こ
の
書
簡
か
ら
本
作
品
制
作
の
状
況
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
《
か
る
た
》
お
よ
び
《
漢
詩
か
る
た
》
が
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
、
一
九
〇
二
年
頃
に
、
当
時
の
青
木
繁
が

親
し
く
し
て
い
た
友
人
グ
ル
ー
プ
六
人
、
青
木
、
坂
本
繁
二
郎
、
熊
谷
守
一
、
正
宗
得
三
郎
、
森
田
恒
友
、
安
藤
東
一
郎
の

制
作
に
な
り
、
百
人
一
首
か
る
た
や
漢
詩
に
造
詣
の
深
か
っ
た
青
木
が
筆
を
と
り
、
残
る
五
名
は
紙
札
切
り
、
糊
づ
け
作
業

な
ど
を
担
当
し
て
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
小
倉
百
人
一
首
の
う
ち
紛
失
し
た
「
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
香
具

山
」
一
枚
は
坂
本
繁
二
郎
が
筆
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
制
作
年
に
つ
い

て
は
青
木
の
年
譜
で
、
一
九
〇
三
年
秋
に
本
郷
区
駒
込
曙
町
に
転
宿
し
、
以
後
、
安
藤
東
一
郎
、
森
田
恒
友
、
坂
本
繁
二
郎
、

野
口
峯
吉
な
ど
が
交
代
で
同
宿
し
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
九
月
、
曙
町
よ
り
本
郷
区
駒
込
神
明
町
一
四
番
地
に
転
居
、

坂
本
繁
二
郎
と
同
宿
す
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
曙
町
時
代
の
制
作
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
こ
と
や（

6
（

、
他
の
現
存
す

る
絵
か
る
た
が
す
べ
て
一
九
〇
四
年
制
作
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
本
作
品
の
制
作
年
も
同
じ
一
九
〇
四
年
と
し

て
お
き
た
い
。

　《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
現
状
を
報
告
す
る
。《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
と
も
に
読
札
は
本
紙
一
枚
紙
で
別

の
紙
に
貼
ら
れ
て
は
い
な
い
。
紙
は
い
わ
ゆ
る
画
用
紙
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
紙
質
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
。
取
札
の
方
は
、
赤
茶
色
の
紙
を
本
紙
に
裏
貼
り
し
て
四
周
の
み
数
ミ
リ
程
度
表
面
に
折
り
返
し
て
貼
り
付
け
て
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。

　
安
藤
東
一
郎
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、《
か
る
た
》
取
札
一
枚
を
除
く
、本
作
品
の
す
べ
て
が
青
木
繁
の
書
で
あ
る
と
い
う
。《
か

る
た
》
の
か
な
文
字
の
流
麗
で
達
筆
な
書
は
、
青
木
の
他
の
作
品
や
書
簡
類
の
書
と
比
較
し
て
、
青
木
の
筆
跡
で
あ
る
と
断

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。《
漢
詩
か
る
た
》
の
読
札
は
、
肥
痩
の
め
り
は
り
が
効
い
た
流
麗
な
草
書
体
で
あ
る
が
、
取
札
で
は

篆
書
風
の
書
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
篆
書
風
の
書
体
は
、《
か
る
た
》
の
か
な
文
字
や
《
漢
詩
か

る
た
》
読
札
の
草
書
体
に
比
べ
る
と
き
、
ぎ
こ
ち
な
さ
も
認
め
ら
れ
る
が
、
本
作
品
制
作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
六
人
の
う

ち
、
青
木
以
外
に
は
筆
者
を
想
定
し
づ
ら
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
時
期
の
青
木
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
隷
意

の
あ
る
楷
書
の
書
体
（
図
（9
、図
（0
）
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、同
じ
筆
者
の
筆
跡
と
判
定
し
て
よ
い
類
似
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
安
藤
の
証
言
の
と
お
り
、
青
木
の
筆
に
な
る
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。

　
　
　
2

　青
木
繁
の
他
の
《
絵
か
る
た
》
現
存
作
品
、
資
料

　
つ
ぎ
に
、
現
在
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
青
木
繁
の
他
の
「
か
る
た
」
を
掲
げ
て
み
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
《
か
る
た
》

《
漢
詩
か
る
た
》
に
は
絵
が
な
く
、
文
字
の
み
で
あ
る
。
青
木
制
作
の
現
存
す
る
「
か
る
た
」
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
百
人
一

首
《
絵
か
る
た
》
一
二
点
が
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
り
、
画
集
類
に
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
、
知
ら
れ
て
き
た
。
三
一
文
字

と
読
み
人
を
描
い
た
も
の
が
六
枚
（
読
札
）、
下
の
句
と
下
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
区
画
に
絵
を
描
い
た
も
の
が
三
枚
、
絵
は

あ
る
が
文
字
の
な
い
も
の
が
三
枚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
二
点
は
、
細
密
装
飾
画
の
才
能
と
と
も
に
、
そ
の
書
の
達
筆
ぶ
り
に

も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
青
木
の
文
学
的
教
養
と
書
画
の
才
能
が
の
び
の
び
と
発
揮
さ
れ
た
作
品
群
で
あ
る
。

【
青
木
繁
《
絵
か
る
た
》
現
存
作
品
】（
番
号
は
、
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
）

番
号
（65
　
絵
か
る
た
（
柿
本
人
麻
呂
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ａ
）　（
図
7
）

番
号
（66
　
絵
か
る
た
（
小
野
小
町
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
8
）

番
号
（67
　
絵
か
る
た
（
在
原
業
平
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
9
）

図
19
　
梅
野
満
雄
宛
青
木
繁
書
簡
　
封
筒
表

（
１
９
１
１
年
2
月
24
日
消
印
）

図
20
　
同
前
書
簡
　
封
筒
裏

183 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

番
号
（68
　
絵
か
る
た
（
紫
式
部
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙  

八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
（0
）

番
号
（69
　
絵
か
る
た
（
西
行
法
師
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（（
）

番
号
（70
　
絵
か
る
た
（
持
統
天
皇
（
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（（
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
持
統
天
皇
（
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
　（
図
（（
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
凡
河
内
躬
恒
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（4
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）（
図
（5
）

番
号
（74
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）（
図
（6
）

番
号
（75
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（7
）

番
号
（76
　
絵
か
る
た
（
あ
く
る
ひ
ま
な
く
か
つ
ら
き
の
か
み
）　
一
九
〇
四
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵

（
Ｃ
）（
図
（8
）

　
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
ほ
ぼ
同
寸
法
で
、
金
色
の
紙
を
本
紙
に
裏
貼
り
し
て
四
周
の
み
表
面
に
少
し
折
り
返
し
て
貼
り
付
け

る
と
い
う
、
同
様
の
仕
様
・
形
状
を
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
同
一
の
セ
ッ
ト
な
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
当
初
は
ど
の
程

度
の
枚
数
が
揃
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
な
ど
不
明
な
点
も
あ
る
。
紙
札
本
紙
の
紙
質
や
別
の
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
は
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
再
確
認
し
た
い
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
本
作
品
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
を
こ
れ
ら
の
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

一
二
点
の
方
が
、
紙
札
自
体
が
良
質
で
あ
り
、
絵
が
施
さ
れ
て
い
た
り
、
字
も
よ
り
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
た
り
と
、
芸
術
性

の
高
さ
で
は
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、《
絵
か
る
た
》
が
観
賞
用
に
重
点
を
お
い
て
制
作
さ
れ

た
作
品
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
本
作
品
は
実
際
に
遊
戯
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
四
〇
〇
枚
が
完
備

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
価
値
は
け
っ
し
て
前
者
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
小
倉
百
人
一
首
に
よ
る

《
か
る
た
》
だ
け
で
な
く
、《
漢
詩
か
る
た
》
一
〇
〇
枚
組
も
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
作
品
は
、
後
で
み
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
類

似
品
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、《
漢
詩
か
る
た
》
に
お
い
て
青
木
繁
は
、
篆
書
風

の
書
体
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
青
木
の
楷
書
、
行
書
な
ど
の
書
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
書
簡
や
扇
面
作
品
な
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。

　
安
藤
東
一
郎
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、《
か
る
た
》
取
札
一
枚
を
除
く
、本
作
品
の
す
べ
て
が
青
木
繁
の
書
で
あ
る
と
い
う
。《
か

る
た
》
の
か
な
文
字
の
流
麗
で
達
筆
な
書
は
、
青
木
の
他
の
作
品
や
書
簡
類
の
書
と
比
較
し
て
、
青
木
の
筆
跡
で
あ
る
と
断

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。《
漢
詩
か
る
た
》
の
読
札
は
、
肥
痩
の
め
り
は
り
が
効
い
た
流
麗
な
草
書
体
で
あ
る
が
、
取
札
で
は

篆
書
風
の
書
体
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
篆
書
風
の
書
体
は
、《
か
る
た
》
の
か
な
文
字
や
《
漢
詩
か

る
た
》
読
札
の
草
書
体
に
比
べ
る
と
き
、
ぎ
こ
ち
な
さ
も
認
め
ら
れ
る
が
、
本
作
品
制
作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
六
人
の
う

ち
、
青
木
以
外
に
は
筆
者
を
想
定
し
づ
ら
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
時
期
の
青
木
の
書
簡
に
見
ら
れ
る
隷
意

の
あ
る
楷
書
の
書
体
（
図
（9
、図
（0
）
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、同
じ
筆
者
の
筆
跡
と
判
定
し
て
よ
い
類
似
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
安
藤
の
証
言
の
と
お
り
、
青
木
の
筆
に
な
る
も
の
と
み
て
お
き
た
い
。

　
　
　
2

　青
木
繁
の
他
の
《
絵
か
る
た
》
現
存
作
品
、
資
料

　
つ
ぎ
に
、
現
在
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
青
木
繁
の
他
の
「
か
る
た
」
を
掲
げ
て
み
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
《
か
る
た
》

《
漢
詩
か
る
た
》
に
は
絵
が
な
く
、
文
字
の
み
で
あ
る
。
青
木
制
作
の
現
存
す
る
「
か
る
た
」
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
百
人
一

首
《
絵
か
る
た
》
一
二
点
が
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
り
、
画
集
類
に
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
、
知
ら
れ
て
き
た
。
三
一
文
字

と
読
み
人
を
描
い
た
も
の
が
六
枚
（
読
札
）、
下
の
句
と
下
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
区
画
に
絵
を
描
い
た
も
の
が
三
枚
、
絵
は

あ
る
が
文
字
の
な
い
も
の
が
三
枚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
二
点
は
、
細
密
装
飾
画
の
才
能
と
と
も
に
、
そ
の
書
の
達
筆
ぶ
り
に

も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
青
木
の
文
学
的
教
養
と
書
画
の
才
能
が
の
び
の
び
と
発
揮
さ
れ
た
作
品
群
で
あ
る
。

【
青
木
繁
《
絵
か
る
た
》
現
存
作
品
】（
番
号
は
、
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
）

番
号
（65
　
絵
か
る
た
（
柿
本
人
麻
呂
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ａ
）　（
図
7
）

番
号
（66
　
絵
か
る
た
（
小
野
小
町
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
8
）

番
号
（67
　
絵
か
る
た
（
在
原
業
平
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
9
）

図
19
　
梅
野
満
雄
宛
青
木
繁
書
簡
　
封
筒
表

（
１
９
１
１
年
2
月
24
日
消
印
）

図
20
　
同
前
書
簡
　
封
筒
裏
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番
号
（68
　
絵
か
る
た
（
紫
式
部
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙  

八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）　（
図
（0
）

番
号
（69
　
絵
か
る
た
（
西
行
法
師
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（（
）

番
号
（70
　
絵
か
る
た
（
持
統
天
皇
（
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（（
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
持
統
天
皇
（
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
　（
図
（（
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
凡
河
内
躬
恒
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（4
）

番
号
（7（
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）（
図
（5
）

番
号
（74
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵
（
Ｂ
）（
図
（6
）

番
号
（75
　
絵
か
る
た
（
文
字
の
な
い
）　
一
九
〇
四
年
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
財
団
法
人
河
村
美
術
館
（
図
（7
）

番
号
（76
　
絵
か
る
た
（
あ
く
る
ひ
ま
な
く
か
つ
ら
き
の
か
み
）　
一
九
〇
四
　
水
彩
・
紙
　
八
・
七
×
六
・
〇
㎝
　
個
人
蔵

（
Ｃ
）（
図
（8
）

　
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
ほ
ぼ
同
寸
法
で
、
金
色
の
紙
を
本
紙
に
裏
貼
り
し
て
四
周
の
み
表
面
に
少
し
折
り
返
し
て
貼
り
付
け

る
と
い
う
、
同
様
の
仕
様
・
形
状
を
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
同
一
の
セ
ッ
ト
な
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
当
初
は
ど
の
程

度
の
枚
数
が
揃
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
な
ど
不
明
な
点
も
あ
る
。
紙
札
本
紙
の
紙
質
や
別
の
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
な
ど
は
、
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
再
確
認
し
た
い
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
本
作
品
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
を
こ
れ
ら
の
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

一
二
点
の
方
が
、
紙
札
自
体
が
良
質
で
あ
り
、
絵
が
施
さ
れ
て
い
た
り
、
字
も
よ
り
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
た
り
と
、
芸
術
性

の
高
さ
で
は
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、《
絵
か
る
た
》
が
観
賞
用
に
重
点
を
お
い
て
制
作
さ
れ

た
作
品
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
本
作
品
は
実
際
に
遊
戯
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
四
〇
〇
枚
が
完
備

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
価
値
は
け
っ
し
て
前
者
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
小
倉
百
人
一
首
に
よ
る

《
か
る
た
》
だ
け
で
な
く
、《
漢
詩
か
る
た
》
一
〇
〇
枚
組
も
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
作
品
は
、
後
で
み
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
類

似
品
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、《
漢
詩
か
る
た
》
に
お
い
て
青
木
繁
は
、
篆
書
風

の
書
体
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
青
木
の
楷
書
、
行
書
な
ど
の
書
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
書
簡
や
扇
面
作
品
な
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ど
に
よ
っ
て
す
で
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
篆
書
の
書
体
も
こ
な
し
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
留
意
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
青
木
の
素
養
と
技
術
の
一
面
と
し
て
新
知
見
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本
作
品
は
貴
重
な
作
品

と
言
え
る
。
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3

　か
る
た
の
歴
史
の
中
で
―
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
、
漢
詩
か
る
た
―

　《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
に
書
か
れ
た
短
歌
や
漢
詩
の
テ
キ
ス
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、「
表
（
　
青
木
繁
《
か
る
た
》［
読

札
］（［
取
札
］）」「
表
（
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
》［
読
札
］(

［
取
札
］）」
に
ま
と
め
て
お
い
た
。

　《
か
る
た
》
が
、
い
わ
ゆ
る
「
小
倉
百
人
一
首
」
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、《
漢
詩
か
る
た
》
が
ど

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
《
漢
詩
か
る
た
》
の
作
例
が
他
に
ど
の
程
度
あ
る
の
か
な
ど
の

点
に
つ
い
て
は
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
青
木
繁
の
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
位
置
づ
け
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
、
漢
詩
か

る
た
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
日
本
の
か
る
た
の
歴
史
は
、
一
六
世
紀
末
頃
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う（

7
（

。
か
る
た
は
、
絵

柄
の
美
し
さ
や
遊
び
の
面
白
さ
な
ど
も
あ
っ
て
す
ぐ
に
全
国
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
。
江
戸
時
代
に
な
る
と「
百
人
一
首
か
る
た
」

や
「
い
ろ
は
か
る
た
」
な
ど
が
次
々
に
創
作
さ
れ
、
人
々
の
間
に
親
し
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
か
る
た
で
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
小
倉
百
人
一
首
は
、藤
原
定
家
（
一
一
六
二
―
一
二
四
一
）
が
選
ん
だ
秀
歌
撰
で
あ
る
。

そ
の
原
型
は
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
歌
人
で
も
あ
っ
た
宇
都
宮
弥
三
郎
頼
綱
（
蓮
生
入
道
、
一
一
七
二
―
一
二
五
九
）
の
懇

望
に
応
じ
て
、
定
家
が
作
成
し
た
色
紙
で
あ
る
。
蓮
生
は
、
京
都
嵯
峨
野
に
建
築
し
た
別
荘
・
小
倉
山
荘
の
襖
の
装
飾
の
た

め
、
定
家
に
色
紙
の
作
成
を
依
頼
し
た
。
定
家
は
、
飛
鳥
時
代
の
天
智
天
皇
か
ら
鎌
倉
時
代
の
順
徳
院
ま
で
、
一
〇
〇
人
の

歌
人
の
優
れ
た
和
歌
を
一
首
ず
つ
選
び
、
年
代
順
に
色
紙
に
し
た
た
め
た
。
小
倉
百
人
一
首
が
成
立
し
た
年
代
は
確
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
お
よ
そ
一
三
世
紀
の
前
半
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
成
立
当
時
に
は
、
こ
の
百
人
一
首
に
一
定
の
呼
び
名
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
代
に
な
っ
て
、
定
家
が
小
倉
山
で
編
纂
し
た
と
い
う
由
来
か
ら
「
小
倉
百
人
一
首
」
と
い
う
通

称
が
定
着
し
た
。
室
町
時
代
後
期
に
連
歌
師
の
宗
祇
が
著
し
た
『
百
人
一
首
抄
』（
宗
祇
抄
）
に
よ
っ
て
研
究
、
紹
介
さ
れ
る

と
、
小
倉
百
人
一
首
は
歌
道
の
入
門
編
と
し
て
一
般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
木
版
画
の
技
術
の
普

及
に
よ
っ
て
、
絵
入
り
の
歌
か
る
た
の
形
態
で
広
く
庶
民
に
広
ま
り
、
人
々
が
楽
し
め
る
遊
戯
と
し
て
も
普
及
し
た
と
い
う
。
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ち
な
み
に
近
代
以
降
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
競
技
か
る
た
会
に
統
一
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
ま
と
め
た
の
は

『
萬
朝
報
』
の
黒
岩
涙
香
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
〇
四
年
に
「
東
京
か
る
た
会
」
を
結
成
し
、日
本
橋
常
磐
木
倶
楽
部
に
お
い

て
第
１
回
の
か
る
た
大
会
を
開
催
し
た
と
い
う（

8
（

。
青
木
繁
の
か
る
た
へ
の
熱
中
や
か
る
た
制
作
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
漢
詩
か
る
た
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。《
漢
詩
か
る
た
》
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を

典
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
に
な
ら
っ
た
よ
う
な
、
漢
詩
か
る
た
と
い
う
も
の
が
他
に
ど
の
程
度
存
在

す
る
の
か
ど
う
か
、
な
ど
の
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。
漢
詩
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
吉
海
直
人
に
示
唆
に
富
む
論
考
が
あ
る（

9
（

。

同
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
か
る
た
は
、
か
つ
て
は
中
国
発
祥
の
か
る
た
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
中
国
で

は
古
い
時
代
の
「
漢
詩
か
る
た
」
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
歌
か
る
た
」
が
成
立
し
て
以
降
に
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
「
漢
詩
か
る
た
」
が
日
本
で
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
同
氏
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
十
数
例
の
《
漢
詩
か
る
た
》
を
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い

る
。「
漢
詩
か
る
た
は
、
近
世
後
期
に
藩
校
で
唐
詩
選
が
流
行
し
た
の
を
受
け
、
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
木
版
漢
詩
か
る
た
の
製

品
化
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
教
育
玩
具
）。
か
る
た
の
素
材
と
し
て
は
板
製
と
紙
製
の
二
種
が
あ
り
、
ま
た
製
法
と
し
て

は
肉
筆
と
木
版
が
あ
る
。
木
版
に
は
絵
入
り
と
絵
な
し
が
あ
る
。
か
る
た
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
唐
詩
選
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
歌
か
る
た
と
違
っ
て
五
言
と
七
言
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
枚
数
は
不
特
定
な
が
ら
、
七
言
は
百
六
十
五
組
、
五
言
は

七
十
四
組
を
基
本
と
す
る
。」

　
こ
の
解
説
を
ふ
ま
え
る
と
、
青
木
繁
の
《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
百
人
一
首
《
か
る
た
》
と
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
七
言
と
五
言
、
さ
ら
に
古
詩
も
ふ
ま
え
て
一
〇
〇
組
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
吉
海
氏
が
紹
介
す
る
漢
詩
か
る
た
の
作
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
楷
書
ま
た
は
草
書
で
書
か
れ
た
も
の
で
、《
漢
詩

か
る
た
》
取
札
の
よ
う
な
篆
書
風
の
書
体
は
み
あ
た
ら
ず
、
こ
れ
も
本
作
品
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
青
木

が
本
作
品
で
篆
書
風
の
書
体
を
試
み
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
青
木
流
の
教
養
の
誇
示
表
現
と
し
て
ひ
と
ま
ず
は
見
て
お

き
た
い
。

　《
漢
詩
か
る
た
》
の
書
は
青
木
繁
が
す
べ
て
担
当
し
て
い
た
が
、《
漢
詩
か
る
た
》
一
〇
〇
点
の
漢
詩
の
選
択
も
お
そ
ら
く
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は
青
木
が
行
っ
た
と
み
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
『
唐
詩
選
』
が
基
本
的
な
素
材
に

な
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。『
唐
詩
選
』
を
中
心
と
し
た
中
国
詩
の
歴
史
と
日
本
に
お
け
る
受
容
を
先
学
の
研
究
、特

に
小
川
環
樹
「
唐
詩
に
つ
い
て
」
を
参
考
と
し
な
が
ら
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く（

（1
（

。

　
中
国
に
お
け
る
詩
の
発
展
は
唐
代
に
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
。
唐
（
六
一
八
―
九
〇
六
）
の
時
代
に
活
躍
し
た
詩
人
や
彼
ら

が
発
表
し
た
作
品
の
数
は
膨
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
全
体
を
通
読
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
清
の
康
煕
帝
（
一
六
五
四
−
一

七
二
二
）
の
勅
撰
に
よ
っ
て
成
立
し
た
『
全
唐
詩
』
九
〇
〇
巻
に
は
四
九
四
〇
三
首
、
二
二
〇
〇
余
人
の
詩
人
の
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
唐
詩
へ
の
入
門
書
と
し
て
選
集
が
中
国
で
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
も
そ
れ
ら
が
受
容

さ
れ
た
。
そ
の
代
表
が
「
唐
詩
選
」
で
あ
る
。「
唐
詩
選
」
七
巻
の
編
者
は
明
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
―
一
五
七
〇
）
と
さ
れ

る
。
日
本
で
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
翻
刻
さ
れ
て
以
来
ひ
さ
し
く
広
大
な
読
者
を
得
て
い
た
。「
唐
詩
選
」
に
お
け
る

詩
の
選
択
の
基
準
の
特
色
は
、
ま
ず
唐
代
前
半
、
す
な
わ
ち
初
唐
と
盛
唐
、
8
世
紀
中
葉
ま
で
の
詩
人
に
主
要
な
焦
点
を
し

ぼ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
杜
甫
、
李
白
、
王
維
な
ど
の
五
言
絶
句
、
七
言
絶
句
、
五
言
律
、
七
言
律
の
作
品
が
多
く
選
ば
れ
て

い
る
。
古
詩
で
は
初
唐
の
詩
人
た
ち
に
重
点
が
お
か
れ
、
慮
照
隣
の
「
長
安
の
古
意
」
や
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」、
ま
た
張

若
虚
の
「
春
江
花
月
の
夜
」
な
ど
の
長
篇
は
、
お
そ
ら
く
は
「
唐
詩
選
」
に
よ
っ
て
日
本
人
に
も
愛
誦
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
方
、
唐
代
の
後
半
期
す
な
わ
ち
中
唐
と
晩
唐
の
詩
人
た
ち
と
そ
の
作
品
は
比
較
的
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
例

え
ば
白
居
易
の
作
は
一
首
も
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
李
商
隠
の
作
は
七
言
絶
句
が
三
首
収
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。「
長
恨
歌
」

な
ど
は
こ
の
書
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
中
唐
と
晩
唐
の
詩
の
選
集
と
し
て
は
「
三
体
詩
」
が
あ
る
。
こ
の
書
は
南
宋
の

周
弼
の
編
で
、
三
巻
、
一
二
五
〇
年
の
成
立
で
あ
る
。
早
く
よ
り
日
本
に
伝
わ
り
、
翻
刻
も
室
町
時
代
に
す
で
に
有
り
、
江

戸
時
代
に
も
流
行
は
衰
え
な
か
っ
た
。
七
言
絶
句
・
五
言
律
・
七
言
律
の
三
つ
の
形
式
に
限
る
か
ら
「
三
体
」
の
称
が
あ
り
、

古
詩
は
収
め
な
い
。
盛
唐
の
詩
人
で
は
王
維
と
岑
参
が
や
や
多
く
取
ら
れ
た
ほ
か
は
中
晩
唐
の
作
を
主
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
歴
史
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
《
漢
詩
か
る
た
》
の
テ
キ
ス
ト
を
通
覧
す
る
と
、
青
木
繁
が
詩
を
選
ん
だ
基
本
的
な

テ
キ
ス
ト
は
、や
は
り
『
唐
詩
選
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
表
（
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
》［
読
札
］（［
取
札
］）」
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
詩
経
』
の
古
詩
や
白
居
易
の
作
品
が
少
数
で
は
あ
る
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
唐
詩
選
』

を
基
本
と
し
つ
つ
、『
詩
経
』、『
三
体
詩
』
な
ど
も
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。『
唐
詩
選
』
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
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ち
な
み
に
近
代
以
降
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
競
技
か
る
た
会
に
統
一
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
ま
と
め
た
の
は

『
萬
朝
報
』
の
黒
岩
涙
香
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
〇
四
年
に
「
東
京
か
る
た
会
」
を
結
成
し
、日
本
橋
常
磐
木
倶
楽
部
に
お
い

て
第
１
回
の
か
る
た
大
会
を
開
催
し
た
と
い
う（

8
（

。
青
木
繁
の
か
る
た
へ
の
熱
中
や
か
る
た
制
作
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
漢
詩
か
る
た
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。《
漢
詩
か
る
た
》
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を

典
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
に
な
ら
っ
た
よ
う
な
、
漢
詩
か
る
た
と
い
う
も
の
が
他
に
ど
の
程
度
存
在

す
る
の
か
ど
う
か
、
な
ど
の
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。
漢
詩
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
吉
海
直
人
に
示
唆
に
富
む
論
考
が
あ
る（

9
（

。

同
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
か
る
た
は
、
か
つ
て
は
中
国
発
祥
の
か
る
た
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
中
国
で

は
古
い
時
代
の
「
漢
詩
か
る
た
」
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
歌
か
る
た
」
が
成
立
し
て
以
降
に
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
「
漢
詩
か
る
た
」
が
日
本
で
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
同
氏
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
十
数
例
の
《
漢
詩
か
る
た
》
を
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い

る
。「
漢
詩
か
る
た
は
、
近
世
後
期
に
藩
校
で
唐
詩
選
が
流
行
し
た
の
を
受
け
、
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
木
版
漢
詩
か
る
た
の
製

品
化
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
教
育
玩
具
）。
か
る
た
の
素
材
と
し
て
は
板
製
と
紙
製
の
二
種
が
あ
り
、
ま
た
製
法
と
し
て

は
肉
筆
と
木
版
が
あ
る
。
木
版
に
は
絵
入
り
と
絵
な
し
が
あ
る
。
か
る
た
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
唐
詩
選
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
歌
か
る
た
と
違
っ
て
五
言
と
七
言
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
枚
数
は
不
特
定
な
が
ら
、
七
言
は
百
六
十
五
組
、
五
言
は

七
十
四
組
を
基
本
と
す
る
。」

　
こ
の
解
説
を
ふ
ま
え
る
と
、
青
木
繁
の
《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
百
人
一
首
《
か
る
た
》
と
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
七
言
と
五
言
、
さ
ら
に
古
詩
も
ふ
ま
え
て
一
〇
〇
組
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
吉
海
氏
が
紹
介
す
る
漢
詩
か
る
た
の
作
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
楷
書
ま
た
は
草
書
で
書
か
れ
た
も
の
で
、《
漢
詩

か
る
た
》
取
札
の
よ
う
な
篆
書
風
の
書
体
は
み
あ
た
ら
ず
、
こ
れ
も
本
作
品
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
青
木

が
本
作
品
で
篆
書
風
の
書
体
を
試
み
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
青
木
流
の
教
養
の
誇
示
表
現
と
し
て
ひ
と
ま
ず
は
見
て
お

き
た
い
。

　《
漢
詩
か
る
た
》
の
書
は
青
木
繁
が
す
べ
て
担
当
し
て
い
た
が
、《
漢
詩
か
る
た
》
一
〇
〇
点
の
漢
詩
の
選
択
も
お
そ
ら
く
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は
青
木
が
行
っ
た
と
み
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
や
は
り
『
唐
詩
選
』
が
基
本
的
な
素
材
に

な
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。『
唐
詩
選
』
を
中
心
と
し
た
中
国
詩
の
歴
史
と
日
本
に
お
け
る
受
容
を
先
学
の
研
究
、特

に
小
川
環
樹
「
唐
詩
に
つ
い
て
」
を
参
考
と
し
な
が
ら
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く（

（1
（

。

　
中
国
に
お
け
る
詩
の
発
展
は
唐
代
に
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
。
唐
（
六
一
八
―
九
〇
六
）
の
時
代
に
活
躍
し
た
詩
人
や
彼
ら

が
発
表
し
た
作
品
の
数
は
膨
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
全
体
を
通
読
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
清
の
康
煕
帝
（
一
六
五
四
−
一

七
二
二
）
の
勅
撰
に
よ
っ
て
成
立
し
た
『
全
唐
詩
』
九
〇
〇
巻
に
は
四
九
四
〇
三
首
、
二
二
〇
〇
余
人
の
詩
人
の
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
唐
詩
へ
の
入
門
書
と
し
て
選
集
が
中
国
で
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
に
も
そ
れ
ら
が
受
容

さ
れ
た
。
そ
の
代
表
が
「
唐
詩
選
」
で
あ
る
。「
唐
詩
選
」
七
巻
の
編
者
は
明
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
―
一
五
七
〇
）
と
さ
れ

る
。
日
本
で
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
翻
刻
さ
れ
て
以
来
ひ
さ
し
く
広
大
な
読
者
を
得
て
い
た
。「
唐
詩
選
」
に
お
け
る

詩
の
選
択
の
基
準
の
特
色
は
、
ま
ず
唐
代
前
半
、
す
な
わ
ち
初
唐
と
盛
唐
、
8
世
紀
中
葉
ま
で
の
詩
人
に
主
要
な
焦
点
を
し

ぼ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
杜
甫
、
李
白
、
王
維
な
ど
の
五
言
絶
句
、
七
言
絶
句
、
五
言
律
、
七
言
律
の
作
品
が
多
く
選
ば
れ
て

い
る
。
古
詩
で
は
初
唐
の
詩
人
た
ち
に
重
点
が
お
か
れ
、
慮
照
隣
の
「
長
安
の
古
意
」
や
駱
賓
王
の
「
帝
京
篇
」、
ま
た
張

若
虚
の
「
春
江
花
月
の
夜
」
な
ど
の
長
篇
は
、
お
そ
ら
く
は
「
唐
詩
選
」
に
よ
っ
て
日
本
人
に
も
愛
誦
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
方
、
唐
代
の
後
半
期
す
な
わ
ち
中
唐
と
晩
唐
の
詩
人
た
ち
と
そ
の
作
品
は
比
較
的
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
例

え
ば
白
居
易
の
作
は
一
首
も
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
李
商
隠
の
作
は
七
言
絶
句
が
三
首
収
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。「
長
恨
歌
」

な
ど
は
こ
の
書
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
中
唐
と
晩
唐
の
詩
の
選
集
と
し
て
は
「
三
体
詩
」
が
あ
る
。
こ
の
書
は
南
宋
の

周
弼
の
編
で
、
三
巻
、
一
二
五
〇
年
の
成
立
で
あ
る
。
早
く
よ
り
日
本
に
伝
わ
り
、
翻
刻
も
室
町
時
代
に
す
で
に
有
り
、
江

戸
時
代
に
も
流
行
は
衰
え
な
か
っ
た
。
七
言
絶
句
・
五
言
律
・
七
言
律
の
三
つ
の
形
式
に
限
る
か
ら
「
三
体
」
の
称
が
あ
り
、

古
詩
は
収
め
な
い
。
盛
唐
の
詩
人
で
は
王
維
と
岑
参
が
や
や
多
く
取
ら
れ
た
ほ
か
は
中
晩
唐
の
作
を
主
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
歴
史
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
《
漢
詩
か
る
た
》
の
テ
キ
ス
ト
を
通
覧
す
る
と
、
青
木
繁
が
詩
を
選
ん
だ
基
本
的
な

テ
キ
ス
ト
は
、や
は
り
『
唐
詩
選
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
表
（
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
》［
読
札
］（［
取
札
］）」
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
詩
経
』
の
古
詩
や
白
居
易
の
作
品
が
少
数
で
は
あ
る
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
唐
詩
選
』

を
基
本
と
し
つ
つ
、『
詩
経
』、『
三
体
詩
』
な
ど
も
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。『
唐
詩
選
』
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
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お
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る
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し
た
中
の
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か
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
な
が
ら
一
〇
〇
首
を
選
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　『
詩
経
』、『
唐
詩
選
』
な
ど
の
漢
文
的
素
養
は
古
く
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
さ
ら
に
は
明
治
時
代
に
あ
っ
て
も
な
お
一

つ
の
重
要
な
教
養
分
野
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
青
木
繁
も
、幼
少
期
よ
り
漢
籍
の
素
養
を
積
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。《
漢

詩
か
る
た
》
の
再
発
見
に
よ
っ
て
、青
木
の
漢
詩
の
教
養
が
相
当
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
4

　青
木
繁
と
か
る
た

　
青
木
繁
は
か
る
た
取
り
を
得
意
と
し
、
学
生
時
代
に
は
友
人
を
多
く
集
め
て
か
る
た
取
り
に
興
じ
、
そ
の
か
る
た
は
青
木

手
製
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
河
北
倫
明
は
、
青
木
繁
の
伝
記
の
中
、「
曙
町
時
代
（
明
治
三
十
六
年
―
明
治
三
十
七
年
）」

の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》、
そ
し
て
《
絵
か
る
た
》
の
制
作
状
況

や
評
価
に
つ
い
て
最
も
基
本
的
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い（

（1
（

。

　
こ
の
ほ
か
そ
の
こ
ろ
の
小
品
中
で
こ
と
に
お
も
し
ろ
い
の
に
手
製
の
絵
か
る
た
が
あ
る
。
諸
氏
の
談
話
や
記
録
に
出
て
く

る
よ
う
に
、
青
木
は
小
倉
百
人
一
首
が
大
へ
ん
得
意
だ
っ
た
ら
し
く
、
曙
町
で
は
し
ば
し
ば
人
を
集
め
て
興
じ
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
に
使
っ
た
取
札
（
文
字
の
み
〉
も
手
製
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
は
漢
詩
の
か
る
た
も
拵
え
て
興
じ
て
い
た
。
こ
の
取

札
や
漢
詩
の
そ
れ
は
か
つ
て
安
藤
東
一
郎
が
大
部
分
を
保
存
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
青
木
の
素
養
の
並
み
並
み
な
ら
ぬ

こ
と
は
よ
く
う
か
が
い
う
る
と
思
う
。「
絵
か
る
た
」
は
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
楽
し
い
手
す
さ
び
に
よ
る
も
の
だ
け
に
、
い
っ
そ
う

彼
の
特
色
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
坂
本
繁
二
郎
は
光
琳
に
な
ぞ
ら
え
て
青
木
の
装
飾
の
才
を
推
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

あ
ざ
や
か
な
色
質
は
こ
の
絵
か
る
た
な
ど
が
最
も
よ
く
物
語
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
装
飾
感
の
性
質
が
、
お
の
ず
か
ら
日
本
伝
統

の
大
様
な
あ
た
た
か
さ
や
優
美
な
気
品
を
匂
わ
せ
て
い
る
点
は
、
こ
と
に
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
か
る
た
の
図
様
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に
調
和
し
た
歌
の
文
字
も
た
い
そ
う
の
ど
か
な
美
し
い
も
の
で
、
彼
の
才
華
の
傾
向
を
十
分
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
装

飾
の
稟
質
は
そ
の
後
も
「
海
の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
な
ど
の
主
要
作
に
も
随
所
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、

後
期
に
な
る
と
し
だ
い
に
自
然
主
義
的
な
風
潮
の
影
響
で
す
な
お
に
の
べ
ら
れ
ぬ
感
が
あ
っ
た
の
は
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
河
北
倫
明
の
記
述
か
ら
は
、
青
木
繁
が
手
製
で
作
成
し
、
か
る
た
取
り
に
興
じ
た
百
人
一
首
か
る
た
と
漢
詩
か
る
た

が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
、「
安
藤
東
一
郎
が
大
部
分
を
保
存
し
て

い
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、実
際
に
は
全
作
品
四
〇
〇
点
（
一
点
の
補
作
を
含
む
）
が
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
《
絵
か
る
た
》
と
こ
の
た
び
再
発
見
さ
れ
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》

の
全
体
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、《
絵
か
る
た
》
は
そ
の
出
来
映
え
の
良
さ
、
制
作
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
現
存
す
る
一
二
点
の
作
品
の
他
に
は
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
制
作
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
数
は
少
数
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
一
セ
ッ
ト
揃
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
想
像
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
　
　
む
　す
　び

　
本
稿
で
は
、
青
木
繁
の
再
発
見
作
品
で
あ
る
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
紹
介
と
こ
れ
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
。

　《
絵
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
青
木
繁
の
重
要
作
品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
「
手
製
か
る

た
」
の
貴
重
な
作
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
明
治
以
降
の
芸
術
家
に
よ
る
手
製
か
る
た
二
〇
〇
枚

な
い
し
四
〇
〇
枚
の
セ
ッ
ト
が
現
存
す
る
例
は
他
に
あ
ま
り
例
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
の
考
察
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
青
木
繁
の
唯
美
主
義
的
傾
向
が
、
た
ん
に
芸
術
制
作
の
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で

な
く
、
そ
の
生
き
方
や
生
活
の
本
質
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
美
術
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
和
漢
の
教
養

を
身
に
つ
け
、
日
本
の
伝
統
的
美
術
、
具
体
的
に
は
琳
派
や
文
人
画
な
ど
に
も
通
じ
る
青
木
の
画
家
イ
メ
ー
ジ
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
く
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
近
代
日
本
に
お
い
て
た
ぐ
い
ま
れ
な
豊
か
な
創
造
性
と
装
飾
性
を
あ
わ

せ
も
つ
芸
術
世
界
の
可
能
性
を
開
示
し
て
み
せ
た
芸
術
家
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
青
木
繁
が
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
典
拠
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
特
定
作
業
と
、
書
体
の
検
討
、
評
価
は
今
後
の
さ
ら
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に
調
和
し
た
歌
の
文
字
も
た
い
そ
う
の
ど
か
な
美
し
い
も
の
で
、
彼
の
才
華
の
傾
向
を
十
分
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
装

飾
の
稟
質
は
そ
の
後
も
「
海
の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
な
ど
の
主
要
作
に
も
随
所
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、

後
期
に
な
る
と
し
だ
い
に
自
然
主
義
的
な
風
潮
の
影
響
で
す
な
お
に
の
べ
ら
れ
ぬ
感
が
あ
っ
た
の
は
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
河
北
倫
明
の
記
述
か
ら
は
、
青
木
繁
が
手
製
で
作
成
し
、
か
る
た
取
り
に
興
じ
た
百
人
一
首
か
る
た
と
漢
詩
か
る
た

が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
、「
安
藤
東
一
郎
が
大
部
分
を
保
存
し
て

い
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、実
際
に
は
全
作
品
四
〇
〇
点
（
一
点
の
補
作
を
含
む
）
が
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
《
絵
か
る
た
》
と
こ
の
た
び
再
発
見
さ
れ
た
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》

の
全
体
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、《
絵
か
る
た
》
は
そ
の
出
来
映
え
の
良
さ
、
制
作
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
現
存
す
る
一
二
点
の
作
品
の
他
に
は
制
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
制
作
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
数
は
少
数
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
す
な
わ
ち
一
セ
ッ
ト
揃
っ
て
は
い
な
か
っ
た
と
想
像
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
　
　
む
　す
　び

　
本
稿
で
は
、
青
木
繁
の
再
発
見
作
品
で
あ
る
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
紹
介
と
こ
れ
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
。

　《
絵
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
は
、
青
木
繁
の
重
要
作
品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
「
手
製
か
る

た
」
の
貴
重
な
作
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
明
治
以
降
の
芸
術
家
に
よ
る
手
製
か
る
た
二
〇
〇
枚

な
い
し
四
〇
〇
枚
の
セ
ッ
ト
が
現
存
す
る
例
は
他
に
あ
ま
り
例
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
の
考
察
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
青
木
繁
の
唯
美
主
義
的
傾
向
が
、
た
ん
に
芸
術
制
作
の
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で

な
く
、
そ
の
生
き
方
や
生
活
の
本
質
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
美
術
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
和
漢
の
教
養

を
身
に
つ
け
、
日
本
の
伝
統
的
美
術
、
具
体
的
に
は
琳
派
や
文
人
画
な
ど
に
も
通
じ
る
青
木
の
画
家
イ
メ
ー
ジ
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
く
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
近
代
日
本
に
お
い
て
た
ぐ
い
ま
れ
な
豊
か
な
創
造
性
と
装
飾
性
を
あ
わ

せ
も
つ
芸
術
世
界
の
可
能
性
を
開
示
し
て
み
せ
た
芸
術
家
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
青
木
繁
が
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
典
拠
と
し
た
テ
キ
ス
ト
の
特
定
作
業
と
、
書
体
の
検
討
、
評
価
は
今
後
の
さ
ら
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な
る
課
題
と
し
た
い
。

〈
注
〉

（
（
）『
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
』
図
録
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
石
橋
美
術
館
、
一
九
七
二
年
四
月
（
会
期
・
会
場
：
一

九
七
二
年
四
月
二
二
日
―
六
月
四
日
＝
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
六
月
一
一
日
―
七
月
一
六
日
＝
石
橋
美
術
館
）。
末
尾
の
「
作
品
目
録
」
の
「
そ

の
他
」
の
項
に
、「
（98
　
漢
詩
か
る
た 

一
九
〇
四
　
墨
　
八
×
五
・
八
㎝
」、「
（99
　
か
る
た
　
一
九
〇
四
　
墨
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
」
と
記
載

さ
れ
る
。
石
橋
財
団
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
、
本
展
覧
会
の
展
示
会
場
を
記
録
し
た
詳
細
な
写
真
ア
ル
バ
ム
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、《
か
る

た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
展
示
写
真
は
見
あ
た
ら
ず
、
展
示
図
面
に
も
記
載
が
な
く
、
実
際
に
展
示
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
展
示
さ
れ
た
と
し
て
何

枚
程
度
が
展
示
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
も
残
る
。

（
（
）
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
七
二
年
一
〇
月
。
図
版
目
録
に
「
（48
　
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
　
紙
　
七
・

五
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」、「
（49
　
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
　
紙
　
八
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」
と
記
載
さ

れ
る
。
前
掲
、
注
（
（
）
図
録
お
よ
び
本
書
も
、《
か
る
た
》
読
札
「
花
の
色
は
　
移
り
に
け
り
な
　
徒
（
い
た
づ
）
ら
に
　
わ
が
身
よ
（
世
）
に

ふ
る
」、
同
取
札
「
わ
が
身
よ
（
世
）
に
ふ
る
　
な
が
め
せ
し
ま
に
」、《
漢
詩
か
る
た
》
読
札
「
夜
深
忽
夢
少
年
事
、
夢
啼
妝
涙
紅
闌
干
」、
同
取
札

「
夢
啼
妝
涙
紅
闌
干
」
の
四
点
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
掲
載
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
（
）
所
蔵
者
の
家
族
は
、
本
作
品
の
真
贋
も
含
め
た
情
報
を
得
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
東
京
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
同
番
組
で
二

〇
一
四
年
八
月
二
六
日
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
作
品
に
関
心
を
持
っ
た
西
日
本
新
聞
久
留
米
支
局
の
布
谷
真
基
記
者
が
所

蔵
者
の
情
報
を
得
て
、
稿
者
に
調
査
を
行
う
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
。
所
蔵
者
の
承
諾
を
得
て
、
同
年
一
一
月
一
五
日
、
東
京
都
内
の
所
蔵
者
宅
で

調
査
、
簡
易
写
真
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
布
谷
記
者
は
そ
の
取
材
に
も
と
づ
き
、「
青
木
繁
美
麗
か
る
た
　
東
京
の
民
家
で
保
管
」『
西
日
本

新
聞
』
二
〇
一
五
年
一
月
一
四
日
を
発
表
し
た
。
学
会
で
の
作
品
紹
介
は
、植
野
健
造
「
青
木
繁
の
再
発
見
作
品
紹
介
―
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る

た
》
―
」、
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
研
究
発
表
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
（
土
）、
九
州
大
学
文
学
部
。
同
年
一
〇
月
二
九
日
の
再
調
査
の
際

の
撮
影
は
、
ス
タ
ジ
オ
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
山
﨑
信
一
が
行
っ
た
。

（
4
）『
青
木
繁
君
遺
作
展
覧
会
目
録
』[

小
冊
子]

、
一
九
一
二
年
三
月
（
会
期
・
会
場: 

一
九
一
二
年
三
月
一
五
日
―
三
一
日
、
上
野
竹
の
台
陳
列
館
）

（
5
）『
青
木
繁
画
集
』
政
教
社
、
一
九
一
三
年
四
月

（
6
）
植
野
健
造
「
青
木
繁
年
表
」『
没
後
（00
年
　
青
木
繁
展
―
よ
み
が
え
る
神
話
と
芸
術
』
展
図
録
、
石
橋
美
術
館
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
毎

日
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
三
月

（
7
）
か
る
た
、
百
人
一
首
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
等
を
参
照
し
た
。

①
『
図
説
カ
ル
タ
の
世
界
』、
大
牟
田
市
立
三
池
カ
ル
タ
記
念
館
、
二
〇
〇
二
年
三
月

②
「
百
人
一
首
」『
季
刊
　
墨
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
第
（
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
一
月
。
本
誌
に
は
、
青
木
繁
《
絵
か
る
た
》
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

③
古
谷
稔
「
小
倉
色
紙
成
立
事
情
に
関
す
る
謎
」
古
谷
稔
『
か
な
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂
、
一
九
九
五
年
四
月

④
松
村
雄
二
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
百
人
一
首
　
定
家
と
カ
ル
タ
の
文
学
史
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
九
月
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⑤
白
幡
洋
三
郎
編
『
百
人
一
首
万
華
鏡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
月

（
8
）
津
久
井
勤
・
大
平
修
身
「
競
技
か
る
た
の
歴
史
と
今
後
の
課
題
」「
付
（
　
競
技
か
る
た
の
歴
史
年
表
」
前
掲
、
注
（
7
）
文
献
④
『
百
人
一
首

万
華
鏡
』
収
載
。

（
9
）
吉
海
直
人
「『
漢
詩
か
る
た
』
に
つ
い
て
」『
同
志
社
女
子
大
学
　
日
本
語
日
本
文
学
』
第
（6
号
、
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
、
二

〇
一
四
年
六
月

（
（0
）
中
国
に
お
け
る
詩
文
学
の
歴
史
と
「
唐
詩
選
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
等
を
参
照
し
た
。

①
前
野
直
彬
註
解
『
唐
詩
選
（
全
（
冊
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
八
月

②
村
上
哲
見
『
唐
詩
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
一
月

③
目
加
田
誠
著
・
渡
部
英
喜
編
『
新
書
漢
文
体
系
6
　
唐
詩
選
（
新
版
）』
二
〇
〇
二
年
七
月

④
井
波
律
子
「
選
ぶ
―
中
国
古
典
詩
文
の
場
合
」
前
掲
、
注
（
7
）
文
献
④
『
百
人
一
首
万
華
鏡
』
収
載
。

　
　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
前
野
直
彬
註
解
『
唐
詩
選
（
下
）』
岩
波
文
庫
、
に
収
載
さ
れ
て
い
る
小
川
環
樹
「
唐
詩
に
つ
い
て
」
は
簡
潔
な
解
説
で
便

利
な
の
で
、
一
部
を
省
略
し
つ
つ
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
詩
は
中
国
文
学
の
精
華
と
も
い
う
べ
く
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
は
唐
代
（
六
一
八
〜
九
〇
六
）
に
一
つ
の
頂
点
に
達
し
、
百
花
さ
き
に
お

う
春
に
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
百
年
の
あ
い
だ
に
世
に
出
た
詩
人
の
数
は
二
千
二
百
人
あ
ま
り
で
、
今
日
ま
で
の
こ
さ
れ

た
作
品
の
総
数
は
四
万
八
千
首
を
こ
え
る
。
こ
れ
ら
を
通
読
す
る
の
は
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
唐
詩
へ
の
入
門
書
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
選
集
は
、
む
か
し
か
ら
少
な
く
な
い
が
、
日
本
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
唐
詩
選
」
に
先
ず
指
を
屈
す
る
。

　
　「
唐
詩
選
」
七
巻
の
編
者
は
明
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
〜
一
五
七
〇
）
だ
と
い
う
。
日
本
で
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
翻
刻
さ
れ
て
以

来
ひ
さ
し
く
広
大
な
読
者
を
有
し
て
い
た
。
詩
は
独
特
の
見
識
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
。
選
択
の
基
準
は
、
ま
ず
唐
代
前
半
の
詩
人
に
焦
点

を
し
ぼ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
の
伝
統
的
な
分
期
法
で
は
、
唐
代
を
初
唐
・
盛
唐
・
中
唐
・
晩
唐
に
四
分
す
る
。
初
唐
と
盛
唐
と
が
前
半
で

あ
っ
て
、
八
世
紀
中
葉
ま
で
で
あ
る
。
全
部
で
四
六
五
首
の
う
ち
約
三
六
〇
首
は
、
こ
の
初
盛
唐
の
詩
人
に
わ
り
あ
て
ら
れ
た
。
杜
甫
の
作
は

と
り
わ
け
多
く
、
李
白
と
王
維
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
杜
甫
の
七
言
律
「
九
日
藍
田
　
崔
氏
の
荘
」
や
「
秋
興
」
八
首
（
う
ち
四
首
）、
李
白
の
五

言
律
「
友
人
を
送
る
」
や
、
五
言
絶
句
「
静
夜
思
」
と
「
秋
浦
の
歌
」、
あ
る
い
は
七
言
絶
句
「
早
に
白
帝
城
を
発
す
」、
ま
た
王
維
の
五
言
絶

句
「
鹿
柴
」「
竹
里
館
」
な
ど
が
あ
る
。
古
詩
で
は
初
唐
の
詩
人
た
ち
に
重
点
が
あ
っ
て
、
慮
照
隣
の
「
長
安
の
古
意
」
や
駱
賓
王
の
「
帝
京

篇
」、
ま
た
張
若
虚
の
「
春
江
花
月
の
夜
」
な
ど
の
長
篇
は
、
恐
ら
く
こ
の
書
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
人
び
と
に
も
愛
誦
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
う
見
て
く
る
と
、「
唐
詩
選
」
そ
の
も
の
の
価
値
と
と
も
に
、
過
去
の
日
本
に
お
け
る
影
響
力
の
非
常
な
大
き
さ
も
知
ら
れ
る
。
が
、
こ

の
書
に
も
欠
点
が
な
く
は
な
い
。
唐
代
の
後
半
期
す
な
わ
ち
中
唐
と
晩
唐
の
詩
人
た
ち
と
そ
の
作
品
へ
の
軽
視
が
そ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
白
居

易
の
作
は
一
首
も
取
ら
れ
て
い
な
い
し
、
李
商
隠
の
作
は
七
言
絶
句
が
三
首
収
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
「
長
恨
歌
」
な
ど
を
こ
の
書

で
さ
が
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
牡
甫
や
李
白
の
古
詩
の
名
篇
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
作
が
あ
る
。（
略
）

　
　
中
唐
と
晩
唐
の
概
観
を
あ
た
え
る
選
集
は
「
三
体
詩
」
で
あ
る
。
こ
の
書
は
南
宋
の
周
弼
の
編
で
、
三
巻
。
一
二
五
〇
年
に
成
っ
た
。
早
く

よ
り
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
翻
刻
も
室
町
時
代
す
で
に
有
り
、
江
戸
時
代
に
も
流
行
は
衰
え
な
か
っ
た
。
七
言
絶
句
・
五
言
律
・
七
言
律
の
三
つ

の
形
式
に
限
る
か
ら
「
三
体
」
の
称
が
あ
り
、
古
詩
は
収
め
な
い
。
盛
唐
の
詩
人
で
は
王
維
と
岑
参
が
や
や
多
く
取
ら
れ
た
ほ
か
は
中
晩
唐
の

作
を
主
と
す
る
。「
唐
詩
選
」
が
お
も
に
唐
詩
の
雄
大
壮
麗
の
一
面
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、「
三
体
詩
」
か
ら
は
静
寂
閑
適
の
お
も
む
き
と
繊
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な
る
課
題
と
し
た
い
。

〈
注
〉

（
（
）『
生
誕
90
年
記
念
　
青
木
繁
展
』
図
録
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
石
橋
美
術
館
、
一
九
七
二
年
四
月
（
会
期
・
会
場
：
一

九
七
二
年
四
月
二
二
日
―
六
月
四
日
＝
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
六
月
一
一
日
―
七
月
一
六
日
＝
石
橋
美
術
館
）。
末
尾
の
「
作
品
目
録
」
の
「
そ

の
他
」
の
項
に
、「
（98
　
漢
詩
か
る
た 

一
九
〇
四
　
墨
　
八
×
五
・
八
㎝
」、「
（99
　
か
る
た
　
一
九
〇
四
　
墨
　
七
・
五
×
五
・
五
㎝
」
と
記
載

さ
れ
る
。
石
橋
財
団
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
、
本
展
覧
会
の
展
示
会
場
を
記
録
し
た
詳
細
な
写
真
ア
ル
バ
ム
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、《
か
る

た
》《
漢
詩
か
る
た
》
の
展
示
写
真
は
見
あ
た
ら
ず
、
展
示
図
面
に
も
記
載
が
な
く
、
実
際
に
展
示
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
展
示
さ
れ
た
と
し
て
何

枚
程
度
が
展
示
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
も
残
る
。

（
（
）
河
北
倫
明
『
青
木
繁
』
日
本
経
済
新
聞
社
、一
九
七
二
年
一
〇
月
。
図
版
目
録
に
「
（48
　
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
　
紙
　
七
・

五
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」、「
（49
　
漢
詩
か
る
た
（
読
札
と
取
札
）　
一
九
〇
四
　
墨
　
紙
　
八
×
五
・
五
㎝
　
各
一
〇
〇
枚
」
と
記
載
さ

れ
る
。
前
掲
、
注
（
（
）
図
録
お
よ
び
本
書
も
、《
か
る
た
》
読
札
「
花
の
色
は
　
移
り
に
け
り
な
　
徒
（
い
た
づ
）
ら
に
　
わ
が
身
よ
（
世
）
に

ふ
る
」、
同
取
札
「
わ
が
身
よ
（
世
）
に
ふ
る
　
な
が
め
せ
し
ま
に
」、《
漢
詩
か
る
た
》
読
札
「
夜
深
忽
夢
少
年
事
、
夢
啼
妝
涙
紅
闌
干
」、
同
取
札

「
夢
啼
妝
涙
紅
闌
干
」
の
四
点
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
掲
載
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
（
）
所
蔵
者
の
家
族
は
、
本
作
品
の
真
贋
も
含
め
た
情
報
を
得
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
東
京
「
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
同
番
組
で
二

〇
一
四
年
八
月
二
六
日
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
作
品
に
関
心
を
持
っ
た
西
日
本
新
聞
久
留
米
支
局
の
布
谷
真
基
記
者
が
所

蔵
者
の
情
報
を
得
て
、
稿
者
に
調
査
を
行
う
こ
と
を
依
頼
し
て
き
た
。
所
蔵
者
の
承
諾
を
得
て
、
同
年
一
一
月
一
五
日
、
東
京
都
内
の
所
蔵
者
宅
で

調
査
、
簡
易
写
真
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
布
谷
記
者
は
そ
の
取
材
に
も
と
づ
き
、「
青
木
繁
美
麗
か
る
た
　
東
京
の
民
家
で
保
管
」『
西
日
本

新
聞
』
二
〇
一
五
年
一
月
一
四
日
を
発
表
し
た
。
学
会
で
の
作
品
紹
介
は
、植
野
健
造
「
青
木
繁
の
再
発
見
作
品
紹
介
―
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る

た
》
―
」、
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
研
究
発
表
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
（
土
）、
九
州
大
学
文
学
部
。
同
年
一
〇
月
二
九
日
の
再
調
査
の
際

の
撮
影
は
、
ス
タ
ジ
オ
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
山
﨑
信
一
が
行
っ
た
。

（
4
）『
青
木
繁
君
遺
作
展
覧
会
目
録
』[

小
冊
子]

、
一
九
一
二
年
三
月
（
会
期
・
会
場: 

一
九
一
二
年
三
月
一
五
日
―
三
一
日
、
上
野
竹
の
台
陳
列
館
）

（
5
）『
青
木
繁
画
集
』
政
教
社
、
一
九
一
三
年
四
月

（
6
）
植
野
健
造
「
青
木
繁
年
表
」『
没
後
（00
年
　
青
木
繁
展
―
よ
み
が
え
る
神
話
と
芸
術
』
展
図
録
、
石
橋
美
術
館
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
毎

日
新
聞
社
、
二
〇
一
一
年
三
月

（
7
）
か
る
た
、
百
人
一
首
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
等
を
参
照
し
た
。

①
『
図
説
カ
ル
タ
の
世
界
』、
大
牟
田
市
立
三
池
カ
ル
タ
記
念
館
、
二
〇
〇
二
年
三
月

②
「
百
人
一
首
」『
季
刊
　
墨
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
第
（
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
〇
年
一
月
。
本
誌
に
は
、
青
木
繁
《
絵
か
る
た
》
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

③
古
谷
稔
「
小
倉
色
紙
成
立
事
情
に
関
す
る
謎
」
古
谷
稔
『
か
な
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂
、
一
九
九
五
年
四
月

④
松
村
雄
二
・
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
百
人
一
首
　
定
家
と
カ
ル
タ
の
文
学
史
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
九
月
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⑤
白
幡
洋
三
郎
編
『
百
人
一
首
万
華
鏡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
一
月

（
8
）
津
久
井
勤
・
大
平
修
身
「
競
技
か
る
た
の
歴
史
と
今
後
の
課
題
」「
付
（
　
競
技
か
る
た
の
歴
史
年
表
」
前
掲
、
注
（
7
）
文
献
④
『
百
人
一
首

万
華
鏡
』
収
載
。

（
9
）
吉
海
直
人
「『
漢
詩
か
る
た
』
に
つ
い
て
」『
同
志
社
女
子
大
学
　
日
本
語
日
本
文
学
』
第
（6
号
、
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
、
二

〇
一
四
年
六
月

（
（0
）
中
国
に
お
け
る
詩
文
学
の
歴
史
と
「
唐
詩
選
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
等
を
参
照
し
た
。

①
前
野
直
彬
註
解
『
唐
詩
選
（
全
（
冊
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
八
月

②
村
上
哲
見
『
唐
詩
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
一
月

③
目
加
田
誠
著
・
渡
部
英
喜
編
『
新
書
漢
文
体
系
6
　
唐
詩
選
（
新
版
）』
二
〇
〇
二
年
七
月

④
井
波
律
子
「
選
ぶ
―
中
国
古
典
詩
文
の
場
合
」
前
掲
、
注
（
7
）
文
献
④
『
百
人
一
首
万
華
鏡
』
収
載
。

　
　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
①
前
野
直
彬
註
解
『
唐
詩
選
（
下
）』
岩
波
文
庫
、
に
収
載
さ
れ
て
い
る
小
川
環
樹
「
唐
詩
に
つ
い
て
」
は
簡
潔
な
解
説
で
便

利
な
の
で
、
一
部
を
省
略
し
つ
つ
こ
こ
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
詩
は
中
国
文
学
の
精
華
と
も
い
う
べ
く
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
発
展
は
唐
代
（
六
一
八
〜
九
〇
六
）
に
一
つ
の
頂
点
に
達
し
、
百
花
さ
き
に
お

う
春
に
比
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
百
年
の
あ
い
だ
に
世
に
出
た
詩
人
の
数
は
二
千
二
百
人
あ
ま
り
で
、
今
日
ま
で
の
こ
さ
れ

た
作
品
の
総
数
は
四
万
八
千
首
を
こ
え
る
。
こ
れ
ら
を
通
読
す
る
の
は
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
唐
詩
へ
の
入
門
書
と
し
て
つ
く
ら
れ

た
選
集
は
、
む
か
し
か
ら
少
な
く
な
い
が
、
日
本
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
唐
詩
選
」
に
先
ず
指
を
屈
す
る
。

　
　「
唐
詩
選
」
七
巻
の
編
者
は
明
の
李
攀
竜
（
一
五
一
四
〜
一
五
七
〇
）
だ
と
い
う
。
日
本
で
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
翻
刻
さ
れ
て
以

来
ひ
さ
し
く
広
大
な
読
者
を
有
し
て
い
た
。
詩
は
独
特
の
見
識
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
。
選
択
の
基
準
は
、
ま
ず
唐
代
前
半
の
詩
人
に
焦
点

を
し
ぼ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
の
伝
統
的
な
分
期
法
で
は
、
唐
代
を
初
唐
・
盛
唐
・
中
唐
・
晩
唐
に
四
分
す
る
。
初
唐
と
盛
唐
と
が
前
半
で

あ
っ
て
、
八
世
紀
中
葉
ま
で
で
あ
る
。
全
部
で
四
六
五
首
の
う
ち
約
三
六
〇
首
は
、
こ
の
初
盛
唐
の
詩
人
に
わ
り
あ
て
ら
れ
た
。
杜
甫
の
作
は

と
り
わ
け
多
く
、
李
白
と
王
維
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。
杜
甫
の
七
言
律
「
九
日
藍
田
　
崔
氏
の
荘
」
や
「
秋
興
」
八
首
（
う
ち
四
首
）、
李
白
の
五

言
律
「
友
人
を
送
る
」
や
、
五
言
絶
句
「
静
夜
思
」
と
「
秋
浦
の
歌
」、
あ
る
い
は
七
言
絶
句
「
早
に
白
帝
城
を
発
す
」、
ま
た
王
維
の
五
言
絶

句
「
鹿
柴
」「
竹
里
館
」
な
ど
が
あ
る
。
古
詩
で
は
初
唐
の
詩
人
た
ち
に
重
点
が
あ
っ
て
、
慮
照
隣
の
「
長
安
の
古
意
」
や
駱
賓
王
の
「
帝
京

篇
」、
ま
た
張
若
虚
の
「
春
江
花
月
の
夜
」
な
ど
の
長
篇
は
、
恐
ら
く
こ
の
書
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
人
び
と
に
も
愛
誦
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
う
見
て
く
る
と
、「
唐
詩
選
」
そ
の
も
の
の
価
値
と
と
も
に
、
過
去
の
日
本
に
お
け
る
影
響
力
の
非
常
な
大
き
さ
も
知
ら
れ
る
。
が
、
こ

の
書
に
も
欠
点
が
な
く
は
な
い
。
唐
代
の
後
半
期
す
な
わ
ち
中
唐
と
晩
唐
の
詩
人
た
ち
と
そ
の
作
品
へ
の
軽
視
が
そ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
白
居

易
の
作
は
一
首
も
取
ら
れ
て
い
な
い
し
、
李
商
隠
の
作
は
七
言
絶
句
が
三
首
収
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
「
長
恨
歌
」
な
ど
を
こ
の
書

で
さ
が
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
牡
甫
や
李
白
の
古
詩
の
名
篇
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
作
が
あ
る
。（
略
）

　
　
中
唐
と
晩
唐
の
概
観
を
あ
た
え
る
選
集
は
「
三
体
詩
」
で
あ
る
。
こ
の
書
は
南
宋
の
周
弼
の
編
で
、
三
巻
。
一
二
五
〇
年
に
成
っ
た
。
早
く

よ
り
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
翻
刻
も
室
町
時
代
す
で
に
有
り
、
江
戸
時
代
に
も
流
行
は
衰
え
な
か
っ
た
。
七
言
絶
句
・
五
言
律
・
七
言
律
の
三
つ

の
形
式
に
限
る
か
ら
「
三
体
」
の
称
が
あ
り
、
古
詩
は
収
め
な
い
。
盛
唐
の
詩
人
で
は
王
維
と
岑
参
が
や
や
多
く
取
ら
れ
た
ほ
か
は
中
晩
唐
の

作
を
主
と
す
る
。「
唐
詩
選
」
が
お
も
に
唐
詩
の
雄
大
壮
麗
の
一
面
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、「
三
体
詩
」
か
ら
は
静
寂
閑
適
の
お
も
む
き
と
繊
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細
な
感
覚
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
唐
代
以
前
の
中
国
の
詩
の
一
側
面
は
鈴
木
虎
雄
訳
注
「
玉
台
新
詠

集
」（
全
三
冊
）
を
よ
む
べ
き
で
あ
る
。
六
朝
の
詩
の
は
な
や
か
な
な
ま
め
か
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

（
（（
）
青
木
繁
「
自
伝
草
稿
」、
明
治
四
二
―
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
頃
か
（
青
木
繁
『
仮
象
の
創
造
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

　
僕
が
如
何
な
る
動
機
若
く
は
順
序
に
よ
つ
て
美
術
に
志
し
た
か
と
い
ふ
の
か
ね
、
そ
れ
に
は
特
種
な
訳
が
あ
る
の
だ
。
僕
の
家
は
代
々
藩
の
御

茶
道
で
、
父
は
次
男
も
の
で
あ
つ
た
。
老
人
な
ど
が
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
伯
父
及
祖
父
は
佐
幕
党
で
、
父
は
勤
王
党
で
あ
つ
た
さ
う
で
、

十
八
歳
の
時
、
既
に
分
家
士
分
を
許
さ
れ
た
位
で
、
兎
に
角
や
か
ま
し
い
父
で
あ
つ
た
。
こ
の
父
に
峻
烈
な
気
性
と
節
操
と
を
幼
少
な
折
か
ら

注
入
さ
れ
、
加
ふ
る
に
父
は
中
年
代
言
を
業
と
し
て
居
た
の
で
、
家
に
在
る
こ
と
稀
れ
で
あ
つ
た
か
ら
、
母
方
の
祖
父
が
父
に
代
つ
て
来
て
居

て
、
朝
夕
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
。
こ
の
祖
父
が
ま
た
父
に
も
勝
る
厳
格
者
で
、
長
崎
に
出
て
蘭
学
や
漢
方
を
や
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
後
に
日
田

の
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
遊
ん
で
居
た
の
を
縁
あ
つ
て
母
の
實
家
に
養
子
と
し
て
迎
へ
た
の
で
あ
る
。
如
何
な
寒
中
に
も
朝
ま
だ
く
ら
い
う
ち

に
縁
側
の
板
敷
に
机
を
持
出
し
て
読
書
さ
せ
ら
れ
る
、
そ
れ
も
大
き
な
声
を
張
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
挙
作
進
退
の
一
々
が
厳
格
な
制
規

の
下
に
あ
つ
た
か
ら
、
ま
だ
六
七
歳
の
幼
な
ご
ゝ
ろ
に
も
、
成
人
の
や
う
な
負
け
じ
魂
が
固
く
養
は
れ
て
居
た
。（
略
）

（
（（
）
①
河
北
倫
明
「
青
木
繁
の
生
涯
と
芸
術
」『
河
北
倫
明
美
術
論
集
　
第
（
巻
　
青
木
繁
と
坂
本
繁
二
郎
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
一
二
月

　
　
　
そ
の
他
、《
か
る
た
》《
絵
か
る
た
》
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
説
も
あ
り
重
要
で
あ
る
。

　
　
②
河
北
倫
明
「
第
54
図
　
絵
か
る
た
（
解
説
）」『
近
代
の
美
術
　
１
　
青
木
繁
と
浪
漫
主
義
』
至
文
堂
、
一
九
七
〇
年
一
一
月

　
若
い
と
き
か
ら
、
詩
、
和
歌
、
俳
句
と
何
で
も
や
っ
た
青
木
は
、
百
人
一
首
の
か
る
た
取
り
も
得
意
で
、
周
囲
に
は
彼
に
か
な
う
も
の
が
な

か
っ
た
。
こ
の
一
連
は
曙
町
時
代
の
手
す
さ
び
に
作
っ
た
も
の
で
、
他
に
字
だ
け
の
取
札
も
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
彼
の
装
飾
の
才
を
う

か
が
わ
せ
、
本
質
的
に
光
琳
的
な
天
分
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
字
の
美
し
さ
も
格
別
で
、
と
て
も
（（
歳
に
み
た

ぬ
青
年
の
筆
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
　
③
梅
野
満
雄
「
青
木
繁
君
を
憶
ふ
」『
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
図
録
』
青
樹
社
、
一
九
三
九
年
一
一
月

　
三
十
七
年
の
曙
町
時
代
に
は
、
既
に
此
七
月
に
美
術
学
校
も
卒
業
し
た
し
、
其
周
囲
に
は
坂
本
、
森
田
、
野
口
、
安
藤
の
諸
氏
が
居
ら
れ
た

か
ら
、（
略
）。
自
分
は
其
頃
小
石
川
水
道
端
町
に
住
ん
で
ゐ
た
が
、
突
然
来
て
は
話
す
。
夜
一
時
迄
も
二
時
迄
も
話
す
。
話
し
な
が
ら
梅
野

手
製
の
歌
留
多
に
業
平
、
小
町
、
人
丸
、
赤
人
、
西
行
、
清
少
納
言
と
次
々
に
描
い
て
二
十
余
枚
に
及
ん
だ
。（
略
）。
歌
留
多
と
言
え
ば
青

木
君
は
歌
留
多
取
が
う
ま
く
屡
々
歌
留
多
会
を
催
し
た
。
歌
か
る
た
計
り
で
な
く
、
詩
歌
留
多
を
作
つ
て
会
を
や
つ
て
得
意
で
ゐ
た
。

　
　
④
「
諸
家
批
評
感
想
抄
　
坂
本
繁
二
郎
氏
」
前
掲
、
注
（
（（
）
文
献
③
所
載
。

　
故
青
木
繁
君
の
画
品
と
色
質
は
、
さ
な
が
ら
元
禄
の
光
琳
を
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
光
琳
は
元
禄
と
言
ふ
社
会
環
境
に
養
は
れ
て
育
つ

た
の
だ
が
明
治
時
代
の
如
き
雑
駁
乾
燥
の
間
に
あ
り
て
、
何
ら
の
師
伝
も
な
く
突
如
と
し
て
現
れ
た
る
点
或
は
そ
の
本
質
に
於
て
、
光
琳
を

凌
ぐ
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
青
木
君
自
身
に
し
て
は
、
そ
の
短
き
生
涯
を
通
じ
て
、
常
に
自
然
実
相
の
背
後
に
立
昇
る
炎
の
如

き
想
像
の
夢
を
追
い
続
け
た
様
に
見
え
る
。
そ
し
て
余
り
自
ら
と
し
て
は
顧
み
な
か
つ
た
、
そ
の
装
飾
的
天
才
の
片
鱗
を
僅
か
に
時
折
り
の

手
す
さ
び
に
遺
す
に
過
ぎ
な
い
儘
に
な
つ
て
居
る
。
是
は
実
に
惜
み
て
も
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
誠
に
青
木
君
の
偉
才
は
泥
土
を
化
し
て

宝
玉
と
な
す
も
の
で
あ
つ
た
が
、
由
来
匂
い
品
位
等
は
東
洋
美
術
の
特
長
で
、
西
洋
美
術
が
立
体
的
で
は
あ
る
が
、
平
面
的
に
疏
で
あ
る
の

に
比
し
て
、
平
面
的
の
匂
ひ
の
高
さ
に
於
て
は
、
青
木
君
の
作
品
の
如
き
、
或
は
モ
ネ
、
ヌ
ノ
ア
ー
の
壘
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
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　•

図
１
〜
６
は
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
パ
ッ
シ
ョ
ン
　
山
﨑
信
一
氏
の
撮
影
。
　

　•

図
７
〜
20
は
『
没
後
100
年
　
青
木
繁
展
―
よ
み
が
え
る
神
話
と
芸
術
』
展
図
録
、
石
橋
美
術
館
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一

　
一
年
三
月
、
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　付
記
　
本
研
究
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
（
土
）、
九
州
大
学
文
学
部
で
開
催
さ
れ
た
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
に
お
い
て
、「
青
木
繁
の
再
発
見
作

品
紹
介—

《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》—

」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
内
容
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
習

字
教
育
財
団
の
第
三
回
学
術
研
究
助
成
を
受
け
た
成
果
で
す
。
日
本
習
字
教
育
財
団
の
研
究
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
年
一
〇
月
二
九
日

（
木
）、
所
蔵
者
宅
で
作
品
を
再
調
査
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
精
細
画
像
の
撮
影
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同
財
団
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
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細
な
感
覚
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
唐
代
以
前
の
中
国
の
詩
の
一
側
面
は
鈴
木
虎
雄
訳
注
「
玉
台
新
詠

集
」（
全
三
冊
）
を
よ
む
べ
き
で
あ
る
。
六
朝
の
詩
の
は
な
や
か
な
な
ま
め
か
し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

（
（（
）
青
木
繁
「
自
伝
草
稿
」、
明
治
四
二
―
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
頃
か
（
青
木
繁
『
仮
象
の
創
造
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

　
僕
が
如
何
な
る
動
機
若
く
は
順
序
に
よ
つ
て
美
術
に
志
し
た
か
と
い
ふ
の
か
ね
、
そ
れ
に
は
特
種
な
訳
が
あ
る
の
だ
。
僕
の
家
は
代
々
藩
の
御

茶
道
で
、
父
は
次
男
も
の
で
あ
つ
た
。
老
人
な
ど
が
い
ふ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
伯
父
及
祖
父
は
佐
幕
党
で
、
父
は
勤
王
党
で
あ
つ
た
さ
う
で
、

十
八
歳
の
時
、
既
に
分
家
士
分
を
許
さ
れ
た
位
で
、
兎
に
角
や
か
ま
し
い
父
で
あ
つ
た
。
こ
の
父
に
峻
烈
な
気
性
と
節
操
と
を
幼
少
な
折
か
ら

注
入
さ
れ
、
加
ふ
る
に
父
は
中
年
代
言
を
業
と
し
て
居
た
の
で
、
家
に
在
る
こ
と
稀
れ
で
あ
つ
た
か
ら
、
母
方
の
祖
父
が
父
に
代
つ
て
来
て
居

て
、
朝
夕
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
。
こ
の
祖
父
が
ま
た
父
に
も
勝
る
厳
格
者
で
、
長
崎
に
出
て
蘭
学
や
漢
方
を
や
つ
た
こ
と
も
あ
り
、
後
に
日
田

の
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
遊
ん
で
居
た
の
を
縁
あ
つ
て
母
の
實
家
に
養
子
と
し
て
迎
へ
た
の
で
あ
る
。
如
何
な
寒
中
に
も
朝
ま
だ
く
ら
い
う
ち

に
縁
側
の
板
敷
に
机
を
持
出
し
て
読
書
さ
せ
ら
れ
る
、
そ
れ
も
大
き
な
声
を
張
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
挙
作
進
退
の
一
々
が
厳
格
な
制
規

の
下
に
あ
つ
た
か
ら
、
ま
だ
六
七
歳
の
幼
な
ご
ゝ
ろ
に
も
、
成
人
の
や
う
な
負
け
じ
魂
が
固
く
養
は
れ
て
居
た
。（
略
）

（
（（
）
①
河
北
倫
明
「
青
木
繁
の
生
涯
と
芸
術
」『
河
北
倫
明
美
術
論
集
　
第
（
巻
　
青
木
繁
と
坂
本
繁
二
郎
』
講
談
社
、
一
九
七
七
年
一
二
月

　
　
　
そ
の
他
、《
か
る
た
》《
絵
か
る
た
》
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
言
説
も
あ
り
重
要
で
あ
る
。

　
　
②
河
北
倫
明
「
第
54
図
　
絵
か
る
た
（
解
説
）」『
近
代
の
美
術
　
１
　
青
木
繁
と
浪
漫
主
義
』
至
文
堂
、
一
九
七
〇
年
一
一
月

　
若
い
と
き
か
ら
、
詩
、
和
歌
、
俳
句
と
何
で
も
や
っ
た
青
木
は
、
百
人
一
首
の
か
る
た
取
り
も
得
意
で
、
周
囲
に
は
彼
に
か
な
う
も
の
が
な

か
っ
た
。
こ
の
一
連
は
曙
町
時
代
の
手
す
さ
び
に
作
っ
た
も
の
で
、
他
に
字
だ
け
の
取
札
も
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
彼
の
装
飾
の
才
を
う

か
が
わ
せ
、
本
質
的
に
光
琳
的
な
天
分
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
字
の
美
し
さ
も
格
別
で
、
と
て
も
（（
歳
に
み
た

ぬ
青
年
の
筆
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
　
③
梅
野
満
雄
「
青
木
繁
君
を
憶
ふ
」『
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
図
録
』
青
樹
社
、
一
九
三
九
年
一
一
月

　
三
十
七
年
の
曙
町
時
代
に
は
、
既
に
此
七
月
に
美
術
学
校
も
卒
業
し
た
し
、
其
周
囲
に
は
坂
本
、
森
田
、
野
口
、
安
藤
の
諸
氏
が
居
ら
れ
た

か
ら
、（
略
）。
自
分
は
其
頃
小
石
川
水
道
端
町
に
住
ん
で
ゐ
た
が
、
突
然
来
て
は
話
す
。
夜
一
時
迄
も
二
時
迄
も
話
す
。
話
し
な
が
ら
梅
野

手
製
の
歌
留
多
に
業
平
、
小
町
、
人
丸
、
赤
人
、
西
行
、
清
少
納
言
と
次
々
に
描
い
て
二
十
余
枚
に
及
ん
だ
。（
略
）。
歌
留
多
と
言
え
ば
青

木
君
は
歌
留
多
取
が
う
ま
く
屡
々
歌
留
多
会
を
催
し
た
。
歌
か
る
た
計
り
で
な
く
、
詩
歌
留
多
を
作
つ
て
会
を
や
つ
て
得
意
で
ゐ
た
。

　
　
④
「
諸
家
批
評
感
想
抄
　
坂
本
繁
二
郎
氏
」
前
掲
、
注
（
（（
）
文
献
③
所
載
。

　
故
青
木
繁
君
の
画
品
と
色
質
は
、
さ
な
が
ら
元
禄
の
光
琳
を
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
光
琳
は
元
禄
と
言
ふ
社
会
環
境
に
養
は
れ
て
育
つ

た
の
だ
が
明
治
時
代
の
如
き
雑
駁
乾
燥
の
間
に
あ
り
て
、
何
ら
の
師
伝
も
な
く
突
如
と
し
て
現
れ
た
る
点
或
は
そ
の
本
質
に
於
て
、
光
琳
を

凌
ぐ
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
青
木
君
自
身
に
し
て
は
、
そ
の
短
き
生
涯
を
通
じ
て
、
常
に
自
然
実
相
の
背
後
に
立
昇
る
炎
の
如

き
想
像
の
夢
を
追
い
続
け
た
様
に
見
え
る
。
そ
し
て
余
り
自
ら
と
し
て
は
顧
み
な
か
つ
た
、
そ
の
装
飾
的
天
才
の
片
鱗
を
僅
か
に
時
折
り
の

手
す
さ
び
に
遺
す
に
過
ぎ
な
い
儘
に
な
つ
て
居
る
。
是
は
実
に
惜
み
て
も
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。
誠
に
青
木
君
の
偉
才
は
泥
土
を
化
し
て

宝
玉
と
な
す
も
の
で
あ
つ
た
が
、
由
来
匂
い
品
位
等
は
東
洋
美
術
の
特
長
で
、
西
洋
美
術
が
立
体
的
で
は
あ
る
が
、
平
面
的
に
疏
で
あ
る
の

に
比
し
て
、
平
面
的
の
匂
ひ
の
高
さ
に
於
て
は
、
青
木
君
の
作
品
の
如
き
、
或
は
モ
ネ
、
ヌ
ノ
ア
ー
の
壘
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
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　•

図
１
〜
６
は
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
パ
ッ
シ
ョ
ン
　
山
﨑
信
一
氏
の
撮
影
。
　

　•

図
７
〜
20
は
『
没
後
100
年
　
青
木
繁
展
―
よ
み
が
え
る
神
話
と
芸
術
』
展
図
録
、
石
橋
美
術
館
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
一

　
一
年
三
月
、
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　付
記
　
本
研
究
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
（
土
）、
九
州
大
学
文
学
部
で
開
催
さ
れ
た
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
に
お
い
て
、「
青
木
繁
の
再
発
見
作

品
紹
介—

《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》—

」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
内
容
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
習

字
教
育
財
団
の
第
三
回
学
術
研
究
助
成
を
受
け
た
成
果
で
す
。
日
本
習
字
教
育
財
団
の
研
究
助
成
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
年
一
〇
月
二
九
日

（
木
）、
所
蔵
者
宅
で
作
品
を
再
調
査
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
精
細
画
像
の
撮
影
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同
財
団
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
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明
治
（5
年
　
　
　
　
　
　
　
１
８
８
２ 

７
月
　
久
留
米
市
荘
島
町
に
旧
有
馬
藩
士
青
木
廉
吾
、
マ
サ
ヨ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

明
治
（4
年
　（
９
歳
）　
　
　
１
８
９
１ 

４
月
　
久
留
米
高
等
小
学
校
に
入
学
。

明
治
（8
年
　（
（（
歳
）　
　
　
１
８
９
５ 

３
月
　
久
留
米
高
等
小
学
校
を
卒
業
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

４
月
　
久
留
米
中
学
明
善
校
に
入
学
、
図
画
教
員
は
武
田
弥
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
こ
の
頃
よ
り
、
久
留
米
在
住
の
森
三
美
に
つ
い
て
洋
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

明
治
（（
年
　（
（7
歳
）　
　
　
１
８
９
９ 

２
月
　
明
善
校
を
退
校
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
月
　
洋
画
研
究
の
た
め
上
京
、
７
月
、
小
山
正
太
郎
の
画
塾
不
同
舎
に
入
門
す
る
。

明
治
（（
年
　（
（8
歳
）　
　
　
１
９
０
０ 

９
月
　
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
選
科
に
入
学
。

明
治
（5
年
　（
（0
歳
）　
　
　
１
９
０
２ 

５
月
　
徴
兵
検
査
の
た
め
久
留
米
に
帰
省
し
９
月
ま
で
滞
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

９
月
　
坂
本
繁
二
郎
と
と
も
に
上
京
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（（
月
　
坂
本
繁
二
郎
、
丸
野
豊
と
妙
義
か
ら
信
州
に
か
け
て
写
生
旅
行
に
赴
く
。

明
治
（6
年
　（
（（
歳
）　
　
　
１
９
０
３ 
９
月
　
白
馬
会
第
８
回
展
に
《
黄
泉
比
良
坂
》
他
を
出
品
、
白
馬
賞
を
受
賞
す
る
。

明
治
（7
年
　（
（（
歳
）　
　
　
１
９
０
４ 
７
月
　
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
。
坂
本
繁
二
郎
、
福
田
た
ね
、
森
田
恒
友
と
千
葉
県
館
山
市
の
布
良
海
岸
に
写
生
旅
行
に
行
く
。
同
地
で
《
海
の
幸
》
を
制
作
。

 
 

 
  

９
月
　
白
馬
会
第
９
回
展
に
《
海
の
幸
》
を
出
品
。
　

明
治
（8
年
　（
（（
歳
）　
　
　
１
９
０
５ 

８
月
　
茨
城
県
真
壁
郡
（
現
在
の
筑
西
市
）
の
玉
之
井
旅
館
で
長
男
幸
彦
（
福
田
蘭
童
）
誕
生
。 

明
治
40
年
　（
（5
歳
）　
　
　
１
９
０
７ 

３
月
　
東
京
勧
業
博
覧
会
に
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》
を
出
品
し
、
三
等
賞
を
受
賞
す
る
。 

 
 

 
  

８
月
　
父
の
廉
吾
が
死
去
す
る
。
父
危
篤
の
報
を
受
け
久
留
米
市
に
帰
る
。

明
治
4（
年
　（
（6
歳
）　
　
　
１
９
０
８ 

（0
月
　
第
１
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
旧
作
《
運
命
》《
女
の
顔
》
を
出
品
し
落
選
す
る
。

 
 

 
  

３
月
　
福
岡
県
三
潴
郡
鐘
ケ
江
（
現
在
の
大
川
市
）
の
清
力
商
店
よ
り
の
依
頼
画
《
漁
夫
晩
帰
》
の
制
作
に
着
手
。

 
 

 
  

７
月
　《
漁
夫
晩
帰
》
ほ
ぼ
完
成
。

明
治
4（
年
　（
（7
歳
）　
　
　
１
９
０
９ 

（0
月
　
第
２
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
《
秋
声
》
を
出
品
し
落
選
す
る
。

 
 

 
 

７
月
　
こ
の
頃
、
佐
賀
の
森
三
美
を
訪
ね
、
以
後
半
年
、
森
家
に
同
居
す
る
。

明
治
4（
年
　（
（8
歳
）　
　
　
１
９
１
０ 

　
　
　
こ
の
年
、
佐
賀
、
唐
津
、
小
城
方
面
で
放
浪
生
活
を
お
く
る
。

 
 

 
 

（（
月
　
福
岡
市
東
中
洲
の
松
浦
病
院
に
入
院
。

明
治
44
年
　
　
　
　
　
　
　
１
９
１
１ 

３
月
　
松
浦
病
院
に
て
死
去
。
享
年
（8
。

明
治
45
年
　（
没
後
１
年
）　
１
９
１
２ 

３
月
　
東
京
・
上
野
竹
之
台
陳
列
館
で
「
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
」
開
催
。

昭
和
２
年
　（
〃
（6
年
）　
　
１
９
２
７ 

６
月
　
東
京
府
美
術
館
で
開
催
の
「
明
治
大
正
名
作
展
覧
会
」
に
《
海
の
幸
》
と
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》
が
出
品
さ
れ
る
。

昭
和
（4
年
　（
〃
（8
年
）　
　
１
９
３
９ 

（（
月
　
東
京
・
青
樹
社
画
廊
で
「
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
」
開
催
。

昭
和
（（
年
　（
〃
（7
年
）　
　
１
９
４
８ 

４
月
　
久
留
米
市
の
兜
山
（
け
し
け
し
山
）
の
山
頂
に
青
木
繁
の
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

昭
和
4（
年
　（
〃
56
年
）　
　
１
９
６
７ 

６
月
　《
海
の
幸
》、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
44
年
　（
〃
58
年
）　
　
１
９
６
９ 

６
月
　《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

青
木
　
繁
　
略
年
譜

195 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

A-001

A-002

A-003

A-004

A-005A-010A-015A-020A-025

A-009A-014A-019A-024

A-008A-013A-018A-023
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A-006A-011A-016A-021

Ａ
　
漢
詩
か
る
た
（
取
札
）
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８
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留
米
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有
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青
木
廉
吾
、
マ
サ
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の
長
男
と
し
て
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る
。

明
治
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年
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９
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１
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高
等
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学
校
に
入
学
。

明
治
（8
年
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１
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５ 
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４
月
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留
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学
明
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、
図
画
教
員
は
武
田
弥
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
こ
の
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よ
り
、
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米
在
住
の
森
三
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つ
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洋
画
の
手
ほ
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明
治
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歳
）　
　
　
１
８
９
９ 

２
月
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退
校
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

５
月
　
洋
画
研
究
の
た
め
上
京
、
７
月
、
小
山
正
太
郎
の
画
塾
不
同
舎
に
入
門
す
る
。

明
治
（（
年
　（
（8
歳
）　
　
　
１
９
０
０ 

９
月
　
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
選
科
に
入
学
。

明
治
（5
年
　（
（0
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１
９
０
２ 

５
月
　
徴
兵
検
査
の
た
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留
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に
帰
省
し
９
月
ま
で
滞
在
す
る
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９
月
　
坂
本
繁
二
郎
と
と
も
に
上
京
す
る
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月
　
坂
本
繁
二
郎
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野
豊
と
妙
義
か
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に
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け
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写
生
旅
行
に
赴
く
。

明
治
（6
年
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（（
歳
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１
９
０
３ 

９
月
　
白
馬
会
第
８
回
展
に
《
黄
泉
比
良
坂
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を
出
品
、
白
馬
賞
を
受
賞
す
る
。

明
治
（7
年
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（（
歳
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１
９
０
４ 

７
月
　
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
。
坂
本
繁
二
郎
、
福
田
た
ね
、
森
田
恒
友
と
千
葉
県
館
山
市
の
布
良
海
岸
に
写
生
旅
行
に
行
く
。
同
地
で
《
海
の
幸
》
を
制
作
。

 
 

 
  

９
月
　
白
馬
会
第
９
回
展
に
《
海
の
幸
》
を
出
品
。
　

明
治
（8
年
　（
（（
歳
）　
　
　
１
９
０
５ 

８
月
　
茨
城
県
真
壁
郡
（
現
在
の
筑
西
市
）
の
玉
之
井
旅
館
で
長
男
幸
彦
（
福
田
蘭
童
）
誕
生
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明
治
40
年
　（
（5
歳
）　
　
　
１
９
０
７ 

３
月
　
東
京
勧
業
博
覧
会
に
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》
を
出
品
し
、
三
等
賞
を
受
賞
す
る
。 

 
 

 
  

８
月
　
父
の
廉
吾
が
死
去
す
る
。
父
危
篤
の
報
を
受
け
久
留
米
市
に
帰
る
。

明
治
4（
年
　（
（6
歳
）　
　
　
１
９
０
８ 

（0
月
　
第
１
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
旧
作
《
運
命
》《
女
の
顔
》
を
出
品
し
落
選
す
る
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３
月
　
福
岡
県
三
潴
郡
鐘
ケ
江
（
現
在
の
大
川
市
）
の
清
力
商
店
よ
り
の
依
頼
画
《
漁
夫
晩
帰
》
の
制
作
に
着
手
。

 
 

 
  

７
月
　《
漁
夫
晩
帰
》
ほ
ぼ
完
成
。

明
治
4（
年
　（
（7
歳
）　
　
　
１
９
０
９ 

（0
月
　
第
２
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
《
秋
声
》
を
出
品
し
落
選
す
る
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７
月
　
こ
の
頃
、
佐
賀
の
森
三
美
を
訪
ね
、
以
後
半
年
、
森
家
に
同
居
す
る
。

明
治
4（
年
　（
（8
歳
）　
　
　
１
９
１
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こ
の
年
、
佐
賀
、
唐
津
、
小
城
方
面
で
放
浪
生
活
を
お
く
る
。

 
 

 
 

（（
月
　
福
岡
市
東
中
洲
の
松
浦
病
院
に
入
院
。

明
治
44
年
　
　
　
　
　
　
　
１
９
１
１ 

３
月
　
松
浦
病
院
に
て
死
去
。
享
年
（8
。

明
治
45
年
　（
没
後
１
年
）　
１
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１
２ 

３
月
　
東
京
・
上
野
竹
之
台
陳
列
館
で
「
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
」
開
催
。

昭
和
２
年
　（
〃
（6
年
）　
　
１
９
２
７ 

６
月
　
東
京
府
美
術
館
で
開
催
の
「
明
治
大
正
名
作
展
覧
会
」
に
《
海
の
幸
》
と
《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》
が
出
品
さ
れ
る
。

昭
和
（4
年
　（
〃
（8
年
）　
　
１
９
３
９ 

（（
月
　
東
京
・
青
樹
社
画
廊
で
「
青
木
繁
遺
作
展
覧
会
」
開
催
。

昭
和
（（
年
　（
〃
（7
年
）　
　
１
９
４
８ 

４
月
　
久
留
米
市
の
兜
山
（
け
し
け
し
山
）
の
山
頂
に
青
木
繁
の
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

昭
和
4（
年
　（
〃
56
年
）　
　
１
９
６
７ 

６
月
　《
海
の
幸
》、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
44
年
　（
〃
58
年
）　
　
１
９
６
９ 

６
月
　《
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
》、
重
要
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化
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に
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る
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譜
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B-027
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201 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

B-050

B-051

B-052

B-053

B-054B-059B-064B-068B-071

B-058B-063B-067B-070 裏

B-057B-062B-066B-070

B-056B-061B-065 裏B-069 裏

B-055B-060B-065B-069



200

B-025

B-026

B-027

B-029B-034B-039B-044B-049

B-033B-038B-043B-048

B-032B-037B-042B-047

B-031B-036B-041B-046

B-030B-035B-040B-045

B-028

201 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

B-050

B-051

B-052

B-053

B-054B-059B-064B-068B-071

B-058B-063B-067B-070 裏

B-057B-062B-066B-070

B-056B-061B-065 裏B-069 裏

B-055B-060B-065B-069



202

B-072

B-073

B-074

B-075

B-076B-081B-086B-091B-096

B-080B-085B-090B-095

B-079B-084B-089B-094

B-078B-083B-088B-093

B-077B-082B-087B-092

203 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

B-100

B-099

B-098

B-097

B-096 裏

Ｂ　漢詩かるた（読札原寸）

Ａ　漢詩かるた（取札原寸）

Ｄ　かるた（読札原寸）

Ｃ　かるた（取札原寸）



202

B-072

B-073

B-074

B-075

B-076B-081B-086B-091B-096

B-080B-085B-090B-095

B-079B-084B-089B-094

B-078B-083B-088B-093

B-077B-082B-087B-092

203 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

B-100

B-099

B-098

B-097

B-096 裏

Ｂ　漢詩かるた（読札原寸）

Ａ　漢詩かるた（取札原寸）

Ｄ　かるた（読札原寸）

Ｃ　かるた（取札原寸）



204

C-001

C-002

C-003

C-004

C-005C-010C-015C-020C-025

C-009C-014C-019C-024

C-008C-013C-018C-023

C-007C-012C-017C-022

C-006C-011C-016C-021

Ｃ
　
か
る
た
（
取
札
）

205 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

C-026

C-027

C-028

C-029

C-030C-035C-040C-045C-050

C-034C-039C-044C-049

C-033C-038C-043C-048

C-032C-037C-042C-047

C-031C-036C-041C-046



204

C-001

C-002

C-003

C-004

C-005C-010C-015C-020C-025

C-009C-014C-019C-024

C-008C-013C-018C-023

C-007C-012C-017C-022

C-006C-011C-016C-021

Ｃ
　
か
る
た
（
取
札
）

205 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

C-026

C-027

C-028

C-029

C-030C-035C-040C-045C-050

C-034C-039C-044C-049

C-033C-038C-043C-048

C-032C-037C-042C-047

C-031C-036C-041C-046



206

C-051

C-052

C-053

C-054

C-055C-060C-065C-070C-075

C-059C-064C-069C-074

C-058C-063C-068C-073

C-057C-062C-067C-072

C-056C-061C-066C-071

207 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

C-076

C-077

C-078

C-079

C-080C-085C-090C-095C-100

C-084C-089C-094C-099

C-083C-088C-093C-098

C-082C-087C-092C-097

C-081C-086C-091C-096



206

C-051

C-052

C-053

C-054

C-055C-060C-065C-070C-075

C-059C-064C-069C-074

C-058C-063C-068C-073

C-057C-062C-067C-072

C-056C-061C-066C-071

207 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

C-076

C-077

C-078

C-079

C-080C-085C-090C-095C-100

C-084C-089C-094C-099

C-083C-088C-093C-098

C-082C-087C-092C-097

C-081C-086C-091C-096



208

D-001

D-002

D-003

D-004

D-005D-010D-015D-020D-025

D-009D-014D-019D-024

D-008D-013D-018D-023

D-007D-012D-017D-022

D-006D-011D-016D-021

Ｄ
　
か
る
た
（
読
札
）

209 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

D-026

D-027

D-028

D-029

D-030D-035D-040D-045D-050

D-034D-039D-044D-049

D-033D-038D-043D-048

D-032D-037D-042D-047

D-031D-036D-041D-046



208

D-001

D-002

D-003

D-004

D-005D-010D-015D-020D-025

D-009D-014D-019D-024

D-008D-013D-018D-023

D-007D-012D-017D-022

D-006D-011D-016D-021

Ｄ
　
か
る
た
（
読
札
）

209 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

D-026

D-027

D-028

D-029

D-030D-035D-040D-045D-050

D-034D-039D-044D-049

D-033D-038D-043D-048

D-032D-037D-042D-047

D-031D-036D-041D-046



210

D-051

D-052

D-053

D-054

D-055D-060D-065D-070D-075

D-059D-064D-069D-074

D-058D-063D-068D-073

D-057D-062D-067D-072

D-056D-061D-066D-071

211 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

D-076

D-077

D-078

D-0079

D-080D-085D-090D-095D-100

D-084D-089D-094D-099

D-083D-088D-093D-098

D-082D-087D-092D-097

D-081D-086D-091D-096



210

D-051

D-052

D-053

D-054

D-055D-060D-065D-070D-075

D-059D-064D-069D-074

D-058D-063D-068D-073

D-057D-062D-067D-072

D-056D-061D-066D-071

211 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

D-076

D-077

D-078

D-0079

D-080D-085D-090D-095D-100

D-084D-089D-094D-099

D-083D-088D-093D-098

D-082D-087D-092D-097

D-081D-086D-091D-096



212

番
号

歌

歌
番
号

出
　
典

作
　
者

（

秋
の
田
の
刈
穂
の
庵
の
苫
を
（
遠
）
逢？

以？

（
い
）
ら
み
わ
（
王
）
か
（
可
）
衣
手
は
露
【
に
ぬ
れ
つ
つ
】

第
（
番
『
後
撰
集
』
秋
中
・（0（

天
智
天
皇

（

春
す
き
て
夏
来
る
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
し
た
る
天
の
香
具
山

第
（
番
『
新
古
今
集
』
夏
・（75

持
統
天
皇

（

足
曳
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
か
（
可
）
ゝ
ゝ
し
夜
を
（
遠
）
独
か
（
可
）
も
ね
む
（
武
）

第
（
番
『
拾
遺
集
』
恋
三
・778

　

柿
本
人
磨
　

4

田
子
の
浦
ゆ
（
由
）
う
ち
出
て
ゝ
み
れ
は
（
八
）
白
妙
の
富
士
の
高
根
に
雪
【
は
降
り
つ
つ
】

第
4
番
『
新
古
今
集
』
冬
・675

山
部
赤
人

5

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
（
王
）
け
鳴
く
鹿
の
聲
き
く
時
ぞ
【
秋
は
悲
し
き
】

第
5
番
『
古
今
集
』
秋
上
・（（5

猿
丸
大
夫

6

鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
白
き
を
み
れ
ば
（
八
）【
夜
ぞ
更
け
に
け
る
】

第
6
番
『
新
古
今
集
』
冬
・6（0

大
伴
家
持

7

天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
（
八
）
春
日
な
（
奈
）
る
三
笠
の
山
【
に
出
で
し
月
か
も
】

第
7
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・405

安
倍
仲
磨

8

わ
（
王
）
か
（
可
）
庵
は
（
八
）
み
や
こ
（
己
）
の
巽
鹿
ぞ
住
む
（
武
）
世
を
宇
治
山
【
と
人
は
い
ふ
な
り
】

第
8
番
『
古
今
集
』
雑
下
・98（

喜
撰
法
師

9

花
の
色
は
（
八
）
移
り
に
（
尓
）
け
り
な
（
奈
）
徒
ら
に
我
身
よ
に
（
尓
）
ふ
（
不
）
る
【
な
が
め
せ
し
ま
に
】

第
9
番
『
古
今
集
』
春
下
・（（（

小
野
小
町

（0

こ
（
己
）
れ
や
こ
（
己
）
の
往
く
も
還
へ
る
も
分
か
（
可
）
れ
て
は
（
八
）
知
る
も
し
（
志
）
ら
ぬ
も
【
逢
坂
の
関
】

第
（0
番
『
後
撰
集
』
雑
一
・（090

蝉
丸

（（

和
田
の
原
八
十
島
か
（
可
）
け
て
こ
（
己
）
き
い
て
ぬ
と
人
に
（
尓
）
は
つ
け
よ
（
与
）【
海
女
の
釣
り
舟
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・407

小
野
篁

（（

天
津
風
雲
の
か
（
可
）
よ
ひ
（
比
）
路
ふ
（
不
）
き
と
ち
よ
乙
め
（
女
）
の
姿
【
し
ば
し
と
ど
め
ぬ
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
雑
上
・87（

僧
正
遍
昭

（（

つ
く
ば
ね
の
み
ね
よ
り
お
つ
る
み
な
（
奈
）
の
川
恋
ぞ
つ
も
り
て
【
淵
と
な
り
ぬ
る
】

第
（（
番
『
後
撰
集
』
恋
三
・777

陽
成
上
皇

（4

み
ち
の
く
の
（
能
）
し
の
ふ
も
ち
ず
り
誰
故
に
み
た
（
太
）
れ
そ
め
（
女
）
に
（
尓
）
し
【
わ
れ
な
ら
な
く
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
恋
四
・7（4

源
融
　

（5

君
が
（
可
）
為
め
（
女
）
春
の
野
に
い
て
ゝ
わ
（
王
）
か
（
可
）
菜
つ
む
（
武
）
わ
（
王
）
か
（
可
）　
衣
手
に
（
仁
）
雪
【
は
ふ
り
つ
つ
】

第
（5
番
『
古
今
集
』
春
上
・（（

光
孝
天
皇

（6

立
ち
別
か
（
可
）
れ
い
な
葉
の
山
の
み
ね
に
（
尓
）
生
ふ
（
不
）
る
松
と
し
聞
か
（
可
）
ば
（
八
）【
今
帰
り
来
む
】

第
（6
番
『
古
今
集
』
別
離
・（65

在
原
行
平

（7

千
早
振
神
代
も
聞
か
（
可
）
ず
龍
田
川
唐
紅
に
【
み
ず
く
ぐ
る
と
は
】

第
（7
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（94

在
原
業
平

（8

住
の
江
の
き
し
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
路
【
人
目
よ
く
ら
む
】

第
（8
番
『
古
今
集
』
恋
二
・559

藤
原
敏
行

（9

難
波
潟
み
し
か
（
可
）
き
芦
の
ふ
し
の
ま
（
末
）
も
逢
は
で
【
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
や
と
や
】

第
（9
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（049

伊
勢

表
1
　
青
木
繁
《
か
る
た
》［
読
札
］（［
取
札
］）

※
番
号
は
、「
小
倉
百
人
一
首
」
の
通
例
の
歌
番
号
（
お
お
む
ね
古
く
か
ら
の
時
代
順
）
に
従
っ
て
い
る
。

※
歌
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
有
吉
保
『
全
訳
注
　
百
人
一
首
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）

を
参
考
に
し
つ
つ
、
図
版
に
そ
っ
て
作
成
し
た
。

※
変
体
が
な
は（
　
）内
に
こ
れ
を
示
し
た
。
ま
た
、青
木
の
か
な
に
は
判
読
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
た
め
、適
宜
、

筆
者
が
字
母
を
（
　
）
に
て
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
は
【
　
】
に
て
示
し
て
い
る
。

※
作
者
の
姓
名
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
学
術
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
示
し
た
た
め
、
通
行
す
る
百
人
一
首
の
作
者

と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

※
釈
読
不
可
能
、
或
い
は
疑
問
が
残
る
部
分
に
は
「
？
」
を
附
し
た
。

213 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

（0

侘
ひ
（
比
）
ぬ
れ
は
（
八
）
今
は
た
お
な
（
奈
）
し
難
波
な
（
奈
）
る
身
を
つ
く
し
て
も
逢
【
は
む
と
ぞ
思
ふ
】

第
（0
番
『
後
撰
集
』
恋
五
・96（

元
良
親
王

（（

今
来
む
（
武
）
と
言
ひ
（
比
）
し
ば
か
（
可
）
り
に
長
月
の
有
明
の
月
【
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
恋
四
・69（

素
性
法
師

（（

吹
く
か
（
可
）
ら
に
（
仁
）
秋
の
草
木
の
し
（
志
）
ほ
る
れ
ば
（
八
）
む
べ
山
嵐
を
（
遠
）【
嵐
と
い
ふ
ら
む
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（49

文
屋
康
秀

（（

月
み
れ
ば
（
八
）
千
ゝ
に
物
こ
（
己
）
そ
か
（
可
）
な
（
奈
）
し
け
れ
わ
（
王
）
か
(
可
)
み
一
つ
の
【
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
上
・（9（

大
江
千
里

（4

こ
の
度
は
ぬ
さ
も
と
り
敢
え
へ
ず
手
向
山
紅
葉
の
錦
【
神
の
ま
に
ま
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・4（0

菅
原
道
真

（5

名
に
（
尓
）
し
お
は
ゝ
逢
坂
山
の
さ
ね
か
（
可
）
つ
ら
人
に
（
尓
）
し
ら
れ
て
【
く
る
よ
し
も
が
な
】

第
（5
番
『
後
撰
集
』
恋
三
・70（

藤
原
定
方

（6

小
倉
山
み
ね
の
紅
葉
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ば
今
一
度
の
御
幸
【
待
た
な
む
】

第
（6
番
『
拾
遺
集
』
雑
秋
・（（（8

藤
原
忠
平

（7

み
か
（
可
）
の
原
わ
き
て
流
る
ゝ
泉
川
い
つ
み
来
と
て
か
（
可
）【
恋
し
か
る
ら
む
】

第
（7
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・996

　

藤
原
兼
輔
　

（8

山
里
は
冬
ぞ
淋
し
さ
ま
（
末
）
さ
り
け
り
人
目
も
草
も
【
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
】

第
（8
番
『
古
今
集
』
冬
・（（5

源
宗
于

（9

心
あ
て
に
居
ら
は
や
お
ら
む
（
武
）
初
霜
の
を
（
遠
）
き
ま
（
末
）
ど
【
は
せ
る
白
菊
の
花
】

第
（9
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（77

凡
河
内
躬
恒

（0

有
明
の
つ
れ
な
（
奈
）
く
み
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
（
可
）
り
【
憂
き
も
の
は
な
し
】

第
（0
番
『
古
今
集
』
恋
三
・6（5

壬
生
忠
岑

（（

朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
（
末
）
て
に
よ
（
与
）
し
野
の
里
【
に
ふ
れ
る
白
雪
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
冬
・（（（

坂
上
是
則

（（

山
河
に
風
の
か
（
可
）
け
た
る
柵
は
流
れ
も
敢
へ
ぬ
【
紅
葉
な
り
け
り
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（0（

春
道
列
樹

（（

久
方
の
光
長
閑
け
き
春
の
日
に
（
仁
）
静
心
な
（
奈
）
く
【
花
の
散
る
ら
む
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
春
下
・84

紀
友
則

（4

誰
を
（
遠
）
か
（
可
）
も
知
る
人
（
尓
）
せ
む
（
武
）
高
砂
の
松
も
昔
の
友
【
な
ら
な
く
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
雑
上
・909

藤
原
興
風

（5

人
は
い
ざ
心
も
し
（
志
）
ら
ず
故
郷
は
花
ぞ
昔
の
【
香
に
に
ほ
ひ
け
る
】

第
（5
番
『
古
今
集
』
春
上
・4（

紀
貫
之

（6

夏
の
夜
は
ま
（
末
）
だ
宵
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
明
ぬ
（
奴
）
る
を
（
遠
）
雲
の
何
處
に
【
月
宿
る
ら
む
】

第
（6
番
『
古
今
集
』
夏
・（66

清
原
深
養
父

（7

白
露
に
風
の
吹
き
し
く
秋
の
野
は
貫
ぬ
（
奴
）
き
と
め
（
女
）
む
（
武
）【
玉
ぞ
散
る
ら
む
】

第
（7
番
『
後
撰
集
』
秋
中
・（08

文
屋
朝
康

（8

忘
ら
る
ゝ
身
を
（
遠
）
は
お
も
は
ず
誓
ひ
（
比
）
て
し
人
の
命
の
【
惜
し
く
も
あ
る
か
な
】

第
（8
番
『
拾
遺
集
』
恋
四
・870

右
近

（9

浅
芽
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ふ
（
不
）
れ
と
余
り
て
な
（
奈
）
ど
か
（
可
）【
人
の
恋
し
き
】

第
（9
番
『
後
撰
集
』
恋
一
・578

源
等

40

忍
ふ
（
不
）
れ
と
（
止
）
色
に
（
尓
）
出
て
け
り
わ
（
王
）
か
（
可
）
恋
は
物
や
思
ふ
（
不
）
と
（
止
）【
人
の
問
ふ
ま
で
】

第
40
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

平
兼
盛

4（

恋
す
て
ふ
（
不
）
わ
（
王
）
か
（
可
）
名
は
ま
（
末
）
だ
き
立
ち
に
（
尓
）
け
る
人
し
れ
る
す
こ
そ
【
思
ひ
そ
め
し
か
】

第
4（
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

壬
生
忠
見

4（

契
り
き
な
（
奈
）
互
に
袖
を
（
遠
）
絞
り
つ
ゝ
末
の
松
山
【
波
越
さ
じ
と
は
】

第
4（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
四
・770

清
原
元
輔

4（

相
み
て
の
後
の
心
に
（
尓
）
比
ふ
（
不
）
れ
は
（
八
）
む
（
武
）
か
（
可
）
し
は
物
を
（
遠
）【
思
は
ざ
り
け
り
】

第
4（
番
『
拾
遺
集
』
恋
二
・7（0

藤
原
敦
忠

44

逢
ふ
（
不
）
事
の
た
へ
（
部
）
て
し
な
（
奈
）
く
ば
な
（
奈
）
か
（
可
）
ゝ
ゝ
に
人
を
（
遠
）
も
身
を
（
遠
）
も
（
母
）【
恨
み
ざ
ら
ま
し
】

第
44
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・678

藤
原
朝
忠

45

あ
は
れ
（
禮
）
と
も
い
ふ
（
不
）
べ
き
人
は
お
も
ほ
へ
（
部
）
て
身
の
徒
に
【
な
り
ぬ
べ
き
か
な
】

第
45
番
『
拾
遺
集
』
恋
五
・950

藤
原
伊
尹

46

由
良
の
戸
を
（
遠
）
わ
（
王
）
た
（
太
）
る
舟
人
か
（
可
）
ち
を
（
遠
）
絶
え
行
衛
も
【
知
ら
ぬ
恋
の
道
か
な
】

第
46
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（07（

曽
禰
好
忠
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番
号

歌

歌
番
号

出
　
典

作
　
者

（

秋
の
田
の
刈
穂
の
庵
の
苫
を
（
遠
）
逢？

以？

（
い
）
ら
み
わ
（
王
）
か
（
可
）
衣
手
は
露
【
に
ぬ
れ
つ
つ
】

第
（
番
『
後
撰
集
』
秋
中
・（0（

天
智
天
皇

（

春
す
き
て
夏
来
る
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
し
た
る
天
の
香
具
山

第
（
番
『
新
古
今
集
』
夏
・（75

持
統
天
皇

（

足
曳
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
か
（
可
）
ゝ
ゝ
し
夜
を
（
遠
）
独
か
（
可
）
も
ね
む
（
武
）

第
（
番
『
拾
遺
集
』
恋
三
・778

　

柿
本
人
磨
　

4

田
子
の
浦
ゆ
（
由
）
う
ち
出
て
ゝ
み
れ
は
（
八
）
白
妙
の
富
士
の
高
根
に
雪
【
は
降
り
つ
つ
】

第
4
番
『
新
古
今
集
』
冬
・675

山
部
赤
人

5

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
（
王
）
け
鳴
く
鹿
の
聲
き
く
時
ぞ
【
秋
は
悲
し
き
】

第
5
番
『
古
今
集
』
秋
上
・（（5

猿
丸
大
夫

6

鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
白
き
を
み
れ
ば
（
八
）【
夜
ぞ
更
け
に
け
る
】

第
6
番
『
新
古
今
集
』
冬
・6（0

大
伴
家
持

7

天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
（
八
）
春
日
な
（
奈
）
る
三
笠
の
山
【
に
出
で
し
月
か
も
】

第
7
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・405

安
倍
仲
磨

8

わ
（
王
）
か
（
可
）
庵
は
（
八
）
み
や
こ
（
己
）
の
巽
鹿
ぞ
住
む
（
武
）
世
を
宇
治
山
【
と
人
は
い
ふ
な
り
】

第
8
番
『
古
今
集
』
雑
下
・98（

喜
撰
法
師

9

花
の
色
は
（
八
）
移
り
に
（
尓
）
け
り
な
（
奈
）
徒
ら
に
我
身
よ
に
（
尓
）
ふ
（
不
）
る
【
な
が
め
せ
し
ま
に
】

第
9
番
『
古
今
集
』
春
下
・（（（

小
野
小
町

（0

こ
（
己
）
れ
や
こ
（
己
）
の
往
く
も
還
へ
る
も
分
か
（
可
）
れ
て
は
（
八
）
知
る
も
し
（
志
）
ら
ぬ
も
【
逢
坂
の
関
】

第
（0
番
『
後
撰
集
』
雑
一
・（090

蝉
丸

（（

和
田
の
原
八
十
島
か
（
可
）
け
て
こ
（
己
）
き
い
て
ぬ
と
人
に
（
尓
）
は
つ
け
よ
（
与
）【
海
女
の
釣
り
舟
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・407

小
野
篁

（（

天
津
風
雲
の
か
（
可
）
よ
ひ
（
比
）
路
ふ
（
不
）
き
と
ち
よ
乙
め
（
女
）
の
姿
【
し
ば
し
と
ど
め
ぬ
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
雑
上
・87（

僧
正
遍
昭

（（

つ
く
ば
ね
の
み
ね
よ
り
お
つ
る
み
な
（
奈
）
の
川
恋
ぞ
つ
も
り
て
【
淵
と
な
り
ぬ
る
】

第
（（
番
『
後
撰
集
』
恋
三
・777

陽
成
上
皇

（4

み
ち
の
く
の
（
能
）
し
の
ふ
も
ち
ず
り
誰
故
に
み
た
（
太
）
れ
そ
め
（
女
）
に
（
尓
）
し
【
わ
れ
な
ら
な
く
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
恋
四
・7（4

源
融
　

（5

君
が
（
可
）
為
め
（
女
）
春
の
野
に
い
て
ゝ
わ
（
王
）
か
（
可
）
菜
つ
む
（
武
）
わ
（
王
）
か
（
可
）　
衣
手
に
（
仁
）
雪
【
は
ふ
り
つ
つ
】

第
（5
番
『
古
今
集
』
春
上
・（（

光
孝
天
皇

（6

立
ち
別
か
（
可
）
れ
い
な
葉
の
山
の
み
ね
に
（
尓
）
生
ふ
（
不
）
る
松
と
し
聞
か
（
可
）
ば
（
八
）【
今
帰
り
来
む
】

第
（6
番
『
古
今
集
』
別
離
・（65

在
原
行
平

（7

千
早
振
神
代
も
聞
か
（
可
）
ず
龍
田
川
唐
紅
に
【
み
ず
く
ぐ
る
と
は
】

第
（7
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（94

在
原
業
平

（8

住
の
江
の
き
し
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
路
【
人
目
よ
く
ら
む
】

第
（8
番
『
古
今
集
』
恋
二
・559

藤
原
敏
行

（9

難
波
潟
み
し
か
（
可
）
き
芦
の
ふ
し
の
ま
（
末
）
も
逢
は
で
【
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
や
と
や
】

第
（9
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（049

伊
勢

表
1
　
青
木
繁
《
か
る
た
》［
読
札
］（［
取
札
］）

※
番
号
は
、「
小
倉
百
人
一
首
」
の
通
例
の
歌
番
号
（
お
お
む
ね
古
く
か
ら
の
時
代
順
）
に
従
っ
て
い
る
。

※
歌
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
有
吉
保
『
全
訳
注
　
百
人
一
首
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）

を
参
考
に
し
つ
つ
、
図
版
に
そ
っ
て
作
成
し
た
。

※
変
体
が
な
は（
　
）内
に
こ
れ
を
示
し
た
。
ま
た
、青
木
の
か
な
に
は
判
読
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
た
め
、適
宜
、

筆
者
が
字
母
を
（
　
）
に
て
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
は
【
　
】
に
て
示
し
て
い
る
。

※
作
者
の
姓
名
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
学
術
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
示
し
た
た
め
、
通
行
す
る
百
人
一
首
の
作
者

と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。

※
釈
読
不
可
能
、
或
い
は
疑
問
が
残
る
部
分
に
は
「
？
」
を
附
し
た
。
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（0

侘
ひ
（
比
）
ぬ
れ
は
（
八
）
今
は
た
お
な
（
奈
）
し
難
波
な
（
奈
）
る
身
を
つ
く
し
て
も
逢
【
は
む
と
ぞ
思
ふ
】

第
（0
番
『
後
撰
集
』
恋
五
・96（

元
良
親
王

（（

今
来
む
（
武
）
と
言
ひ
（
比
）
し
ば
か
（
可
）
り
に
長
月
の
有
明
の
月
【
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
恋
四
・69（

素
性
法
師

（（

吹
く
か
（
可
）
ら
に
（
仁
）
秋
の
草
木
の
し
（
志
）
ほ
る
れ
ば
（
八
）
む
べ
山
嵐
を
（
遠
）【
嵐
と
い
ふ
ら
む
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（49

文
屋
康
秀

（（

月
み
れ
ば
（
八
）
千
ゝ
に
物
こ
（
己
）
そ
か
（
可
）
な
（
奈
）
し
け
れ
わ
（
王
）
か
(
可
)
み
一
つ
の
【
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
上
・（9（

大
江
千
里

（4

こ
の
度
は
ぬ
さ
も
と
り
敢
え
へ
ず
手
向
山
紅
葉
の
錦
【
神
の
ま
に
ま
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
羇
旅
・4（0

菅
原
道
真

（5

名
に
（
尓
）
し
お
は
ゝ
逢
坂
山
の
さ
ね
か
（
可
）
つ
ら
人
に
（
尓
）
し
ら
れ
て
【
く
る
よ
し
も
が
な
】

第
（5
番
『
後
撰
集
』
恋
三
・70（

藤
原
定
方

（6

小
倉
山
み
ね
の
紅
葉
こ
ゝ
ろ
あ
ら
ば
今
一
度
の
御
幸
【
待
た
な
む
】

第
（6
番
『
拾
遺
集
』
雑
秋
・（（（8

藤
原
忠
平

（7

み
か
（
可
）
の
原
わ
き
て
流
る
ゝ
泉
川
い
つ
み
来
と
て
か
（
可
）【
恋
し
か
る
ら
む
】

第
（7
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・996

　

藤
原
兼
輔
　

（8

山
里
は
冬
ぞ
淋
し
さ
ま
（
末
）
さ
り
け
り
人
目
も
草
も
【
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
】

第
（8
番
『
古
今
集
』
冬
・（（5

源
宗
于

（9

心
あ
て
に
居
ら
は
や
お
ら
む
（
武
）
初
霜
の
を
（
遠
）
き
ま
（
末
）
ど
【
は
せ
る
白
菊
の
花
】

第
（9
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（77

凡
河
内
躬
恒

（0

有
明
の
つ
れ
な
（
奈
）
く
み
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
（
可
）
り
【
憂
き
も
の
は
な
し
】

第
（0
番
『
古
今
集
』
恋
三
・6（5

壬
生
忠
岑

（（

朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
（
末
）
て
に
よ
（
与
）
し
野
の
里
【
に
ふ
れ
る
白
雪
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
冬
・（（（

坂
上
是
則

（（

山
河
に
風
の
か
（
可
）
け
た
る
柵
は
流
れ
も
敢
へ
ぬ
【
紅
葉
な
り
け
り
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
秋
下
・（0（

春
道
列
樹

（（

久
方
の
光
長
閑
け
き
春
の
日
に
（
仁
）
静
心
な
（
奈
）
く
【
花
の
散
る
ら
む
】

第
（（
番
『
古
今
集
』
春
下
・84

紀
友
則

（4

誰
を
（
遠
）
か
（
可
）
も
知
る
人
（
尓
）
せ
む
（
武
）
高
砂
の
松
も
昔
の
友
【
な
ら
な
く
に
】

第
（4
番
『
古
今
集
』
雑
上
・909

藤
原
興
風

（5

人
は
い
ざ
心
も
し
（
志
）
ら
ず
故
郷
は
花
ぞ
昔
の
【
香
に
に
ほ
ひ
け
る
】

第
（5
番
『
古
今
集
』
春
上
・4（

紀
貫
之

（6

夏
の
夜
は
ま
（
末
）
だ
宵
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
明
ぬ
（
奴
）
る
を
（
遠
）
雲
の
何
處
に
【
月
宿
る
ら
む
】

第
（6
番
『
古
今
集
』
夏
・（66

清
原
深
養
父

（7

白
露
に
風
の
吹
き
し
く
秋
の
野
は
貫
ぬ
（
奴
）
き
と
め
（
女
）
む
（
武
）【
玉
ぞ
散
る
ら
む
】

第
（7
番
『
後
撰
集
』
秋
中
・（08

文
屋
朝
康

（8

忘
ら
る
ゝ
身
を
（
遠
）
は
お
も
は
ず
誓
ひ
（
比
）
て
し
人
の
命
の
【
惜
し
く
も
あ
る
か
な
】

第
（8
番
『
拾
遺
集
』
恋
四
・870

右
近

（9

浅
芽
生
の
小
野
の
篠
原
忍
ふ
（
不
）
れ
と
余
り
て
な
（
奈
）
ど
か
（
可
）【
人
の
恋
し
き
】

第
（9
番
『
後
撰
集
』
恋
一
・578

源
等

40

忍
ふ
（
不
）
れ
と
（
止
）
色
に
（
尓
）
出
て
け
り
わ
（
王
）
か
（
可
）
恋
は
物
や
思
ふ
（
不
）
と
（
止
）【
人
の
問
ふ
ま
で
】

第
40
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

平
兼
盛

4（

恋
す
て
ふ
（
不
）
わ
（
王
）
か
（
可
）
名
は
ま
（
末
）
だ
き
立
ち
に
（
尓
）
け
る
人
し
れ
る
す
こ
そ
【
思
ひ
そ
め
し
か
】

第
4（
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

壬
生
忠
見

4（

契
り
き
な
（
奈
）
互
に
袖
を
（
遠
）
絞
り
つ
ゝ
末
の
松
山
【
波
越
さ
じ
と
は
】

第
4（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
四
・770

清
原
元
輔

4（

相
み
て
の
後
の
心
に
（
尓
）
比
ふ
（
不
）
れ
は
（
八
）
む
（
武
）
か
（
可
）
し
は
物
を
（
遠
）【
思
は
ざ
り
け
り
】

第
4（
番
『
拾
遺
集
』
恋
二
・7（0

藤
原
敦
忠

44

逢
ふ
（
不
）
事
の
た
へ
（
部
）
て
し
な
（
奈
）
く
ば
な
（
奈
）
か
（
可
）
ゝ
ゝ
に
人
を
（
遠
）
も
身
を
（
遠
）
も
（
母
）【
恨
み
ざ
ら
ま
し
】

第
44
番
『
拾
遺
集
』
恋
一
・678

藤
原
朝
忠

45

あ
は
れ
（
禮
）
と
も
い
ふ
（
不
）
べ
き
人
は
お
も
ほ
へ
（
部
）
て
身
の
徒
に
【
な
り
ぬ
べ
き
か
な
】

第
45
番
『
拾
遺
集
』
恋
五
・950

藤
原
伊
尹

46

由
良
の
戸
を
（
遠
）
わ
（
王
）
た
（
太
）
る
舟
人
か
（
可
）
ち
を
（
遠
）
絶
え
行
衛
も
【
知
ら
ぬ
恋
の
道
か
な
】

第
46
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（07（

曽
禰
好
忠
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47

八
重
葎
繁
れ
る
宿
の
さ
ひ
（
比
）
し
き
に
人
こ
（
己
）
そ
見
へ
（
部
）
ね
【
秋
は
来
に
け
り
】

第
47
番
『
拾
遺
集
』
秋
・（40

恵
慶
法
師

48

風
を
（
遠
）
い
た
み
岩
う
つ
波
の
お
の
れ
の
み
く
た
（
太
）
け
て
物
を
（
遠
）【
思
ふ
こ
ろ
か
な
】

第
48
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（0

源
重
之

49

御
垣
守
衛
士
の
焚
く
火
の
夜
は
も
え
昼
は
消
え
つ
ゝ
【
も
の
を
こ
そ
思
へ
】

第
49
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（4

大
中
臣
能
宣

50

君
か
（
可
）
為
め
（
女
）
惜
し
か
（
可
）
ら
さ
り
命
さ
へ
長
く
も
が
（
可
）
な
（
奈
）
と
（
止
）【
思
ひ
け
る
か
な
】

第
50
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・669

藤
原
義
孝

5（

斯
く
と
だ
（
太
）
に
得
や
は
い
ふ
（
不
）
き
の
さ
し
も
草
さ
し
も
し
（
志
）
ら
し
な
（
奈
）【
燃
ゆ
る
思
ひ
を
】

第
5（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

藤
原
実
方

5（

明
け
ぬ
れ
は
（
八
）
く
る
ゝ
物
と
は
し
（
志
）
り
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
猶
恨
め
（
女
）
し
き
【
あ
さ
ぼ
ら
け
か
な
】

第
5（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・67（

藤
原
道
信

5（

歎
き
つ
ゝ
独
り
ぬ
（
奴
）
る
夜
の
明
く
る
間
は
い
か
（
可
）
に
久
し
き
【
も
の
と
か
は
知
る
】

第
5（
番
『
拾
遺
集
』
恋
四
・9（（

右
大
将
道
綱
母

54

忘
れ
じ
の
行
末
ま
（
末
）
て
は
（
八
）
か
（
可
）
た
け
れ
と
（
止
）
け
（
介
）
ふ
（
不
）
を
（
遠
）
限
り
【
の
命
と
も
な
が
】

第
54
番
『
新
古
今
集
』
恋
三
・（（49

儀
同
三
司
母

55

瀧
の
音
は
た
へ
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
と
名
こ
（
己
）
そ
流
れ
て
【
な
ほ
聞
こ
え
け
れ
】

第
55
番
『
拾
遺
集
』
雑
上
・449

藤
原
公
任
9

56

在
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
外
の
お
も
ひ
（
比
）
出
に
今
一
度
に
逢
ふ
（
不
）【
こ
と
も
が
な
】

第
56
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
三
・76（

和
泉
式
部

57

め
（
免
）
ぐ
り
遇
ひ
（
比
）
て
み
し
や
そ
れ
と
も
分
か
（
可
）
ぬ
（
奴
）
ま
（
末
）
に
雲
か
（
可
）
く
れ
に
（
尓
）
し
【
夜
半
の
月
か
な
】

第
57
番
『
新
古
今
集
』
雑
上
・（497

紫
式
部

58

有
馬
山
い
な
（
奈
）
の
さ
（
佐
）
ゝ
原
か
（
可
）
せ
風
か
（
可
）
は
い
て
そ
よ
人
を
（
遠
）【
忘
れ
や
は
す
る
】

第
58
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・709

大
弐
三
位

59

や
す
ら
は
で
ね
な
（
奈
）
ま
（
末
）
し
も
の
を
（
遠
）
小
夜
ふ
（
不
）
け
て
傾
ふ
（
不
）
く
ま
（
末
）
て
の
【
月
を
見
し
か
な
】

第
59
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・680

赤
染
衛
門

60

大
江
山
ゆ
（
由
）
く
野
の
み
ち
も
遠
ふ
（
不
）
け
れ
は
（
者
）
ま
（
末
）
た
ふ
（
不
）
み
も
み
す
【
天
の
橋
立
】

第
60
番
『
金
葉
集
』
雑
上
・586

小
式
部
内
侍

6（

古
の
奈
良
の
都
の
山
さ
く
ら
今
日
九
重
に
【
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な
】

第
6（
番
『
詞
花
集
』
春
・（7

伊
勢
大
輔

6（

夜
を
（
遠
）
こ
め
て
（
天
）
鳥
の
空
寝
は
ゝ
か
（
可
）
る
と
も
世
に
逢
坂
【
の
関
は
許
さ
じ
】

第
6（
番
『
後
拾
遺
集
』
雑
二
・940

清
少
納
言

6（

今
は
た
ゝ
思
絶
え
な
（
奈
）
む
（
武
）
と
は
か
（
可
）
り
を
（
遠
）
人
傳
て
な
（
奈
）
ら
て
【
言
ふ
よ
し
も
が
な
】

第
6（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
三
・750

藤
原
道
雅

64

朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
た
え
ゝ
ゝ
に
現
は
れ
渡
る
【
瀬
々
の
網
代
木
】

第
64
番
『
千
載
集
』
冬
・4（9

藤
原
定
頼

65

恨
み
侘
？
び
（
比
）
干
さ
ぬ
（
奴
）
袖
た
に
あ
る
も
の
を
（
遠
）
恋
に
く
ち
な
（
奈
）
む
（
武
）【
名
こ
そ
惜
し
け
れ
】

第
65
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
四
・8（5

相
模

66

諸
共
に
哀
と
お
も
へ
（
部
）
山
桜
花
よ
り
外
に
【
知
る
人
も
な
し
】

第
66
番
『
金
葉
集
』
雑
上
・556

大
僧
正
行
尊

67

春
の
夜
の
夢
は
か
（
可
）
り
な
（
奈
）
る
手
枕
に
甲
斐
な
（
奈
）
く
【
立
た
む
名
こ
そ
惜
し
け
れ
】

第
67
番
『
千
載
集
』
雑
上
・96（

周
防
内
侍

68

心
に
（
尓
）
も
あ
ら
（
良
）
で
浮
世
に
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
へ
ば
恋
し
か
（
可
）
る
（
留
）
べ
き
【
夜
半
の
月
か
な
】

第
68
番
『
後
拾
遺
集
』
雑
一
・86（

三
条
上
皇

69

嵐
吹
く
三
室
の
山
の
紅
葉
は
（
八
）
龍
田
の
川
の
【
錦
な
り
け
り
】

第
69
番
『
後
拾
遺
集
』
秋
下
・（66

能
因
法
師

70

淋
し
さ
に
宿
を
（
遠
）
た
（
太
）
ち
出
て
な
（
奈
）
か
（
可
）
む
（
武
）
れ
は
（
八
）
同
處
も
同
し
【
秋
の
夕
暮
れ
】

第
70
番
『
後
拾
遺
集
』
秋
上
・（（（

良
暹
法
師

7（

夕
さ
れ
は
（
八
）
門
田
の
稲
葉
音
つ
れ
て
（
天
）
芦
の
ま
（
末
）
ろ
屋
【
に
秋
風
ぞ
吹
く
】

第
7（
番
『
金
葉
集
』
秋
・（8（

源
経
信

7（

音
に
聞
く
た
か
（
可
）
し
の
濱
の
仇
浪
は
か
（
可
）
け
（
希
）
じ
や
袖
【
の
ぬ
れ
も
こ
そ
す
れ
】

第
7（
番
『
金
葉
集
』
恋
下
・50（

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

7（

高
砂
の
尾
の
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
【
た
た
ず
も
あ
ら
な
む
】

第
7（
番
『
後
拾
遺
集
』
春
上
・（（0

大
江
匡
房

215 青木繁《かるた》《漢詩かるた》について

74

憂
か
（
可
）
り
け
る
人
を
（
遠
）
初
瀬
の
山
下
風
は
け
し
か
（
可
）
れ
と
は
（
八
）【
祈
ら
む
も
の
を
】

第
74
番
『
千
載
集
』
恋
二
・707

源
俊
頼

75

契
り
お
き
し
さ
せ
も
か
（
可
）
露
を
（
遠
）
命
に
（
尓
）
て
あ
は
（
者
）
れ
今
年
の
【
秋
も
去
ぬ
め
り
】

第
75
番
『
千
載
集
』
雑
上
・（0（（

藤
原
基
俊

76

和
田
の
原
漕
き
い
て
ゝ
み
れ
は
（
八
）
久
方
の
雲
井
に
（
尓
）【
ま
が
ふ
沖
つ
白
波
】

第
76
番
『
詞
花
集
』
雑
下
・（80

藤
原
忠
通

77

瀬
を
早
や
み
岩
に
せ
か
（
可
）
る
ゝ
瀧
川
の
わ
（
王
）
れ
て
も
末
に
【
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
】

第
77
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（8

崇
徳
上
皇

78

淡
路
島
通
ふ
（
不
）
千
鳥
の
鳴
く
聲
に
幾
夜
ね
さ
め
（
女
）【
ぬ
須
磨
の
関
守
】

第
78
番
『
金
葉
集
』
冬
・（88

源
兼
昌

79

秋
風
に
棚
曳
く
（
久
）
雲
の
絶
間
よ
り
洩
れ
出
る
月
の
【
影
の
さ
や
け
さ
】

第
79
番
『
新
古
今
集
』
秋
上
・4（（

藤
原
顕
輔

80

長
が
（
可
）
ら
む
（
武
）
心
も
し
（
志
）
ら
す
黒
髪
の
亂
れ
て
今
朝
【
は
も
の
を
こ
そ
思
へ
】

第
80
番
『
千
載
集
』
恋
三
・80（

待
賢
門
院
堀
川

8（

子
規
鳴
き
つ
る
方
を
（
遠
）
な
（
奈
）
か
（
可
）
む
れ
（
礼
）
は
（
八
）
唯
有
明
の
【
月
ぞ
残
れ
る
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
夏
・（6（

藤
原
実
定

8（

思
ひ
（
比
）
侘
び
（
比
）
さ
て
も
命
は
あ
る
も
の
を
（
遠
）
宇
幾
に
た
へ
（
部
）
ぬ
【
は
涙
な
り
け
り
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
恋
三
・8（7

道
因
法
師

8（

世
の
中
に
（
尓
）
道
こ
（
己
）
そ
な
（
奈
）
け
れ
思
い
入
る
山
の
奥
に
（
尓
）
も
（
毛
）【
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
雑
中
・（（48

藤
原
俊
成

84

な
が
（
可
）
ら
へ
（
部
）
ば
ま
（
末
）
た
（
太
）
此
こ
（
己
）
ろ
や
し
の
は
れ
む
（
武
）
う
し
と
み
し
世
そ
【
今
は
恋
し
き
】

第
84
番
『
新
古
今
集
』
雑
下
・（84（

藤
原
清
輔

85

夜
も
す
か
（
可
）
ら
物
思
ふ
こ
（
己
）
ろ
は
明
け
や
ら
（
良
）
て
閨
の
ひ
（
比
）
間
さ
へ
【
つ
れ
な
か
り
け
り
】

第
85
番
『
千
載
集
』
恋
二
・765

俊
恵
法
師

86

歎
け
と
（
止
）
け
月
や
は
物
を
（
遠
）
思
は
す
る
か
（
可
）
こ
（
己
）
ち
貌
（〔
ノ
只
〕）
な
（
奈
）
る
【
わ
が
涙
か
な
】

第
86
番
『
千
載
集
』
恋
五
・9（6

西
行
法
師

87

村
雨
の
露
も
（
毛
）
ま
（
末
）
た
（
太
）
干
ぬ
（
奴
）
ま
（
末
）
き
の
葉
に
（
仁
）
霧
た
（
太
）
ち
昇
る
【
秋
の
夕
暮
れ
】

第
87
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・49（

寂
蓮
法
師

88

難
波
江
の
芦
の
か
（
可
）
り
ね
の
一
よ
ゆ
（
由
）
え
み
を
（
遠
）
つ
く
し
て
や
恋
【
ひ
わ
た
る
べ
き
】

第
88
番
『
千
載
集
』
恋
三
・806

皇
嘉
門
院
別
当

89

玉
の
緒
よ
（
与
）
絶
え
な
（
奈
）
ば
た
（
太
）
え
（
衣
）
ね
生
ら
（
良
）
へ
（
部
）
ば
忍
ふ
（
不
）
る
事
の
【
よ
わ
り
も
ぞ
す
る
】

第
89
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（0（4

子
内
親
王

90

み
せ
ば
や
な
（
奈
）
小
島
の
海
士
の
袖
た
（
太
）
に
（
尓
）
も
ぬ
（
奴
）
れ
に
（
尓
）
ぞ
ぬ
れ
し
【
色
は
変
わ
ら
ず
】

第
90
番
『
千
載
集
』
恋
四
・884

殷
富
門
院
大
輔

9（

き
り
ゝ
ゝ
す
鳴
く
や
霜
夜
の
小
む
（
無
）
席
に
（
仁
）
衣
か
（
可
）
た
（
太
）
し
き
【
ひ
と
り
か
も
寝
む
】

第
9（
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・5（8

藤
原
良
経

9（

わ
（
王
）
か
（
可
）
袖
は
潮
干
に
見
え
沖
の
石
の
人
こ
（
己
）
そ
知
ら
ね
【
か
は
く
ま
も
な
し
】

第
9（
番
『
千
載
集
』
恋
二
・759

条
院
讃
岐

9（

世
の
中
は
常
に
（
尓
）
も
（
毛
）
か
（
可
）
も
（
毛
）
な
（
奈
）
渚
漕
く
海
士
の
小
舟
【
の
綱
手
か
な
し
も
】

第
9（
番
『
新
勅
撰
集
』
羇
旅
・5（5

源
実
朝

94

三
芳
野
の
山
の
秋
か
（
可
）
せ
小
夜
更
け
て
古
里
さ
む
（
武
）
く
【
衣
打
つ
な
り
】

第
94
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・48（

藤
原
雅
経

95

お
ほ
け
な
（
奈
）
く
浮
世
の
民
に
生
ふ
（
不
）
か
（
可
）
な
（
奈
）
わ
（
王
）
か
（
可
）
た
（
太
）
つ
杣
の
【
墨
染
の
袖
】

第
95
番
『
千
載
集
』
雑
中
・（（（4

前
大
僧
正
慈
円

96

花
誘
ふ
（
不
）
嵐
の
庭
の
雪
な
（
奈
）
ら
（
良
）
て
ふ
（
婦
）
り
行
く
物
は
（
八
）【
我
が
身
な
り
け
り
】

第
96
番
『
新
勅
撰
集
』
雑
一
・（05（

藤
原
公
経

97

来
ぬ
（
奴
）
人
を
（
遠
）
ま
（
末
）
つ
ほ
の
浦
の
夕
な
（
奈
）
き
に
や
く
や
も
（
毛
）
潮
の
【
身
も
こ
が
れ
つ
つ
】

第
97
番
『
新
勅
撰
集
』
恋
三
・849

藤
原
定
家

98

風
そ
よ
ぐ
奈
良
の
小
川
の
夕
く
れ
は
（
八
）
御
幣
ぞ
【
夏
の
し
る
し
な
り
け
る
】

第
98
番
『
新
勅
撰
集
』
夏
・（9（

藤
原
家
隆

99

人
も
を
（
遠
）
し
人
も
恨
め
（
女
）
し
あ
ち
（
知
）
き
（
幾
）
な
（
奈
）
く
世
を
（
遠
）
お
も
ふ
（
不
）【
故
に
も
の
思
ふ
身
は
】

第
99
番
『
続
後
撰
集
』
雑
中
・（（99

後
鳥
羽
上
皇

（00

百
敷
や
古
き
軒
端
の
し
の
ふ
（
不
）
に
（
尓
）
も
猶
余
り
あ
（
安
）
る
（
留
）
昔
【
な
り
け
り
】

第
（00
番
『
続
後
撰
集
』
雑
下
・（（0（

順
徳
上
皇
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47

八
重
葎
繁
れ
る
宿
の
さ
ひ
（
比
）
し
き
に
人
こ
（
己
）
そ
見
へ
（
部
）
ね
【
秋
は
来
に
け
り
】

第
47
番
『
拾
遺
集
』
秋
・（40

恵
慶
法
師

48

風
を
（
遠
）
い
た
み
岩
う
つ
波
の
お
の
れ
の
み
く
た
（
太
）
け
て
物
を
（
遠
）【
思
ふ
こ
ろ
か
な
】

第
48
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（0

源
重
之

49

御
垣
守
衛
士
の
焚
く
火
の
夜
は
も
え
昼
は
消
え
つ
ゝ
【
も
の
を
こ
そ
思
へ
】

第
49
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（4

大
中
臣
能
宣

50

君
か
（
可
）
為
め
（
女
）
惜
し
か
（
可
）
ら
さ
り
命
さ
へ
長
く
も
が
（
可
）
な
（
奈
）
と
（
止
）【
思
ひ
け
る
か
な
】

第
50
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・669

藤
原
義
孝

5（

斯
く
と
だ
（
太
）
に
得
や
は
い
ふ
（
不
）
き
の
さ
し
も
草
さ
し
も
し
（
志
）
ら
し
な
（
奈
）【
燃
ゆ
る
思
ひ
を
】

第
5（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
一
・6（（

藤
原
実
方

5（

明
け
ぬ
れ
は
（
八
）
く
る
ゝ
物
と
は
し
（
志
）
り
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
猶
恨
め
（
女
）
し
き
【
あ
さ
ぼ
ら
け
か
な
】

第
5（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・67（

藤
原
道
信

5（

歎
き
つ
ゝ
独
り
ぬ
（
奴
）
る
夜
の
明
く
る
間
は
い
か
（
可
）
に
久
し
き
【
も
の
と
か
は
知
る
】

第
5（
番
『
拾
遺
集
』
恋
四
・9（（

右
大
将
道
綱
母

54

忘
れ
じ
の
行
末
ま
（
末
）
て
は
（
八
）
か
（
可
）
た
け
れ
と
（
止
）
け
（
介
）
ふ
（
不
）
を
（
遠
）
限
り
【
の
命
と
も
な
が
】

第
54
番
『
新
古
今
集
』
恋
三
・（（49

儀
同
三
司
母

55

瀧
の
音
は
た
へ
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
と
名
こ
（
己
）
そ
流
れ
て
【
な
ほ
聞
こ
え
け
れ
】

第
55
番
『
拾
遺
集
』
雑
上
・449

藤
原
公
任
9

56

在
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
外
の
お
も
ひ
（
比
）
出
に
今
一
度
に
逢
ふ
（
不
）【
こ
と
も
が
な
】

第
56
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
三
・76（

和
泉
式
部

57

め
（
免
）
ぐ
り
遇
ひ
（
比
）
て
み
し
や
そ
れ
と
も
分
か
（
可
）
ぬ
（
奴
）
ま
（
末
）
に
雲
か
（
可
）
く
れ
に
（
尓
）
し
【
夜
半
の
月
か
な
】

第
57
番
『
新
古
今
集
』
雑
上
・（497

紫
式
部

58

有
馬
山
い
な
（
奈
）
の
さ
（
佐
）
ゝ
原
か
（
可
）
せ
風
か
（
可
）
は
い
て
そ
よ
人
を
（
遠
）【
忘
れ
や
は
す
る
】

第
58
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・709

大
弐
三
位

59

や
す
ら
は
で
ね
な
（
奈
）
ま
（
末
）
し
も
の
を
（
遠
）
小
夜
ふ
（
不
）
け
て
傾
ふ
（
不
）
く
ま
（
末
）
て
の
【
月
を
見
し
か
な
】

第
59
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
二
・680

赤
染
衛
門

60

大
江
山
ゆ
（
由
）
く
野
の
み
ち
も
遠
ふ
（
不
）
け
れ
は
（
者
）
ま
（
末
）
た
ふ
（
不
）
み
も
み
す
【
天
の
橋
立
】

第
60
番
『
金
葉
集
』
雑
上
・586

小
式
部
内
侍

6（

古
の
奈
良
の
都
の
山
さ
く
ら
今
日
九
重
に
【
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な
】

第
6（
番
『
詞
花
集
』
春
・（7

伊
勢
大
輔

6（

夜
を
（
遠
）
こ
め
て
（
天
）
鳥
の
空
寝
は
ゝ
か
（
可
）
る
と
も
世
に
逢
坂
【
の
関
は
許
さ
じ
】

第
6（
番
『
後
拾
遺
集
』
雑
二
・940

清
少
納
言

6（

今
は
た
ゝ
思
絶
え
な
（
奈
）
む
（
武
）
と
は
か
（
可
）
り
を
（
遠
）
人
傳
て
な
（
奈
）
ら
て
【
言
ふ
よ
し
も
が
な
】

第
6（
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
三
・750

藤
原
道
雅

64

朝
ぼ
ら
け
宇
治
の
川
霧
た
え
ゝ
ゝ
に
現
は
れ
渡
る
【
瀬
々
の
網
代
木
】

第
64
番
『
千
載
集
』
冬
・4（9

藤
原
定
頼

65

恨
み
侘
？
び
（
比
）
干
さ
ぬ
（
奴
）
袖
た
に
あ
る
も
の
を
（
遠
）
恋
に
く
ち
な
（
奈
）
む
（
武
）【
名
こ
そ
惜
し
け
れ
】

第
65
番
『
後
拾
遺
集
』
恋
四
・8（5

相
模

66

諸
共
に
哀
と
お
も
へ
（
部
）
山
桜
花
よ
り
外
に
【
知
る
人
も
な
し
】

第
66
番
『
金
葉
集
』
雑
上
・556

大
僧
正
行
尊

67

春
の
夜
の
夢
は
か
（
可
）
り
な
（
奈
）
る
手
枕
に
甲
斐
な
（
奈
）
く
【
立
た
む
名
こ
そ
惜
し
け
れ
】

第
67
番
『
千
載
集
』
雑
上
・96（

周
防
内
侍

68

心
に
（
尓
）
も
あ
ら
（
良
）
で
浮
世
に
な
（
奈
）
か
（
可
）
ら
へ
ば
恋
し
か
（
可
）
る
（
留
）
べ
き
【
夜
半
の
月
か
な
】

第
68
番
『
後
拾
遺
集
』
雑
一
・86（

三
条
上
皇

69

嵐
吹
く
三
室
の
山
の
紅
葉
は
（
八
）
龍
田
の
川
の
【
錦
な
り
け
り
】

第
69
番
『
後
拾
遺
集
』
秋
下
・（66

能
因
法
師

70

淋
し
さ
に
宿
を
（
遠
）
た
（
太
）
ち
出
て
な
（
奈
）
か
（
可
）
む
（
武
）
れ
は
（
八
）
同
處
も
同
し
【
秋
の
夕
暮
れ
】

第
70
番
『
後
拾
遺
集
』
秋
上
・（（（

良
暹
法
師

7（

夕
さ
れ
は
（
八
）
門
田
の
稲
葉
音
つ
れ
て
（
天
）
芦
の
ま
（
末
）
ろ
屋
【
に
秋
風
ぞ
吹
く
】

第
7（
番
『
金
葉
集
』
秋
・（8（

源
経
信

7（

音
に
聞
く
た
か
（
可
）
し
の
濱
の
仇
浪
は
か
（
可
）
け
（
希
）
じ
や
袖
【
の
ぬ
れ
も
こ
そ
す
れ
】

第
7（
番
『
金
葉
集
』
恋
下
・50（

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

7（

高
砂
の
尾
の
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
【
た
た
ず
も
あ
ら
な
む
】

第
7（
番
『
後
拾
遺
集
』
春
上
・（（0

大
江
匡
房
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74

憂
か
（
可
）
り
け
る
人
を
（
遠
）
初
瀬
の
山
下
風
は
け
し
か
（
可
）
れ
と
は
（
八
）【
祈
ら
む
も
の
を
】

第
74
番
『
千
載
集
』
恋
二
・707

源
俊
頼

75

契
り
お
き
し
さ
せ
も
か
（
可
）
露
を
（
遠
）
命
に
（
尓
）
て
あ
は
（
者
）
れ
今
年
の
【
秋
も
去
ぬ
め
り
】

第
75
番
『
千
載
集
』
雑
上
・（0（（

藤
原
基
俊

76

和
田
の
原
漕
き
い
て
ゝ
み
れ
は
（
八
）
久
方
の
雲
井
に
（
尓
）【
ま
が
ふ
沖
つ
白
波
】

第
76
番
『
詞
花
集
』
雑
下
・（80

藤
原
忠
通

77

瀬
を
早
や
み
岩
に
せ
か
（
可
）
る
ゝ
瀧
川
の
わ
（
王
）
れ
て
も
末
に
【
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
】

第
77
番
『
詞
花
集
』
恋
上
・（（8

崇
徳
上
皇

78

淡
路
島
通
ふ
（
不
）
千
鳥
の
鳴
く
聲
に
幾
夜
ね
さ
め
（
女
）【
ぬ
須
磨
の
関
守
】

第
78
番
『
金
葉
集
』
冬
・（88

源
兼
昌

79

秋
風
に
棚
曳
く
（
久
）
雲
の
絶
間
よ
り
洩
れ
出
る
月
の
【
影
の
さ
や
け
さ
】

第
79
番
『
新
古
今
集
』
秋
上
・4（（

藤
原
顕
輔

80

長
が
（
可
）
ら
む
（
武
）
心
も
し
（
志
）
ら
す
黒
髪
の
亂
れ
て
今
朝
【
は
も
の
を
こ
そ
思
へ
】

第
80
番
『
千
載
集
』
恋
三
・80（

待
賢
門
院
堀
川

8（

子
規
鳴
き
つ
る
方
を
（
遠
）
な
（
奈
）
か
（
可
）
む
れ
（
礼
）
は
（
八
）
唯
有
明
の
【
月
ぞ
残
れ
る
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
夏
・（6（

藤
原
実
定

8（

思
ひ
（
比
）
侘
び
（
比
）
さ
て
も
命
は
あ
る
も
の
を
（
遠
）
宇
幾
に
た
へ
（
部
）
ぬ
【
は
涙
な
り
け
り
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
恋
三
・8（7

道
因
法
師

8（

世
の
中
に
（
尓
）
道
こ
（
己
）
そ
な
（
奈
）
け
れ
思
い
入
る
山
の
奥
に
（
尓
）
も
（
毛
）【
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
】

第
8（
番
『
千
載
集
』
雑
中
・（（48

藤
原
俊
成

84

な
が
（
可
）
ら
へ
（
部
）
ば
ま
（
末
）
た
（
太
）
此
こ
（
己
）
ろ
や
し
の
は
れ
む
（
武
）
う
し
と
み
し
世
そ
【
今
は
恋
し
き
】

第
84
番
『
新
古
今
集
』
雑
下
・（84（

藤
原
清
輔

85

夜
も
す
か
（
可
）
ら
物
思
ふ
こ
（
己
）
ろ
は
明
け
や
ら
（
良
）
て
閨
の
ひ
（
比
）
間
さ
へ
【
つ
れ
な
か
り
け
り
】

第
85
番
『
千
載
集
』
恋
二
・765

俊
恵
法
師

86

歎
け
と
（
止
）
け
月
や
は
物
を
（
遠
）
思
は
す
る
か
（
可
）
こ
（
己
）
ち
貌
（〔
ノ
只
〕）
な
（
奈
）
る
【
わ
が
涙
か
な
】

第
86
番
『
千
載
集
』
恋
五
・9（6

西
行
法
師

87

村
雨
の
露
も
（
毛
）
ま
（
末
）
た
（
太
）
干
ぬ
（
奴
）
ま
（
末
）
き
の
葉
に
（
仁
）
霧
た
（
太
）
ち
昇
る
【
秋
の
夕
暮
れ
】

第
87
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・49（

寂
蓮
法
師

88

難
波
江
の
芦
の
か
（
可
）
り
ね
の
一
よ
ゆ
（
由
）
え
み
を
（
遠
）
つ
く
し
て
や
恋
【
ひ
わ
た
る
べ
き
】

第
88
番
『
千
載
集
』
恋
三
・806

皇
嘉
門
院
別
当

89

玉
の
緒
よ
（
与
）
絶
え
な
（
奈
）
ば
た
（
太
）
え
（
衣
）
ね
生
ら
（
良
）
へ
（
部
）
ば
忍
ふ
（
不
）
る
事
の
【
よ
わ
り
も
ぞ
す
る
】

第
89
番
『
新
古
今
集
』
恋
一
・（0（4

子
内
親
王

90

み
せ
ば
や
な
（
奈
）
小
島
の
海
士
の
袖
た
（
太
）
に
（
尓
）
も
ぬ
（
奴
）
れ
に
（
尓
）
ぞ
ぬ
れ
し
【
色
は
変
わ
ら
ず
】

第
90
番
『
千
載
集
』
恋
四
・884

殷
富
門
院
大
輔

9（

き
り
ゝ
ゝ
す
鳴
く
や
霜
夜
の
小
む
（
無
）
席
に
（
仁
）
衣
か
（
可
）
た
（
太
）
し
き
【
ひ
と
り
か
も
寝
む
】

第
9（
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・5（8

藤
原
良
経

9（

わ
（
王
）
か
（
可
）
袖
は
潮
干
に
見
え
沖
の
石
の
人
こ
（
己
）
そ
知
ら
ね
【
か
は
く
ま
も
な
し
】

第
9（
番
『
千
載
集
』
恋
二
・759

条
院
讃
岐

9（

世
の
中
は
常
に
（
尓
）
も
（
毛
）
か
（
可
）
も
（
毛
）
な
（
奈
）
渚
漕
く
海
士
の
小
舟
【
の
綱
手
か
な
し
も
】

第
9（
番
『
新
勅
撰
集
』
羇
旅
・5（5

源
実
朝

94

三
芳
野
の
山
の
秋
か
（
可
）
せ
小
夜
更
け
て
古
里
さ
む
（
武
）
く
【
衣
打
つ
な
り
】

第
94
番
『
新
古
今
集
』
秋
下
・48（

藤
原
雅
経

95

お
ほ
け
な
（
奈
）
く
浮
世
の
民
に
生
ふ
（
不
）
か
（
可
）
な
（
奈
）
わ
（
王
）
か
（
可
）
た
（
太
）
つ
杣
の
【
墨
染
の
袖
】

第
95
番
『
千
載
集
』
雑
中
・（（（4

前
大
僧
正
慈
円

96

花
誘
ふ
（
不
）
嵐
の
庭
の
雪
な
（
奈
）
ら
（
良
）
て
ふ
（
婦
）
り
行
く
物
は
（
八
）【
我
が
身
な
り
け
り
】

第
96
番
『
新
勅
撰
集
』
雑
一
・（05（

藤
原
公
経

97

来
ぬ
（
奴
）
人
を
（
遠
）
ま
（
末
）
つ
ほ
の
浦
の
夕
な
（
奈
）
き
に
や
く
や
も
（
毛
）
潮
の
【
身
も
こ
が
れ
つ
つ
】

第
97
番
『
新
勅
撰
集
』
恋
三
・849

藤
原
定
家

98

風
そ
よ
ぐ
奈
良
の
小
川
の
夕
く
れ
は
（
八
）
御
幣
ぞ
【
夏
の
し
る
し
な
り
け
る
】

第
98
番
『
新
勅
撰
集
』
夏
・（9（

藤
原
家
隆

99

人
も
を
（
遠
）
し
人
も
恨
め
（
女
）
し
あ
ち
（
知
）
き
（
幾
）
な
（
奈
）
く
世
を
（
遠
）
お
も
ふ
（
不
）【
故
に
も
の
思
ふ
身
は
】

第
99
番
『
続
後
撰
集
』
雑
中
・（（99

後
鳥
羽
上
皇

（00

百
敷
や
古
き
軒
端
の
し
の
ふ
（
不
）
に
（
尓
）
も
猶
余
り
あ
（
安
）
る
（
留
）
昔
【
な
り
け
り
】

第
（00
番
『
続
後
撰
集
』
雑
下
・（（0（

順
徳
上
皇
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番
号

詩
　
句

出
典
・
題
名

作
　
者

（

桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
、
之
子
于
帰
、
宜
其
室
家
、

詩
経
・
国
風

（

桃
之
夭
夭
、
其
葉
蓁
蓁
、
之
子
于
帰
、
宜
其
家
人
、

詩
経
・
国
風

（

求
之
不
得
、
寤
寐
思
服
、
悠
哉
悠
哉
、
輾
転
反
側
、

詩
経
・
国
風

4

陟
彼
砠
矣
、
我
馬
瘏
矣
、
我
僕
痡
矣
、
云
何
吁
矣
、

詩
経
・
国
風

5

静
女
其
妹
、
俟
我
於
城
隅
、
愛
而
不
見
、
掻
首
踟
蹰
、

詩
経
・
国
風

6

鶉
之
奔
奔
、
鵲
之
彊
彊
、
人
之
無
良
、
我
以
為
兄
、

詩
経
・
国
風

7

騅
不
逝
兮
可
奈
何
、
虞
兮
虞
兮
奈
若
何
、

垓
下
歌

項
羽

8

煢
煢
白
兔
、
東
走
西
顧
、
衣
不
如
新
、
人
不
如
故
、　

古
怨
歌

竇
玄
妻

9

羊
肉
千
斤
酒
百
斛
、
令
君
馬
肥
麦
与
粟
、 

盤
中
詩

蘇
伯
玉
妻

（0

風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
、
壮
士
一
去
〔
兮
〕
不
復
還
、

渡
易
水
歌

（（

思
君
令
人
老
歳
月
忽
已
晩
、
棄
捐
勿
復
道
努
力
加
餐
飯
、

古
詩
十
九
首

（（

撞
鐘
伐
鼓
声
中
詩
（
太
常
周
建
徳
）、
宗
室
広
大
日
益
滋
（
宗
正
劉
安
国
）、

柏
梁
詩

（（

思
楽
泮
水
薄
采
其
芹
〔
花
〕、
魯
侯
戻
止
言
観
其
旂
、

詩
経
・
魯
頌

（4

噛
妃
女
唇
甘
如
飴
（
郭
舍
人
）、
迫
窘
詰
屈
幾
窮
哉
（
東
方
朔
）、

柏
梁
詩

（5

秋
風
起
兮
白
雲
飛
、
草
木
黄
落
兮
雁
南
帰
、

秋
風
辞

漢
武
帝

（6

帰
旧
川
兮
神
哉
沛
、
不
封
禅
兮
安
知
外
、

瓠
子
歌

漢
武
帝

（7

河
中
之
水
向
東
流
、
洛
陽
女
児
名
莫
愁
、

河
中
之
水
歌

梁
武
帝

（8

三
春
已
暮
花
従
風
、
空
留
可
憐
与
誰
同
、

東
飛
伯
労
歌

梁
武
帝

（9

涼
風
凄
凄
揚
棹
歌
、
雲
光
開
曙
月
低
河
、 

淋
池
歌

漢
昭
帝

（0

明
月
皎
皎
照
我
床
、
星
漢
西
流
夜
未
央
、

燕
歌
行

曹
植

（（

不
聞
爺
嬢
喚
女
声
、
但
聞
燕
山
胡
〔
故
〕
騎
鳴
〔
声
〕
啾
啾
、

木
蘭
詩

佚
名

（（

不
聞
爺
嬢
喚
女
声
、
但
聞
黄
河
流
水
鳴
濺
濺
、

木
蘭
詩

佚
名

表
2
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
》［
読
札
］(

［
取
札
］）

※
番
号
は
、
仮
の
整
理
番
号
（
お
お
む
ね
古
く
か
ら
の
時
代
順
）
で
あ
る
た
め
、
順
番
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

※
詩
句
の
釈
読
で
は
、
青
木
の
誤
字
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
省
略
せ
ず
、〔
　
〕
の
中
に
残
し
て
い
る
。

※
青
木
に
よ
る
出
典
・
題
名
、
作
者
の
書
き
込
み
に
は
齟
齬
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
本
表
で
は
検
索
の
参
考
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
出
典
と
作
者
を
簡
便
に
記
し
た
。
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（（

柳
條
折
尽
花
飛
尽
、
借
問
行
人
帰
不
帰
、

送
別
詩

佚
名

（4

北
堂
夜
夜
人
如
月
、
南
陌
朝
朝
騎
似
雲
、 

長
安
古
意

盧
照
鄰

（5

隠
隠
朱
城
臨
玉
道
、
遥
遥
翠

没
金
堤
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（6

片
片
行
雲
著
蝉
鬢
、
繊
繊
初
月
上
鴉
黄
、

長
安
古
意

盧
照
鄰

（7

羅
襦
宝
帯
為
君
解
、
燕
歌
趙
舞
為
君
開
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（8

漢
代
金
吾
千
騎
来
、
翡
翠
屠
蘇
鸚
鵡
杯
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（9

龍
銜
宝
蓋
承
朝
日
、
鳳
吐
流
蘇
帯
晩
霞
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（0

秦
塞
重
関
一
百
二
、
漢
家
離
宮
三
十
六
、　

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（（

春
去
春
来
苦
自
馳
、
争
名
争
利
徒
爾
為
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（（

丹
鳳
朱
城
白
日
暮
、
青
牛
紺

紅
塵
度
、

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（（

五
緯
連
影
集
星
躔
〔
纏
〕、
八
水
分
流
横
地
軸
、

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（4

紅
顔
宿
昔
白
頭
新
、
脱
粟
布
衣
軽
〔
経
〕
故
人
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（5

平
台
戚
里
帯
崇
墉
、
炊
金
饌
玉
待
鳴
鐘
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（6

且
論
三
万
六
千
是
、
寧
知
四
十
九
年
非
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（7

春
朝
桂
尊
尊
百
味
、
秋
夜
蘭
灯
灯
九
微
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（8

黄
金
銷
鑠
素
糸
〔
孫
〕
変
、
一
貴
一
賤
交
情
見
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（9

古
来
栄
〔
名
〕
利
若
浮
雲
、
人
生
倚
伏
信
難
分
、

帝
京
篇

駱
賓
王

40

間
雲
潭
影
日
悠
悠
、
物
換
星
移
幾
度
秋
、

滕
王
閣

王
勃

4（

願
作
軽
羅
著
細
腰
、
願
爲
〔
作
〕
明
鏡
分
嬌
面
、

公
子
行

劉
希
夷

4（

雲
揺
雨
散
各
翻
飛
、
海
闊
天
長
音
信
稀
、

至
瑞
州
易
駅
見
杜
五
審
言
沈
三
佺
期
閻
五
朝
隠
王
二
無
兢
題
壁
慨
然
成
詠

宋
之
問

4（

射
殺
空
営
両
謄
虎
、
廻
身
却
月
佩
弓
鞘
、  

城
傍
曲

王
昌
齢

44

空
裏
流
霜
不
覚
飛
、
汀
上
白
沙
看
不
見
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

45

江
畔
何
人
初
見
月
、
江
月
何
年
初
照
人

春
江
花
月
夜

張
若
虚

46

玉
戸
簾
中
巻
不
去
、
擣
衣
砧
上
払
還
来
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

47

白
雲
一
片
去
悠
悠
、
青
楓
浦
上
不
勝
〔
堪
〕
愁
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

48

江
水
流
春
去
欲
尽
、
江
潭
落
月
復
西
斜
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

49

斜
月
沈
沈
蔵
海
霧
、
碣
石
瀟
湘
無
限
路
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚
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番
号

詩
　
句

出
典
・
題
名

作
　
者

（

桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
、
之
子
于
帰
、
宜
其
室
家
、

詩
経
・
国
風

（

桃
之
夭
夭
、
其
葉
蓁
蓁
、
之
子
于
帰
、
宜
其
家
人
、

詩
経
・
国
風

（

求
之
不
得
、
寤
寐
思
服
、
悠
哉
悠
哉
、
輾
転
反
側
、

詩
経
・
国
風

4

陟
彼
砠
矣
、
我
馬
瘏
矣
、
我
僕
痡
矣
、
云
何
吁
矣
、

詩
経
・
国
風

5

静
女
其
妹
、
俟
我
於
城
隅
、
愛
而
不
見
、
掻
首
踟
蹰
、

詩
経
・
国
風

6

鶉
之
奔
奔
、
鵲
之
彊
彊
、
人
之
無
良
、
我
以
為
兄
、

詩
経
・
国
風

7

騅
不
逝
兮
可
奈
何
、
虞
兮
虞
兮
奈
若
何
、

垓
下
歌

項
羽

8

煢
煢
白
兔
、
東
走
西
顧
、
衣
不
如
新
、
人
不
如
故
、　

古
怨
歌

竇
玄
妻

9

羊
肉
千
斤
酒
百
斛
、
令
君
馬
肥
麦
与
粟
、 

盤
中
詩

蘇
伯
玉
妻

（0

風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
、
壮
士
一
去
〔
兮
〕
不
復
還
、

渡
易
水
歌

（（

思
君
令
人
老
歳
月
忽
已
晩
、
棄
捐
勿
復
道
努
力
加
餐
飯
、

古
詩
十
九
首

（（

撞
鐘
伐
鼓
声
中
詩
（
太
常
周
建
徳
）、
宗
室
広
大
日
益
滋
（
宗
正
劉
安
国
）、

柏
梁
詩

（（

思
楽
泮
水
薄
采
其
芹
〔
花
〕、
魯
侯
戻
止
言
観
其
旂
、

詩
経
・
魯
頌

（4

噛
妃
女
唇
甘
如
飴
（
郭
舍
人
）、
迫
窘
詰
屈
幾
窮
哉
（
東
方
朔
）、

柏
梁
詩

（5

秋
風
起
兮
白
雲
飛
、
草
木
黄
落
兮
雁
南
帰
、

秋
風
辞

漢
武
帝

（6

帰
旧
川
兮
神
哉
沛
、
不
封
禅
兮
安
知
外
、

瓠
子
歌

漢
武
帝

（7

河
中
之
水
向
東
流
、
洛
陽
女
児
名
莫
愁
、

河
中
之
水
歌

梁
武
帝

（8

三
春
已
暮
花
従
風
、
空
留
可
憐
与
誰
同
、

東
飛
伯
労
歌

梁
武
帝

（9

涼
風
凄
凄
揚
棹
歌
、
雲
光
開
曙
月
低
河
、 

淋
池
歌

漢
昭
帝

（0

明
月
皎
皎
照
我
床
、
星
漢
西
流
夜
未
央
、

燕
歌
行

曹
植

（（

不
聞
爺
嬢
喚
女
声
、
但
聞
燕
山
胡
〔
故
〕
騎
鳴
〔
声
〕
啾
啾
、

木
蘭
詩

佚
名

（（

不
聞
爺
嬢
喚
女
声
、
但
聞
黄
河
流
水
鳴
濺
濺
、

木
蘭
詩

佚
名

表
2
　
青
木
繁
《
漢
詩
か
る
た
》［
読
札
］(

［
取
札
］）

※
番
号
は
、
仮
の
整
理
番
号
（
お
お
む
ね
古
く
か
ら
の
時
代
順
）
で
あ
る
た
め
、
順
番
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

※
詩
句
の
釈
読
で
は
、
青
木
の
誤
字
、
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
省
略
せ
ず
、〔
　
〕
の
中
に
残
し
て
い
る
。

※
青
木
に
よ
る
出
典
・
題
名
、
作
者
の
書
き
込
み
に
は
齟
齬
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
本
表
で
は
検
索
の
参
考
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
出
典
と
作
者
を
簡
便
に
記
し
た
。
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（（

柳
條
折
尽
花
飛
尽
、
借
問
行
人
帰
不
帰
、

送
別
詩

佚
名

（4

北
堂
夜
夜
人
如
月
、
南
陌
朝
朝
騎
似
雲
、 

長
安
古
意

盧
照
鄰

（5

隠
隠
朱
城
臨
玉
道
、
遥
遥
翠

没
金
堤
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（6

片
片
行
雲
著
蝉
鬢
、
繊
繊
初
月
上
鴉
黄
、

長
安
古
意

盧
照
鄰

（7

羅
襦
宝
帯
為
君
解
、
燕
歌
趙
舞
為
君
開
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（8

漢
代
金
吾
千
騎
来
、
翡
翠
屠
蘇
鸚
鵡
杯
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（9

龍
銜
宝
蓋
承
朝
日
、
鳳
吐
流
蘇
帯
晩
霞
、

長
安
古
意

盧
昭
鄰

（0

秦
塞
重
関
一
百
二
、
漢
家
離
宮
三
十
六
、　

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（（

春
去
春
来
苦
自
馳
、
争
名
争
利
徒
爾
為
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（（

丹
鳳
朱
城
白
日
暮
、
青
牛
紺

紅
塵
度
、

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（（

五
緯
連
影
集
星
躔
〔
纏
〕、
八
水
分
流
横
地
軸
、

帝
京
篇

駱
賓
王
　

（4

紅
顔
宿
昔
白
頭
新
、
脱
粟
布
衣
軽
〔
経
〕
故
人
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（5

平
台
戚
里
帯
崇
墉
、
炊
金
饌
玉
待
鳴
鐘
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（6

且
論
三
万
六
千
是
、
寧
知
四
十
九
年
非
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（7

春
朝
桂
尊
尊
百
味
、
秋
夜
蘭
灯
灯
九
微
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（8

黄
金
銷
鑠
素
糸
〔
孫
〕
変
、
一
貴
一
賤
交
情
見
、

帝
京
篇

駱
賓
王

（9

古
来
栄
〔
名
〕
利
若
浮
雲
、
人
生
倚
伏
信
難
分
、

帝
京
篇

駱
賓
王

40

間
雲
潭
影
日
悠
悠
、
物
換
星
移
幾
度
秋
、

滕
王
閣

王
勃

4（

願
作
軽
羅
著
細
腰
、
願
爲
〔
作
〕
明
鏡
分
嬌
面
、

公
子
行

劉
希
夷

4（

雲
揺
雨
散
各
翻
飛
、
海
闊
天
長
音
信
稀
、

至
瑞
州
易
駅
見
杜
五
審
言
沈
三
佺
期
閻
五
朝
隠
王
二
無
兢
題
壁
慨
然
成
詠

宋
之
問

4（

射
殺
空
営
両
謄
虎
、
廻
身
却
月
佩
弓
鞘
、  
城
傍
曲

王
昌
齢

44

空
裏
流
霜
不
覚
飛
、
汀
上
白
沙
看
不
見
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

45

江
畔
何
人
初
見
月
、
江
月
何
年
初
照
人

春
江
花
月
夜

張
若
虚

46

玉
戸
簾
中
巻
不
去
、
擣
衣
砧
上
払
還
来
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

47

白
雲
一
片
去
悠
悠
、
青
楓
浦
上
不
勝
〔
堪
〕
愁
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

48

江
水
流
春
去
欲
尽
、
江
潭
落
月
復
西
斜
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚

49

斜
月
沈
沈
蔵
海
霧
、
碣
石
瀟
湘
無
限
路
、

春
江
花
月
夜

張
若
虚
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50

一
身
転
戦
三
千
里
、
一
剣
曽
当
百
万
師
、

老
将
行

王
維

5（

十
千
兌
得
余
杭
酒
、
二
月
春
城
長
命
杯
、

余
杭
酔
歌
贈
呉
山
人

丁
仙
芝

5（

城
頭
坎
坎
鼓
声
曙
、
満
庭
新
種
桜
桃
樹
、

余
杭
酔
歌
贈
呉
山
人

丁
仙
芝

5（

趙
瑟
初
停
鳳
凰
柱
、蜀
琴
欲
奏
鴛
鴦
弦
、

長
相
思 

李
白

54

千
金
駿
馬
換
小
妾
、
笑
坐
雕
鞍
歌
落
梅
、

襄
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は
じ
め
に

　
書
は
、
手
書
き
に
よ
る
筆
記
が
主
流
を
占
め
て
い
た
昭
和
期
ま
で
は
、
そ
の
実
用
的
側
面
が
持
つ
必
要
性
と
、
明
治
期
に

流
入
し
た
西
欧
近
代
の
教
育
制
度
を
強
力
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
、
近
代
日
本
の
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
電
子
機
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、
手
書
き
は
、
必
要
と
さ
れ
る
僅
か

な
局
面
に
し
か
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
書
の
日
常
に
お
け
る
実
用
的
側
面
は
、
急
速
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
の

社
会
的
な
位
置
づ
け
は
、
実
用
性
と
芸
術
性
が
共
存
し
得
た
昭
和
期
と
は
そ
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
近
い
将
来
、
手
書
き
に
よ
る
筆
記
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
今
、
書
に
つ
い
て
の
教
育
的
価
値
を
再
検
討

す
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
を
中
心
と
し
て
、
一
般
に
も
そ
の
重
要
性
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
一
助
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
中
等
教
育
課
程
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た
書
教
育
の
実
践
を
報
告
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
か
ら
、
今
後
求
め

ら
れ
る
書
教
育
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

　
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
筆
者
が
行
っ
た
授
業
実
践
を
報
告
す
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
二
〇
一
六
年
三

月
ま
で
の
期
間
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
・
高
等
学
校
に
在
職
し
、
国
語
科
及
び
芸
術
科
書
道
を
担
当
し
た
。

同
校
で
は
、中
学
に
お
い
て
は
各
学
年
に
週
一
時
間
ず
つ
「
書
道
」
と
い
う
呼
称
で
「
書
写
」
の
授
業
を
担
当
し
た
。
ま
た
、

　
　情
操
教
育
に
主
眼
を
お
い
た
書
教
育
の
実
践
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　―
そ
の
実
践
報
告
を
中
心
に
―

中
村
寿
樹
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高
校
に
お
い
て
は
一
年
生
時
に
週
二
時
間
、
芸
術
選
択
科
目
「
書
道
」
と
し
て
、
ま
た
、
三
年
時
に
週
二
時
間
（
二
学
期
ま

で
）
私
立
文
系
型
の
選
択
科
目
と
し
て
「
書
道
」
を
担
当
し
た
。

　
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
は
、
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
に
在
職
し
、
国
語
科
及
び
芸
術
科
書
道
を
担
当
し
て
い
る
。

同
校
で
は
、
中
学
一
・
二
年
生
時
に
週
一
時
間
「
書
道
」
と
い
う
呼
称
で
「
書
写
」
を
、
高
校
一
年
時
、
二
年
時
に
そ
れ
ぞ
れ

週
一
時
間
ず
つ
、
芸
術
選
択
科
目
「
書
道
」
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

　
両
校
と
も
、
私
立
学
校
の
特
性
を
生
か
し
、
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
を
満
足
し
な
が
ら
も
、
そ
の
範
囲

に
限
ら
ず
幅
広
い
授
業
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
中
学
に
お
い
て
は
、
情
操
教
育
的
要
素
を
重
要
視
し
、
有
効
な
実
践

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
な
お
、
各
章
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
年
の
年
間
指
導
計
画
の
概
要
を
各
章
冒
頭
に
示
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
授
業
は
生
徒
の
実
態
に
よ
っ
て
内
容
を
変
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
同
じ
実
践
方
法
を
、
そ
の
ま
ま
他
の

場
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
結
果
を
分
析
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の

対
象
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
実
践
方
法
を
変
化
さ
せ
、
ど
う
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
現
代
の
生
徒
の
実
態
を
よ
り
明
確
に
捉
え
、
書
の
芸
術
と
し
て
の
情
操
教
育
的
視
点
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
終
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
書
教
育
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
。

ま
た
、
本
実
践
を
通
し
て
、
学
校
に
お
い
て
情
操
教
育
と
し
て
書
教
育
を
展
開
す
る
上
で
、
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
観
点
も

述
べ
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
特
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
、「
書
」
と
い
う
言
葉
に
、
書
写
の
内
容
を
加
え
な
い
も
の
と
し
、「
臨
書
」

に
つ
い
て
は
、
一
般
に
古
典
と
し
て
認
知
さ
れ
な
い
書
写
手
本
な
ど
を
用
い
た
行
為
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
一
章
　書
の
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
実
践

　
◯
授
業
実
践
①
「
姿
勢
と
文
字
の
関
係
」
を
意
識
し
て
み
よ
う

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
四
月
二
一
日
・
二
八
日
・
五
月
一
二
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
五
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
四
四
名
）
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は
じ
め
に

　
書
は
、
手
書
き
に
よ
る
筆
記
が
主
流
を
占
め
て
い
た
昭
和
期
ま
で
は
、
そ
の
実
用
的
側
面
が
持
つ
必
要
性
と
、
明
治
期
に

流
入
し
た
西
欧
近
代
の
教
育
制
度
を
強
力
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
、
近
代
日
本
の
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
表
さ
れ
る
電
子
機
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、
手
書
き
は
、
必
要
と
さ
れ
る
僅
か

な
局
面
に
し
か
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
書
の
日
常
に
お
け
る
実
用
的
側
面
は
、
急
速
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
の

社
会
的
な
位
置
づ
け
は
、
実
用
性
と
芸
術
性
が
共
存
し
得
た
昭
和
期
と
は
そ
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
近
い
将
来
、
手
書
き
に
よ
る
筆
記
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
今
、
書
に
つ
い
て
の
教
育
的
価
値
を
再
検
討

す
る
こ
と
は
、
学
校
教
育
を
中
心
と
し
て
、
一
般
に
も
そ
の
重
要
性
を
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
一
助
と
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
中
等
教
育
課
程
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た
書
教
育
の
実
践
を
報
告
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
か
ら
、
今
後
求
め

ら
れ
る
書
教
育
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

　
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
は
、
筆
者
が
行
っ
た
授
業
実
践
を
報
告
す
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
二
〇
一
六
年
三

月
ま
で
の
期
間
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
・
高
等
学
校
に
在
職
し
、
国
語
科
及
び
芸
術
科
書
道
を
担
当
し
た
。

同
校
で
は
、中
学
に
お
い
て
は
各
学
年
に
週
一
時
間
ず
つ
「
書
道
」
と
い
う
呼
称
で
「
書
写
」
の
授
業
を
担
当
し
た
。
ま
た
、

　
　情
操
教
育
に
主
眼
を
お
い
た
書
教
育
の
実
践
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　―
そ
の
実
践
報
告
を
中
心
に
―

中
村
寿
樹
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高
校
に
お
い
て
は
一
年
生
時
に
週
二
時
間
、
芸
術
選
択
科
目
「
書
道
」
と
し
て
、
ま
た
、
三
年
時
に
週
二
時
間
（
二
学
期
ま

で
）
私
立
文
系
型
の
選
択
科
目
と
し
て
「
書
道
」
を
担
当
し
た
。

　
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
は
、
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
に
在
職
し
、
国
語
科
及
び
芸
術
科
書
道
を
担
当
し
て
い
る
。

同
校
で
は
、
中
学
一
・
二
年
生
時
に
週
一
時
間
「
書
道
」
と
い
う
呼
称
で
「
書
写
」
を
、
高
校
一
年
時
、
二
年
時
に
そ
れ
ぞ
れ

週
一
時
間
ず
つ
、
芸
術
選
択
科
目
「
書
道
」
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

　
両
校
と
も
、
私
立
学
校
の
特
性
を
生
か
し
、
授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
を
満
足
し
な
が
ら
も
、
そ
の
範
囲

に
限
ら
ず
幅
広
い
授
業
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
中
学
に
お
い
て
は
、
情
操
教
育
的
要
素
を
重
要
視
し
、
有
効
な
実
践

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
な
お
、
各
章
の
実
践
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
年
の
年
間
指
導
計
画
の
概
要
を
各
章
冒
頭
に
示
す
。

　
当
然
な
が
ら
、
授
業
は
生
徒
の
実
態
に
よ
っ
て
内
容
を
変
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
同
じ
実
践
方
法
を
、
そ
の
ま
ま
他
の

場
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
結
果
を
分
析
し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
の

対
象
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
実
践
方
法
を
変
化
さ
せ
、
ど
う
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
現
代
の
生
徒
の
実
態
を
よ
り
明
確
に
捉
え
、
書
の
芸
術
と
し
て
の
情
操
教
育
的
視
点
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
終
章
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
書
教
育
に
つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
。

ま
た
、
本
実
践
を
通
し
て
、
学
校
に
お
い
て
情
操
教
育
と
し
て
書
教
育
を
展
開
す
る
上
で
、
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
観
点
も

述
べ
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
特
に
注
記
し
な
い
か
ぎ
り
、「
書
」
と
い
う
言
葉
に
、
書
写
の
内
容
を
加
え
な
い
も
の
と
し
、「
臨
書
」

に
つ
い
て
は
、
一
般
に
古
典
と
し
て
認
知
さ
れ
な
い
書
写
手
本
な
ど
を
用
い
た
行
為
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
一
章

　書
の
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
実
践

　
◯
授
業
実
践
①
「
姿
勢
と
文
字
の
関
係
」
を
意
識
し
て
み
よ
う

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
四
月
二
一
日
・
二
八
日
・
五
月
一
二
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
五
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
四
四
名
）
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※
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
は
六
年
一
貫
制
の
男
子
校
で
あ
る
。

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生

　
○
教
科
・
科
目
　
国
語
科
・
書
道
（「
書
道
」
は
同
校
に
お
け
る
「
書
写
」
の
呼
称
で
あ
る
）

　
○
年
間
の
指
導
目
標

一
、
書
の
基
本
と
な
る
姿
勢
（
座
り
方
・
執
筆
法
）
を
文
化
的
表
現
の
基
礎
と
し
て
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
基
本
的

な
楷
書
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
、
文
字
を
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
く
意
識
を
持
た
せ
る
。

二
、
基
礎
的
な
古
典
の
鑑
賞
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
を
意
識
さ
せ
、
生
活
空
間
に
あ
る
書
に
興
味
を
持
た
せ
る
。

○
指
導
計
画

　
一
学
期
（
全
一
〇
回
、
計
九
時
間
）

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
時
間
）

二
、
基
本
の
姿
勢
・
執
筆
法
の
把
握
（
二
時
間
）
―
本
実
践
―

三
、
基
本
点
画
の
確
認
（
起
筆
・
転
折
・
払
い
・
は
ね
）（
一
時
間
）

四
、
鑑
賞
「
幕
末
の
書
を
見
て
考
え
る
」（
二
時
間
）

五
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
勤
勉
」
を
書
く
』（
三
時
間
）

六
、一
学
期
の
振
り
返
り

　
※
適
宜
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
・
硬
筆
課
題
を
課
す
。

　
二
学
期
（
全
一
一
回
、
計
一
〇
時
間
）

一
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
明
朗
」
を
書
く
』（
三
時
間
）

二
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
純
潔
」
を
書
く
』（
二
時
間
）

三
、
鑑
賞
「
身
の
周
り
に
あ
る
石
碑
を
鑑
賞
し
よ
う
」（
二
時
間
）

四
、
画
仙
紙
を
用
い
た
書
き
初
め
展
に
向
け
て
の
作
品
制
作
（
三
時
間
）
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五
、二
学
期
の
振
り
返
り

　
※
こ
の
ほ
か
二
学
期
は
家
庭
学
習
課
題
と
し
て
硬
筆
課
題
を
課
す
。

　
三
学
期
（
全
六
回
、
計
五
時
間
）

一
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
敬
虔
」
を
書
く
』（
二
時
間
）

二
、
小
筆
に
よ
る
実
習
「
一
年
を
振
り
返
っ
て
俳
句
を
つ
く
り
、
筆
で
書
こ
う
」（
三
時
間
）

三
、一
年
間
の
振
り
返
り

　
※
姿
勢
や
執
筆
法
に
つ
い
て
は
、
適
宜
解
説
を
行
い
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
に
指
導
す
る
。

※
な
お
、
毛
筆
作
品
制
作
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
授
業
担
当
者
が
級
・
段
位
制
度
を
設
け
て
平
常
点
に
加
味
す
る
。

授
業
目
標
と
対
照
し
、
進
級
な
し
・
一
階
級
進
級
・
二
階
級
進
級
の
中
か
ら
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
高
評
価
の
提

出
作
品
は
「
神
品
」「
逸
品
」「
上
品
」
と
し
、
加
点
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
進
級
さ
せ
る
。

※
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
、
四
段
階
程
度
の
評
価
を
基
準
と
し
、
目
標
と
対
照
し
て
適
宜
採
点
す
る
。

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
広
島
学
院
の
生
徒
は
、
受
験
の
た
め
に
進
学
塾
に
通
っ
て
い
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
、
習
字

教
室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
実
際
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
も
継
続
し
て
習
字
教
室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
は
四
五
人
程
度
の
各
ク
ラ
ス
の
中
で
、
三
人
程
度
し
か
お
ら
ず
、
過
去
に
習

字
教
室
に
通
っ
て
い
た
人
数
を
含
め
て
も
全
体
の
一
割
程
度
で
あ
っ
た
。
小
学
校
に
お
け
る
書
写
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
学

習
指
導
要
領
に
よ
る
と
年
間
三
〇
時
間
程
度
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
生
徒
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
と
、
実
際
の
授
業
の

実
施
は
変
則
的
で
、
書
写
の
授
業
を
継
続
的
に
受
け
て
き
た
と
い
う
実
感
は
薄
い
と
い
う
。
毛
筆
を
使
用
し
た
授
業
を
毎
週

一
時
間
、
定
期
的
に
経
験
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
同
校
の
生
徒
に
限
ら
ず
一
般
化
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
毛
筆
の
使
用
経
験
が
少
な
い
生
徒
を
対
象
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、
教
科
書
の
手
本
を
見
て
書
か

せ
る
方
法
を
と
る
だ
け
で
は
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
示
す
書
写
技
能
の
養
成
に
も
効
果
が
薄
く
、
筆
者
が
考
え
る
情
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※
広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
は
六
年
一
貫
制
の
男
子
校
で
あ
る
。

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生

　
○
教
科
・
科
目
　
国
語
科
・
書
道
（「
書
道
」
は
同
校
に
お
け
る
「
書
写
」
の
呼
称
で
あ
る
）

　
○
年
間
の
指
導
目
標

一
、
書
の
基
本
と
な
る
姿
勢
（
座
り
方
・
執
筆
法
）
を
文
化
的
表
現
の
基
礎
と
し
て
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
基
本
的

な
楷
書
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
、
文
字
を
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
く
意
識
を
持
た
せ
る
。

二
、
基
礎
的
な
古
典
の
鑑
賞
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
を
意
識
さ
せ
、
生
活
空
間
に
あ
る
書
に
興
味
を
持
た
せ
る
。

○
指
導
計
画

　
一
学
期
（
全
一
〇
回
、
計
九
時
間
）

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
時
間
）

二
、
基
本
の
姿
勢
・
執
筆
法
の
把
握
（
二
時
間
）
―
本
実
践
―

三
、
基
本
点
画
の
確
認
（
起
筆
・
転
折
・
払
い
・
は
ね
）（
一
時
間
）

四
、
鑑
賞
「
幕
末
の
書
を
見
て
考
え
る
」（
二
時
間
）

五
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
勤
勉
」
を
書
く
』（
三
時
間
）

六
、一
学
期
の
振
り
返
り

　
※
適
宜
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
・
硬
筆
課
題
を
課
す
。

　
二
学
期
（
全
一
一
回
、
計
一
〇
時
間
）

一
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
明
朗
」
を
書
く
』（
三
時
間
）

二
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
純
潔
」
を
書
く
』（
二
時
間
）

三
、
鑑
賞
「
身
の
周
り
に
あ
る
石
碑
を
鑑
賞
し
よ
う
」（
二
時
間
）

四
、
画
仙
紙
を
用
い
た
書
き
初
め
展
に
向
け
て
の
作
品
制
作
（
三
時
間
）
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五
、二
学
期
の
振
り
返
り

　
※
こ
の
ほ
か
二
学
期
は
家
庭
学
習
課
題
と
し
て
硬
筆
課
題
を
課
す
。

　
三
学
期
（
全
六
回
、
計
五
時
間
）

一
、
制
作
『
校
是
「
四
つ
の
宝
」
の
う
ち
「
敬
虔
」
を
書
く
』（
二
時
間
）

二
、
小
筆
に
よ
る
実
習
「
一
年
を
振
り
返
っ
て
俳
句
を
つ
く
り
、
筆
で
書
こ
う
」（
三
時
間
）

三
、一
年
間
の
振
り
返
り

　
※
姿
勢
や
執
筆
法
に
つ
い
て
は
、
適
宜
解
説
を
行
い
、
年
間
を
通
じ
て
継
続
的
に
指
導
す
る
。

※
な
お
、
毛
筆
作
品
制
作
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
授
業
担
当
者
が
級
・
段
位
制
度
を
設
け
て
平
常
点
に
加
味
す
る
。

授
業
目
標
と
対
照
し
、
進
級
な
し
・
一
階
級
進
級
・
二
階
級
進
級
の
中
か
ら
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
高
評
価
の
提

出
作
品
は
「
神
品
」「
逸
品
」「
上
品
」
と
し
、
加
点
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
進
級
さ
せ
る
。

※
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
、
四
段
階
程
度
の
評
価
を
基
準
と
し
、
目
標
と
対
照
し
て
適
宜
採
点
す
る
。

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
広
島
学
院
の
生
徒
は
、
受
験
の
た
め
に
進
学
塾
に
通
っ
て
い
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
、
習
字

教
室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
実
際
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現

在
も
継
続
し
て
習
字
教
室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
は
四
五
人
程
度
の
各
ク
ラ
ス
の
中
で
、
三
人
程
度
し
か
お
ら
ず
、
過
去
に
習

字
教
室
に
通
っ
て
い
た
人
数
を
含
め
て
も
全
体
の
一
割
程
度
で
あ
っ
た
。
小
学
校
に
お
け
る
書
写
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
学

習
指
導
要
領
に
よ
る
と
年
間
三
〇
時
間
程
度
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
生
徒
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
と
、
実
際
の
授
業
の

実
施
は
変
則
的
で
、
書
写
の
授
業
を
継
続
的
に
受
け
て
き
た
と
い
う
実
感
は
薄
い
と
い
う
。
毛
筆
を
使
用
し
た
授
業
を
毎
週

一
時
間
、
定
期
的
に
経
験
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
同
校
の
生
徒
に
限
ら
ず
一
般
化
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
毛
筆
の
使
用
経
験
が
少
な
い
生
徒
を
対
象
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、
教
科
書
の
手
本
を
見
て
書
か

せ
る
方
法
を
と
る
だ
け
で
は
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
示
す
書
写
技
能
の
養
成
に
も
効
果
が
薄
く
、
筆
者
が
考
え
る
情
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操
教
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
実
際
、
筆
者
は
過
去
の
経
験
か
ら
、
毛
筆
使
用
の
経
験
が
少
な

い
生
徒
に
と
っ
て
、
手
本
を
見
て
書
か
せ
る
こ
と
自
体
が
難
度
の
高
い
活
動
だ
と
考
え
て
い
る
。
毛
筆
に
よ
る
筆
法
を
習
得

さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
と
、
筆
法
の
習
得
ば
か
り
に
時
間
を
費
や
し
、
他
の
項
目
の
学
習
は
実
質
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
法
に
関
す
る
習
得
段
階
が
多
様
で
あ
る
た
め
に
、
指
導
が
十
分
に
行
き
渡
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
効
果
も
十
分
で
は
な
く
、
評
価
の
基
準
も
設
定
し
難
い
。
そ
こ
で
、
手
本
を
見
て
書
か
せ
る
授
業
を
行
う
よ
り
も
、

書
を
体
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
、
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
方
が
、
授
業
と
し
て
意
義
深

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
、
一
学
期
初
め
の
授
業
に
、
姿
勢
（
座
り
方
と
執
筆
法
）
が
、
毛
筆
を
用
い
て
文
字
を
書
く
こ
と
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
意
識
さ
せ
る
実
践
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
同
校
の
書
道
教
室
は
畳
敷
き
に
な
っ
て
い
て
、
生
徒
は
正

座
で
授
業
を
受
け
る
。
正
座
を
長
時
間
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、補
助
具
と
し
て
「
正
座
椅
子
」
を
使
用
し
て
い
る
。

正
座
は
、
椅
子
に
掛
け
る
形
態
よ
り
も
、
姿
勢
に
よ
る
書
字
動
作
の
変
化
に
影
響
を
与
え
や
す
く
、
実
践
結
果
を
得
る
の
に

効
果
的
で
あ
る
。
執
筆
法
は
双
鉤
法
を
採
用
し
、
親
指
を
筆
管
に
対
し
て
直
角
に
当
て
、
各
指
に
過
度
な
力
を
入
れ
な
い
よ

う
指
導
し
た
。

　
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
目
に
見
え
る
形
で
、
作
品
に
直
接
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
姿
勢
へ
の

意
識
は
毛
筆
の
特
性
を
身
体
で
感
じ
る
基
礎
と
な
り
得
る
。
本
実
践
で
は
、
敢
え
て
極
端
に
差
を
つ
け
た
姿
勢
や
動
作
で
書

き
、
毛
筆
の
持
つ
特
性
と
身
体
の
関
係
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
姿
勢
と
書
か
れ
る
文
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
終
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
を
鑑
賞
す
る
際
に
、
ど
う
い
っ
た
姿
勢
で
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
意
識
が

向
く
よ
う
に
し
、
書
か
れ
た
文
字
か
ら
作
者
の
姿
勢
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
授

業
を
構
成
し
た
。

　
　
　
　
　
二
　実
践
の
過
程

　
実
践
は
三
時
間
計
画
で
行
っ
た
。
第
一
時
は
入
学
し
て
初
め
て
の
授
業
で
あ
る
た
め
、
教
室
の
使
用
方
法
な
ど
の
オ
リ
エ
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ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
前
半
を
終
え
、
後
半
に
残
っ
た
時
間
を
利
用
し
て
姿
勢
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
た
。
指
導
の
要
点
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
座
っ
た
姿
勢
に
つ
い
て

•

正
座
に
つ
い
て
、「
正
し
い
座
り
方
」
と
い
う
呼
び
方
か
ら
、
こ
の
座
り
方
が
標
準
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

•

足
を
偏
り
な
く
た
た
み
、
そ
の
上
に
上
体
を
伸
ば
し
て
乗
せ
る
こ
と
。

•

背
筋
が
左
右
に
歪
ま
な
い
こ
と
。

　
②
執
筆
法
に
つ
い
て

•

大
筆
で
字
を
書
く
と
き
は
肘
を
机
に
つ
か
な
い
こ
と
。（
懸
腕
法
）

•

親
指
・
人
差
し
指
・
中
指
・
人
差
し
指
の
基
節
側
面
・
薬
指
末
節
側
面
の
五
点
で
筆
管
を
支
え
る
こ
と
。（
双
鉤
法
）

•

親
指
先
が
筆
管
に
対
し
て
直
角
と
な
る
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

•

指
に
は
、
筆
が
ぐ
ら
つ
か
な
い
程
度
の
力
し
か
入
れ
な
い
こ
と
。

•

脇
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
の
球
を
挟
む
よ
う
に
し
て
肘
を
張
り
、
手
首
か
ら
肘
に
か
け
て
は
極
力
ぐ
ら

ぐ
ら
さ
せ
ず
、
筆
の
紙
面
に
対
す
る
角
度
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
点
は
、
そ
の
姿
勢
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
上
に
、
継
続
的
に
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
意
識

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
反
復
し
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
授
業
中
の
姿
勢
を
評
価
す
る
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
て

い
る
。

　
第
一
時
で
は
、
時
間
の
関
係
か
ら
、
基
本
と
な
る
姿
勢
を
試
行
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
。
姿
勢
の
重
要
性
へ
と
効
果
的
に

意
識
を
向
か
わ
せ
る
た
め
、
例
と
し
て
、
弓
道
や
剣
道
の
姿
勢
を
動
作
と
と
も
に
見
せ
、
次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
が
あ
る

生
徒
に
、
そ
の
競
技
の
基
本
と
な
る
姿
勢
を
と
ら
せ
、
姿
勢
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
第
二
時
は
、
半
紙
二
文
字
の
楷
書
を
実
際
に
毛
筆
で
書
き
な
が
ら
、
第
一
時
で
学
習
し
た
姿
勢
を
定
着
さ
せ
る
時
間
と
し

た
。普
段
は
畳
に
正
座
す
る
こ
と
が
な
い
生
徒
が
大
半
で
、正
座
椅
子
を
用
い
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
た
め
、
正
座
椅
子
の
上
で
足
を
前
に
組
む
胡
座
の
姿
勢
を
許
容
し
た
。
上
体
が
真
っ
直
ぐ
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
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操
教
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。
実
際
、
筆
者
は
過
去
の
経
験
か
ら
、
毛
筆
使
用
の
経
験
が
少
な

い
生
徒
に
と
っ
て
、
手
本
を
見
て
書
か
せ
る
こ
と
自
体
が
難
度
の
高
い
活
動
だ
と
考
え
て
い
る
。
毛
筆
に
よ
る
筆
法
を
習
得

さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
と
、
筆
法
の
習
得
ば
か
り
に
時
間
を
費
や
し
、
他
の
項
目
の
学
習
は
実
質
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
法
に
関
す
る
習
得
段
階
が
多
様
で
あ
る
た
め
に
、
指
導
が
十
分
に
行
き
渡
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、
効
果
も
十
分
で
は
な
く
、
評
価
の
基
準
も
設
定
し
難
い
。
そ
こ
で
、
手
本
を
見
て
書
か
せ
る
授
業
を
行
う
よ
り
も
、

書
を
体
験
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
、
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
方
が
、
授
業
と
し
て
意
義
深

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
、
一
学
期
初
め
の
授
業
に
、
姿
勢
（
座
り
方
と
執
筆
法
）
が
、
毛
筆
を
用
い
て
文
字
を
書
く
こ
と
に
ど
う
い
っ
た

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
意
識
さ
せ
る
実
践
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
同
校
の
書
道
教
室
は
畳
敷
き
に
な
っ
て
い
て
、
生
徒
は
正

座
で
授
業
を
受
け
る
。
正
座
を
長
時
間
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、補
助
具
と
し
て
「
正
座
椅
子
」
を
使
用
し
て
い
る
。

正
座
は
、
椅
子
に
掛
け
る
形
態
よ
り
も
、
姿
勢
に
よ
る
書
字
動
作
の
変
化
に
影
響
を
与
え
や
す
く
、
実
践
結
果
を
得
る
の
に

効
果
的
で
あ
る
。
執
筆
法
は
双
鉤
法
を
採
用
し
、
親
指
を
筆
管
に
対
し
て
直
角
に
当
て
、
各
指
に
過
度
な
力
を
入
れ
な
い
よ

う
指
導
し
た
。

　
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
目
に
見
え
る
形
で
、
作
品
に
直
接
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
姿
勢
へ
の

意
識
は
毛
筆
の
特
性
を
身
体
で
感
じ
る
基
礎
と
な
り
得
る
。
本
実
践
で
は
、
敢
え
て
極
端
に
差
を
つ
け
た
姿
勢
や
動
作
で
書

き
、
毛
筆
の
持
つ
特
性
と
身
体
の
関
係
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
姿
勢
と
書
か
れ
る
文
字
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
終
的
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
を
鑑
賞
す
る
際
に
、
ど
う
い
っ
た
姿
勢
で
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
意
識
が

向
く
よ
う
に
し
、
書
か
れ
た
文
字
か
ら
作
者
の
姿
勢
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
授

業
を
構
成
し
た
。

　
　
　
　
　
二

　実
践
の
過
程

　
実
践
は
三
時
間
計
画
で
行
っ
た
。
第
一
時
は
入
学
し
て
初
め
て
の
授
業
で
あ
る
た
め
、
教
室
の
使
用
方
法
な
ど
の
オ
リ
エ
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ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
前
半
を
終
え
、
後
半
に
残
っ
た
時
間
を
利
用
し
て
姿
勢
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ
た
。
指
導
の
要
点
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
座
っ
た
姿
勢
に
つ
い
て

•

正
座
に
つ
い
て
、「
正
し
い
座
り
方
」
と
い
う
呼
び
方
か
ら
、
こ
の
座
り
方
が
標
準
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
。

•

足
を
偏
り
な
く
た
た
み
、
そ
の
上
に
上
体
を
伸
ば
し
て
乗
せ
る
こ
と
。

•

背
筋
が
左
右
に
歪
ま
な
い
こ
と
。

　
②
執
筆
法
に
つ
い
て

•

大
筆
で
字
を
書
く
と
き
は
肘
を
机
に
つ
か
な
い
こ
と
。（
懸
腕
法
）

•

親
指
・
人
差
し
指
・
中
指
・
人
差
し
指
の
基
節
側
面
・
薬
指
末
節
側
面
の
五
点
で
筆
管
を
支
え
る
こ
と
。（
双
鉤
法
）

•
親
指
先
が
筆
管
に
対
し
て
直
角
と
な
る
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

•
指
に
は
、
筆
が
ぐ
ら
つ
か
な
い
程
度
の
力
し
か
入
れ
な
い
こ
と
。

•

脇
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
く
ら
い
の
大
き
さ
の
球
を
挟
む
よ
う
に
し
て
肘
を
張
り
、
手
首
か
ら
肘
に
か
け
て
は
極
力
ぐ
ら

ぐ
ら
さ
せ
ず
、
筆
の
紙
面
に
対
す
る
角
度
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
点
は
、
そ
の
姿
勢
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
上
に
、
継
続
的
に
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
意
識

か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
反
復
し
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
授
業
中
の
姿
勢
を
評
価
す
る
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
て

い
る
。

　
第
一
時
で
は
、
時
間
の
関
係
か
ら
、
基
本
と
な
る
姿
勢
を
試
行
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
。
姿
勢
の
重
要
性
へ
と
効
果
的
に

意
識
を
向
か
わ
せ
る
た
め
、
例
と
し
て
、
弓
道
や
剣
道
の
姿
勢
を
動
作
と
と
も
に
見
せ
、
次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
が
あ
る

生
徒
に
、
そ
の
競
技
の
基
本
と
な
る
姿
勢
を
と
ら
せ
、
姿
勢
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
第
二
時
は
、
半
紙
二
文
字
の
楷
書
を
実
際
に
毛
筆
で
書
き
な
が
ら
、
第
一
時
で
学
習
し
た
姿
勢
を
定
着
さ
せ
る
時
間
と
し

た
。普
段
は
畳
に
正
座
す
る
こ
と
が
な
い
生
徒
が
大
半
で
、正
座
椅
子
を
用
い
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
た
め
、
正
座
椅
子
の
上
で
足
を
前
に
組
む
胡
座
の
姿
勢
を
許
容
し
た
。
上
体
が
真
っ
直
ぐ
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
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し
、
な
る
べ
く
正
座
の
訓
練
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
正
座
に
関
す
る
指
導
は
、
比
較
的
短
時
間
で
全
体
に
行
き
届
い
た
。
一
方
、
執
筆
法
の
指
導
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
全

員
に
、
先
の
②
に
示
し
た
五
点
で
筆
管
を
支
持
す
る
よ
う
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
で
き
る
生
徒
は
二
割
程
度
で
、
あ

と
の
生
徒
は
小
学
校
時
代
に
定
着
し
た
執
筆
法
か
ら
指
示
し
た
執
筆
法
に
変
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
執
筆
法
は
、
箸
の

持
ち
方
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、箸
の
持
ち
方
を
参
考
に
説
明
し
た
。
執
筆
法
が
う
ま
く
で
き
な
い
生
徒
の
中
に
も
、

箸
は
適
正
な
持
ち
方
が
で
き
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
箸
を
持
た
せ
て
指
導
を
行
っ
た
。
授
業
前
に
生
徒
が

慣
れ
て
い
た
筆
の
持
ち
方
と
授
業
で
学
習
し
た
執
筆
法
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
低
下
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
た
め
、
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う
、
執
筆
法
に
は
慣
れ
が
必
要
で
あ
り
、
一
定
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　
第
三
時
で
は
、
第
二
時
ま
で
に
試
行
し
た
姿
勢
と
、
敢
え
て
崩
し
た
姿
勢
と
の
二
つ
の
方
法
そ
れ
ぞ
れ
で
感
じ
た
こ
と
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
さ
せ
た
。
姿
勢
は
定
着
す
る
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
三
度
目
の
授
業
で
は
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、
姿
勢
が
「
合
理
的
」
で
あ
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
れ
は
、

姿
勢
に
つ
い
て
継
続
的
に
意
識
を
持
た
せ
る
と
い
う
目
標
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
（
図
①
）。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
項
目
と
そ
の
狙
い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　•

背
中
を
丸
め
て
書
く
→
背
中
を
適
度
に
伸
ば
し
て
書
く

　
腕
の
構
え
を
一
定
に
す
る
た
め
に
は
、
背
筋
を
立
て
て
上
半
身
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
背
中
を
丸
め

る
と
、
肩
と
肘
が
相
対
的
に
高
い
位
置
と
な
り
、
不
安
定
に
な
る
こ
と
、
同
時
に
視
線
が
紙
面
に
近
く
な
り
、
紙
面
全

体
を
見
渡
し
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

•

胡
座
で
書
く
→
正
座
で
書
く

　
普
段
は
正
座
・
正
座
椅
子
を
用
い
た
正
座
・
胡
座
を
組
む
姿
勢
の
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
座
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
。
正
座
椅
子
を
使
わ
ず
に
床
に
胡
座
を
組
む
と
、
上
体
が
不
安
定
に
な
り
、
腕
を
円
滑
に
動
か
せ
な
く
な
る
。
同
時

に
視
線
が
近
く
な
り
、
紙
面
全
体
を
見
渡
し
難
い
。
た
だ
し
、
正
座
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
に
は
、
胡
座
の
ほ
う
が
足

に
負
担
が
掛
か
ら
ず
、
楽
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

図
①
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・
親
指
と
人
差
し
指
で
→
通
常
の
持
ち
方
で

　
指
導
し
た
双
鉤
法
に
よ
っ
て
、筆
管
を
効
果
的
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
適
正
な
持
ち
方
で
な
い
場
合
、

過
度
に
指
先
に
力
が
入
る
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
安
定
し
た
運
筆
が
で
き
な
い
。
親
指
と
人
差
し
指
の
二
本
だ
け
で
筆

を
支
え
た
場
合
に
は
、
当
然
、
運
筆
自
体
が
難
し
く
な
る
。
運
筆
が
難
し
い
状
況
を
敢
え
て
経
験
さ
せ
、
特
に
筆
圧
を

加
え
た
と
き
の
運
筆
の
不
安
定
さ
を
実
感
さ
せ
る
。

•

指
に
力
を
入
れ
て
→
力
を
抜
い
て

　
指
先
に
力
が
入
り
過
ぎ
る
と
、
腕
全
体
に
も
影
響
が
及
ぶ
。
腕
を
動
か
し
難
く
な
り
、
安
定
し
た
運
筆
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
腕
全
体
の
力
を
抜
く
よ
う
に
す
る
と
、
腕
の
動
き
が
円
滑
と
な
る
。
ど
の
程
度
の
力
が
適
正
か
を
自
身
で
試
行

さ
せ
る
。

　
以
上
の
四
項
目
に
つ
い
て
授
業
中
に
指
示
し
、
具
体
的
な
動
作
を
見
せ
た
あ
と
、
順
次
、
生
徒
に
試
行
さ
せ
た
（
図
②
〜

⑤
は
実
際
の
様
子
）。

　
実
践
を
進
め
て
い
く
と
、
生
徒
は
最
も
書
き
や
す
い
姿
勢
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
授
業
で
指
導
し

て
い
る
姿
勢
に
は
ま
だ
な
じ
め
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
慣
れ
て
い
る
姿
勢
が
書
き
や
す
い
と
発
言
す
る
生
徒

が
散
見
さ
れ
た
。

図
②
　
背
中
を
曲
げ
る

図
③
　
胡
坐
を
組
む

図
④
　
人
差
し
指
と
親
指
で
持
つ

図
⑤
　
色
々
試
行
し
て
み
る

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
授
業
の
は
じ
め
に
学
習
し
た

姿
勢
と
動
作
に
つ
い
て
関
連
性
が
あ
る
事
を
実
感
し
た
と
い
う
感
想
を
記
録
し

て
い
た
。
具
体
的
に
は
「
字
が
き
れ
い
に
書
け
な
い
」
や
「
疲
れ
る
」
と
い
っ

た
書
く
行
為
全
般
に
わ
た
る
も
の
や
「
ま
っ
す
ぐ
な
線
、
最
後
の
止
め
な
ど
が

上
手
く
か
け
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
、
字
形
や
線
の
形
状
の
細
部
に
及
ぶ
も
の

が
あ
っ
た
。
記
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
実
感
は
、
指
導
者
の
誘
導
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
適
正
な
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
と
い
う
授
業
の
目
標

は
、
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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し
、
な
る
べ
く
正
座
の
訓
練
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　
正
座
に
関
す
る
指
導
は
、
比
較
的
短
時
間
で
全
体
に
行
き
届
い
た
。
一
方
、
執
筆
法
の
指
導
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
全

員
に
、
先
の
②
に
示
し
た
五
点
で
筆
管
を
支
持
す
る
よ
う
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
で
き
る
生
徒
は
二
割
程
度
で
、
あ

と
の
生
徒
は
小
学
校
時
代
に
定
着
し
た
執
筆
法
か
ら
指
示
し
た
執
筆
法
に
変
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
執
筆
法
は
、
箸
の

持
ち
方
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、箸
の
持
ち
方
を
参
考
に
説
明
し
た
。
執
筆
法
が
う
ま
く
で
き
な
い
生
徒
の
中
に
も
、

箸
は
適
正
な
持
ち
方
が
で
き
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
箸
を
持
た
せ
て
指
導
を
行
っ
た
。
授
業
前
に
生
徒
が

慣
れ
て
い
た
筆
の
持
ち
方
と
授
業
で
学
習
し
た
執
筆
法
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
低
下
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
た
め
、
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う
、
執
筆
法
に
は
慣
れ
が
必
要
で
あ
り
、
一
定
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　
第
三
時
で
は
、
第
二
時
ま
で
に
試
行
し
た
姿
勢
と
、
敢
え
て
崩
し
た
姿
勢
と
の
二
つ
の
方
法
そ
れ
ぞ
れ
で
感
じ
た
こ
と
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
さ
せ
た
。
姿
勢
は
定
着
す
る
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
三
度
目
の
授
業
で
は
十
分
な

効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、
姿
勢
が
「
合
理
的
」
で
あ
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
れ
は
、

姿
勢
に
つ
い
て
継
続
的
に
意
識
を
持
た
せ
る
と
い
う
目
標
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
（
図
①
）。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
項
目
と
そ
の
狙
い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　•

背
中
を
丸
め
て
書
く
→
背
中
を
適
度
に
伸
ば
し
て
書
く

　
腕
の
構
え
を
一
定
に
す
る
た
め
に
は
、
背
筋
を
立
て
て
上
半
身
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
背
中
を
丸
め

る
と
、
肩
と
肘
が
相
対
的
に
高
い
位
置
と
な
り
、
不
安
定
に
な
る
こ
と
、
同
時
に
視
線
が
紙
面
に
近
く
な
り
、
紙
面
全

体
を
見
渡
し
難
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

•

胡
座
で
書
く
→
正
座
で
書
く

　
普
段
は
正
座
・
正
座
椅
子
を
用
い
た
正
座
・
胡
座
を
組
む
姿
勢
の
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
座
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
。
正
座
椅
子
を
使
わ
ず
に
床
に
胡
座
を
組
む
と
、
上
体
が
不
安
定
に
な
り
、
腕
を
円
滑
に
動
か
せ
な
く
な
る
。
同
時

に
視
線
が
近
く
な
り
、
紙
面
全
体
を
見
渡
し
難
い
。
た
だ
し
、
正
座
に
慣
れ
て
い
な
い
生
徒
に
は
、
胡
座
の
ほ
う
が
足

に
負
担
が
掛
か
ら
ず
、
楽
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

図
①
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・
親
指
と
人
差
し
指
で
→
通
常
の
持
ち
方
で

　
指
導
し
た
双
鉤
法
に
よ
っ
て
、筆
管
を
効
果
的
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
適
正
な
持
ち
方
で
な
い
場
合
、

過
度
に
指
先
に
力
が
入
る
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
安
定
し
た
運
筆
が
で
き
な
い
。
親
指
と
人
差
し
指
の
二
本
だ
け
で
筆

を
支
え
た
場
合
に
は
、
当
然
、
運
筆
自
体
が
難
し
く
な
る
。
運
筆
が
難
し
い
状
況
を
敢
え
て
経
験
さ
せ
、
特
に
筆
圧
を

加
え
た
と
き
の
運
筆
の
不
安
定
さ
を
実
感
さ
せ
る
。

•

指
に
力
を
入
れ
て
→
力
を
抜
い
て

　
指
先
に
力
が
入
り
過
ぎ
る
と
、
腕
全
体
に
も
影
響
が
及
ぶ
。
腕
を
動
か
し
難
く
な
り
、
安
定
し
た
運
筆
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
腕
全
体
の
力
を
抜
く
よ
う
に
す
る
と
、
腕
の
動
き
が
円
滑
と
な
る
。
ど
の
程
度
の
力
が
適
正
か
を
自
身
で
試
行

さ
せ
る
。

　
以
上
の
四
項
目
に
つ
い
て
授
業
中
に
指
示
し
、
具
体
的
な
動
作
を
見
せ
た
あ
と
、
順
次
、
生
徒
に
試
行
さ
せ
た
（
図
②
〜

⑤
は
実
際
の
様
子
）。

　
実
践
を
進
め
て
い
く
と
、
生
徒
は
最
も
書
き
や
す
い
姿
勢
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。
授
業
で
指
導
し

て
い
る
姿
勢
に
は
ま
だ
な
じ
め
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の
慣
れ
て
い
る
姿
勢
が
書
き
や
す
い
と
発
言
す
る
生
徒

が
散
見
さ
れ
た
。

図
②
　
背
中
を
曲
げ
る

図
③
　
胡
坐
を
組
む

図
④
　
人
差
し
指
と
親
指
で
持
つ

図
⑤
　
色
々
試
行
し
て
み
る

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
授
業
の
は
じ
め
に
学
習
し
た

姿
勢
と
動
作
に
つ
い
て
関
連
性
が
あ
る
事
を
実
感
し
た
と
い
う
感
想
を
記
録
し

て
い
た
。
具
体
的
に
は
「
字
が
き
れ
い
に
書
け
な
い
」
や
「
疲
れ
る
」
と
い
っ

た
書
く
行
為
全
般
に
わ
た
る
も
の
や
「
ま
っ
す
ぐ
な
線
、
最
後
の
止
め
な
ど
が

上
手
く
か
け
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
、
字
形
や
線
の
形
状
の
細
部
に
及
ぶ
も
の

が
あ
っ
た
。
記
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
実
感
は
、
指
導
者
の
誘
導
に
よ
る
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
適
正
な
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
と
い
う
授
業
の
目
標

は
、
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
実
践
結
果
を
記
録
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
は
、
例
え
ば
「
低
い
姿
勢
な
の
で
、
腕
を
動
か
し
づ
ら
か
っ
た
」（
図
⑥
─２
）

や
「
筆
が
と
て
も
不
安
定
に
な
っ
た
。
筆
の
持
ち
手
が
ク
ル
ク
ル
回
っ
た
」（
同
上
）
な
ど
、慣
れ
に
よ
る
書
き
や
す
さ
と
授

業
で
学
習
し
た
項
目
を
比
較
し
記
録
し
て
い
る
も
の
や
、
授
業
で
指
示
し
た
合
理
的
姿
勢
の
観
点
か
ら
考
察
を
し
た
も
の
が

み
ら
れ
た
。

　
図
⑥
─１
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
生
徒
は
、
極
端
に
姿
勢
を
崩
し
た
結
果
、
か
な
り
書
き
難
い
と
い
う
実
感

を
持
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
は
、
極
端
に
崩
し
た
姿
勢
で
は
な
く
、
無
意
識
に
崩
れ
た
姿
勢
と
、
適
正
な
姿
勢

を
比
較
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
状
は
適
正
な
姿
勢
が
不
慣
れ
で
あ
る
生
徒
が
多
く
、
姿
勢
の
適
正
さ
を
意
識
さ
せ
る
と

い
う
点
で
は
、
狙
い
に
合
致
し
て
い
る
。

　
図
⑥
─２
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
生
徒
は
、
普
段
か
ら
適
正
な
姿
勢
に
慣
れ
て
い
る
た
め
に
、
姿
勢
を
崩

し
た
と
き
の
不
自
由
さ
を
繊
細
に
感
じ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
注
目
す
る
点
は
、
最
後
の
感
想
に
、「
書
道
だ
け
で
な
く
、

ノ
ー
ト
を
と
る
と
き
も
、
姿
勢
を
意
識
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
毛
筆
で
行
う
授
業
の
み
な
ら

ず
、
他
教
科
の
授
業
中
の
姿
勢
に
ま
で
意
識
が
及
ん
で
い
る
。
授
業
を
通
し
て
、
書
表
現
に
関
わ
る
姿
勢
か
ら
、
他
の
場
面

に
適
応
す
る
姿
勢
に
意
識
が
及
ん
だ
と
い
う
点
で
は
、
実
践
の
目
標
よ
り
も
高
い
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
他
の
生
徒
で
は
、
紙
面
に
対
す
る
目
の
高
さ
が
変
わ
っ
た
た
め
に
、
紙
面
が
見
渡
せ
な
い
こ
と
の
不
自
由
さ
を
記
録
し
た

も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
背
筋
を
曲
げ
る
と
「
気
合
い
が
入
ら
な
い
」
や
、
筆
を
軽
く
持
つ
と
「
落
ち
着
い
て
書
け

た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
精
神
的
作
用
に
つ
い
て
の
記
録
が
各
ク
ラ
ス
数
名
程
度
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
入
も
、
姿
勢
を

意
識
す
る
と
い
う
目
標
よ
り
も
高
い
成
果
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
合
理
的
な
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
考

察
し
、
因
果
関
係
に
ふ
み
こ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
Ａ
、
自
分
の
慣
れ
の
視
点
か
ら
の
記
入
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
を
Ｂ
、

意
識
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、「
書
き
や
す
い
」「
書
き
に
く
い
」
な
ど
の
漠
然
と
し
た
記
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
を

Ｃ
と
し
た
。

図
⑥
─１
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授
業
の
導
入
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ォ
ー
ム
を
例
に
説
明
を
行
っ
た
。
一
旦
身
に
つ
い
た
フ
ォ
ー
ム
は
、
た
と
え
適
正
な

フ
ォ
ー
ム
で
も
、
変
え
よ
う
と
す
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
も
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
高
い
レ
ベ
ル
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
得
る
た
め
に
は
、
フ
ォ
ー
ム
に
問
題
が
あ
る
場
合
、
そ
の
問
題
が
大
き
な
妨
げ
と
な
る
。
フ
ォ
ー
ム
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
書
表
現
に
お
い
て
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
実
践
の
目
標
は
、
適
正
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
に
お
い
て
指
示
し
た
姿

勢
は
、
指
導
を
怠
る
と
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
。
指
導
者
が
継
続
し
て
声
か
け
を
す
る
な
ど
し
て
、
徹
底
し
て
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
実
践
で
は
、
適
正
な
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
定
の
成
功
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
姿
勢
や
執
筆
法
に

つ
い
て
、
そ
の
合
理
性
を
知
識
と
し
て
は
理
解
し
た
が
、
実
感
に
ま
で
至
っ
た
と
い
う
生
徒
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入
に

よ
る
と
、
お
お
よ
そ
全
体
の
三
割
弱
と
思
わ
れ
る
。
書
に
お
い
て
、
合
理
的
に
身
体
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
、

そ
の
合
理
性
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
指
導
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
り
具
体
的
な
指
導
方
法
を
確
立
し
、
古
典
の
書
か
れ
た
姿
勢
・
執
筆
法
な
ど
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

現
状
は
、
表
現
に
対
し
て
間
接
的
で
あ
る
姿
勢
教
育
の
実
践
が
、
書
表
現
へ
の
動
機
を
秘
め
た
実
践
と
な
る
可
能
性
を
指
摘

で
き
る
。
書
の
芸
術
性
に
対
し
て
姿
勢
が
直
接
関
与
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
芸
術
と
し
て
の
書
に
対
す
る
意
識
が
喚
起
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
第
二
章
　臨
書
学
習
の
実
践

授
業
実
践
②
「
初
唐
の
三
大
家
の
楷
書
を
臨
書
し
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
・
二
六
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
高
等
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
書
道
選
択
者
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
〇
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
三
八
名
）

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

図
⑥
─２
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三

　実
践
結
果
及
び
評
価

　
実
践
結
果
を
記
録
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
は
、
例
え
ば
「
低
い
姿
勢
な
の
で
、
腕
を
動
か
し
づ
ら
か
っ
た
」（
図
⑥
─２
）

や
「
筆
が
と
て
も
不
安
定
に
な
っ
た
。
筆
の
持
ち
手
が
ク
ル
ク
ル
回
っ
た
」（
同
上
）
な
ど
、慣
れ
に
よ
る
書
き
や
す
さ
と
授

業
で
学
習
し
た
項
目
を
比
較
し
記
録
し
て
い
る
も
の
や
、
授
業
で
指
示
し
た
合
理
的
姿
勢
の
観
点
か
ら
考
察
を
し
た
も
の
が

み
ら
れ
た
。

　
図
⑥
─１
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
生
徒
は
、
極
端
に
姿
勢
を
崩
し
た
結
果
、
か
な
り
書
き
難
い
と
い
う
実
感

を
持
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
は
、
極
端
に
崩
し
た
姿
勢
で
は
な
く
、
無
意
識
に
崩
れ
た
姿
勢
と
、
適
正
な
姿
勢

を
比
較
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
状
は
適
正
な
姿
勢
が
不
慣
れ
で
あ
る
生
徒
が
多
く
、
姿
勢
の
適
正
さ
を
意
識
さ
せ
る
と

い
う
点
で
は
、
狙
い
に
合
致
し
て
い
る
。

　
図
⑥
─２
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
生
徒
は
、
普
段
か
ら
適
正
な
姿
勢
に
慣
れ
て
い
る
た
め
に
、
姿
勢
を
崩

し
た
と
き
の
不
自
由
さ
を
繊
細
に
感
じ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
注
目
す
る
点
は
、
最
後
の
感
想
に
、「
書
道
だ
け
で
な
く
、

ノ
ー
ト
を
と
る
と
き
も
、
姿
勢
を
意
識
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
毛
筆
で
行
う
授
業
の
み
な
ら

ず
、
他
教
科
の
授
業
中
の
姿
勢
に
ま
で
意
識
が
及
ん
で
い
る
。
授
業
を
通
し
て
、
書
表
現
に
関
わ
る
姿
勢
か
ら
、
他
の
場
面

に
適
応
す
る
姿
勢
に
意
識
が
及
ん
だ
と
い
う
点
で
は
、
実
践
の
目
標
よ
り
も
高
い
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
他
の
生
徒
で
は
、
紙
面
に
対
す
る
目
の
高
さ
が
変
わ
っ
た
た
め
に
、
紙
面
が
見
渡
せ
な
い
こ
と
の
不
自
由
さ
を
記
録
し
た

も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
背
筋
を
曲
げ
る
と
「
気
合
い
が
入
ら
な
い
」
や
、
筆
を
軽
く
持
つ
と
「
落
ち
着
い
て
書
け

た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
精
神
的
作
用
に
つ
い
て
の
記
録
が
各
ク
ラ
ス
数
名
程
度
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
入
も
、
姿
勢
を

意
識
す
る
と
い
う
目
標
よ
り
も
高
い
成
果
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
合
理
的
な
姿
勢
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に
考

察
し
、
因
果
関
係
に
ふ
み
こ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
Ａ
、
自
分
の
慣
れ
の
視
点
か
ら
の
記
入
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
を
Ｂ
、

意
識
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、「
書
き
や
す
い
」「
書
き
に
く
い
」
な
ど
の
漠
然
と
し
た
記
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
を

Ｃ
と
し
た
。

図
⑥
─１
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授
業
の
導
入
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ォ
ー
ム
を
例
に
説
明
を
行
っ
た
。
一
旦
身
に
つ
い
た
フ
ォ
ー
ム
は
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と
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正
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ォ
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す
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ス
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。
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得
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あ
る
場
合
、
そ
の
問
題
が
大
き
な
妨
げ
と
な
る
。
フ
ォ
ー
ム
と

パ
フ
ォ
ー
マ
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い
て
も
通
じ
る
部
分
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あ
る
も
の
と
考
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れ
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。
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践
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標
は
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正
な
姿
勢
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と
る
こ
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に
つ
い
て
意
識
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は
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ぐ
に
崩
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ま
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。
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導
者
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継
続
し
て
声
か
け
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す
る
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ど
し
て
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徹
底
し
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導
す
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必

要
が
あ
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。

　
本
実
践
で
は
、
適
正
な
姿
勢
を
意
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さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
定
の
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功
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
姿
勢
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執
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法
に

つ
い
て
、
そ
の
合
理
性
を
知
識
と
し
て
は
理
解
し
た
が
、
実
感
に
ま
で
至
っ
た
と
い
う
生
徒
は
、
ワ
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ク
シ
ー
ト
の
記
入
に

よ
る
と
、
お
お
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そ
全
体
の
三
割
弱
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わ
れ
る
。
書
に
お
い
て
、
合
理
的
に
身
体
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
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慣
れ
さ
せ
、

そ
の
合
理
性
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
具
体
的
な
指
導
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
り
具
体
的
な
指
導
方
法
を
確
立
し
、
古
典
の
書
か
れ
た
姿
勢
・
執
筆
法
な
ど
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

現
状
は
、
表
現
に
対
し
て
間
接
的
で
あ
る
姿
勢
教
育
の
実
践
が
、
書
表
現
へ
の
動
機
を
秘
め
た
実
践
と
な
る
可
能
性
を
指
摘

で
き
る
。
書
の
芸
術
性
に
対
し
て
姿
勢
が
直
接
関
与
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
芸
術
と
し
て
の
書
に
対
す
る
意
識
が
喚
起
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
第
二
章

　臨
書
学
習
の
実
践

授
業
実
践
②
「
初
唐
の
三
大
家
の
楷
書
を
臨
書
し
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
四
月
一
九
日
・
二
六
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
高
等
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
書
道
選
択
者
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
〇
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
三
八
名
）

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

図
⑥
─２
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○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
高
等
学
校
一
年
生

○
教
科
・
科
目
　
芸
能
科
・
書
道
（「
芸
能
科
」
は
、
音
楽
・
美
術
・
書
道
・
技
術
・
家
庭
科
の
五
科
を
指
す
同
校
の
呼
称

で
あ
る
）

○
年
間
の
指
導
目
標

一
、
書
を
表
現
の
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
せ
、
自
己
表
現
へ
と
つ
な
げ
さ
せ
る
。

二
、
古
典
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
価
値
観
を
把
握
さ
せ
る
。

三
、
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
己
表
現
と
し
て
の
筆
法
の
基
礎
を
形
作
ら
せ
る
。

　
○
指
導
計
画

　
一
学
期
（
全
一
〇
回
、
計
九
時
間
）

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
時
間
）

二
、
臨
書
「
楷
書
『
初
唐
の
三
大
家
』」（
二
時
間
）
―
本
実
践
―

三
、
制
作
「
自
分
で
言
葉
を
選
ん
で
書
く
」（
三
時
間
）

四
、
臨
書
「
行
書
『
蘭
亭
序
』」（
三
時
間
）

五
、一
学
期
の
振
り
返
り

　
※
適
宜
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
課
す
。

　
二
学
期
（
全
一
〇
回
、
計
九
時
間
）

一
、
鑑
賞
「
仮
名
『
三
色
紙
』」（
一
時
間
）

二
、
仮
名
の
基
礎
・
変
体
仮
名
を
覚
え
る
（
二
時
間
）

三
、
臨
書
「
自
分
で
選
ん
だ
平
安
古
筆
を
臨
書
す
る
」（
二
時
間
）

四
、
制
作
「
俳
句
を
古
筆
の
ス
タ
イ
ル
で
書
く
」（
二
時
間
）

五
、
鑑
賞
「
近
現
代
の
作
家
」（
一
時
間
）

六
、
制
作
「
四
字
熟
語
を
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
書
く
」（
一
時
間
）

七
、二
学
期
の
振
り
返
り
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※
適
宜
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
課
す
。

　
三
学
期
（
全
六
回
、
計
五
時
間
）

一
、
臨
書
「
隷
書
の
基
本
」（
三
時
間
）

二
、
臨
書
「
篆
書
の
基
本
」（
二
時
間
）

三
、一
年
間
の
振
り
返
り

※
な
お
、
毛
筆
作
品
制
作
の
評
価
に
つ
い
て
は
担
当
教
員
が
級
・
段
位
制
度
を
設
け
て
平
常
点
に
加
味
す
る
。
授
業
目

標
と
対
照
し
、
進
級
な
し
・
一
階
級
進
級
・
二
階
級
進
級
の
中
か
ら
評
価
す
る
。
さ
ら
に
、
高
評
価
の
提
出
作
品
は

「
神
品
」「
逸
品
」「
上
品
」
と
し
、加
点
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
価
は
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
基
本
的
に
は
進
級
さ
せ
る
。

※
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は
、
四
段
階
程
度
の
評
価
を
規
準
と
し
、
適
宜
採
点
す
る
。

※
評
価
に
つ
い
て
は
、
授
業
の
目
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
先
述
し
た
中
学
生
と
同
様
の
方
式
で
実
施
す
る
。

※
広
島
学
院
で
は
「
書
道
Ⅰ
」
の
二
単
位
を
高
校
一
年
時
に
一
単
位
、
二
年
時
に
一
単
位
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る
。

「
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」
に
つ
い
て
は
、
高
校
二
年
時
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
「
書
道
Ⅰ
」
に
お
い
て
実
施
す

る
。

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
授
業
対
象
の
生
徒
が
中
学
時
代
に
受
け
て
き
た
授
業
は
、
す
べ
て
担
当
教
員
が
書
い
た
も
の
を
手
本
と
し
て
用
い
、
実
施

さ
れ
て
い
る
。
前
任
者
か
ら
は
、
中
学
一
年
時
に
楷
書
、
二
年
時
に
行
書
を
学
び
、
最
後
は
蘭
亭
序
の
臨
書
を
し
た
こ
と
を

引
き
継
い
で
い
る
。

　
本
実
践
で
課
題
と
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
受
動
的
に
手
本
を
ま
ね
る
活
動
を
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
、
い
か
に

能
動
的
に
古
典
臨
書
に
向
か
わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
臨
書
を
受
動
的
な
技
術
習
得
の
活
動
で
は
な
く
、
芸
術
活

動
と
し
て
捉
え
さ
せ
る
た
め
に
は
、
臨
書
を
、
例
え
ば
筆
を
運
ぶ
と
い
う
身
体
的
な
行
為
と
関
係
が
深
い
表
現
と
し
て
捉
え
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
体
的
に
考
察
を
試
み
る
よ
う
導
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
漠
然
と
古
典
を
模
倣
す
る
こ
と
に
終
始
す
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時
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時
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。
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る
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す
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る
授
業
で
は
、
臨
書
を
通
し
た
生
徒
の
新
た
な
気
づ
き
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
古
典
を
通
し
て
書
と
い
う
も
の
に
生
徒
の
意
識
を
能
動
的
に
向
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
徒
自
身
の
書
き
た
い
言
葉
を
倣

書
と
い
う
手
段
を
用
い
て
表
現
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
生
徒
自

身
の
書
き
た
い
言
葉
が
作
品
制
作
の
動
機
と
な
り
得
る
た
め
、
生
徒
は
表
現
学
習
を
能
動
的
に
行
い
や
す
い
。
し
か
し
、
そ

れ
よ
り
も
、「
手
本
を
見
な
が
ら
書
く
」
と
い
う
行
為
を
と
り
な
が
ら
も
、「
手
本
」
に
対
す
る
捉
え
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

の
ほ
う
が
、
古
典
を
単
な
る
「
手
本
」
と
し
て
漠
然
と
再
現
す
る
行
為
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
表
現
を
分
析
す
る
と

い
う
能
動
的
行
為
に
導
き
や
す
く
、
書
写
と
書
と
は
異
な
る—

即
ち
芸
術
と
し
て
の
書—

に
意
識
を
向
か
わ
せ
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
の
考
え
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
臨
書
を
ど
の
よ
う
な
形
で
、
芸
術
活
動
と
し
て
の
書
の
一
部
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
か
と
い
う
点
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。

　
で
は
、
芸
術
活
動
と
し
て
必
要
な
の
は
、
臨
書
を
ど
う
い
っ
た
形
で
捉
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
井
上
有
一
は
「
墨
人
会
」

を
興
し
、
書
表
現
の
際
、
一
見
す
る
と
古
典
的
手
法
と
は
対
極
で
あ
る
文
字
を
解
体
す
る
よ
う
な
表
現
に
ま
で
及
ん
だ
。
井

上
は
そ
の
著
書
の
中
で
、

臨
書
の
低
調
は
書
の
衰
退
に
つ
な
が
る
と
思
う（

（
（

。

と
言
及
し
て
い
る
。
井
上
の
よ
う
な
前
衛
的
表
現
者
に
と
っ
て
さ
え
、
古
典
の
臨
書
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
書
表
現
の
源

泉
で
あ
る
と
い
う
。

　
一
方
、
書
を
視
覚
芸
術
と
し
て
捉
え
た
井
島
勉
は
、
臨
書
に
お
け
る
手
本
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。　

教
育
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
個
性
を
無
視
し
て
劃
一
的
な
類
型
を
押
し
つ
け
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
り
、
書
と
い

う
も
の
が
、
伝
統
的
な
範
例
に
做
っ
て
筆
を
揮
う
技
と
考
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
間
は
、
手
本
は
、
習
字
教
育
に
と
っ

て
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
正
し
い
教
育
理
念
が
打
ち
た
て
ら
れ
た
り
、
真
の
美
意
識
に
基
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づ
く
正
し
い
書
の
在
り
方
や
、
書
教
育
の
中
心
使
命
が
自
覚
さ
れ
る
段
階
に
到
達
す
れ
ば
、
手
本
の
意
義
は
半
減
す
る

に
違
い
な
い
。
む
し
ろ
弊
害
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
井
島
は
、
近
代
的
芸
術
が
「
独
創
的
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
本
来
は
手
習
の
規
準

を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
は
模
倣
の
典
型（

（
（

」
と
な
っ
た
因
習
的
手
本
主
義
を
否
定
す
る
。
た
だ
し
、
古
典
の
必

然
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
書
の
美
が
古
典
の
模
倣
か
ら
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
古
典
の
研
究
が
、
美
の
創
造
に
重
大
な
役
割
を
演
じ
る

と
い
う
こ
と
と
は
別
で
あ
り
、
ま
た
、
書
の
美
が
、
わ
が
ま
ま
な
恣
意
か
ら
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
書
道
が
、

独
創
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
、
必
ず
し
も
排
除
し
な
い
の
で
あ
る（

（
（

。

　
こ
こ
に
は
、
古
典
臨
書
実
践
の
在
り
方
に
つ
い
て
重
大
な
観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
臨
書
は
、
手
本
と
な
る
古
典
の
美
に
能
動
的
に
向
か
う
な
ら
ば
、
書
芸
術
の
根
幹
と
し
て
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
能
動
的
臨
書
を
行
う
た
め
に
は
、
一
定
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
実
践
に
お
い
て
課
題
と
な
る
の
は
、
古
典
か

ら
美
を
発
見
し
、
自
身
の
表
現
意
図
を
明
確
に
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
本
実
践
で
は
、
古
典
臨
書
を
能
動
的
な
活
動
と
す
る
た
め
に
、
臨
書
対
象
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
初
唐
の
三

大
家
の
楷
書
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
教
科
書
に
お
い
て
書
道
Ⅰ
の
初
め
に
提
示
さ
れ
る
題
材
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
し
た
教

科
書
は
東
京
書
籍
『
書
道
Ⅰ
』
で
あ
り
、「
九
成
宮
醴
泉
銘
」「
孔
子
廟
堂
碑
」「
雁
塔
聖
教
序
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
か
ら
、
自
分
が
最
も
美
し
い
と
思
う
も
の
を
選
び
、
臨
書
を
進
め
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
古
典
を
無
批
判
に
美
し
い
も
の

と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
美
的
価
値
観
に
基
づ
い
て
古
典
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
強
制
的
に
生

徒
の
感
性
を
起
動
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
自
身
が
選
択
し
た
古
典
の
中
か
ら
、
古
典
の
持
つ
美
し
さ
が
最
も
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
部
分
を
選
び
、

半
紙
に
臨
書
さ
せ
た
。
二
段
階
の
選
択
に
よ
っ
て
、
古
典
の
臨
書
に
能
動
的
な
活
動
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
と
は
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る
授
業
で
は
、
臨
書
を
通
し
た
生
徒
の
新
た
な
気
づ
き
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
古
典
を
通
し
て
書
と
い
う
も
の
に
生
徒
の
意
識
を
能
動
的
に
向
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
徒
自
身
の
書
き
た
い
言
葉
を
倣

書
と
い
う
手
段
を
用
い
て
表
現
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
教
科
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
生
徒
自

身
の
書
き
た
い
言
葉
が
作
品
制
作
の
動
機
と
な
り
得
る
た
め
、
生
徒
は
表
現
学
習
を
能
動
的
に
行
い
や
す
い
。
し
か
し
、
そ

れ
よ
り
も
、「
手
本
を
見
な
が
ら
書
く
」
と
い
う
行
為
を
と
り
な
が
ら
も
、「
手
本
」
に
対
す
る
捉
え
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

の
ほ
う
が
、
古
典
を
単
な
る
「
手
本
」
と
し
て
漠
然
と
再
現
す
る
行
為
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
表
現
を
分
析
す
る
と

い
う
能
動
的
行
為
に
導
き
や
す
く
、
書
写
と
書
と
は
異
な
る—

即
ち
芸
術
と
し
て
の
書—

に
意
識
を
向
か
わ
せ
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
の
考
え
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
臨
書
を
ど
の
よ
う
な
形
で
、
芸
術
活
動
と
し
て
の
書
の
一
部
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
か
と
い
う
点
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。

　
で
は
、
芸
術
活
動
と
し
て
必
要
な
の
は
、
臨
書
を
ど
う
い
っ
た
形
で
捉
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
井
上
有
一
は
「
墨
人
会
」

を
興
し
、
書
表
現
の
際
、
一
見
す
る
と
古
典
的
手
法
と
は
対
極
で
あ
る
文
字
を
解
体
す
る
よ
う
な
表
現
に
ま
で
及
ん
だ
。
井

上
は
そ
の
著
書
の
中
で
、

臨
書
の
低
調
は
書
の
衰
退
に
つ
な
が
る
と
思
う（

（
（

。

と
言
及
し
て
い
る
。
井
上
の
よ
う
な
前
衛
的
表
現
者
に
と
っ
て
さ
え
、
古
典
の
臨
書
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
書
表
現
の
源

泉
で
あ
る
と
い
う
。

　
一
方
、
書
を
視
覚
芸
術
と
し
て
捉
え
た
井
島
勉
は
、
臨
書
に
お
け
る
手
本
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。　

教
育
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
個
性
を
無
視
し
て
劃
一
的
な
類
型
を
押
し
つ
け
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
り
、
書
と
い

う
も
の
が
、
伝
統
的
な
範
例
に
做
っ
て
筆
を
揮
う
技
と
考
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
間
は
、
手
本
は
、
習
字
教
育
に
と
っ

て
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
正
し
い
教
育
理
念
が
打
ち
た
て
ら
れ
た
り
、
真
の
美
意
識
に
基
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づ
く
正
し
い
書
の
在
り
方
や
、
書
教
育
の
中
心
使
命
が
自
覚
さ
れ
る
段
階
に
到
達
す
れ
ば
、
手
本
の
意
義
は
半
減
す
る

に
違
い
な
い
。
む
し
ろ
弊
害
の
ほ
う
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
井
島
は
、
近
代
的
芸
術
が
「
独
創
的
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
本
来
は
手
習
の
規
準

を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
は
模
倣
の
典
型（

（
（

」
と
な
っ
た
因
習
的
手
本
主
義
を
否
定
す
る
。
た
だ
し
、
古
典
の
必

然
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
書
の
美
が
古
典
の
模
倣
か
ら
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
古
典
の
研
究
が
、
美
の
創
造
に
重
大
な
役
割
を
演
じ
る

と
い
う
こ
と
と
は
別
で
あ
り
、
ま
た
、
書
の
美
が
、
わ
が
ま
ま
な
恣
意
か
ら
生
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
書
道
が
、

独
創
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
、
必
ず
し
も
排
除
し
な
い
の
で
あ
る（

（
（

。

　
こ
こ
に
は
、
古
典
臨
書
実
践
の
在
り
方
に
つ
い
て
重
大
な
観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
臨
書
は
、
手
本
と
な
る
古
典
の
美
に
能
動
的
に
向
か
う
な
ら
ば
、
書
芸
術
の
根
幹
と
し
て
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
能
動
的
臨
書
を
行
う
た
め
に
は
、
一
定
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。
教
育
実
践
に
お
い
て
課
題
と
な
る
の
は
、
古
典
か

ら
美
を
発
見
し
、
自
身
の
表
現
意
図
を
明
確
に
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
本
実
践
で
は
、
古
典
臨
書
を
能
動
的
な
活
動
と
す
る
た
め
に
、
臨
書
対
象
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
初
唐
の
三

大
家
の
楷
書
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
教
科
書
に
お
い
て
書
道
Ⅰ
の
初
め
に
提
示
さ
れ
る
題
材
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
し
た
教

科
書
は
東
京
書
籍
『
書
道
Ⅰ
』
で
あ
り
、「
九
成
宮
醴
泉
銘
」「
孔
子
廟
堂
碑
」「
雁
塔
聖
教
序
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
か
ら
、
自
分
が
最
も
美
し
い
と
思
う
も
の
を
選
び
、
臨
書
を
進
め
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
古
典
を
無
批
判
に
美
し
い
も
の

と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
美
的
価
値
観
に
基
づ
い
て
古
典
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
半
強
制
的
に
生

徒
の
感
性
を
起
動
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
自
身
が
選
択
し
た
古
典
の
中
か
ら
、
古
典
の
持
つ
美
し
さ
が
最
も
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
部
分
を
選
び
、

半
紙
に
臨
書
さ
せ
た
。
二
段
階
の
選
択
に
よ
っ
て
、
古
典
の
臨
書
に
能
動
的
な
活
動
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
と
は
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異
な
っ
た
古
典
臨
書
の
活
動
と
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
　実
践
の
過
程

　
本
実
践
は
、
二
時
間
計
画
で
実
施
し
た
。
一
時
間
目
で
は
、
教
科
書
（
東
京
書
籍
『
書
道
Ⅰ
』）
の
資
料
を
利
用
し
て
、
初

唐
の
三
大
家
（
欧
陽
詢
・
虞
世
南
・
褚
遂
良
）
と
そ
の
書
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
書
の
中
か
ら
自
身
が
最
も
美
し
い
と
感

じ
る
も
の
を
選
択
さ
せ
た
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
留
意
点
を
概
説
し
た
。

　
○
欧
陽
詢
（
九
成
宮
醴
泉
銘
）

•

側
筆
…
穂
先
が
横
画
の
上
端
、
縦
画
の
左
端
を
通
過
す
る
。

•

背
勢
…
縦
画
が
内
側
に
向
か
っ
て
反
る
。
一
般
的
に
引
き
締
ま
っ
た
感
じ
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。

•

起
筆
と
終
筆
の
形
状
に
注
意
す
る
。
角
張
っ
た
点
画
の
書
き
方
を
方
筆
と
い
う
。

　
○
虞
世
南
（
孔
子
廟
堂
碑
）

•
向
勢
…
縦
画
が
外
側
に
膨
ら
む
。
一
般
的
に
ゆ
っ
た
り
し
た
感
じ
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

•
起
筆
と
終
筆
の
形
状
に
注
意
す
る
。
丸
み
を
お
び
た
点
画
の
書
き
方
を
円
筆
と
い
う
。

　
○
褚
遂
良
（
雁
塔
聖
教
序
）

•

起
筆
が
蔵
鋒
で
あ
る
。

•

運
筆
の
変
化
に
よ
る
線
の
起
伏
（
太
細
の
変
化
）
に
注
意
す
る
。

　
導
入
時
の
概
説
で
は
、
生
徒
が
臨
書
す
る
古
典
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
筆
法
を

難
し
い
と
感
じ
、
容
易
と
感
じ
る
も
の
を
優
先
的
に
選
択
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
次
に
、
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
る
二
五
字
程
度
の
う
ち
か
ら
、
二
〜
六
字
を
選
択
し
て
臨
書
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
ど
の
部
分
が
美
し
い
と
感
じ
ら
れ

た
の
か
を
分
析
し
て
臨
書
す
る
よ
う
促
し
た
。

　
つ
づ
く
第
二
時
は
、
臨
書
作
品
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
予
想
以
上
に
難
航
し
、
時
間
も
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
字
数
を
絞
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
半
紙
に
ま
と
め
る
作
業
に
注
意
と
労
力
、
そ
し
て
時
間
を
割
く
こ
と
を
避

け
る
た
め
で
あ
る
。

235 情操教育に主眼をおいた書教育の実践について

　
　
　
　
　
三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
の
目
標
は
、
能
動
的
に
臨
書
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
中
の
生
徒
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
発
言

が
聞
か
れ
た
。

•

三
大
家
を
比
較
す
る
と
、
書
風
が
明
ら
か
に
違
う
の
で
、
自
分
の
好
み
で
選
択
し
や
す
い
。

•

書
き
や
す
そ
う
な
も
の
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
そ
れ
が
美
し
い
と
感
じ
る
。

•

選
択
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
己
責
任
を
求
め
ら
れ
る
気
が
す
る
。

•

半
紙
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
文
字
を
拡
大
し
た
手
本
を
今
ま
で
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
。

•

今
ま
で
は
ひ
た
す
ら
手
本
の
と
お
り
に
書
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。

•

手
本
が
な
い
状
態
で
、
半
紙
に
四
字
や
六
字
に
ま
と
め
る
こ
と
は
思
っ
た
以
上
に
難
し
い
。

•

手
本
が
あ
る
ほ
う
が
楽
だ
。

•

中
学
で
は
ほ
と
ん
ど
が
二
字
で
、
四
字
や
六
字
は
あ
ま
り
書
い
た
こ
と
が
な
い
。

•

文
字
を
拡
大
す
る
こ
と
も
難
し
い
が
、
白
と
黒
が
反
転
し
た
拓
本
で
、
し
か
も
小
さ
い
文
字
か
ら
細
か
い
部
分
を
見

て
取
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
。

•

自
分
で
拡
大
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
自
分
な
り
に
細
部
を
観
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

•

多
字
数
で
は
、
半
紙
内
に
字
を
ま
と
め
る
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
た
が
、
一
文
字
だ
と
じ
っ
く
り
細
部
を
観
察

で
き
て
、
自
分
が
書
い
た
も
の
と
、
原
本
と
の
違
い
を
細
か
く
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
発
言
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
教
科
書
の
小
さ
な
拓
本
図
版
か
ら
、
何
文
字
か
を
半
紙
に
抽
出
し
、
拡
大
し
、
し
か

も
白
黒
を
反
転
さ
せ
て
臨
書
す
る
と
い
う
行
為
が
、
生
徒
に
と
っ
て
予
想
以
上
に
難
し
い
こ
と
、
逆
に
、
半
紙
の
大
き
さ
に

文
字
を
拡
大
し
た
手
本
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
本
の
細
部
に
意
識
を
払
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
受
動
的
に
書
く
こ
と
に

集
中
し
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
臨
書
が
作
業
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
は
、
本
実
践
対
象
の
生
徒
に

と
っ
て
、
能
動
的
な
臨
書
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
臨
書
の
際
、
指
導
者
が
文
字
を
拡
大
し
て
書
い
た
範
書
を
与
え
る
の
は
、
段
階
的
に
臨
書
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
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異
な
っ
た
古
典
臨
書
の
活
動
と
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二

　実
践
の
過
程

　
本
実
践
は
、
二
時
間
計
画
で
実
施
し
た
。
一
時
間
目
で
は
、
教
科
書
（
東
京
書
籍
『
書
道
Ⅰ
』）
の
資
料
を
利
用
し
て
、
初

唐
の
三
大
家
（
欧
陽
詢
・
虞
世
南
・
褚
遂
良
）
と
そ
の
書
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
書
の
中
か
ら
自
身
が
最
も
美
し
い
と
感

じ
る
も
の
を
選
択
さ
せ
た
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
留
意
点
を
概
説
し
た
。

　
○
欧
陽
詢
（
九
成
宮
醴
泉
銘
）

•

側
筆
…
穂
先
が
横
画
の
上
端
、
縦
画
の
左
端
を
通
過
す
る
。

•

背
勢
…
縦
画
が
内
側
に
向
か
っ
て
反
る
。
一
般
的
に
引
き
締
ま
っ
た
感
じ
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。

•

起
筆
と
終
筆
の
形
状
に
注
意
す
る
。
角
張
っ
た
点
画
の
書
き
方
を
方
筆
と
い
う
。

　
○
虞
世
南
（
孔
子
廟
堂
碑
）

•

向
勢
…
縦
画
が
外
側
に
膨
ら
む
。
一
般
的
に
ゆ
っ
た
り
し
た
感
じ
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

•

起
筆
と
終
筆
の
形
状
に
注
意
す
る
。
丸
み
を
お
び
た
点
画
の
書
き
方
を
円
筆
と
い
う
。

　
○
褚
遂
良
（
雁
塔
聖
教
序
）

•

起
筆
が
蔵
鋒
で
あ
る
。

•

運
筆
の
変
化
に
よ
る
線
の
起
伏
（
太
細
の
変
化
）
に
注
意
す
る
。

　
導
入
時
の
概
説
で
は
、
生
徒
が
臨
書
す
る
古
典
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
筆
法
を

難
し
い
と
感
じ
、
容
易
と
感
じ
る
も
の
を
優
先
的
に
選
択
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
次
に
、
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
る
二
五
字
程
度
の
う
ち
か
ら
、
二
〜
六
字
を
選
択
し
て
臨
書
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
ど
の
部
分
が
美
し
い
と
感
じ
ら
れ

た
の
か
を
分
析
し
て
臨
書
す
る
よ
う
促
し
た
。

　
つ
づ
く
第
二
時
は
、
臨
書
作
品
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
予
想
以
上
に
難
航
し
、
時
間
も
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
字
数
を
絞
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
半
紙
に
ま
と
め
る
作
業
に
注
意
と
労
力
、
そ
し
て
時
間
を
割
く
こ
と
を
避

け
る
た
め
で
あ
る
。
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三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
の
目
標
は
、
能
動
的
に
臨
書
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
授
業
中
の
生
徒
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
発
言

が
聞
か
れ
た
。

•

三
大
家
を
比
較
す
る
と
、
書
風
が
明
ら
か
に
違
う
の
で
、
自
分
の
好
み
で
選
択
し
や
す
い
。

•

書
き
や
す
そ
う
な
も
の
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
そ
れ
が
美
し
い
と
感
じ
る
。

•

選
択
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
己
責
任
を
求
め
ら
れ
る
気
が
す
る
。

•

半
紙
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
文
字
を
拡
大
し
た
手
本
を
今
ま
で
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
。

•

今
ま
で
は
ひ
た
す
ら
手
本
の
と
お
り
に
書
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。

•

手
本
が
な
い
状
態
で
、
半
紙
に
四
字
や
六
字
に
ま
と
め
る
こ
と
は
思
っ
た
以
上
に
難
し
い
。

•
手
本
が
あ
る
ほ
う
が
楽
だ
。

•
中
学
で
は
ほ
と
ん
ど
が
二
字
で
、
四
字
や
六
字
は
あ
ま
り
書
い
た
こ
と
が
な
い
。

•

文
字
を
拡
大
す
る
こ
と
も
難
し
い
が
、
白
と
黒
が
反
転
し
た
拓
本
で
、
し
か
も
小
さ
い
文
字
か
ら
細
か
い
部
分
を
見

て
取
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
。

•

自
分
で
拡
大
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
自
分
な
り
に
細
部
を
観
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

•

多
字
数
で
は
、
半
紙
内
に
字
を
ま
と
め
る
こ
と
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
た
が
、
一
文
字
だ
と
じ
っ
く
り
細
部
を
観
察

で
き
て
、
自
分
が
書
い
た
も
の
と
、
原
本
と
の
違
い
を
細
か
く
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
発
言
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
教
科
書
の
小
さ
な
拓
本
図
版
か
ら
、
何
文
字
か
を
半
紙
に
抽
出
し
、
拡
大
し
、
し
か

も
白
黒
を
反
転
さ
せ
て
臨
書
す
る
と
い
う
行
為
が
、
生
徒
に
と
っ
て
予
想
以
上
に
難
し
い
こ
と
、
逆
に
、
半
紙
の
大
き
さ
に

文
字
を
拡
大
し
た
手
本
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
本
の
細
部
に
意
識
を
払
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
受
動
的
に
書
く
こ
と
に

集
中
し
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
臨
書
が
作
業
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
は
、
本
実
践
対
象
の
生
徒
に

と
っ
て
、
能
動
的
な
臨
書
の
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
臨
書
の
際
、
指
導
者
が
文
字
を
拡
大
し
て
書
い
た
範
書
を
与
え
る
の
は
、
段
階
的
に
臨
書
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
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と
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
そ
の
手
本
が

生
徒
の
思
考
を
停
止
さ
せ
、
さ
ら
に
は
生
徒
の
受
動
的
な
臨

書
の
態
度
を
誘
発
さ
せ
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
い
う
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
。
上
手
く
臨
書
で
き
な
い
生
徒
に
範
書
を
与

え
る
と
、
そ
れ
以
降
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
原
本
を
見
て
い

な
か
っ
た
。
古
典
を
指
導
者
の
視
点
か
ら
解
釈
し
た
範
書
を

与
え
る
と
、
生
徒
が
古
典
の
美
に
直
接
触
れ
よ
う
と
試
行
・

模
索
す
る
過
程
は
失
わ
れ
、
能
動
的
に
臨
書
に
取
り
組
む
姿

勢
が
減
少
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
本
実
践
の
評
価
は
、
作
品
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
っ
た
。
コ
メ
ン
ト
は
作
品
の
線
質
・
結
構
・
全
体

感
な
ど
、
良
い
部
分
を
簡
潔
に
述
べ
る
形
式
で
、
作
品
に
直

接
書
き
込
む
形
を
と
っ
た
。
ま
た
、
同
校
の
書
道
の
授
業
で

は
、
年
間
指
導
計
画
に
概
要
を
示
し
た
進
級
制
度
を
設
け
て

お
り
、
級
位
に
よ
る
評
価
を
併
記
し
た
。

　
本
実
践
に
お
け
る
評
価
は
、
今
後
の
能
動
的
な
臨
書
を
促

す
た
め
の
評
価
で
あ
る
。完
成
し
た
作
品
に
つ
い
て
、指
導
者

か
ら
見
た
技
術
的
な
良
否
に
よ
る
評
価
は
し
て
い
な
い
。
臨

書
に
対
し
て
、
各
自
が
古
典
の
美
に
対
し
て
能
動
的
に
向
き

合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
で
評
価
を
行
っ
た
（
図

⑦
、
図
⑧
、
図
⑨
）。

図
⑦
　
コ
メ
ン
ト
…
「
欧
法
よ
り
優
な
れ
ど
堂
々

と
し
た
る
作
」

　
当
然
な
が
ら
、
本
実
践
だ
け
で
古
典
の
技
法
を
自
発
的
に

学
ぶ
意
識
が
高
ま
り
、
臨
書
が
急
に
能
動
的
に
変
化
す
る
と

図
⑧
　
コ
メ
ン
ト
…
「
褚
法
の
大
ら
か
さ
を
見
て

取
っ
た
」

図
⑨
　
取
り
組
み
状
況
が
よ
い
生
徒
の
作
品
は
教
室
に
掲
示
し
て
い
る
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は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
授
業
中
に
生
徒
の
能
動
的
姿
勢
を
促
す
場
面
を
常
に
設
け
、
古
典
に
自
ら
の
意
思
を
持
っ
て
直
接

触
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
書
活
動
は
能
動
的
な
も
の
と
な
り
、
書
の
美
に
対
す
る
感
性
を

生
徒
が
持
ち
始
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
で
、
臨
書
は
創
作
の
基
礎
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
書
自
体
が
能
動
的
活
動
に
な
れ

ば
、
臨
書
は
高
次
な
芸
術
的
活
動
と
な
り
得
る
。
臨
書
観
や
臨
書
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、

学
校
で
実
践
す
る
際
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
臨
書
の
核
心
と
な
る
部
分
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に

は
指
導
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
臨
書
さ
れ
た
範
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
生
徒
が
無
批
判
に

受
け
入
れ
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
範
書
を
提
示
す
る
際
に

は
、
習
得
段
階
を
考
慮
し
つ
つ
、
生
徒
が
能
動
的
に
古
典
に
向
か
う
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
施
す
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
第
三
章
　作
品
制
作
の
実
践

　
◯
授
業
実
践
③
「
自
分
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
五
年
四
月
二
二
日
・
五
月
一
三
日
・
五
月
二
〇
日

　
○
授
業
対
象
　
雲
雀
丘
学
園
高
等
学
校
三
年
生
Ｃ
組
（
書
道
選
択
者
一
二
名
）

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

　
○
授
業
対
象
　
雲
雀
丘
学
園
高
等
学
校
三
年
生
　
私
立
文
系
コ
ー
ス
（
Ｃ
組
・
書
道
選
択
者
）

　
○
教
科
・
科
目
　
芸
術
科
・
書
道
Ⅱ

　
○
年
間
の
指
導
目
標

一
、
書
を
表
現
の
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
せ
、
自
己
表
現
へ
と
つ
な
げ
さ
せ
る
。

二
、
臨
書
学
習
に
よ
っ
て
、
自
身
の
筆
法
を
確
立
さ
せ
る
。
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と
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
そ
の
手
本
が

生
徒
の
思
考
を
停
止
さ
せ
、
さ
ら
に
は
生
徒
の
受
動
的
な
臨

書
の
態
度
を
誘
発
さ
せ
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
い
う
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
。
上
手
く
臨
書
で
き
な
い
生
徒
に
範
書
を
与

え
る
と
、
そ
れ
以
降
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
原
本
を
見
て
い

な
か
っ
た
。
古
典
を
指
導
者
の
視
点
か
ら
解
釈
し
た
範
書
を

与
え
る
と
、
生
徒
が
古
典
の
美
に
直
接
触
れ
よ
う
と
試
行
・

模
索
す
る
過
程
は
失
わ
れ
、
能
動
的
に
臨
書
に
取
り
組
む
姿

勢
が
減
少
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
本
実
践
の
評
価
は
、
作
品
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
っ
た
。
コ
メ
ン
ト
は
作
品
の
線
質
・
結
構
・
全
体

感
な
ど
、
良
い
部
分
を
簡
潔
に
述
べ
る
形
式
で
、
作
品
に
直

接
書
き
込
む
形
を
と
っ
た
。
ま
た
、
同
校
の
書
道
の
授
業
で

は
、
年
間
指
導
計
画
に
概
要
を
示
し
た
進
級
制
度
を
設
け
て

お
り
、
級
位
に
よ
る
評
価
を
併
記
し
た
。

　
本
実
践
に
お
け
る
評
価
は
、
今
後
の
能
動
的
な
臨
書
を
促

す
た
め
の
評
価
で
あ
る
。完
成
し
た
作
品
に
つ
い
て
、指
導
者

か
ら
見
た
技
術
的
な
良
否
に
よ
る
評
価
は
し
て
い
な
い
。
臨

書
に
対
し
て
、
各
自
が
古
典
の
美
に
対
し
て
能
動
的
に
向
き

合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
観
点
で
評
価
を
行
っ
た
（
図

⑦
、
図
⑧
、
図
⑨
）。

図
⑦
　
コ
メ
ン
ト
…
「
欧
法
よ
り
優
な
れ
ど
堂
々

と
し
た
る
作
」

　
当
然
な
が
ら
、
本
実
践
だ
け
で
古
典
の
技
法
を
自
発
的
に

学
ぶ
意
識
が
高
ま
り
、
臨
書
が
急
に
能
動
的
に
変
化
す
る
と

図
⑧
　
コ
メ
ン
ト
…
「
褚
法
の
大
ら
か
さ
を
見
て

取
っ
た
」

図
⑨
　
取
り
組
み
状
況
が
よ
い
生
徒
の
作
品
は
教
室
に
掲
示
し
て
い
る
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は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
授
業
中
に
生
徒
の
能
動
的
姿
勢
を
促
す
場
面
を
常
に
設
け
、
古
典
に
自
ら
の
意
思
を
持
っ
て
直
接

触
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
書
活
動
は
能
動
的
な
も
の
と
な
り
、
書
の
美
に
対
す
る
感
性
を

生
徒
が
持
ち
始
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
で
、
臨
書
は
創
作
の
基
礎
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
臨
書
自
体
が
能
動
的
活
動
に
な
れ

ば
、
臨
書
は
高
次
な
芸
術
的
活
動
と
な
り
得
る
。
臨
書
観
や
臨
書
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、

学
校
で
実
践
す
る
際
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
臨
書
の
核
心
と
な
る
部
分
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に

は
指
導
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
臨
書
さ
れ
た
範
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
生
徒
が
無
批
判
に

受
け
入
れ
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
者
の
解
釈
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
範
書
を
提
示
す
る
際
に

は
、
習
得
段
階
を
考
慮
し
つ
つ
、
生
徒
が
能
動
的
に
古
典
に
向
か
う
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
施
す
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
第
三
章
　作
品
制
作
の
実
践

　
◯
授
業
実
践
③
「
自
分
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
五
年
四
月
二
二
日
・
五
月
一
三
日
・
五
月
二
〇
日

　
○
授
業
対
象
　
雲
雀
丘
学
園
高
等
学
校
三
年
生
Ｃ
組
（
書
道
選
択
者
一
二
名
）

 

年
間
指
導
計
画
の
概
要

　
○
授
業
対
象
　
雲
雀
丘
学
園
高
等
学
校
三
年
生
　
私
立
文
系
コ
ー
ス
（
Ｃ
組
・
書
道
選
択
者
）

　
○
教
科
・
科
目
　
芸
術
科
・
書
道
Ⅱ

　
○
年
間
の
指
導
目
標

一
、
書
を
表
現
の
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
せ
、
自
己
表
現
へ
と
つ
な
げ
さ
せ
る
。

二
、
臨
書
学
習
に
よ
っ
て
、
自
身
の
筆
法
を
確
立
さ
せ
る
。
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三
、
書
作
品
を
鑑
賞
し
、
自
分
の
価
値
観
を
把
握
さ
せ
る
。

　
○
指
導
計
画

※
同
校
の
高
校
三
年
生
は
模
擬
試
験
な
ど
の
関
係
で
、
書
道
の
授
業
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
施
時
間
数
が

他
の
学
年
よ
り
も
少
な
い
。

※
な
お
、
同
校
の
高
校
三
年
時
に
は
三
学
期
に
授
業
を
実
施
し
な
い
。

　
一
学
期
（
全
七
回
、
計
一
四
時
間
）

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
時
間
）

二
、
制
作
「
自
分
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ
う
」（
五
時
間
）
―
本
実
践
―

三
、
臨
書
「
自
分
で
選
ん
だ
古
典
を
臨
書
し
よ
う
」（
四
時
間
）

四
、
制
作
「
色
紙
に
表
現
し
て
み
よ
う
」（
二
時
間
）

五
、
臨
書
「
自
分
で
選
ん
だ
古
典
を
臨
書
し
よ
う
」（
二
時
間
）

　
二
学
期
（
全
八
回
、
計
一
六
時
間
）

一
、「
仮
名
の
基
本
『
変
体
仮
名
』」（
二
時
間
）

二
、
臨
書
「
仮
名
の
臨
書
（
高
野
切
第
三
種
）」（
二
時
間
）

三
、「
万
年
筆
で
名
文
を
書
い
て
み
よ
う
」（
二
時
間
）

四
、
制
作
「
表
札
を
作
る
」（
六
時
間
）

五
、
制
作
「
近
現
代
の
作
家
を
参
考
に
作
品
制
作
し
よ
う
」（
四
時
間
）

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
本
実
践
は
、
高
校
三
年
生
「
書
道
Ⅱ
」
の
導
入
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
校
で
は
、
私
立
文
系
コ
ー
ス
を
選
択

し
た
生
徒
を
対
象
に
、
選
択
科
目
と
し
て
週
二
時
間
、
書
道
Ⅱ
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
実
践
の
対
象
者
は
、
筆
者
が
高
校
一
年
時
か
ら
現
代
文
を
担
当
し
た
経
緯
が
あ
る
。
現
代
文
の
授
業
で
は
、
言
語
に
関

わ
る
評
論
を
複
数
扱
っ
た
。
そ
の
授
業
に
お
い
て
指
導
目
標
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
言
葉
は
話
し
手
の
持
つ
言
語
体
系
の
文
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脈
の
な
か
で
の
み
機
能
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
言
葉
の
持
つ
曖
昧
さ
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
言
語
に
関
わ
る
評
論
に
つ
い
て
は
、
本
授
業
の
対
象
者
の
理
解
度
は
高
く
な
い
。
そ
れ
は
言
語
に
か
か
わ
る
評
論
の
抽
象

度
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
学
校
内
に
お
け
る
定
期
試
験
や
、
外
部
の
模
擬
試
験
な
ど
の
結
果

か
ら
も
判
断
で
き
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
表
現
し
た
い
言
葉
を
書
に
よ
っ
て
表
現
し
、
制
作
の
過
程
で
言
葉
の
意
味
内
容
を

深
く
再
考
さ
せ
る
活
動
を
取
り
入
れ
よ
う
と
試
み
た
。
書
表
現
を
用
い
て
言
葉
の
内
容
を
精
確
に
し
よ
う
と
す
る
過
程
で
言

葉
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
り
、
同
時
に
書
の
表
現
や
制
作
方
法
も
深
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
実
践
対
象
の
生
徒
は
、
書
道
に
対
す
る
意
欲
が
高
い
と
は
い

え
ず
、
書
道
な
ら
ば
で
き
る
、
と
い
っ
た
程
度
の
意
思
で
書
道
を
選
択
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
受

動
的
活
動
に
な
り
や
す
い
臨
書
を
繰
り
返
す
よ
り
も
、
自
身
で
言
葉
を
選
択
し
、
表
現
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
方
が
、
書

表
現
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
た
。

　
本
実
践
は
、
国
語
科
の
授
業
内
容
と
関
連
を
持
た
せ
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
数
の
中
で
、
書
の
実
践

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
語
科
で
学
習
し
た
言
語
表
現
へ
の
意
識
を
、
書
表
現
に
お
け
る
言
語
へ
の
意
識
と
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
に
が
有
効
だ
と
考
え
た
。
本
実
践
の
課
題
は
、
自
分
の
表
現
し
た
い
言
葉
を
再
考
す
る
過
程
に
起
こ
る
言
葉
の
内

容
と
書
の
表
現
や
技
法
と
の
葛
藤
に
よ
っ
て
、
自
己
表
現
へ
の
意
識
を
高
め
、
言
葉
を
美
し
く
表
現
す
る
と
い
う
、
情
操
教

育
の
側
面
に
つ
い
て
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二
　実
践
の
過
程

　
授
業
実
践
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
授
業
の
導
入
で
、
生
徒
に
は
以
下
の
点
を
説
明
し
た
。

（
．
こ
の
単
元
で
は
三
回
（
一
回
二
時
間
）
計
画
で
作
品
制
作
す
る

（
．
今
回
の
作
品
制
作
に
は
手
本
を
与
え
な
い

（
．
選
文
は
各
自
で
す
る
こ
と
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
教
室
に
備
え
て
い
る
図
書
を
利
用
可
）

（
．
紙
の
大
き
さ
や
筆
の
大
き
さ
は
指
示
さ
れ
た
中
か
ら
選
択
す
る
（
半
紙
・
半
切
・
全
紙
及
び
全
紙
を
適
宜
裁
断
し
た
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三
、
書
作
品
を
鑑
賞
し
、
自
分
の
価
値
観
を
把
握
さ
せ
る
。

　
○
指
導
計
画

※
同
校
の
高
校
三
年
生
は
模
擬
試
験
な
ど
の
関
係
で
、
書
道
の
授
業
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
施
時
間
数
が

他
の
学
年
よ
り
も
少
な
い
。

※
な
お
、
同
校
の
高
校
三
年
時
に
は
三
学
期
に
授
業
を
実
施
し
な
い
。

　
一
学
期
（
全
七
回
、
計
一
四
時
間
）

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一
時
間
）

二
、
制
作
「
自
分
の
言
葉
で
作
品
を
制
作
し
よ
う
」（
五
時
間
）
―
本
実
践
―

三
、
臨
書
「
自
分
で
選
ん
だ
古
典
を
臨
書
し
よ
う
」（
四
時
間
）

四
、
制
作
「
色
紙
に
表
現
し
て
み
よ
う
」（
二
時
間
）

五
、
臨
書
「
自
分
で
選
ん
だ
古
典
を
臨
書
し
よ
う
」（
二
時
間
）

　
二
学
期
（
全
八
回
、
計
一
六
時
間
）

一
、「
仮
名
の
基
本
『
変
体
仮
名
』」（
二
時
間
）

二
、
臨
書
「
仮
名
の
臨
書
（
高
野
切
第
三
種
）」（
二
時
間
）

三
、「
万
年
筆
で
名
文
を
書
い
て
み
よ
う
」（
二
時
間
）

四
、
制
作
「
表
札
を
作
る
」（
六
時
間
）

五
、
制
作
「
近
現
代
の
作
家
を
参
考
に
作
品
制
作
し
よ
う
」（
四
時
間
）

　
　
　
　
　
一

　授
業
構
成
の
仮
説

　
本
実
践
は
、
高
校
三
年
生
「
書
道
Ⅱ
」
の
導
入
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
校
で
は
、
私
立
文
系
コ
ー
ス
を
選
択

し
た
生
徒
を
対
象
に
、
選
択
科
目
と
し
て
週
二
時
間
、
書
道
Ⅱ
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
実
践
の
対
象
者
は
、
筆
者
が
高
校
一
年
時
か
ら
現
代
文
を
担
当
し
た
経
緯
が
あ
る
。
現
代
文
の
授
業
で
は
、
言
語
に
関

わ
る
評
論
を
複
数
扱
っ
た
。
そ
の
授
業
に
お
い
て
指
導
目
標
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
言
葉
は
話
し
手
の
持
つ
言
語
体
系
の
文
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脈
の
な
か
で
の
み
機
能
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
言
葉
の
持
つ
曖
昧
さ
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
言
語
に
関
わ
る
評
論
に
つ
い
て
は
、
本
授
業
の
対
象
者
の
理
解
度
は
高
く
な
い
。
そ
れ
は
言
語
に
か
か
わ
る
評
論
の
抽
象

度
が
高
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
学
校
内
に
お
け
る
定
期
試
験
や
、
外
部
の
模
擬
試
験
な
ど
の
結
果

か
ら
も
判
断
で
き
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
表
現
し
た
い
言
葉
を
書
に
よ
っ
て
表
現
し
、
制
作
の
過
程
で
言
葉
の
意
味
内
容
を

深
く
再
考
さ
せ
る
活
動
を
取
り
入
れ
よ
う
と
試
み
た
。
書
表
現
を
用
い
て
言
葉
の
内
容
を
精
確
に
し
よ
う
と
す
る
過
程
で
言

葉
に
対
す
る
理
解
は
深
ま
り
、
同
時
に
書
の
表
現
や
制
作
方
法
も
深
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
実
践
対
象
の
生
徒
は
、
書
道
に
対
す
る
意
欲
が
高
い
と
は
い

え
ず
、
書
道
な
ら
ば
で
き
る
、
と
い
っ
た
程
度
の
意
思
で
書
道
を
選
択
し
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
受

動
的
活
動
に
な
り
や
す
い
臨
書
を
繰
り
返
す
よ
り
も
、
自
身
で
言
葉
を
選
択
し
、
表
現
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
方
が
、
書

表
現
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
た
。

　
本
実
践
は
、
国
語
科
の
授
業
内
容
と
関
連
を
持
た
せ
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
数
の
中
で
、
書
の
実
践

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
語
科
で
学
習
し
た
言
語
表
現
へ
の
意
識
を
、
書
表
現
に
お
け
る
言
語
へ
の
意
識
と
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
に
が
有
効
だ
と
考
え
た
。
本
実
践
の
課
題
は
、
自
分
の
表
現
し
た
い
言
葉
を
再
考
す
る
過
程
に
起
こ
る
言
葉
の
内

容
と
書
の
表
現
や
技
法
と
の
葛
藤
に
よ
っ
て
、
自
己
表
現
へ
の
意
識
を
高
め
、
言
葉
を
美
し
く
表
現
す
る
と
い
う
、
情
操
教

育
の
側
面
に
つ
い
て
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二

　実
践
の
過
程

　
授
業
実
践
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
授
業
の
導
入
で
、
生
徒
に
は
以
下
の
点
を
説
明
し
た
。

（
．
こ
の
単
元
で
は
三
回
（
一
回
二
時
間
）
計
画
で
作
品
制
作
す
る

（
．
今
回
の
作
品
制
作
に
は
手
本
を
与
え
な
い

（
．
選
文
は
各
自
で
す
る
こ
と
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
教
室
に
備
え
て
い
る
図
書
を
利
用
可
）

（
．
紙
の
大
き
さ
や
筆
の
大
き
さ
は
指
示
さ
れ
た
中
か
ら
選
択
す
る
（
半
紙
・
半
切
・
全
紙
及
び
全
紙
を
適
宜
裁
断
し
た
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5
．
作
品
は
文
化
祭
で
展
示
し
、
友
人
や
保
護
者
に
も
公
開
す
る

　
本
実
践
対
象
の
生
徒
は
、
創
作
作
品
の
制
作
経
験
が
な
い
。
用
具
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
書
道
室
に
備
え
て
い
る
筆
（
特

大
筆
・
長
鋒
筆
な
ど
）
は
ど
れ
で
も
使
用
し
て
よ
い
こ
と
に
し
た
。
次
に
、
紙
と
墨
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
注
意
を
極
力
文

字
の
造
形
を
思
考
さ
せ
る
こ
と
に
向
か
わ
せ
る
た
め
多
様
化
を
避
け
、
全
員
同
質
の
紙
を
用
い
、
墨
は
墨
液
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
た
。
紙
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
選
ぶ
言
葉
の
量
に
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
半
紙
・
八
つ
切
り
・
半
切
・
全
紙
を
用

意
し
た
。
全
体
と
し
て
、
用
具
用
材
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
第
一
回
の
授
業
は
、
選
文
及
び
制
作
の
草
稿
を
考
え
る
時
間
に
充
て
た
。
選
文
に
つ
い
て
は
、
良
い
と
思
っ
た
言
葉
を
、

複
数
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
（
図
⑩
）、
そ
の
中
か
ら
最
も
表
現
し
た
い
も
の
を
選
ば
せ
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
好
き
な

曲
の
歌
詞
や
、
名
言
集
な
ど
の
中
か
ら
い
く
つ
も
の
言
葉
を
選
び
出
し
、
吟
味
し
て
い
る
者
も
あ
る
一
方
、
時
間
内
に
ま
っ

た
く
思
い
つ
か
な
い
者
も
い
た
。
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
書
く
言
葉
の
候
補
を
数
多
く
挙
げ
た
生
徒
が
、
言
葉
を
思
い
つ

か
な
い
生
徒
に
対
し
て
、「
好
き
な
言
葉
な
ん
て
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
、
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
、
生
徒
が
言
葉
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
た
。

　
選
文
を
終
え
た
生
徒
に
は
、
そ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
ん
な
時
に
言
葉
に
対
し
て
実
感
を
得
た
の
か
を
記
録
さ
せ

た
。
図
⑩
の
生
徒
は
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
一
枚
に
言
葉
を
書
き
き
れ
ず
、い
く
つ
も
言
葉
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た
が
、実
感
を
い

つ
得
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、
良
い
と
感
じ
る
言
葉
が
歌
の
歌
詞
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
台
詞
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
目
に
と
ま
り
、
日
常
的
で
あ
る
た
め
、
取
り
立
て
て
強
い
実
感
が
あ
る
と
い
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
数
は
少
な
く
と
も
、
思
い
入
れ
の
あ
る
言
葉
を
持
つ
生
徒
は
、
言
葉
を
実
感

し
た
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
た
。
選
文
に
時
間
を
要
し
た
生
徒
は
、
自
分
が
選
ん
だ
言
葉
に
対
す
る
他
者
の
評
価
に
意

識
が
向
き
、
言
葉
を
決
定
で
き
ず
に
い
た
。
好
き
な
曲
の
歌
詞
な
ど
、
他
の
生
徒
が
選
ん
で
い
る
方
法
を
提
示
す
る
と
、
い

く
つ
か
の
言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

図
⑩
　
選
文
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
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つ
ま
り
、
選
ん
だ
言
葉
や
そ
れ
を
書
表
現
し
た
作
品
が
他
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
ば
れ

る
言
葉
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
言
葉
へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
実
感
の
度
合
い
は
個
々
の
生
徒
で
異
な
る

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
入
れ
の
あ
る
言
葉
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
選
文
の
次
に
、
以
下
の
よ
う
に
制
作
上
の
ル
ー
ル
を
示
し
た
。

（
．
今
回
の
制
作
は
、
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
を
深
く
考
察
し
て
、
文
字
の
姿
で
表
現
す
る
た
め
、
徹
底
し
て
制
作
に
打
ち

込
め
る
よ
う
に
、
実
感
を
伴
う
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
。

（
．
選
ん
だ
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
文
字
の
姿
・
線
質
・
紙
の
大
き
さ
・
筆
の
種
類
な

ど
を
変
更
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
過
程
を
他
者
が
後
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ

と
。

（
．
制
作
に
熱
中
し
す
ぎ
る
と
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
い
が
し
ろ
に
し
や
す
く
な
る
。
本
授
業
で
は
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、
た
び
た
び
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
を
考
察
し
な
お
し
、
毎
回
気
づ
い
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ
と
。

　
生
徒
に
は
、
言
葉
に
対
す
る
実
感
を
、
文
字
の
姿
を
通
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
書
の
古
典
に
お
い
て
、
そ
の

文
章
の
内
容
と
造
形
に
相
関
性
が
あ
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
書
の
授
業
を
担
当
す
る
者
に
と
っ
て
、
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
授
業
の
構
成
に
最
も
腐
心
す
る
単
元
に
、
古
典
臨
書
の
学
習
を
い
か
に
創
作
の
授
業
に
接
続
さ
せ
る
か
と
い
う
も
の

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
造
形
と
し
て
古
典
の
技
法
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
選
ん
だ
言
葉
を
、
書
と
い
う
自
己
表
現
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
古
典

へ
の
関
心
が
ま
だ
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
生
徒
に
は
、
従
来
の
古
典
臨
書
の
延
長
線
上
に
創
作
の
授
業
を
設
定
す
る

よ
り
も
、
自
ら
が
選
ん
だ
実
感
を
伴
う
言
葉
を
題
材
に
、
自
己
表
現
す
る
と
い
う
方
法
で
創
作
に
向
か
わ
せ
る
ほ
う
が
動
機

が
明
確
で
あ
る
分
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
自
発
的
に
創
作
活
動
を
行
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
第
二
回
（
三
時
間
目
）
で
は
、
ま
ず
、
自
分
で
選
ん
だ
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
選
ん
だ
言
葉
と
は
別
の
言
葉
を
用
い
て
表

現
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
（
図
⑪
、
図
⑫
）。
言
葉
の
指
し
示
す
意
味
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
現
代
文
の
授
業
で
は
、
言
葉
そ
の
も
の
が
文
脈
の
中
で
の
み
機
能
す
る
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
と
指
導
し

た
。
言
葉
を
直
接
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
、
文
字
を
用
い
た
造
形
表
現
を
試
み
る
と
、
自
分
の
中
で
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を

図
⑪
　「限
界
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ

生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

図
⑫
　
図
⑪
の
一
部
拡
大
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に
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の
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徒
は
、
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作
作
品
の
制
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経
験
が
な
い
。
用
具
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
書
道
室
に
備
え
て
い
る
筆
（
特

大
筆
・
長
鋒
筆
な
ど
）
は
ど
れ
で
も
使
用
し
て
よ
い
こ
と
に
し
た
。
次
に
、
紙
と
墨
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
注
意
を
極
力
文

字
の
造
形
を
思
考
さ
せ
る
こ
と
に
向
か
わ
せ
る
た
め
多
様
化
を
避
け
、
全
員
同
質
の
紙
を
用
い
、
墨
は
墨
液
を
使
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す
る
こ

と
に
し
た
。
紙
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
選
ぶ
言
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の
量
に
個
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差
が
あ
る
た
め
、
半
紙
・
八
つ
切
り
・
半
切
・
全
紙
を
用

意
し
た
。
全
体
と
し
て
、
用
具
用
材
に
つ
い
て
は
、
生
徒
が
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
第
一
回
の
授
業
は
、
選
文
及
び
制
作
の
草
稿
を
考
え
る
時
間
に
充
て
た
。
選
文
に
つ
い
て
は
、
良
い
と
思
っ
た
言
葉
を
、

複
数
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
（
図
⑩
）、
そ
の
中
か
ら
最
も
表
現
し
た
い
も
の
を
選
ば
せ
た
。
生
徒
の
中
に
は
、
好
き
な

曲
の
歌
詞
や
、
名
言
集
な
ど
の
中
か
ら
い
く
つ
も
の
言
葉
を
選
び
出
し
、
吟
味
し
て
い
る
者
も
あ
る
一
方
、
時
間
内
に
ま
っ

た
く
思
い
つ
か
な
い
者
も
い
た
。
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
書
く
言
葉
の
候
補
を
数
多
く
挙
げ
た
生
徒
が
、
言
葉
を
思
い
つ

か
な
い
生
徒
に
対
し
て
、「
好
き
な
言
葉
な
ん
て
い
く
ら
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
、
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
、
生
徒
が
言
葉
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
た
。

　
選
文
を
終
え
た
生
徒
に
は
、
そ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
ん
な
時
に
言
葉
に
対
し
て
実
感
を
得
た
の
か
を
記
録
さ
せ

た
。
図
⑩
の
生
徒
は
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
一
枚
に
言
葉
を
書
き
き
れ
ず
、い
く
つ
も
言
葉
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た
が
、実
感
を
い

つ
得
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、
良
い
と
感
じ
る
言
葉
が
歌
の
歌
詞
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
台
詞
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
目
に
と
ま
り
、
日
常
的
で
あ
る
た
め
、
取
り
立
て
て
強
い
実
感
が
あ
る
と
い
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
数
は
少
な
く
と
も
、
思
い
入
れ
の
あ
る
言
葉
を
持
つ
生
徒
は
、
言
葉
を
実
感

し
た
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
た
。
選
文
に
時
間
を
要
し
た
生
徒
は
、
自
分
が
選
ん
だ
言
葉
に
対
す
る
他
者
の
評
価
に
意

識
が
向
き
、
言
葉
を
決
定
で
き
ず
に
い
た
。
好
き
な
曲
の
歌
詞
な
ど
、
他
の
生
徒
が
選
ん
で
い
る
方
法
を
提
示
す
る
と
、
い

く
つ
か
の
言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
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つ
ま
り
、
選
ん
だ
言
葉
や
そ
れ
を
書
表
現
し
た
作
品
が
他
者
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
ば
れ

る
言
葉
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
言
葉
へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
実
感
の
度
合
い
は
個
々
の
生
徒
で
異
な
る

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
入
れ
の
あ
る
言
葉
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
選
文
の
次
に
、
以
下
の
よ
う
に
制
作
上
の
ル
ー
ル
を
示
し
た
。

（
．
今
回
の
制
作
は
、
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
を
深
く
考
察
し
て
、
文
字
の
姿
で
表
現
す
る
た
め
、
徹
底
し
て
制
作
に
打
ち

込
め
る
よ
う
に
、
実
感
を
伴
う
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
。

（
．
選
ん
だ
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
文
字
の
姿
・
線
質
・
紙
の
大
き
さ
・
筆
の
種
類
な

ど
を
変
更
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
過
程
を
他
者
が
後
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
、
す
べ
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ

と
。

（
．
制
作
に
熱
中
し
す
ぎ
る
と
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
い
が
し
ろ
に
し
や
す
く
な
る
。
本
授
業
で
は
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、
た
び
た
び
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
を
考
察
し
な
お
し
、
毎
回
気
づ
い
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
録
す
る
こ
と
。

　
生
徒
に
は
、
言
葉
に
対
す
る
実
感
を
、
文
字
の
姿
を
通
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
書
の
古
典
に
お
い
て
、
そ
の

文
章
の
内
容
と
造
形
に
相
関
性
が
あ
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
書
の
授
業
を
担
当
す
る
者
に
と
っ
て
、
注
意
が
必
要
で

あ
り
、
授
業
の
構
成
に
最
も
腐
心
す
る
単
元
に
、
古
典
臨
書
の
学
習
を
い
か
に
創
作
の
授
業
に
接
続
さ
せ
る
か
と
い
う
も
の

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
造
形
と
し
て
古
典
の
技
法
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

の
選
ん
だ
言
葉
を
、
書
と
い
う
自
己
表
現
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
。
古
典

へ
の
関
心
が
ま
だ
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
思
わ
れ
る
生
徒
に
は
、
従
来
の
古
典
臨
書
の
延
長
線
上
に
創
作
の
授
業
を
設
定
す
る

よ
り
も
、
自
ら
が
選
ん
だ
実
感
を
伴
う
言
葉
を
題
材
に
、
自
己
表
現
す
る
と
い
う
方
法
で
創
作
に
向
か
わ
せ
る
ほ
う
が
動
機

が
明
確
で
あ
る
分
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
自
発
的
に
創
作
活
動
を
行
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
第
二
回
（
三
時
間
目
）
で
は
、
ま
ず
、
自
分
で
選
ん
だ
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
選
ん
だ
言
葉
と
は
別
の
言
葉
を
用
い
て
表

現
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
（
図
⑪
、
図
⑫
）。
言
葉
の
指
し
示
す
意
味
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
現
代
文
の
授
業
で
は
、
言
葉
そ
の
も
の
が
文
脈
の
中
で
の
み
機
能
す
る
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
と
指
導
し

た
。
言
葉
を
直
接
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
、
文
字
を
用
い
た
造
形
表
現
を
試
み
る
と
、
自
分
の
中
で
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を

図
⑪
　「限
界
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ

生
徒
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

図
⑫
　
図
⑪
の
一
部
拡
大



242

振
り
返
る
作
業
が
完
結
し
難
い
も
の
と
な
り
や
す
い
。
こ
の
活
動
は
、
選
ん
だ
言
葉
を
一
旦
別
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
言
葉
が
持
つ
別
の
意
味
を
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
で
行
っ
た
。
図
⑪
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
動
で
は
、
自

分
で
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
理
解
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
言
葉
か
ら
派
生
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
書
こ
う
と
す
る
言
葉
の
文
字
造
形
と
一
致
す
る
か
を
振
り
返
ら
せ
、
気
づ
い

た
こ
と
を
記
録
さ
せ
た
。
こ
の
段
階
か
ら
、生
徒
は
選
ん
だ
言
葉
の
意
味
の
広
が
り
を
意
識
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
限

界
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
生
徒
は
、
別
の
言
葉
と
し
て
「
汗
」
や
「
強
い
感
じ
」、「
努
力
」「
輝
い
て
る
感
じ
」
な
ど
を
記

録
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
度
書
い
た
も
の
に
、
さ
ら
に
矢
印
や
二
重
線
な
ど
を
用
い
て
、
連
鎖
す
る
言
葉
の
関
係
を
示
す
よ

う
指
示
し
た
（
図
⑫
）。

　
さ
ら
に
、
生
徒
が
図
⑪
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
別
の
言
葉
で
表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
造
形
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
、
円
で
散
在
さ
せ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
⑬
、
図
⑭
）
を
配
布
し
、
線
質
・
紙
の
大
き
さ
・
墨
量
・
字
形
・
筆
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
同
様
に
、
生
徒
が
自
ら
選
ん
だ
言
葉
を
表
現
し
て
い
く
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
表
現
や
技

法
、
用
具
な
ど
を
選
択
し
て
い
く
の
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
考
察
さ
せ
、
別
な
言
葉
に
置
き
換
え
な
が
ら
理
解
を

深
め
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
書
の
持
つ
身
体
を
用
い
た
表
現
活
動
の
側
面
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
大
き
な
紙
を
選

ぶ
よ
う
に
促
し
た
。
生
徒
は
一
旦
制
作
を
始
め
る
と
、
書
く
こ
と
に
没
頭
し
、
考
察
し
た
内
容
か
ら
離
れ
て
い
く
と
予
測
さ

れ
た
た
め
に
、
制
作
に
没
頭
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
を
疎
か
に
し
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
た
。

　
第
二
回
の
授
業
の
後
半
か
ら
実
際
に
筆
を
執
っ
て
創
作
作
品
の
制
作
を
開
始
し
た
。
筆
を
執
っ
て
制
作
を
進
め
る
中
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
実

際
に
筆
を
執
っ
て
制
作
を
始
め
る
以
前
の
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
制
作
を
進
め
る
過
程
で
変
化
し
、
異
な
っ
た
発
想

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
回
の
授
業
は
二
時
間
と
も
制
作
の
時
間
に
充
て
た
。
比
較
的
長
い
時
間
の
制
作
過
程
で
、
第
二
回
の
授
業
で
は
停
滞

な
く
書
き
進
め
て
い
た
生
徒
の
手
が
止
ま
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る

が
、イ
メ
ー
ジ
に
文
字
の
姿
が
近
づ
か
な
い
、と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
脳
裏
に
は
漠
然
と
で
あ
る
が
、表
現
し
た
い
イ
メ
ー

図
⑬

図
⑭
　
図
⑬
の
一
部
拡
大
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ジ
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
表
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
創
作
の
授
業
に
あ
っ
て
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
表
現
方
法
の
選

択
肢
が
少
な
い
生
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
（
図
⑮
）。

　
古
典
臨
書
の
学
習
に
お
い
て
、
反
復
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
造
形
に
つ
い
て
理
解
し
、
技
法
な
ど
を
獲
得
す
る

こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
創
作
の
授
業
で
あ
る
本
実
践
で
は
、
半
強
制
的
に
、
自
ら
が
選
択
し
た
言
葉
を
表
現
す
る

技
法
を
探
し
、
よ
り
良
い
表
現
を
求
め
て
、
技
法
や
構
成
な
ど
の
試
行
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
与
え

ら
れ
、
教
わ
る
の
で
は
な
く
、
技
法
等
を
自
ら
が
探
し
、
試
行
す
る
と
い
う
行
動
が
要
求
さ
れ
る
。
自
ら
技
法
等
を
探
し
求

め
、
試
行
を
繰
り
返
す
と
い
う
行
動
を
起
こ
す
に
は
何
か
し
ら
の
強
い
動
機
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
が
選
択
し

た
言
葉
に
そ
れ
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
で
は
、
自
分
で
選
ん
だ
言
葉
を
動
機
と
し
て
制
作
に
向
か
わ
せ
、
題
材
と
し
た
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
書
の
造
形
を

葛
藤
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
内
容
理
解
と
書
表
現
と
の
双
方
の
充
実
を
図
っ
た
。
生
徒
は
予
測
し
た
以
上
に
制
作

に
集
中
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
か
ら
す
る
と
、言
葉
の
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
は
あ
る
一
定
の
達
成
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
選
ん
だ
言
葉
を
他
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
自
身
の
選
ん
だ
言

葉
の
造
形
的
表
現
に
、
他
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
表
現
活
動
と
し
て
深
み
を
増
す
こ
と

を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
言
葉
の
内
容
を
注
意
深
く
考
察
さ
せ
た
点
で
、
現
代
文
の
授
業
内
容
と
の
重
な
り

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
生
徒
に
強
く
実
感
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
原
因
の
一
つ
は
、
生
徒
が
予
想
以

上
に
制
作
に
没
頭
し
た
た
め
に
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
こ
と
よ
り
も
、
書
の
造
形
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
比
重
が

置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後
の
改
善
点
と
し
た
い
。
本
実
践
は
現
代
文
の
授
業
と
の
連
携
が
重
要

と
な
る
た
め
、
教
科
間
に
お
け
る
意
思
疎
通
も
必
要
で
あ
る
。

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
を
中
心
に
行
っ
た
。
留
意
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
．
言
葉
の
選
定
に
つ
い
て
　
→
自
身
の
思
い
入
れ
が
強
い
言
葉
を
選
定
で
き
た
か

Ａ
　
自
身
の
記
憶
の
中
か
ら
複
数
を
挙
げ
、
そ
の
中
か
ら
根
拠
を
示
し
て
選
定
し
た
。

図
⑮
　
左
…
最
終
的
に
仕
上
げ
た
作
品
、
右
…
途

中
段
階
で
の
作
品
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振
り
返
る
作
業
が
完
結
し
難
い
も
の
と
な
り
や
す
い
。
こ
の
活
動
は
、
選
ん
だ
言
葉
を
一
旦
別
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
言
葉
が
持
つ
別
の
意
味
を
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
で
行
っ
た
。
図
⑪
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
活
動
で
は
、
自

分
で
選
ん
だ
言
葉
の
内
容
理
解
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
言
葉
か
ら
派
生
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
書
こ
う
と
す
る
言
葉
の
文
字
造
形
と
一
致
す
る
か
を
振
り
返
ら
せ
、
気
づ
い

た
こ
と
を
記
録
さ
せ
た
。
こ
の
段
階
か
ら
、生
徒
は
選
ん
だ
言
葉
の
意
味
の
広
が
り
を
意
識
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
限

界
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
生
徒
は
、
別
の
言
葉
と
し
て
「
汗
」
や
「
強
い
感
じ
」、「
努
力
」「
輝
い
て
る
感
じ
」
な
ど
を
記

録
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
度
書
い
た
も
の
に
、
さ
ら
に
矢
印
や
二
重
線
な
ど
を
用
い
て
、
連
鎖
す
る
言
葉
の
関
係
を
示
す
よ

う
指
示
し
た
（
図
⑫
）。

　
さ
ら
に
、
生
徒
が
図
⑪
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
別
の
言
葉
で
表
現
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
造
形
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
、
円
で
散
在
さ
せ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
⑬
、
図
⑭
）
を
配
布
し
、
線
質
・
紙
の
大
き
さ
・
墨
量
・
字
形
・
筆
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
同
様
に
、
生
徒
が
自
ら
選
ん
だ
言
葉
を
表
現
し
て
い
く
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
表
現
や
技

法
、
用
具
な
ど
を
選
択
し
て
い
く
の
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
考
察
さ
せ
、
別
な
言
葉
に
置
き
換
え
な
が
ら
理
解
を

深
め
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
書
の
持
つ
身
体
を
用
い
た
表
現
活
動
の
側
面
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
大
き
な
紙
を
選

ぶ
よ
う
に
促
し
た
。
生
徒
は
一
旦
制
作
を
始
め
る
と
、
書
く
こ
と
に
没
頭
し
、
考
察
し
た
内
容
か
ら
離
れ
て
い
く
と
予
測
さ

れ
た
た
め
に
、
制
作
に
没
頭
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
を
疎
か
に
し
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
た
。

　
第
二
回
の
授
業
の
後
半
か
ら
実
際
に
筆
を
執
っ
て
創
作
作
品
の
制
作
を
開
始
し
た
。
筆
を
執
っ
て
制
作
を
進
め
る
中
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
た
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
様
子
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
実

際
に
筆
を
執
っ
て
制
作
を
始
め
る
以
前
の
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
制
作
を
進
め
る
過
程
で
変
化
し
、
異
な
っ
た
発
想

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
様
子
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
回
の
授
業
は
二
時
間
と
も
制
作
の
時
間
に
充
て
た
。
比
較
的
長
い
時
間
の
制
作
過
程
で
、
第
二
回
の
授
業
で
は
停
滞

な
く
書
き
進
め
て
い
た
生
徒
の
手
が
止
ま
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る

が
、イ
メ
ー
ジ
に
文
字
の
姿
が
近
づ
か
な
い
、と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
脳
裏
に
は
漠
然
と
で
あ
る
が
、表
現
し
た
い
イ
メ
ー

図
⑬

図
⑭
　
図
⑬
の
一
部
拡
大
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ジ
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
表
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
創
作
の
授
業
に
あ
っ
て
は
よ
く
み
ら
れ
る
。
表
現
方
法
の
選

択
肢
が
少
な
い
生
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
（
図
⑮
）。

　
古
典
臨
書
の
学
習
に
お
い
て
、
反
復
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
造
形
に
つ
い
て
理
解
し
、
技
法
な
ど
を
獲
得
す
る

こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
創
作
の
授
業
で
あ
る
本
実
践
で
は
、
半
強
制
的
に
、
自
ら
が
選
択
し
た
言
葉
を
表
現
す
る

技
法
を
探
し
、
よ
り
良
い
表
現
を
求
め
て
、
技
法
や
構
成
な
ど
の
試
行
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
与
え

ら
れ
、
教
わ
る
の
で
は
な
く
、
技
法
等
を
自
ら
が
探
し
、
試
行
す
る
と
い
う
行
動
が
要
求
さ
れ
る
。
自
ら
技
法
等
を
探
し
求

め
、
試
行
を
繰
り
返
す
と
い
う
行
動
を
起
こ
す
に
は
何
か
し
ら
の
強
い
動
機
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
が
選
択
し

た
言
葉
に
そ
れ
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
で
は
、
自
分
で
選
ん
だ
言
葉
を
動
機
と
し
て
制
作
に
向
か
わ
せ
、
題
材
と
し
た
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
書
の
造
形
を

葛
藤
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
内
容
理
解
と
書
表
現
と
の
双
方
の
充
実
を
図
っ
た
。
生
徒
は
予
測
し
た
以
上
に
制
作

に
集
中
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
か
ら
す
る
と
、言
葉
の
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
は
あ
る
一
定
の
達
成
が
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
選
ん
だ
言
葉
を
他
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
自
身
の
選
ん
だ
言

葉
の
造
形
的
表
現
に
、
他
者
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
表
現
活
動
と
し
て
深
み
を
増
す
こ
と

を
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
言
葉
の
内
容
を
注
意
深
く
考
察
さ
せ
た
点
で
、
現
代
文
の
授
業
内
容
と
の
重
な
り

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
生
徒
に
強
く
実
感
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
原
因
の
一
つ
は
、
生
徒
が
予
想
以

上
に
制
作
に
没
頭
し
た
た
め
に
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
こ
と
よ
り
も
、
書
の
造
形
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
比
重
が

置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
今
後
の
改
善
点
と
し
た
い
。
本
実
践
は
現
代
文
の
授
業
と
の
連
携
が
重
要

と
な
る
た
め
、
教
科
間
に
お
け
る
意
思
疎
通
も
必
要
で
あ
る
。

　
評
価
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
を
中
心
に
行
っ
た
。
留
意
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
．
言
葉
の
選
定
に
つ
い
て
　
→
自
身
の
思
い
入
れ
が
強
い
言
葉
を
選
定
で
き
た
か

Ａ
　
自
身
の
記
憶
の
中
か
ら
複
数
を
挙
げ
、
そ
の
中
か
ら
根
拠
を
示
し
て
選
定
し
た
。

図
⑮
　
左
…
最
終
的
に
仕
上
げ
た
作
品
、
右
…
途

中
段
階
で
の
作
品
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Ｂ
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
名
言
集
な
ど
か
ら
複
数
を
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
根
拠
を
示
し
て
選
定
し
た
。

Ｃ
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
名
言
集
な
ど
か
ら
、
自
分
の
趣
向
に
合
う
も
の
を
選
定
し
た
。

　
（
．
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
す
る
過
程
に
つ
い
て

Ａ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
以
外
の
言
葉
を
用
い
て
、
具
体
的
に
文
章
表
現
し
た
。

Ｂ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
以
外
の
言
葉
を
用
い
て
、
印
象
的
に
表
現
し
た
。

Ｃ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
と
似
た
よ
う
な
言
葉
で
言
い
換
え
ら
れ
た
。

　
（
．
イ
メ
ー
ジ
か
ら
具
体
な
表
現
へ
の
移
行
に
つ
い
て

Ａ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
線
・
字
形
・
章
法
に
転
化
で
き
た
。

Ｂ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
線
・
字
形
に
転
化
で
き
た
。

　
（
．
制
作
過
程
で
の
言
葉
と
造
形
の
関
係
に
つ
い
て

Ａ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
試
行
し
、
そ
こ
に
表
わ
れ
た
造
形
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
関
を
確
認
し
、
別
に
複

数
の
表
現
を
試
行
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
ら
れ
た
。

Ｂ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
試
行
し
、
そ
こ
に
表
わ
れ
た
造
形
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
関
を
確
認
し
、
別
の
表

現
を
試
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
継
続
的
に
実
行
し
よ
う
と
努
力
し
た
。

　
以
上
の
四
つ
の
観
点
を
も
と
に
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
高
評
価
を
得
た
生
徒
は
、
普
段
か
ら
柔
軟
な
思
考
力
を
持
ち
、

線
質
や
章
法
な
ど
を
細
か
く
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
四
　他
校
に
お
け
る
同
内
容
に
よ
る
実
践

　
本
実
践
を
も
と
に
し
て
、
広
島
学
院
で
も
同
様
の
授
業
を
実
施
し
た
。
授
業
の
意
図
は
共
通
し
て
い
る
が
、
時
間
数
や
教

室
設
備
の
関
係
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
教
具
、
用
具
用
材
に
つ
い
て
は
異
な
る
設
定
で
行
っ
た
。

　
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
◯
授
業
実
践
④
「
自
分
で
言
葉
を
選
ん
で
書
く
」

245 情操教育に主眼をおいた書教育の実践について

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
・
一
四
日
・
二
一
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
高
等
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
書
道
選
択
者
七
八
名
）

　
同
校
で
は
、
制
作
に
関
わ
る
環
境
が
、
雲
雀
丘
学
園
と
以
下
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
雲
雀
丘
学
園
で
実
施
し
た
授
業
で

は
、
人
数
が
一
二
名
、
場
所
は
、
一
教
室
全
面
を
制
作
場
所
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
っ
た
。
用
具
用
材
に
つ
い
て
も
、
紙
は

半
紙
か
ら
全
紙
ま
で
の
大
き
さ
か
ら
選
択
可
能
で
、
筆
も
同
様
に
大
小
色
々
な
も
の
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
時
間
数
に

つ
い
て
は
、
週
一
回
の
授
業
が
二
時
間
連
続
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
広
島
学
院
で
は
、
一
教
室
を
四
〇
名

前
後
で
使
用
す
る
た
め
、
教
室
の
広
さ
の
問
題
か
ら
半
紙
に
よ
る
制
作
に
限
定
さ
れ
、
筆
な
ど
も
各
自
が
普
段
用
い
て
い
る

も
の
を
使
用
し
た
。
授
業
時
間
は
週
一
回
、
一
時
間
の
実
施
で
あ
っ
た
。

　
実
際
に
広
島
学
院
で
授
業
を
進
め
て
み
る
と
、
用
具
用
材
に
よ
る
制
限
は
、
生
徒
の
活
動
に
は
さ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
影
響
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
教
室
が
狭
く
、
人
数
が
多
い
こ
と
、
雲
雀
丘
学
園

と
比
べ
て
一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
制
作
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
広
島
学
院
で
の
実
践
で
は
、
授
業
に
先
立
っ
て
、
題
材
と
な
る
言
葉
を
選
定
し
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
事
前
に
配
布

し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
以
下
の
内
容
を
示
し
た
。

　
高
校
　
書
道

　
　「
自
分
で
言
葉
を
選
ん
で
書
く
」

　
高
校
の
書
道
で
は
、「
芸
術
」
と
し
て
の
書
を
追
究
し
ま
す
。
芸
術
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
は
考
え
る
こ
と
が
尽

き
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
言
葉
、
自
分
の
思
い
が
表
現
さ
れ
た
言
葉
な
ど
を
、
筆
・
墨
・
画
仙

紙
と
い
う
用
具
用
材
を
用
い
て
表
現
し
た
文
字
を
媒
体
と
し
て
、
視
覚
的
に
美
し
く
表
現
す
る
と
い
う
方
向
で
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
新
し
い
視
点
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
ま
ず
、
書
く
と
い
う
表
現
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
仮
定
し
ま
す
。

①
文
字
と
い
う
意
思
伝
達
記
号
を
、
そ
の
文
字
も
し
く
は
文
字
群
（
言
葉
）
が
示
す
内
容
と
関
連
さ
せ
ず
、
美
し
い
記

号
と
し
て
造
形
的
に
表
現
す
る
。
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Ｂ
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
名
言
集
な
ど
か
ら
複
数
を
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
根
拠
を
示
し
て
選
定
し
た
。

Ｃ
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
名
言
集
な
ど
か
ら
、
自
分
の
趣
向
に
合
う
も
の
を
選
定
し
た
。

　
（
．
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
す
る
過
程
に
つ
い
て

Ａ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
以
外
の
言
葉
を
用
い
て
、
具
体
的
に
文
章
表
現
し
た
。

Ｂ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
以
外
の
言
葉
を
用
い
て
、
印
象
的
に
表
現
し
た
。

Ｃ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
そ
の
言
葉
と
似
た
よ
う
な
言
葉
で
言
い
換
え
ら
れ
た
。

　
（
．
イ
メ
ー
ジ
か
ら
具
体
な
表
現
へ
の
移
行
に
つ
い
て

Ａ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
線
・
字
形
・
章
法
に
転
化
で
き
た
。

Ｂ
　
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
、
具
体
的
な
線
・
字
形
に
転
化
で
き
た
。

　
（
．
制
作
過
程
で
の
言
葉
と
造
形
の
関
係
に
つ
い
て

Ａ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
試
行
し
、
そ
こ
に
表
わ
れ
た
造
形
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
関
を
確
認
し
、
別
に
複

数
の
表
現
を
試
行
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
ら
れ
た
。

Ｂ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
試
行
し
、
そ
こ
に
表
わ
れ
た
造
形
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
関
を
確
認
し
、
別
の
表

現
を
試
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
　
当
初
想
定
し
た
こ
と
を
継
続
的
に
実
行
し
よ
う
と
努
力
し
た
。

　
以
上
の
四
つ
の
観
点
を
も
と
に
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
高
評
価
を
得
た
生
徒
は
、
普
段
か
ら
柔
軟
な
思
考
力
を
持
ち
、

線
質
や
章
法
な
ど
を
細
か
く
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
四

　他
校
に
お
け
る
同
内
容
に
よ
る
実
践

　
本
実
践
を
も
と
に
し
て
、
広
島
学
院
で
も
同
様
の
授
業
を
実
施
し
た
。
授
業
の
意
図
は
共
通
し
て
い
る
が
、
時
間
数
や
教

室
設
備
の
関
係
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
教
具
、
用
具
用
材
に
つ
い
て
は
異
な
る
設
定
で
行
っ
た
。

　
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
◯
授
業
実
践
④
「
自
分
で
言
葉
を
選
ん
で
書
く
」

245 情操教育に主眼をおいた書教育の実践について

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
・
一
四
日
・
二
一
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
高
等
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
書
道
選
択
者
七
八
名
）

　
同
校
で
は
、
制
作
に
関
わ
る
環
境
が
、
雲
雀
丘
学
園
と
以
下
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
雲
雀
丘
学
園
で
実
施
し
た
授
業
で

は
、
人
数
が
一
二
名
、
場
所
は
、
一
教
室
全
面
を
制
作
場
所
と
し
て
使
用
可
能
で
あ
っ
た
。
用
具
用
材
に
つ
い
て
も
、
紙
は

半
紙
か
ら
全
紙
ま
で
の
大
き
さ
か
ら
選
択
可
能
で
、
筆
も
同
様
に
大
小
色
々
な
も
の
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
時
間
数
に

つ
い
て
は
、
週
一
回
の
授
業
が
二
時
間
連
続
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
広
島
学
院
で
は
、
一
教
室
を
四
〇
名

前
後
で
使
用
す
る
た
め
、
教
室
の
広
さ
の
問
題
か
ら
半
紙
に
よ
る
制
作
に
限
定
さ
れ
、
筆
な
ど
も
各
自
が
普
段
用
い
て
い
る

も
の
を
使
用
し
た
。
授
業
時
間
は
週
一
回
、
一
時
間
の
実
施
で
あ
っ
た
。

　
実
際
に
広
島
学
院
で
授
業
を
進
め
て
み
る
と
、
用
具
用
材
に
よ
る
制
限
は
、
生
徒
の
活
動
に
は
さ
ほ
ど
影
響
が
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
影
響
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
教
室
が
狭
く
、
人
数
が
多
い
こ
と
、
雲
雀
丘
学
園

と
比
べ
て
一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
制
作
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
広
島
学
院
で
の
実
践
で
は
、
授
業
に
先
立
っ
て
、
題
材
と
な
る
言
葉
を
選
定
し
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
事
前
に
配
布

し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
以
下
の
内
容
を
示
し
た
。

　
高
校
　
書
道

　
　「
自
分
で
言
葉
を
選
ん
で
書
く
」

　
高
校
の
書
道
で
は
、「
芸
術
」
と
し
て
の
書
を
追
究
し
ま
す
。
芸
術
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
は
考
え
る
こ
と
が
尽

き
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
言
葉
、
自
分
の
思
い
が
表
現
さ
れ
た
言
葉
な
ど
を
、
筆
・
墨
・
画
仙

紙
と
い
う
用
具
用
材
を
用
い
て
表
現
し
た
文
字
を
媒
体
と
し
て
、
視
覚
的
に
美
し
く
表
現
す
る
と
い
う
方
向
で
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
新
し
い
視
点
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
　
　
ま
ず
、
書
く
と
い
う
表
現
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
仮
定
し
ま
す
。

①
文
字
と
い
う
意
思
伝
達
記
号
を
、
そ
の
文
字
も
し
く
は
文
字
群
（
言
葉
）
が
示
す
内
容
と
関
連
さ
せ
ず
、
美
し
い
記

号
と
し
て
造
形
的
に
表
現
す
る
。
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②
言
葉
の
内
容
を
、
文
字
の
造
形
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
表
現
す
る
。

③
文
字
は
意
思
伝
達
記
号
な
の
で
、
記
号
と
し
て
伝
え
る
と
い
う
主
旨
で
記
す
。

　
※
造
形
…
…
文
字
や
線
の
姿
、
線
同
士
の
組
み
合
わ
せ
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
な
ど

　
こ
こ
で
は
、
③
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
、
①
と
②
の
考
え
方
を
採
用
し
ま
し
ょ
う
。
簡
単
に
言
い
換
え
る
と
、
①

は
書
か
れ
る
内
容
と
関
係
な
く
、
と
に
か
く
美
し
く
書
く
と
い
う
こ
と
、
②
は
、
例
え
ば
悲
し
い
な
ら
ば
、
そ
の
悲
し

い
こ
と
が
文
字
の
造
形
か
ら
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
書
く
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
い
ま
ま
で
学
校
で
勉
強
し
て
き
た
の
は
、
①
で
す
。
①
を
採
用
す
る
場
合
は
、
古
典
的
名
筆
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
美
し
い
造
形
を
追
究
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
く
だ
さ
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
そ
れ
に
類
す
る

表
現
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
存
在
し
ま
す
。
祝
儀
袋
の
表
書
き
は
崩
さ
ず
楷
書
で
は
っ
き
り
と
書
き
、
不
祝
儀
に

は
薄
墨
で
や
や
崩
し
て
書
く
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
み
な
さ
ん
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
メ
ー
ル
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
と
き
、
日
常
の
会
話
と
、
謝
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど
と
で
は
、
絵
文
字
や
顔
文
字
な
ど
の
使
い
方
も
異
な
る
で

し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
自
分
で
決
め
た
言
葉
を
、
①
か
②
の
方
向
で
書
表
現
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
手
順
を
次
に
示
し

ま
す
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
草
稿
（
原
稿
）
を
考
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

（
．
書
く
言
葉
を
決
め
て
書
き
取
る
。

（
．
ど
ん
な
雰
囲
気
に
し
た
い
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
で
表
現
す
る
。

（
．
そ
の
た
め
に
ど
う
い
っ
た
造
形
に
す
る
の
か
を
考
え
、
言
葉
で
表
現
す
る
。

○
レ
イ
ア
ウ
ト
（
半
紙
縦
置
き
・
横
置
き
・
縦
書
き
・
横
書
き
）

○
字
の
大
き
さ
、
形
、
線
質
な
ど

　
※
鉛
筆
で
大
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
下
書
き
し
て
お
く
。

（
．
（
と
整
合
性
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

5
．
次
回
の
授
業
で
実
際
に
表
現
し
て
み
る
。
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以
上
の
こ
と
を
、
裏
面
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
雲
雀
丘
学
園
の
実
践
内
容
と
広
島
学
院
の
実
践
内
容
と
で
異
な
る
の
は
、
現
代
文
の
授
業
と
の
連
携
を
生
徒
に
意
識
さ
せ

て
い
な
い
点
と
、
先
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
示
し
た
①
の
よ
う
に
、
選
定
し
た
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
表
現
を
必
ず
し
も
一
致
さ

せ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
雲
雀
丘
学
園
で
実
施
し
た
実
践
の
過
程
で
は
、
造
形
的
に
変
化
を
求
め
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。
制
作
意
図
か
ら
す
る
と
、

必
ず
し
も
造
形
を
変
化
し
た
も
の
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
も
み
ら
れ
た
。
一
部
の
生
徒
は
、
言
葉
の
内
容

に
関
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
丁
寧
な
書
風
を
採
用
し
な
が
ら
、
意
図
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
に
、
言
葉
の

イ
メ
ー
ジ
と
造
形
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
意
識
を
向
か
わ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
と
、制
作
意
欲
が
低
下
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
反
省
か
ら
、
広
島
学
院
で
は
、
表
現
方
法
を
限
定
せ
ず
、
実
践
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
中
学
校
ま
で
の
「
書
写
」
で
は
、
整
斉
な
書
風
で
書
か
れ
た
教
科
書
手
本
で
の
練
習
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
創
作
の
学
習

に
つ
い
て
は
未
経
験
で
あ
る
た
め
、
制
作
に
入
る
前
に
、
線
質
と
章
法
に
つ
い
て
、
効
果
的
に
変
化
さ
せ
る
方
法
を
説
明
し

実
習
し
た
（
図
⑯
〜
図
⑲
）。

　
事
前
に
線
と
章
法
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
、
多
く
の
場
合
、
変
化
に
富
む
作
風
に
向
か
う
傾
向
が
強
い
。
指
導
の
際
に
留

意
し
て
、
あ
く
ま
で
制
作
意
図
と
表
現
が
乖
離
し
な
い
よ
う
に
促
し
た
。

　
制
作
に
入
る
と
、
雲
雀
丘
学
園
の
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
、
制
作
に
没
頭
す
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
人
数
の
多
さ

に
よ
っ
て
指
導
が
行
き
届
か
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
が
疎
か
に
な
っ
た
ま
ま
、
制
作
を
進
め
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
録
は
、
な
る
べ
く
単
語
で
な
く
、
文
章
と
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
単
語
に
よ
る
記
録
は
、

断
片
的
な
考
察
に
な
り
や
す
い
た
め
、
文
章
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
じ
た
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え
さ
せ
よ
う
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
が
疎
か
に
な
っ
た
一
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
を
み
る
と
、
変
化
に
富
ん
だ
表
現
を
初
め
て
体
験
し
た
こ
と
に
よ
る
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
自
身
の
選
定
し
た
言
葉
と
表
現
と
の
関
係
を
考
察
し
、
造
形
な
ど
を
適
切
に
変
化
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
記
入
を
し
て
い
る
生
徒
も
み
ら
れ
た
（
図
⑳
、
図
㉑
）。

図
⑰
・
⑱
　
線
の
変
化
の
練
習

図
⑲
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つ
い
て
の
板
書
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②
言
葉
の
内
容
を
、
文
字
の
造
形
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
表
現
す
る
。

③
文
字
は
意
思
伝
達
記
号
な
の
で
、
記
号
と
し
て
伝
え
る
と
い
う
主
旨
で
記
す
。

　
※
造
形
…
…
文
字
や
線
の
姿
、
線
同
士
の
組
み
合
わ
せ
、
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
な
ど

　
こ
こ
で
は
、
③
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
、
①
と
②
の
考
え
方
を
採
用
し
ま
し
ょ
う
。
簡
単
に
言
い
換
え
る
と
、
①

は
書
か
れ
る
内
容
と
関
係
な
く
、
と
に
か
く
美
し
く
書
く
と
い
う
こ
と
、
②
は
、
例
え
ば
悲
し
い
な
ら
ば
、
そ
の
悲
し

い
こ
と
が
文
字
の
造
形
か
ら
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
書
く
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
い
ま
ま
で
学
校
で
勉
強
し
て
き
た
の
は
、
①
で
す
。
①
を
採
用
す
る
場
合
は
、
古
典
的
名
筆
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
美
し
い
造
形
を
追
究
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
く
だ
さ
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
そ
れ
に
類
す
る

表
現
が
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
存
在
し
ま
す
。
祝
儀
袋
の
表
書
き
は
崩
さ
ず
楷
書
で
は
っ
き
り
と
書
き
、
不
祝
儀
に

は
薄
墨
で
や
や
崩
し
て
書
く
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
み
な
さ
ん
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
メ
ー
ル
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
と
き
、
日
常
の
会
話
と
、
謝
っ
た
り
す
る
と
き
な
ど
と
で
は
、
絵
文
字
や
顔
文
字
な
ど
の
使
い
方
も
異
な
る
で

し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
自
分
で
決
め
た
言
葉
を
、
①
か
②
の
方
向
で
書
表
現
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
手
順
を
次
に
示
し

ま
す
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
草
稿
（
原
稿
）
を
考
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

（
．
書
く
言
葉
を
決
め
て
書
き
取
る
。

（
．
ど
ん
な
雰
囲
気
に
し
た
い
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
で
表
現
す
る
。

（
．
そ
の
た
め
に
ど
う
い
っ
た
造
形
に
す
る
の
か
を
考
え
、
言
葉
で
表
現
す
る
。

○
レ
イ
ア
ウ
ト
（
半
紙
縦
置
き
・
横
置
き
・
縦
書
き
・
横
書
き
）

○
字
の
大
き
さ
、
形
、
線
質
な
ど

　
※
鉛
筆
で
大
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
下
書
き
し
て
お
く
。

（
．
（
と
整
合
性
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

5
．
次
回
の
授
業
で
実
際
に
表
現
し
て
み
る
。
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以
上
の
こ
と
を
、
裏
面
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
雲
雀
丘
学
園
の
実
践
内
容
と
広
島
学
院
の
実
践
内
容
と
で
異
な
る
の
は
、
現
代
文
の
授
業
と
の
連
携
を
生
徒
に
意
識
さ
せ

て
い
な
い
点
と
、
先
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
示
し
た
①
の
よ
う
に
、
選
定
し
た
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
表
現
を
必
ず
し
も
一
致
さ

せ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
雲
雀
丘
学
園
で
実
施
し
た
実
践
の
過
程
で
は
、
造
形
的
に
変
化
を
求
め
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。
制
作
意
図
か
ら
す
る
と
、

必
ず
し
も
造
形
を
変
化
し
た
も
の
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
も
み
ら
れ
た
。
一
部
の
生
徒
は
、
言
葉
の
内
容

に
関
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
丁
寧
な
書
風
を
採
用
し
な
が
ら
、
意
図
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
に
、
言
葉
の

イ
メ
ー
ジ
と
造
形
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
意
識
を
向
か
わ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
と
、制
作
意
欲
が
低
下
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
反
省
か
ら
、
広
島
学
院
で
は
、
表
現
方
法
を
限
定
せ
ず
、
実
践
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
中
学
校
ま
で
の
「
書
写
」
で
は
、
整
斉
な
書
風
で
書
か
れ
た
教
科
書
手
本
で
の
練
習
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
創
作
の
学
習

に
つ
い
て
は
未
経
験
で
あ
る
た
め
、
制
作
に
入
る
前
に
、
線
質
と
章
法
に
つ
い
て
、
効
果
的
に
変
化
さ
せ
る
方
法
を
説
明
し

実
習
し
た
（
図
⑯
〜
図
⑲
）。

　
事
前
に
線
と
章
法
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
、
多
く
の
場
合
、
変
化
に
富
む
作
風
に
向
か
う
傾
向
が
強
い
。
指
導
の
際
に
留

意
し
て
、
あ
く
ま
で
制
作
意
図
と
表
現
が
乖
離
し
な
い
よ
う
に
促
し
た
。

　
制
作
に
入
る
と
、
雲
雀
丘
学
園
の
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
、
制
作
に
没
頭
す
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
人
数
の
多
さ

に
よ
っ
て
指
導
が
行
き
届
か
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
が
疎
か
に
な
っ
た
ま
ま
、
制
作
を
進
め
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
録
は
、
な
る
べ
く
単
語
で
な
く
、
文
章
と
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
促
し
た
。
単
語
に
よ
る
記
録
は
、

断
片
的
な
考
察
に
な
り
や
す
い
た
め
、
文
章
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
じ
た
こ
と
を
よ
り
深
く
考
え
さ
せ
よ
う
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記
入
が
疎
か
に
な
っ
た
一
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
を
み
る
と
、
変
化
に
富
ん
だ
表
現
を
初
め
て
体
験
し
た
こ
と
に
よ
る
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
自
身
の
選
定
し
た
言
葉
と
表
現
と
の
関
係
を
考
察
し
、
造
形
な
ど
を
適
切
に
変
化
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
記
入
を
し
て
い
る
生
徒
も
み
ら
れ
た
（
図
⑳
、
図
㉑
）。
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評
価
に
つ
い
て
は
、
授
業
の
初
め
に
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
内
容
を
中
心
に
行
う
こ
と
を
指
示
し
た
。
し
か

し
、
造
形
的
に
は
興
味
深
い
作
品
制
作
を
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
十
分
な
記
録
を

し
て
い
な
い
生
徒
が
多
数
み
ら
れ
た
。本
実
践
で
は
、

表
現
と
制
作
意
図
の
間
で
葛
藤
し
、
試
行
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
に
制
作
に
取
り
組
む
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録

が
評
価
の
重
点
と
な
る
。
生
徒
が
制
作
に
没
頭
す
る

中
で
、人
数
の
多
さ
と
、教
室
の
広
さ
に
よ
る
机
間
指

導
の
難
し
さ
か
ら
、
作
品
制
作
の
過
程
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
る
指
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
反

省
点
で
あ
る
。
生
徒
の
集
中
を
中
断
さ
せ
た
く
な
い

た
め
、
全
体
に
共
通
し
た
時
間
を
設
け
て
い
な
か
っ

た
が
、
授
業
の
終
わ
り
に
時
間
を
設
け
る
な
ど
す
る

べ
き
で
あ
っ
た
。
図
㉒
〜
図
㉕
は
生
徒
の
作
品
で
あ

る
。

　
作
品
を
み
る
と
、制
作
の
初
め
か
ら
比
べ
る
と
、表

現
の
方
法
を
模
索
し
、
自
分
な
り
に
変
化
さ
せ
て
い

る
様
子
が
分
か
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
生
徒
は

想
定
し
て
い
た
よ
り
少
な
く
、
自
身
で
考
え
を
深
め

て
作
品
を
変
化
さ
せ
て
い
く
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。
具
体
的
に
範
書
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
生
徒

図
⑳
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

図
㉑
　
図
⑳
の
一
部
拡
大

図
㉒

図
㉓

図
㉔

図
㉕

（
図
㉒
〜
図
㉕
右
が
初
期
の
作
品
、
左
が
終
盤
の
作
品
）
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が
単
純
に
そ
れ
を
ま
ね
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
線
の
書
き
方
を
見
せ
る
方
法
や
、
構
成
を
図
示
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

　
本
実
践
で
は
、
多
く
の
反
省
点
が
あ
る
も
の
の
、
技
術
的
な
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
を
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
、
生

徒
が
能
動
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
は
一
応
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。
手
本
に
よ
る
制
約
を
取
り
除
き
、
自
分
で
選

ん
だ
言
葉
を
動
機
と
し
て
表
現
さ
せ
る
学
習
活
動
に
は
、
制
作
過
程
に
お
い
て
生
徒
自
身
の
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
、

文
字
の
造
形
性
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
を
促
す
指
導
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
学
習
成
果
を
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
し
、
制
作
過
程
に
お
け
る
指
導
が
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
振
り
返
り
を
促
す
も
の
で
な
け
れ
ば
、
生
徒
の

学
習
活
動
は
造
形
の
技
術
的
試
行
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
動
機
は
薄
く
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
か
ら
学
習

活
動
の
行
き
詰
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
。
指
導
者
は
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
を
絶
え
ず
警
戒
し
、
生
徒
の
内
面
に
起
こ
る
言
語
性

と
造
形
性
と
の
葛
藤
を
促
し
、
そ
の
葛
藤
を
生
徒
自
身
が
乗
り
越
え
る
た
め
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
第
四
章
　鑑
賞
の
実
践

　
◯
授
業
実
践
⑤
「
幕
末
の
書
を
見
て
考
え
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
六
月
二
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
五
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
四
四
名
）

　
　
※
年
間
指
導
計
画
は
第
一
章
の
冒
頭
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
学
校
現
場
で
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
生
徒
が
書
に
関
わ
る
経
験
が
浅
い
た
め
に
、
興
味
を
示
さ
な
い
割
合
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
広
島
学
院
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
学
校
以
外
で
毛
筆
の
学

習
を
経
験
し
た
生
徒
が
一
割
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

　
書
を
情
操
教
育
と
位
置
づ
け
、
そ
の
基
礎
を
学
校
の
授
業
実
践
に
よ
っ
て
養
う
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
効

果
的
に
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
効
果
的
に
興
味
・
関
心
に
結
び
つ
け
る
活
動
の
一
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評
価
に
つ
い
て
は
、
授
業
の
初
め
に
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
内
容
を
中
心
に
行
う
こ
と
を
指
示
し
た
。
し
か

し
、
造
形
的
に
は
興
味
深
い
作
品
制
作
を
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
十
分
な
記
録
を

し
て
い
な
い
生
徒
が
多
数
み
ら
れ
た
。本
実
践
で
は
、

表
現
と
制
作
意
図
の
間
で
葛
藤
し
、
試
行
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
的
に
制
作
に
取
り
組
む
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録

が
評
価
の
重
点
と
な
る
。
生
徒
が
制
作
に
没
頭
す
る

中
で
、人
数
の
多
さ
と
、教
室
の
広
さ
に
よ
る
机
間
指

導
の
難
し
さ
か
ら
、
作
品
制
作
の
過
程
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
る
指
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
反

省
点
で
あ
る
。
生
徒
の
集
中
を
中
断
さ
せ
た
く
な
い

た
め
、
全
体
に
共
通
し
た
時
間
を
設
け
て
い
な
か
っ

た
が
、
授
業
の
終
わ
り
に
時
間
を
設
け
る
な
ど
す
る

べ
き
で
あ
っ
た
。
図
㉒
〜
図
㉕
は
生
徒
の
作
品
で
あ

る
。

　
作
品
を
み
る
と
、制
作
の
初
め
か
ら
比
べ
る
と
、表

現
の
方
法
を
模
索
し
、
自
分
な
り
に
変
化
さ
せ
て
い

る
様
子
が
分
か
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
生
徒
は

想
定
し
て
い
た
よ
り
少
な
く
、
自
身
で
考
え
を
深
め

て
作
品
を
変
化
さ
せ
て
い
く
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。
具
体
的
に
範
書
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
生
徒

図
⑳
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

図
㉑
　
図
⑳
の
一
部
拡
大

図
㉒

図
㉓

図
㉔

図
㉕

（
図
㉒
〜
図
㉕
右
が
初
期
の
作
品
、
左
が
終
盤
の
作
品
）
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が
単
純
に
そ
れ
を
ま
ね
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
線
の
書
き
方
を
見
せ
る
方
法
や
、
構
成
を
図
示
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

　
本
実
践
で
は
、
多
く
の
反
省
点
が
あ
る
も
の
の
、
技
術
的
な
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
を
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
、
生

徒
が
能
動
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
は
一
応
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。
手
本
に
よ
る
制
約
を
取
り
除
き
、
自
分
で
選

ん
だ
言
葉
を
動
機
と
し
て
表
現
さ
せ
る
学
習
活
動
に
は
、
制
作
過
程
に
お
い
て
生
徒
自
身
の
言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
、

文
字
の
造
形
性
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
を
促
す
指
導
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的
な
学
習
成
果
を
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
し
、
制
作
過
程
に
お
け
る
指
導
が
、
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
振
り
返
り
を
促
す
も
の
で
な
け
れ
ば
、
生
徒
の

学
習
活
動
は
造
形
の
技
術
的
試
行
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
動
機
は
薄
く
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
か
ら
学
習

活
動
の
行
き
詰
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
。
指
導
者
は
、
そ
の
行
き
詰
ま
り
を
絶
え
ず
警
戒
し
、
生
徒
の
内
面
に
起
こ
る
言
語
性

と
造
形
性
と
の
葛
藤
を
促
し
、
そ
の
葛
藤
を
生
徒
自
身
が
乗
り
越
え
る
た
め
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
第
四
章
　鑑
賞
の
実
践

　
◯
授
業
実
践
⑤
「
幕
末
の
書
を
見
て
考
え
よ
う
」

　
○
授
業
日
時
　
二
〇
一
六
年
六
月
二
日

　
○
授
業
対
象
　
広
島
学
院
中
学
校
一
年
生
Ａ
〜
Ｄ
各
ク
ラ
ス
（
Ａ
・
Ｂ
組
四
五
名
、
Ｃ
・
Ｄ
組
四
四
名
）

　
　
※
年
間
指
導
計
画
は
第
一
章
の
冒
頭
に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
一
　授
業
構
成
の
仮
説

　
学
校
現
場
で
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
生
徒
が
書
に
関
わ
る
経
験
が
浅
い
た
め
に
、
興
味
を
示
さ
な
い
割
合
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
広
島
学
院
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
学
校
以
外
で
毛
筆
の
学

習
を
経
験
し
た
生
徒
が
一
割
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

　
書
を
情
操
教
育
と
位
置
づ
け
、
そ
の
基
礎
を
学
校
の
授
業
実
践
に
よ
っ
て
養
う
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
効

果
的
に
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
効
果
的
に
興
味
・
関
心
に
結
び
つ
け
る
活
動
の
一
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つ
と
し
て
、
書
の
鑑
賞
力
を
養
う
実
践
を
試
み
た
。

　
そ
の
際
に
大
き
な
障
害
に
な
る
の
が
、
例
え
ば
草
書
で
書
か
れ
た
古
人
の
書
の
読
み
や
意
味
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

生
徒
に
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
は
言
葉
を
書
い
て
い
る
た
め
に
、
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
時
点
で
、
見
る
こ
と

自
体
を
や
め
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
書
作
品
は
、
書
か
れ
た
内
容
を
読
ま
な
く
て
も
鑑
賞
で
き
る
。
日
常
的
に

書
に
関
係
し
て
い
る
人
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
読
め
る
か
ど
う
か
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
書
の
造
形
的
美
に
目
を
向
け
て

鑑
賞
し
て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
競
書
会
な
ど
の
書
作
品
の
批
評
に
お
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
書
か
れ
て

い
る
内
容
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
本
当
の
意
味
で
の
書
の
鑑
賞
と
い
う
に
は
問
題
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

　
書
の
鑑
賞
活
動
を
、
初
等
教
育
段
階
か
ら
経
験
し
、
訓
練
し
て
い
け
ば
、
中
等
教
育
を
終
え
る
頃
に
は
、
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
書
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
で
示
し
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
実
践
で
は
、
書
で
表
現

さ
れ
た
言
葉
の
内
容
と
、
造
形
を
葛
藤
さ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
書
を
鑑
賞
す
る
入
り
口
で
は
、
書
作
品
に
書

か
れ
て
い
る
言
葉
の
内
容
か
ら
離
れ
て
、
造
形
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ
る
。
書
か
れ
た
内
容
を
読
め
な
く
て
も

鑑
賞
が
で
き
、
書
か
れ
た
内
容
を
知
れ
ば
よ
り
鑑
賞
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
鑑
賞
活
動
の
過
程
と
し
て
自
然
に
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
こ
で
、
広
島
学
院
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
い
く
つ
か
の
実
践
の
う
ち
、
中
学
一
年
生
を
対
象
に
し
た
実
践
を
報
告
す

る
。
実
践
の
内
容
は
、
明
治
維
新
に
関
わ
り
の
あ
る
幕
末
の
人
物
の
書
を
題
材
に
、
書
か
ら
そ
の
人
物
の
性
格
を
想
像
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
書
の
鑑
賞
を
、
線
質
や
余
白
な
ど
の
専
門
的
視
点
で
行
う
に
は
、
あ
る
程
度
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

中
学
生
は
、
線
質
や
章
法
の
良
否
に
視
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
書
の
造
形
と
人
格
と
の
関
係
を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

鑑
賞
の
入
り
口
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　
二

　実
践
の
過
程

　
授
業
で
は
、
五
つ
の
書
作
品
を
図
版
資
料
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
配
布
し
た
（
図
㉖
、
図
㉗
）。
上
か
ら
順
に
、
坂
本
龍
馬
・

徳
川
慶
喜
・
伊
藤
博
文
・
西
郷
隆
盛
・
沖
田
総
司
の
書
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
徒
に
は
「
幕
末
、
明
治
維
新
に
深
く
関

図
㉖

図
㉗
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わ
っ
た
人
物
の
書
」
と
い
う
情
報
だ
け
を
伝
え
て
い
る
。
資
料
に
加
え
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
グ
ル
ー
プ
に
一
枚
ず
つ
配
布
し
た
（
図
㉘
、
図
㉙
）。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
ん
な
性
格
の
人
物
で
あ
る
か
を
想
像
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
例
示
し
、
末
尾
に
書
の
書

き
手
の
名
前
を
ラ
ン
ダ
ム
に
記
し
て
い
る
。
書
き
手
の
名
前
は
、
消
去
法
で
書
き
手
を
特
定

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
書
作
品
の
図
版
が
な
い
勝
海
舟
の
名
前
を
入
れ
て
い
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
に
つ
い
て
、
書
き
手
の
性
格
を
想
像
さ
せ
、
併
せ
て

ど
の
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
か
を
相
談
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
線
質
や
字
形
、
構
成
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
根
拠
を
指
摘
す
る
こ
と
と
、
す
で
に
知
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
か
ら
書

作
品
の
書
き
手
を
逆
に
推
理
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
指
示
し
た
。
特
に
、
本
時
の
学
習
の
目

的
を
伝
え
、
た
と
え
読
め
る
字
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
文
章
内
容
に
意
識
を
向
け
な
い
よ
う
に

指
示
し
た
（
図
㉚
、
図
㉛
に
生
徒
の
様
子
を
示
し
た
）。

　
す
べ
て
の
記
入
が
終
わ
っ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
者
を
指
名
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
つ
い
て
想
像
し
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
た
。
最
後
に
、
指
導
者
が
、
五
作
品
の
書
き
手
を

告
げ
、
生
徒
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
情
報
か
ら
五
人
の
人
物
イ
メ
ー
ジ
を
答
え
さ
せ
、
先
に

想
像
し
た
も
の
と
の
対
照
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
で
は
、
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動
す
る
よ
う
配
慮
し
、
ク
イ
ズ
感
覚
で
取
り
組
め
る

内
容
と
し
た
。
ほ
と
ん
ど
生
徒
が
興
味
を
示
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
測
に
反
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。
選
ん
だ
五
種
の
書
が
そ
の
人
物
像
を
捉
え
や
す

い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
書
と
そ
の
書
き
手
が
高
い
確
率
で
一
致
し
て
い
た
。

　
本
実
践
で
は
、
書
を
読
む
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
造
形
を
導
入
と
し
て
鑑
賞
す
る
一
つ
の

方
法
を
実
践
で
き
た
。
生
徒
は
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
ほ
ど
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、

図
㉘

図
㉙

図
㉚

図
㉛
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つ
と
し
て
、
書
の
鑑
賞
力
を
養
う
実
践
を
試
み
た
。

　
そ
の
際
に
大
き
な
障
害
に
な
る
の
が
、
例
え
ば
草
書
で
書
か
れ
た
古
人
の
書
の
読
み
や
意
味
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

生
徒
に
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
は
言
葉
を
書
い
て
い
る
た
め
に
、
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
時
点
で
、
見
る
こ
と

自
体
を
や
め
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
書
作
品
は
、
書
か
れ
た
内
容
を
読
ま
な
く
て
も
鑑
賞
で
き
る
。
日
常
的
に

書
に
関
係
し
て
い
る
人
は
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
が
読
め
る
か
ど
う
か
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
書
の
造
形
的
美
に
目
を
向
け
て

鑑
賞
し
て
い
る
場
合
が
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
競
書
会
な
ど
の
書
作
品
の
批
評
に
お
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
書
か
れ
て

い
る
内
容
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
本
当
の
意
味
で
の
書
の
鑑
賞
と
い
う
に
は
問
題
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。

　
書
の
鑑
賞
活
動
を
、
初
等
教
育
段
階
か
ら
経
験
し
、
訓
練
し
て
い
け
ば
、
中
等
教
育
を
終
え
る
頃
に
は
、
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
書
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
で
示
し
た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
実
践
で
は
、
書
で
表
現

さ
れ
た
言
葉
の
内
容
と
、
造
形
を
葛
藤
さ
せ
て
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
書
を
鑑
賞
す
る
入
り
口
で
は
、
書
作
品
に
書

か
れ
て
い
る
言
葉
の
内
容
か
ら
離
れ
て
、
造
形
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ
る
。
書
か
れ
た
内
容
を
読
め
な
く
て
も

鑑
賞
が
で
き
、
書
か
れ
た
内
容
を
知
れ
ば
よ
り
鑑
賞
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
鑑
賞
活
動
の
過
程
と
し
て
自
然
に
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
こ
で
、
広
島
学
院
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
い
く
つ
か
の
実
践
の
う
ち
、
中
学
一
年
生
を
対
象
に
し
た
実
践
を
報
告
す

る
。
実
践
の
内
容
は
、
明
治
維
新
に
関
わ
り
の
あ
る
幕
末
の
人
物
の
書
を
題
材
に
、
書
か
ら
そ
の
人
物
の
性
格
を
想
像
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
書
の
鑑
賞
を
、
線
質
や
余
白
な
ど
の
専
門
的
視
点
で
行
う
に
は
、
あ
る
程
度
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

中
学
生
は
、
線
質
や
章
法
の
良
否
に
視
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
書
の
造
形
と
人
格
と
の
関
係
を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

鑑
賞
の
入
り
口
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
　
　
　
　
二

　実
践
の
過
程

　
授
業
で
は
、
五
つ
の
書
作
品
を
図
版
資
料
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
配
布
し
た
（
図
㉖
、
図
㉗
）。
上
か
ら
順
に
、
坂
本
龍
馬
・

徳
川
慶
喜
・
伊
藤
博
文
・
西
郷
隆
盛
・
沖
田
総
司
の
書
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
徒
に
は
「
幕
末
、
明
治
維
新
に
深
く
関

図
㉖

図
㉗
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わ
っ
た
人
物
の
書
」
と
い
う
情
報
だ
け
を
伝
え
て
い
る
。
資
料
に
加
え
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
グ
ル
ー
プ
に
一
枚
ず
つ
配
布
し
た
（
図
㉘
、
図
㉙
）。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
ん
な
性
格
の
人
物
で
あ
る
か
を
想
像
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
例
示
し
、
末
尾
に
書
の
書

き
手
の
名
前
を
ラ
ン
ダ
ム
に
記
し
て
い
る
。
書
き
手
の
名
前
は
、
消
去
法
で
書
き
手
を
特
定

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
書
作
品
の
図
版
が
な
い
勝
海
舟
の
名
前
を
入
れ
て
い
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
に
つ
い
て
、
書
き
手
の
性
格
を
想
像
さ
せ
、
併
せ
て

ど
の
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
か
を
相
談
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
線
質
や
字
形
、
構
成
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
根
拠
を
指
摘
す
る
こ
と
と
、
す
で
に
知
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
か
ら
書

作
品
の
書
き
手
を
逆
に
推
理
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
指
示
し
た
。
特
に
、
本
時
の
学
習
の
目

的
を
伝
え
、
た
と
え
読
め
る
字
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
文
章
内
容
に
意
識
を
向
け
な
い
よ
う
に

指
示
し
た
（
図
㉚
、
図
㉛
に
生
徒
の
様
子
を
示
し
た
）。

　
す
べ
て
の
記
入
が
終
わ
っ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
者
を
指
名
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
つ
い
て
想
像
し
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
た
。
最
後
に
、
指
導
者
が
、
五
作
品
の
書
き
手
を

告
げ
、
生
徒
が
す
で
に
持
っ
て
い
る
情
報
か
ら
五
人
の
人
物
イ
メ
ー
ジ
を
答
え
さ
せ
、
先
に

想
像
し
た
も
の
と
の
対
照
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
三
　実
践
結
果
及
び
評
価

　
本
実
践
で
は
、
生
徒
が
意
欲
的
に
活
動
す
る
よ
う
配
慮
し
、
ク
イ
ズ
感
覚
で
取
り
組
め
る

内
容
と
し
た
。
ほ
と
ん
ど
生
徒
が
興
味
を
示
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
測
に
反
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。
選
ん
だ
五
種
の
書
が
そ
の
人
物
像
を
捉
え
や
す

い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
書
と
そ
の
書
き
手
が
高
い
確
率
で
一
致
し
て
い
た
。

　
本
実
践
で
は
、
書
を
読
む
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
造
形
を
導
入
と
し
て
鑑
賞
す
る
一
つ
の

方
法
を
実
践
で
き
た
。
生
徒
は
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
ほ
ど
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、

図
㉘

図
㉙

図
㉚

図
㉛
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線
質
や
章
法
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
書
き
手
を
推
測
し
て
い
っ
た
。
こ
の
実
践
方
法
は
、
書
き
手
の
性

格
と
文
字
の
造
形
に
つ
い
て
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
他
者
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
書
き
手
の
性
格
が
、
そ
の
ま
ま
文
字
造
形
に
表
わ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
他
者
か
ら
見
え
て
い
る
人
物
像
と
、
そ
の
人
物
の
内
面
に
は
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
仮
定
し
た
り
、
書
き
手
の
性
格
と
書
の
造
形
の
相
関
を
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
実
践
の
延
長
に
は
作
品
の
背
景
に
あ
る
書
き
手
の
美
意
識
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
本
実
践
の
評
価
は
、
個
人
で
は
な
く
、
各
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
行
っ
た
。
本
実
践
の
目
的
は
、
書
き

手
の
性
格
を
想
像
す
る
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、
書
の
細
部
に
目
を
向
け
る
点
に
あ
る
の
で
、
想
像
さ

れ
た
性
格
が
書
の
造
形
と
対
照
し
て
具
体
的
に
文
章
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
Ａ
と
し
、
印
象
的
な
表
現

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
を
Ｂ
と
し
た
。
な
お
、
ど
の
人
物
の
手
に
よ
る
書
作
品
で
あ
る
か
の
正
解
率

に
つ
い
て
は
評
価
に
は
組
み
込
ん
で
い
な
い
。

　
筆
者
は
、
本
実
践
を
体
験
し
た
生
徒
の
感
想
か
ら
、
生
徒
は
読
め
な
い
書
に
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
は
整
斉
な
楷
書
に
文
字
の
美
し
さ
を
感
じ
、
少
し
書
体
が
崩

れ
る
と
、
美
し
い
と
は
感
じ
な
い
こ
と
が
他
の
実
践
か
ら
も
推
察
で
き
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
崩
さ

れ
た
書
体
は
、
汚
い
と
か
、
雑
と
み
な
す
傾
向
す
ら
あ
る
。
書
に
日
常
的
に
接
す
る
機
会
が
極
端
に
少

な
い
彼
ら
の
現
状
を
考
え
れ
ば
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
書
を
鑑
賞
し
、
楽
し
め
る
よ
う
導
く
た

め
に
も
鑑
賞
の
実
践
教
育
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
鑑
賞
に
つ
い
て
の
授
業
の
反
省
か
ら
、
日
常
的
に
書
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
鑑
賞
す
る
習
慣
を
も

た
せ
よ
う
と
考
え
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
一
ヶ
月
余
り
の
間
に
、
身
の
周
り
に
あ

る
書
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
、
手
書
き
の
作
品
に
限
定
す
る
な
ど
の
指
定
を
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
提
出

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
多
様
な
も
の
と
な
っ
た
。
食
品
ラ
ベ
ル
な
ど
の
文
字
が
四
割
強
と
最
も
多
く
（
レ

図
㉜
　
近
所
に
あ
る
石
碑
に
つ
い
て

図
㉝
　
自
宅
に
飾
っ
て
あ
る
祖
母
の
書
に
つ
い
て
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ポ
ー
ト
と
し
て
は
充
実
し
た
も
の
が
少
な
か
っ
た
）、
次
い
で
自
宅
に
あ
る
書
、
身
の
周
り
に
あ
る
石
碑
な
ど
が
二
割
弱
で

あ
っ
た
（
図
㉜
、
図
㉝
）。
レ
ポ
ー
ト
課
題
に
取
り
組
む
ま
で
は
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
書
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
周
り
に
あ
る
書
の
存
在
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
身
の
周
り
に
あ
る
書
を
題
材
と
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
は
、
そ
れ
を
通
し
て
、
書
き
手
だ
け
で
は
な
く
、
書
に
関
係
す
る

人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
書
を
文
化
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
書
に
お

け
る
鑑
賞
教
育
は
、
時
間
の
制
限
等
も
あ
り
、
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
書
の
実
技
と
比
べ
る

と
、
仮
に
教
え
る
側
に
高
い
専
門
性
が
な
く
て
も
、
あ
る
一
定
の
知
識
を
有
し
て
お
れ
ば
実
践
が
可
能
と
な
る
。
今
後
、
よ

り
効
果
的
な
手
法
の
研
究
・
実
践
は
も
と
よ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
書
の
鑑
賞
教
育
の
可
能
性
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
終
章
　実
践
の
成
果
と
課
題

　
　
　
　
　
一
　長
期
的
指
導
計
画
を
見
据
え
た
成
果
と
課
題

　
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
実
践
を
振
り
返
り
、
中
等
教
育
過
程
全
体
に
お
け
る
長
期
的
指
導
計
画
を
見
据
え
た
成
果
と

課
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　
第
一
章
に
述
べ
た
「
書
の
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
実
践
」
の
成
果
は
、
書
く
と
い
う
行
為
が
、
そ
の
姿
勢
を
含
め
て
文
化
の

中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
他
教
科
の
授
業
で
は
硬
筆
で
筆
記
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
実
践
を
通
し
て
指
導
し
た
正
座
と
執
筆
法
は
、
毛
筆
で
文
字
を
書
く
姿
勢
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
文

化
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
、生
徒
に
と
っ
て
は
合
理
性
を
感
じ
難
い
姿
勢
で
あ
る
。
今
ま
で
筆
者
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
な
く
指
導
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
本
実
践
で
は
、
姿
勢
の
持
つ
合
理
性
を
、
書

く
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
感
さ
せ
た
。
他
教
科
で
は
、
ほ
ぼ
意
識
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
書
く
こ
と
の
実
践

を
通
し
て
、
直
接
的
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
長
期
的
指
導
計
画
の
初
期
段
階
で
、
他
教
科
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
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線
質
や
章
法
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
書
き
手
を
推
測
し
て
い
っ
た
。
こ
の
実
践
方
法
は
、
書
き
手
の
性

格
と
文
字
の
造
形
に
つ
い
て
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
他
者
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
書
き
手
の
性
格
が
、
そ
の
ま
ま
文
字
造
形
に
表
わ
れ
る
と
は

限
ら
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
他
者
か
ら
見
え
て
い
る
人
物
像
と
、
そ
の
人
物
の
内
面
に
は
差
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
仮
定
し
た
り
、
書
き
手
の
性
格
と
書
の
造
形
の
相
関
を
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
実
践
の
延
長
に
は
作
品
の
背
景
に
あ
る
書
き
手
の
美
意
識
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
本
実
践
の
評
価
は
、
個
人
で
は
な
く
、
各
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
行
っ
た
。
本
実
践
の
目
的
は
、
書
き

手
の
性
格
を
想
像
す
る
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、
書
の
細
部
に
目
を
向
け
る
点
に
あ
る
の
で
、
想
像
さ

れ
た
性
格
が
書
の
造
形
と
対
照
し
て
具
体
的
に
文
章
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
Ａ
と
し
、
印
象
的
な
表
現

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
を
Ｂ
と
し
た
。
な
お
、
ど
の
人
物
の
手
に
よ
る
書
作
品
で
あ
る
か
の
正
解
率

に
つ
い
て
は
評
価
に
は
組
み
込
ん
で
い
な
い
。

　
筆
者
は
、
本
実
践
を
体
験
し
た
生
徒
の
感
想
か
ら
、
生
徒
は
読
め
な
い
書
に
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
は
整
斉
な
楷
書
に
文
字
の
美
し
さ
を
感
じ
、
少
し
書
体
が
崩

れ
る
と
、
美
し
い
と
は
感
じ
な
い
こ
と
が
他
の
実
践
か
ら
も
推
察
で
き
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
崩
さ

れ
た
書
体
は
、
汚
い
と
か
、
雑
と
み
な
す
傾
向
す
ら
あ
る
。
書
に
日
常
的
に
接
す
る
機
会
が
極
端
に
少

な
い
彼
ら
の
現
状
を
考
え
れ
ば
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
書
を
鑑
賞
し
、
楽
し
め
る
よ
う
導
く
た

め
に
も
鑑
賞
の
実
践
教
育
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

　
鑑
賞
に
つ
い
て
の
授
業
の
反
省
か
ら
、
日
常
的
に
書
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
鑑
賞
す
る
習
慣
を
も

た
せ
よ
う
と
考
え
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
一
ヶ
月
余
り
の
間
に
、
身
の
周
り
に
あ

る
書
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
、
手
書
き
の
作
品
に
限
定
す
る
な
ど
の
指
定
を
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
提
出

さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
多
様
な
も
の
と
な
っ
た
。
食
品
ラ
ベ
ル
な
ど
の
文
字
が
四
割
強
と
最
も
多
く
（
レ

図
㉜
　
近
所
に
あ
る
石
碑
に
つ
い
て

図
㉝
　
自
宅
に
飾
っ
て
あ
る
祖
母
の
書
に
つ
い
て
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ポ
ー
ト
と
し
て
は
充
実
し
た
も
の
が
少
な
か
っ
た
）、
次
い
で
自
宅
に
あ
る
書
、
身
の
周
り
に
あ
る
石
碑
な
ど
が
二
割
弱
で

あ
っ
た
（
図
㉜
、
図
㉝
）。
レ
ポ
ー
ト
課
題
に
取
り
組
む
ま
で
は
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
書
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
周
り
に
あ
る
書
の
存
在
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
身
の
周
り
に
あ
る
書
を
題
材
と
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
は
、
そ
れ
を
通
し
て
、
書
き
手
だ
け
で
は
な
く
、
書
に
関
係
す
る

人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
書
を
文
化
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
書
に
お

け
る
鑑
賞
教
育
は
、
時
間
の
制
限
等
も
あ
り
、
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
書
の
実
技
と
比
べ
る

と
、
仮
に
教
え
る
側
に
高
い
専
門
性
が
な
く
て
も
、
あ
る
一
定
の
知
識
を
有
し
て
お
れ
ば
実
践
が
可
能
と
な
る
。
今
後
、
よ

り
効
果
的
な
手
法
の
研
究
・
実
践
は
も
と
よ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
書
の
鑑
賞
教
育
の
可
能
性
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
終
章
　実
践
の
成
果
と
課
題

　
　
　
　
　
一
　長
期
的
指
導
計
画
を
見
据
え
た
成
果
と
課
題

　
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
実
践
を
振
り
返
り
、
中
等
教
育
過
程
全
体
に
お
け
る
長
期
的
指
導
計
画
を
見
据
え
た
成
果
と

課
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　
第
一
章
に
述
べ
た
「
書
の
姿
勢
を
意
識
さ
せ
る
実
践
」
の
成
果
は
、
書
く
と
い
う
行
為
が
、
そ
の
姿
勢
を
含
め
て
文
化
の

中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
他
教
科
の
授
業
で
は
硬
筆
で
筆
記
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
実
践
を
通
し
て
指
導
し
た
正
座
と
執
筆
法
は
、
毛
筆
で
文
字
を
書
く
姿
勢
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
文

化
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
、生
徒
に
と
っ
て
は
合
理
性
を
感
じ
難
い
姿
勢
で
あ
る
。
今
ま
で
筆
者
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
な
く
指
導
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
本
実
践
で
は
、
姿
勢
の
持
つ
合
理
性
を
、
書

く
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
感
さ
せ
た
。
他
教
科
で
は
、
ほ
ぼ
意
識
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
書
く
こ
と
の
実
践

を
通
し
て
、
直
接
的
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
長
期
的
指
導
計
画
の
初
期
段
階
で
、
他
教
科
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
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実
践
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
な
姿
勢
へ
の
意
識
を
喚
起
し
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
実
践
の
課
題
は
、
毛
筆
執
筆
法
に
つ
い
て
の
具
体
的
指
導
法
の
確
立
で
あ
る
。
正
座
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
姿
勢
を

生
徒
自
身
が
理
解
し
や
す
く
、
授
業
中
の
定
期
的
な
声
か
け
と
指
導
に
よ
っ
て
、
時
間
的
に
も
長
く
正
座
の
姿
勢
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
正
座
は
武
道
や
華
道
、
茶
道
の
よ
う
な
日
本
文
化
の
典
型
的
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
た
め
、

文
化
的
継
承
の
意
識
を
喚
起
し
や
す
い
。
一
方
、
毛
筆
の
執
筆
法
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
硬
筆
の
持
ち
方
と
の
違
い
や
、
生

徒
の
手
指
の
骨
格
に
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
、
一
斉
指
導
で
は
適
正
な
執
筆
法
を
理
解
さ
せ
難
い
。
し
か
も
、
執
筆
法
は
運

筆
に
直
接
影
響
し
、
著
し
く
書
き
難
く
な
る
と
感
じ
る
場
合
が
多
く
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
硬
筆
の
持
ち

方
が
適
正
で
な
い
生
徒
の
割
合
が
高
く
、
そ
れ
が
上
体
の
姿
勢
に
影
響
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
執
筆
法
に
つ
い
て
は
、
硬

筆
の
持
ち
方
も
含
め
、
な
る
べ
く
早
い
初
等
教
育
の
段
階
で
実
践
に
組
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
毛
筆
を
使
用
し
て
書
く
際
の
姿
勢
や
執
筆
法
を
正
し
く
理
解
し
、
身
に
着
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
書
の
文
化
的
継
承

の
一
面
を
持
つ
。
長
期
指
導
計
画
の
中
盤
以
降
に
は
、
書
の
姿
勢
・
執
筆
法
が
、
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
に
述
べ
た
「
臨
書
学
習
の
実
践
」
の
成
果
は
、
臨
書
学
習
を
題
材
と
し
つ
つ
も
、
生
徒
の
能
動
性
を
喚
起
さ
せ
た

点
で
あ
る
。
字
を
整
え
て
正
し
く
書
く
た
め
に
行
う
技
術
習
得
を
主
眼
と
す
る
臨
書
か
ら
、
芸
術
活
動
と
し
て
の
書
表
現
へ

範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
の
実
践
方
法
と
し
て
、
多
く
の
教
科
書
で
、
倣
書
か
ら
創
作
へ
の
方
法
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
方
法
で
は
、
臨
書
を
技
術
習
得
の
た
め
の
手
段
と
し
て
生
徒
が
誤
認
す
る
こ
と
も
多
く
、
臨
書
自
体
が
芸
術
活

動
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
典
の
美
を
発
見
し
な
が
ら
、
古
典
の
筆
跡
の
背
景
に
あ
る
運
筆
法
や
執
筆
法
と
い
っ
た
、
身
体
運
動
に
関
係
す
る
こ
と

が
ら
を
想
像
し
、
追
体
験
し
て
い
く
営
み
は
、
そ
れ
自
体
が
情
操
的
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
臨
書
が
楽
し
い
と
い
う
生
徒
が

相
当
数
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
臨
書
を
単
に
手
本
の
文
字
を
書

き
写
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
美
的
追
体
験
へ
と
変
容
さ
せ
る
に
は
、
生
徒
自
ら
に
古
典
を
選
択
さ
せ
る
な
ど
の
動
機
づ
け
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
の
美
を
能
動
的
に
探
す
よ
う
な
指
導
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
実
践
に
お
け
る
課
題
は
、
指
導
者
の
解
釈
を
加
え
た
臨
書
手
本
か
ら
、
自
発
的
に
臨
書
へ
と
向
か
わ
せ
る
際
の
具
体
的

255 情操教育に主眼をおいた書教育の実践について

な
方
法
の
確
立
で
あ
る
。
本
実
践
で
は
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
拓
本
図
版
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、
拓
本
の
白
黒
を
反

転
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
き
な
難
関
と
な
り
、
そ
こ
に
時
間
的
な
制
約
も
加
わ
っ
た
。
指
導
者
の
解
釈
を
持
ち
込
み
、
拡
大
さ

れ
た
手
本
を
用
い
る
こ
と
や
、
先
人
の
臨
書
例
を
無
批
判
に
与
え
る
こ
と
は
、
古
典
か
ら
自
発
的
に
美
を
見
出
さ
せ
る
こ
と

と
相
反
す
る
。
一
方
で
、
生
徒
が
半
紙
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
拡
大
し
て
臨
書
す
る
こ
と
は
、
古
典
の
細
部
を
精
確
に
観
察

す
る
う
え
で
は
、
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
原
寸
臨
書
な
ど
を
含
め
、
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
理
解
さ
せ
た
上
で
自
発
的
に
古

典
の
美
を
探
さ
せ
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
三
章
に
述
べ
た
「
作
品
制
作
の
実
践
」
の
成
果
は
、
書
を
自
己
の
表
現
活
動
と
し
て
認
識
さ
せ
、
表
現
し
よ
う
と
す
る

言
葉
の
意
味
内
容
と
、
文
字
の
造
形
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
意
識
を
持
っ
て
制
作
を
行
わ
せ
た
点
で
あ
る
。

書
の
表
現
で
は
、
書
か
れ
る
言
葉
の
意
味
内
容
と
、
文
字
の
造
形
と
を
関
連
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
制
作
者
に
任
さ
れ
て
い
る
。

言
葉
の
内
容
と
造
形
を
、
徹
底
し
て
関
連
さ
せ
、
葛
藤
さ
せ
る
活
動
に
よ
っ
て
、
書
か
れ
る
言
葉
の
意
味
内
容
に
対
す
る
認

識
を
深
め
さ
せ
、
同
時
に
文
字
の
造
形
に
対
す
る
認
識
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
本
実
践
の
課
題
は
、
考
察
に
お
け
る
抽
象
度
が
高
い
た
め
、
単
に
連
想
を
重
ね
る
活
動
に
終
始
す
る
、
あ
る
い
は
造
形
表

現
に
終
始
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
考
察
と
表
現
活
動
が
乖
離
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
実
践
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

指
導
者
の
生
徒
に
対
す
る
詳
細
な
対
話
と
指
導
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
生
徒
が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
よ

う
な
指
導
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
教
師
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
造
形
の
表
現
技
法
や
言
葉
に
対
す
る
教
材
の
理
解
な

ど
も
幅
広
く
研
修
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
実
践
が
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
た
場
合
、
芸
術
と
し
て
の
書
表
現
を
生
徒
に
強
く
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
言
葉
の
指
し
示
す
も
の
と
、
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
具
体
的
な
造
形
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
活
動
は
、
深
い

思
考
力
と
、
判
断
力
に
加
え
て
、
未
知
の
表
現
技
法
の
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
を
求
め
て
、
試
行
を
重
ね
る
力
を
養
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
章
で
述
べ
た
「
鑑
賞
の
実
践
」
の
成
果
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
に
興
味
・
関
心
を
抱
か
せ
る
基
礎
を
学
習
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
は
、
手
書
き
の
機
会
が
少
な
い
現
在
で
も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
文
字
を
書
く
力
を
養
成
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
具
体
的
な
技
術
的
指
導
に
終
始
す
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実
践
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
な
姿
勢
へ
の
意
識
を
喚
起
し
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
実
践
の
課
題
は
、
毛
筆
執
筆
法
に
つ
い
て
の
具
体
的
指
導
法
の
確
立
で
あ
る
。
正
座
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
姿
勢
を

生
徒
自
身
が
理
解
し
や
す
く
、
授
業
中
の
定
期
的
な
声
か
け
と
指
導
に
よ
っ
て
、
時
間
的
に
も
長
く
正
座
の
姿
勢
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
正
座
は
武
道
や
華
道
、
茶
道
の
よ
う
な
日
本
文
化
の
典
型
的
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
た
め
、

文
化
的
継
承
の
意
識
を
喚
起
し
や
す
い
。
一
方
、
毛
筆
の
執
筆
法
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
硬
筆
の
持
ち
方
と
の
違
い
や
、
生

徒
の
手
指
の
骨
格
に
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
、
一
斉
指
導
で
は
適
正
な
執
筆
法
を
理
解
さ
せ
難
い
。
し
か
も
、
執
筆
法
は
運

筆
に
直
接
影
響
し
、
著
し
く
書
き
難
く
な
る
と
感
じ
る
場
合
が
多
く
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
硬
筆
の
持
ち

方
が
適
正
で
な
い
生
徒
の
割
合
が
高
く
、
そ
れ
が
上
体
の
姿
勢
に
影
響
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。
執
筆
法
に
つ
い
て
は
、
硬

筆
の
持
ち
方
も
含
め
、
な
る
べ
く
早
い
初
等
教
育
の
段
階
で
実
践
に
組
み
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
毛
筆
を
使
用
し
て
書
く
際
の
姿
勢
や
執
筆
法
を
正
し
く
理
解
し
、
身
に
着
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
書
の
文
化
的
継
承

の
一
面
を
持
つ
。
長
期
指
導
計
画
の
中
盤
以
降
に
は
、
書
の
姿
勢
・
執
筆
法
が
、
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
に
述
べ
た
「
臨
書
学
習
の
実
践
」
の
成
果
は
、
臨
書
学
習
を
題
材
と
し
つ
つ
も
、
生
徒
の
能
動
性
を
喚
起
さ
せ
た

点
で
あ
る
。
字
を
整
え
て
正
し
く
書
く
た
め
に
行
う
技
術
習
得
を
主
眼
と
す
る
臨
書
か
ら
、
芸
術
活
動
と
し
て
の
書
表
現
へ

範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
の
実
践
方
法
と
し
て
、
多
く
の
教
科
書
で
、
倣
書
か
ら
創
作
へ
の
方
法
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
方
法
で
は
、
臨
書
を
技
術
習
得
の
た
め
の
手
段
と
し
て
生
徒
が
誤
認
す
る
こ
と
も
多
く
、
臨
書
自
体
が
芸
術
活

動
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
典
の
美
を
発
見
し
な
が
ら
、
古
典
の
筆
跡
の
背
景
に
あ
る
運
筆
法
や
執
筆
法
と
い
っ
た
、
身
体
運
動
に
関
係
す
る
こ
と

が
ら
を
想
像
し
、
追
体
験
し
て
い
く
営
み
は
、
そ
れ
自
体
が
情
操
的
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
臨
書
が
楽
し
い
と
い
う
生
徒
が

相
当
数
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
臨
書
を
単
に
手
本
の
文
字
を
書

き
写
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
美
的
追
体
験
へ
と
変
容
さ
せ
る
に
は
、
生
徒
自
ら
に
古
典
を
選
択
さ
せ
る
な
ど
の
動
機
づ
け
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
の
美
を
能
動
的
に
探
す
よ
う
な
指
導
法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
実
践
に
お
け
る
課
題
は
、
指
導
者
の
解
釈
を
加
え
た
臨
書
手
本
か
ら
、
自
発
的
に
臨
書
へ
と
向
か
わ
せ
る
際
の
具
体
的
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な
方
法
の
確
立
で
あ
る
。
本
実
践
で
は
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
拓
本
図
版
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、
拓
本
の
白
黒
を
反

転
さ
せ
る
こ
と
が
、
大
き
な
難
関
と
な
り
、
そ
こ
に
時
間
的
な
制
約
も
加
わ
っ
た
。
指
導
者
の
解
釈
を
持
ち
込
み
、
拡
大
さ

れ
た
手
本
を
用
い
る
こ
と
や
、
先
人
の
臨
書
例
を
無
批
判
に
与
え
る
こ
と
は
、
古
典
か
ら
自
発
的
に
美
を
見
出
さ
せ
る
こ
と

と
相
反
す
る
。
一
方
で
、
生
徒
が
半
紙
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
拡
大
し
て
臨
書
す
る
こ
と
は
、
古
典
の
細
部
を
精
確
に
観
察

す
る
う
え
で
は
、
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
原
寸
臨
書
な
ど
を
含
め
、
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
理
解
さ
せ
た
上
で
自
発
的
に
古

典
の
美
を
探
さ
せ
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
三
章
に
述
べ
た
「
作
品
制
作
の
実
践
」
の
成
果
は
、
書
を
自
己
の
表
現
活
動
と
し
て
認
識
さ
せ
、
表
現
し
よ
う
と
す
る

言
葉
の
意
味
内
容
と
、
文
字
の
造
形
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
意
識
を
持
っ
て
制
作
を
行
わ
せ
た
点
で
あ
る
。

書
の
表
現
で
は
、
書
か
れ
る
言
葉
の
意
味
内
容
と
、
文
字
の
造
形
と
を
関
連
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
制
作
者
に
任
さ
れ
て
い
る
。

言
葉
の
内
容
と
造
形
を
、
徹
底
し
て
関
連
さ
せ
、
葛
藤
さ
せ
る
活
動
に
よ
っ
て
、
書
か
れ
る
言
葉
の
意
味
内
容
に
対
す
る
認

識
を
深
め
さ
せ
、
同
時
に
文
字
の
造
形
に
対
す
る
認
識
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　
本
実
践
の
課
題
は
、
考
察
に
お
け
る
抽
象
度
が
高
い
た
め
、
単
に
連
想
を
重
ね
る
活
動
に
終
始
す
る
、
あ
る
い
は
造
形
表

現
に
終
始
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
考
察
と
表
現
活
動
が
乖
離
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
実
践
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

指
導
者
の
生
徒
に
対
す
る
詳
細
な
対
話
と
指
導
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
生
徒
が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
よ

う
な
指
導
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
教
師
は
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
造
形
の
表
現
技
法
や
言
葉
に
対
す
る
教
材
の
理
解
な

ど
も
幅
広
く
研
修
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
実
践
が
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
た
場
合
、
芸
術
と
し
て
の
書
表
現
を
生
徒
に
強
く
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
言
葉
の
指
し
示
す
も
の
と
、
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
具
体
的
な
造
形
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
活
動
は
、
深
い

思
考
力
と
、
判
断
力
に
加
え
て
、
未
知
の
表
現
技
法
の
必
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ
を
求
め
て
、
試
行
を
重
ね
る
力
を
養
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
四
章
で
述
べ
た
「
鑑
賞
の
実
践
」
の
成
果
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
に
興
味
・
関
心
を
抱
か
せ
る
基
礎
を
学
習
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
は
、
手
書
き
の
機
会
が
少
な
い
現
在
で
も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
文
字
を
書
く
力
を
養
成
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
具
体
的
な
技
術
的
指
導
に
終
始
す
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る
こ
と
で
は
な
く
、
文
字
を
美
し
く
書
こ
う
と
す
る
美
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
書
写
」「
書
道
」
に
充
て
ら
れ
る

授
業
時
間
は
、
手
書
き
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
と
比
べ
て
著
し
く
減
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
以
外
の
習
字
教
室

な
ど
の
場
を
通
し
て
、
手
書
き
を
洗
練
す
る
こ
と
に
充
て
ら
れ
る
時
間
的
割
合
が
減
り
、
文
字
に
対
す
る
美
意
識
を
養
う
場

が
存
在
し
難
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
状
を
受
け
て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
生
徒
が
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
書
に
触
れ
た
と
き
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
書
に
対
峙
で
き
る
素
地
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
実
践
で
課
題
に
な
る
こ
と
は
、
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
題
材
の
選
定
で
あ
る
。
筆
者
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
書
を
題
材
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
有
名
な
古

典
の
作
品
も
取
り
扱
い
た
い
。
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
書
の
鑑
賞
学
習
を
行
う
た

め
の
授
業
計
画
の
作
成
と
、
鑑
賞
す
る
題
材
の
選
択
な
ど
、
高
い
専
門
性
を
備
え
た
教
材
研
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
授

業
の
実
践
設
計
が
う
ま
く
作
成
さ
れ
な
い
と
、
活
動
自
体
が
知
識
習
得
に
偏
り
、
生
徒
が
受
動
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

鑑
賞
す
る
題
材
に
対
す
る
教
材
研
究
が
疎
か
で
あ
る
と
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
も
そ
れ
に
応
じ
た
浅
い
も
の
に
し
か
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
価
値
観
に
応
じ
た
鑑
賞
の
芽
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
指
導
者
も
ま
た
、
日
々
の
指
導
力
に

対
す
る
研
鑽
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

　
古
典
を
単
な
る
教
科
書
の
資
料
と
い
う
認
識
か
ら
、
我
々
の
先
祖
に
よ
る
言
葉
の
や
り
と
り
や
生
き
た
軌
跡
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
と
古
典
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
書
の
鑑
賞
教
育
が
持
つ

文
化
的
継
承
と
し
て
の
意
義
は
深
い
。

　
　
　
　
　
二

　今
後
の
理
想
的
と
考
え
ら
れ
る
書
教
育
へ
の
提
言

　
本
稿
で
は
、
複
数
の
実
践
を
も
と
に
、
書
の
情
操
教
育
的
意
義
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
筆
者
の

予
測
に
反
し
て
生
徒
は
そ
れ
ほ
ど
書
に
無
関
心
な
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
書
と
の
接

点
が
減
少
す
る
現
在
、
筆
者
は
、
書
に
興
味
・
関
心
を
持
た
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
な
が
ら
、
少
し
で
も
興
味
を

持
つ
よ
う
配
慮
し
て
実
践
を
重
ね
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
生
徒
は
日
常
生
活
に
お
け
る
書
と
の
接
点

の
多
少
に
関
係
な
く
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る
。
問
題
は
、
書
と
の
接
点
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
は
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な
く
、
授
業
以
外
の
場
に
お
い
て
、
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
て
る
場
が
著
し
く
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
興
味
・

関
心
を
育
て
る
場
の
減
少
は
、実
感
を
伴
っ
た
書
作
品
の
制
作
や
鑑
賞
へ
と
生
徒
を
導
く
こ
と
の
障
害
と
な
る
。
現
状
で
は
、

地
域
社
会
と
連
携
す
る
な
ど
、
学
校
以
外
で
書
に
関
わ
る
機
会
を
生
徒
に
持
た
せ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
長
期
を
見
据
え

て
継
続
性
の
高
い
実
践
構
成
を
組
み
立
て
る
必
要
性
を
指
摘
で
き
る
。

　
で
は
、
書
を
情
操
教
育
と
し
て
実
践
展
開
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
書
の
文
化
的
継
承
と
し
て
の
意
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
習
指
導
要
領
に
「
芸
術
文
化
の
理
解
を
深
め
る（

5
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
芸
術
教
育
に
お
い
て
、
文
化
継
承
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
日
本
独
自
の
書
の
発
展
に
目
を

向
け
、
中
国
の
書
を
も
と
に
、
異
な
る
文
字
体
系
で
あ
る
仮
名
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
、
漢
字
の
書
風
が
日
本
独
自
の
変

化
を
遂
げ
「
和
様
」
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
知
識
と
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
く
と
い
う
行
為
が
、
日
本
独
自

の
思
想
や
習
慣
な
ど
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
中
で
再
形
成
さ
れ
た
こ
と
の
理
解
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
常
言
語
に
お
い
て
、
文
字
を
、
実
用
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
美
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て

は
特
に
強
い
。
書
く
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
こ
の
美
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
継
承
の

実
感
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
情
操
教
育
と
し
て
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
は
、
第
四
章
の
実
践
の
最
後
に
提
示
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
書
の
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。
生
徒
の
身
の
周
り
に
あ
る
書
に
つ
い
て
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
授
業
外
で
の
興
味
・
関
心
の
喚
起
に

結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
美
術
館
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
鑑
賞
教
育
と
い
っ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
諸
々
の
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
容
易
と
は
い
え
な
い
。
現
状
を
生
か
し
て
、
効
果
的
な
実
践
を
構
成
す
る
た
め
に
、
地
域

社
会
に
存
在
す
る
資
料
を
用
い
る
こ
と
は
、
文
化
的
継
承
の
観
点
か
ら
も
、
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
書
の
表
現
に
は
複
雑
な
身
体
運
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。
筆
圧
、
運
筆
の
速
度
、
線
の
方
向
、
線
質
な
ど
は
、
視
覚
や
触
覚
、

聴
覚
（
筆
と
紙
と
の
摩
擦
音
）
を
感
じ
な
が
ら
、
瞬
間
的
に
判
断
さ
れ
、
同
時
進
行
で
書
か
れ
て
い
く
線
に
反
映
さ
れ
て
い

く
。
し
た
が
っ
て
、
書
く
と
い
う
行
為
に
は
、
書
く
運
動
の
複
雑
さ
の
た
め
に
、
各
人
の
違
い
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。
表

面
的
に
は
単
純
で
あ
り
な
が
ら
、
複
雑
な
要
素
を
含
む
運
動
は
、
今
ま
さ
に
書
い
て
い
る
そ
の
人
に
し
か
成
し
得
な
い
書
を

生
み
出
す
。
こ
の
点
で
の
情
操
教
育
的
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
書
は
文
化
的
身
体
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
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る
こ
と
で
は
な
く
、
文
字
を
美
し
く
書
こ
う
と
す
る
美
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
書
写
」「
書
道
」
に
充
て
ら
れ
る

授
業
時
間
は
、
手
書
き
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
と
比
べ
て
著
し
く
減
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
以
外
の
習
字
教
室

な
ど
の
場
を
通
し
て
、
手
書
き
を
洗
練
す
る
こ
と
に
充
て
ら
れ
る
時
間
的
割
合
が
減
り
、
文
字
に
対
す
る
美
意
識
を
養
う
場

が
存
在
し
難
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
状
を
受
け
て
、
学
校
教
育
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
生
徒
が
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
書
に
触
れ
た
と
き
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
書
に
対
峙
で
き
る
素
地
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
実
践
で
課
題
に
な
る
こ
と
は
、
興
味
・
関
心
を
持
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
題
材
の
選
定
で
あ
る
。
筆
者
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
書
を
題
材
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
有
名
な
古

典
の
作
品
も
取
り
扱
い
た
い
。
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
書
の
鑑
賞
学
習
を
行
う
た

め
の
授
業
計
画
の
作
成
と
、
鑑
賞
す
る
題
材
の
選
択
な
ど
、
高
い
専
門
性
を
備
え
た
教
材
研
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
授

業
の
実
践
設
計
が
う
ま
く
作
成
さ
れ
な
い
と
、
活
動
自
体
が
知
識
習
得
に
偏
り
、
生
徒
が
受
動
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

鑑
賞
す
る
題
材
に
対
す
る
教
材
研
究
が
疎
か
で
あ
る
と
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
も
そ
れ
に
応
じ
た
浅
い
も
の
に
し
か
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
価
値
観
に
応
じ
た
鑑
賞
の
芽
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
指
導
者
も
ま
た
、
日
々
の
指
導
力
に

対
す
る
研
鑽
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

　
古
典
を
単
な
る
教
科
書
の
資
料
と
い
う
認
識
か
ら
、
我
々
の
先
祖
に
よ
る
言
葉
の
や
り
と
り
や
生
き
た
軌
跡
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
と
古
典
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
書
の
鑑
賞
教
育
が
持
つ

文
化
的
継
承
と
し
て
の
意
義
は
深
い
。

　
　
　
　
　
二

　今
後
の
理
想
的
と
考
え
ら
れ
る
書
教
育
へ
の
提
言

　
本
稿
で
は
、
複
数
の
実
践
を
も
と
に
、
書
の
情
操
教
育
的
意
義
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
筆
者
の

予
測
に
反
し
て
生
徒
は
そ
れ
ほ
ど
書
に
無
関
心
な
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
書
と
の
接

点
が
減
少
す
る
現
在
、
筆
者
は
、
書
に
興
味
・
関
心
を
持
た
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
な
が
ら
、
少
し
で
も
興
味
を

持
つ
よ
う
配
慮
し
て
実
践
を
重
ね
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
生
徒
は
日
常
生
活
に
お
け
る
書
と
の
接
点

の
多
少
に
関
係
な
く
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る
。
問
題
は
、
書
と
の
接
点
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
は
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な
く
、
授
業
以
外
の
場
に
お
い
て
、
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
育
て
る
場
が
著
し
く
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
興
味
・

関
心
を
育
て
る
場
の
減
少
は
、実
感
を
伴
っ
た
書
作
品
の
制
作
や
鑑
賞
へ
と
生
徒
を
導
く
こ
と
の
障
害
と
な
る
。
現
状
で
は
、

地
域
社
会
と
連
携
す
る
な
ど
、
学
校
以
外
で
書
に
関
わ
る
機
会
を
生
徒
に
持
た
せ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
長
期
を
見
据
え

て
継
続
性
の
高
い
実
践
構
成
を
組
み
立
て
る
必
要
性
を
指
摘
で
き
る
。

　
で
は
、
書
を
情
操
教
育
と
し
て
実
践
展
開
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
書
の
文
化
的
継
承
と
し
て
の
意
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
習
指
導
要
領
に
「
芸
術
文
化
の
理
解
を
深
め
る（

5
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、
芸
術
教
育
に
お
い
て
、
文
化
継
承
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
。
例
え
ば
、
日
本
独
自
の
書
の
発
展
に
目
を

向
け
、
中
国
の
書
を
も
と
に
、
異
な
る
文
字
体
系
で
あ
る
仮
名
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
、
漢
字
の
書
風
が
日
本
独
自
の
変

化
を
遂
げ
「
和
様
」
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
知
識
と
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
く
と
い
う
行
為
が
、
日
本
独
自

の
思
想
や
習
慣
な
ど
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
中
で
再
形
成
さ
れ
た
こ
と
の
理
解
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
常
言
語
に
お
い
て
、
文
字
を
、
実
用
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
美
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て

は
特
に
強
い
。
書
く
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
こ
の
美
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
、
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
継
承
の

実
感
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
情
操
教
育
と
し
て
、
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
は
、
第
四
章
の
実
践
の
最
後
に
提
示
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
書
の
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
。
生
徒
の
身
の
周
り
に
あ
る
書
に
つ
い
て
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
授
業
外
で
の
興
味
・
関
心
の
喚
起
に

結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
美
術
館
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
鑑
賞
教
育
と
い
っ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
諸
々
の
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
容
易
と
は
い
え
な
い
。
現
状
を
生
か
し
て
、
効
果
的
な
実
践
を
構
成
す
る
た
め
に
、
地
域

社
会
に
存
在
す
る
資
料
を
用
い
る
こ
と
は
、
文
化
的
継
承
の
観
点
か
ら
も
、
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
書
の
表
現
に
は
複
雑
な
身
体
運
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。
筆
圧
、
運
筆
の
速
度
、
線
の
方
向
、
線
質
な
ど
は
、
視
覚
や
触
覚
、

聴
覚
（
筆
と
紙
と
の
摩
擦
音
）
を
感
じ
な
が
ら
、
瞬
間
的
に
判
断
さ
れ
、
同
時
進
行
で
書
か
れ
て
い
く
線
に
反
映
さ
れ
て
い

く
。
し
た
が
っ
て
、
書
く
と
い
う
行
為
に
は
、
書
く
運
動
の
複
雑
さ
の
た
め
に
、
各
人
の
違
い
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。
表

面
的
に
は
単
純
で
あ
り
な
が
ら
、
複
雑
な
要
素
を
含
む
運
動
は
、
今
ま
さ
に
書
い
て
い
る
そ
の
人
に
し
か
成
し
得
な
い
書
を

生
み
出
す
。
こ
の
点
で
の
情
操
教
育
的
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
書
は
文
化
的
身
体
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
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の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
他
、
民
間
の
書
道
団
体
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
頃
に
は
、
社
会
で
自
然
に
継
承

さ
れ
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
は
そ
の
活
動
も
低
迷
し
、
次
世
代
に
書
を
文
化
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
学
校
教
育
の
文
化
的
継
承
に
果
た
す
役
割
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
書
を
文
化
的
身
体
表
現
と
し
て
身
に
着
け
る
た
め
に
は
、
初
等
教
育
段
階
か
ら
、
書
教
育
を
芸
術
教
育
と
し
て
「
音
楽
」

な
ど
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
が
最
善
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、表
現
の
基
礎
と
な
る
姿
勢
は
、

そ
の
合
理
的
を
理
解
し
、
か
つ
日
常
と
し
て
そ
れ
を
身
に
着
け
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
高
等
学
校
課
程
で
書
表
現
に
向
か
わ

せ
よ
う
と
す
る
際
、
こ
の
こ
と
が
理
解
、
定
着
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
時
間
の
浪
費
は
甚
だ
し
い
。

　
第
四
章
に
述
べ
た
鑑
賞
活
動
で
は
、
古
典
の
書
を
理
解
す
る
学
習
を
早
い
段
階
で
行
う
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
生
徒
の
多

く
は
、
書
か
れ
た
文
字
が
読
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
作
品
に
対
し
て
関
心
を
示
さ
な
く
な
る
傾
向
が
強
い
。
初
等
教
育

の
段
階
で
、
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
書
に
対
し
て
無
関
心
に
な
る
こ
と
を
回
避
し
、

書
の
文
化
的
継
承
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
期
待
で
き
る
。

　
文
化
の
継
承
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
書
を
、
自
己
の
表
現
方
法
と
し
て
学
習
す
る
必
要
性
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
生
徒
が
能
動
的
に
表
現
に
向
か
う
と
き
、
書
教
育
活
動
は
、
他
教
科
で
は
得
ら
れ
な
い
情

操
教
育
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
考
え
る
書
教
育
の
意
義
を
も
と
に
行
っ
た
実
践
を
報
告
し
た
。

　
現
場
で
は
、与
え
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で
、教
育
方
法
を
考
え
、実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ

た
実
践
を
構
築
し
た
出
発
点
は
、
与
え
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
に
想
定
さ
れ
た
実
践
に
よ
っ
て
、
書
が
教
育
的
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
今
後
、
書
は
実
用
性
で
は
な
く
、
芸
術
性
に
基
づ
い
た
情
操
教
育
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
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え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
終
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
等
教
育
課
程
後
期
の
高
校
段
階
か
ら
で
は
な
く
、
初
等
教
育
課

程
か
ら
実
践
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
日
常
言
語
を
用
い
た
「
書
く
」
と
い
う
行
為
と
、
そ
の
軌
跡
で
あ
る
書
を
芸

術
と
み
な
し
、
表
現
活
動
や
鑑
賞
活
動
と
し
て
生
徒
の
情
操
を
豊
か
な
も
の
に
導
く
こ
と
は
、
書
教
育
独
自
の
教
育
的
意
義

で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
書
に
向
か
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
実
践
を
提
示
し
た
た
め
に
、
従
来
大
切
に
さ

れ
て
き
た
書
く
過
程
ま
で
詳
細
に
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ど
の
実
践
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
的
確
に
評

価
す
る
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
今
後
は
、
本
稿
に
報
告
し
た
実
践
に
よ
っ
て
得
た
成
果
を
も
と
に
し
て
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
注
〉

（
（
）
井
上
有
一
『
書
の
解
放
と
は
』
海
上
雅
臣
編
、
芸
術
新
聞
社
、
平
成
八
年
一
一
月
、
二
二
六
頁
。

（
（
）
井
島
勉
『
書
の
美
学
と
書
教
育
』
墨
美
社
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
、
二
〇
三
頁
。

（
（
）
井
島
前
掲
書
、
二
〇
二
頁
。

（
（
）
井
島
前
掲
書
、
七
・
八
頁
。

（
5
）『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
文
部
科
学
省
、
平
二
一
年
三
月
告
示
、
九
八
頁
。

附
記
　
研
究
の
計
画
当
初
は
、
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
に
お
け
る
文
物
の
調
査
及
び
、
美
術
館
の
運
営
状
況
の
調
査
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
調
査
の

日
程
調
整
が
難
航
し
た
こ
と
、
及
び
所
蔵
品
の
教
育
利
用
が
短
期
計
画
で
は
難
し
く
、
目
処
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
し
た
現
地
調
査
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
必
要
な
情
報
は
提
供
を
受
け
て
い
る
。
現
在
は
、
収
蔵
さ
れ
る
文
物
を
活
用
し
た
鑑
賞
活
動
の
実
践
を
模
索
し

て
い
る
。
今
後
、
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
と
の
連
携
を
長
期
的
視
野
で
計
画
で
き
る
よ
う
、
方
法
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
他
、
民
間
の
書
道
団
体
の
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
頃
に
は
、
社
会
で
自
然
に
継
承

さ
れ
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
は
そ
の
活
動
も
低
迷
し
、
次
世
代
に
書
を
文
化
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
学
校
教
育
の
文
化
的
継
承
に
果
た
す
役
割
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
書
を
文
化
的
身
体
表
現
と
し
て
身
に
着
け
る
た
め
に
は
、
初
等
教
育
段
階
か
ら
、
書
教
育
を
芸
術
教
育
と
し
て
「
音
楽
」

な
ど
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
が
最
善
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、表
現
の
基
礎
と
な
る
姿
勢
は
、

そ
の
合
理
的
を
理
解
し
、
か
つ
日
常
と
し
て
そ
れ
を
身
に
着
け
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
高
等
学
校
課
程
で
書
表
現
に
向
か
わ

せ
よ
う
と
す
る
際
、
こ
の
こ
と
が
理
解
、
定
着
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
時
間
の
浪
費
は
甚
だ
し
い
。

　
第
四
章
に
述
べ
た
鑑
賞
活
動
で
は
、
古
典
の
書
を
理
解
す
る
学
習
を
早
い
段
階
で
行
う
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
生
徒
の
多

く
は
、
書
か
れ
た
文
字
が
読
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
作
品
に
対
し
て
関
心
を
示
さ
な
く
な
る
傾
向
が
強
い
。
初
等
教
育

の
段
階
で
、
書
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
書
に
対
し
て
無
関
心
に
な
る
こ
と
を
回
避
し
、

書
の
文
化
的
継
承
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
期
待
で
き
る
。

　
文
化
の
継
承
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
書
を
、
自
己
の
表
現
方
法
と
し
て
学
習
す
る
必
要
性
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
生
徒
が
能
動
的
に
表
現
に
向
か
う
と
き
、
書
教
育
活
動
は
、
他
教
科
で
は
得
ら
れ
な
い
情

操
教
育
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
筆
者
が
考
え
る
書
教
育
の
意
義
を
も
と
に
行
っ
た
実
践
を
報
告
し
た
。

　
現
場
で
は
、与
え
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
で
、教
育
方
法
を
考
え
、実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ

た
実
践
を
構
築
し
た
出
発
点
は
、
与
え
ら
れ
た
枠
組
み
の
中
に
想
定
さ
れ
た
実
践
に
よ
っ
て
、
書
が
教
育
的
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
今
後
、
書
は
実
用
性
で
は
な
く
、
芸
術
性
に
基
づ
い
た
情
操
教
育
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
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え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
終
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
等
教
育
課
程
後
期
の
高
校
段
階
か
ら
で
は
な
く
、
初
等
教
育
課

程
か
ら
実
践
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
日
常
言
語
を
用
い
た
「
書
く
」
と
い
う
行
為
と
、
そ
の
軌
跡
で
あ
る
書
を
芸

術
と
み
な
し
、
表
現
活
動
や
鑑
賞
活
動
と
し
て
生
徒
の
情
操
を
豊
か
な
も
の
に
導
く
こ
と
は
、
書
教
育
独
自
の
教
育
的
意
義

で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
書
に
向
か
う
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
実
践
を
提
示
し
た
た
め
に
、
従
来
大
切
に
さ

れ
て
き
た
書
く
過
程
ま
で
詳
細
に
考
察
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ど
の
実
践
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
的
確
に
評

価
す
る
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
今
後
は
、
本
稿
に
報
告
し
た
実
践
に
よ
っ
て
得
た
成
果
を
も
と
に
し
て
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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